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巻頭図版 1

1 銭塚・城敷遺跡空中写真 (合成)
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巻頭図版 2

1 銭塚遺跡全景 南から

2 城敷遺跡全景 南から
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巻頭図版 3
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1 銭塚遺跡第 1号土器棺墓

■■■

2 銭塚遺跡第 1号土器棺墓出土弥生土器 (1)
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巻頭図版 4

1 銭塚遺跡第 1号土器棺墓出土弥生土器 (2)
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巻頭図版 5

D

1 銭塚遺跡第 4号住居跡出土土器
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2 銭塚遺跡第 18号住居跡出土土器
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巻頭図版 6

識ヽ:議庁

1 銭塚遺跡第 7号溝跡 0第 12号溝跡出土土器
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2 銭塚遺跡第 18号溝跡出土土器
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巻頭図版 7

2 城敷遺跡第 4号溝跡出土樽型醒
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1 城敷遺跡第 4号溝跡梯子出土状況
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銭塚遺跡・城敷遺跡の紹介

銭塚遺跡・城敷遺跡は、東松山市の南東部にあります。最近まで水田の下に眠っ

ていましたが、発掘調査したところ、都幾川が運んだ土砂によってつ くられた古い

自然堤防という高まりの上に立地していることがわかりました。

銭塚遺跡からは弥生時代 (約 1,900年前)の土器棺墓 というお墓が見つか り、中

から小児のものと思われる歯が出土しました。丁寧に埋葬した様子から、子供への

愛情が伝わってきます。また、奈良・平安時代 (約 1,100～ 1,300年前)の ムラからは、

奈良の都で使用された土器 (畿 内産土師器といいます)や、東海地方で生産された

当時の高級須恵器が見つかりました。もしかしたらこの地域を支配した豪族が住ん

でいたのかもしれません。

城敷遺跡からは、古墳時代前期から後期 (約 1,650～ 1,500年前)の大 きなムラ跡

がみつかりました。このムラは蛇行して流れる大溝 (河川)の両岸につ くられてい

ました。川へ降りるために地面を削ってつ くった階段、堰、堤防のような木組みな

ど、河川を生活に積極的に取 り込んだ様子がわかります。出土したたくさんの遺物

の中には、長さ3mに も及ぶ長い梯子や樽形魅 とよばれる非常に珍しい須恵器など

があります。
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埼玉県は、高次の都市機能と交通利便性を備えながら、豊かな緑とゆとりのあ

る空間に恵まれています。こうした「都市の魅力」と「田園のゆとり」を併せ持っ

た「田園都市」の創造を目指 し、都市基盤の整備や美しいまちなみ形成に取 り組

んでいます。独立行政法人都市再生機構による「高坂駅東口第二地区特定土地区

画整理事業」では、「むさし緑園都市」の一翼 として、あふれる自然 と都市機能

が調和 した人に優 しい街づ くりがすすめられています。

事業地内には、周知の埋蔵文化財包蔵地として城敷遺跡、銭塚遺跡、反町遺跡

の 3遺跡が知られてお りました。これら埋蔵文化財の取 り扱いについては、関係

機関が慎重に協議 してまいりましたが、やむを得ず発掘調査を実施 し、記録保存

の措置を講ずることとなりました。発掘調査は、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課 (当 時)の調整により、当事業団が独立行政法人都市再生機構埼玉地域支

社の委託を受けて実施いたしました。

城敷遺跡 と銭塚遺跡は、弥生時代から平安時代にかけて栄えた集落遺跡です。

遺跡のなかを蛇行する大溝に沿って、住居跡や掘立柱建物跡などが発見され、数

多 くの土器や石製品、鉄製品、木製品が出土 しました。古墳時代の須恵器には、

近畿地方から運ばれてきた貴重なものが含まれています。また木製品には長大な

梯子や扉材などの建築部材が多 く見 られ、大規模な建物跡の存在を窺 うことがで

きます。

本書は、これらの発掘調査成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護や学術

研究の基礎資料 として、また、普及・啓発や各教育機関の参考資料として広 く活

用 していただければ幸いです。

本書の刊行にあた り、発掘調査に関する諸調整に御尽力いただきました埼玉県

教育局市町村支援部生涯学習文化財課、発掘調査から報告書刊行に至るまで御協

力をいただきました独立行政法人都市再生機構埼玉地域支社、東松山市教育委員

会並びに地元関係者各位に対 し厚 くお礼申しあげます。

平成22年 3月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 メ」 部   博



例 言

1.本書は東松山市に所在する銭塚遺跡第2次 。第

3次調査、城敷遺跡第 1次 0第 2次調査の発掘調

査報告書である。

2.遺跡の略号と代表地番、発掘調査届に対する指

示通知は、以下のとおりである。なお、城敷遺跡

は「じようしき」。「しろしき」の二通りの呼称が

あり、調査時は前者で呼称 したため、略号を

「JOSK」 とした。その後、東松山市教育委員会と

の協議で「しろしき」と呼称することとなったた

め、本書では全てその呼称で流充一した。

城敷遺跡第 1次調査

城敷遺跡第1次 00SK l次 )

埼玉県東松山市大字高坂%7-1他

平成15年 5月 14日付け 教文第2-12号

平成15年 5月 14日付け 教文第2-13号

銭塚遺跡第2次調査・城敷遺跡第2次調査

銭塚遺跡第2次 (ZNDK 2次 )・

城敷遺跡第2次 COSK2次 )

埼玉県東松山市大字高坂340-2他

平成16年 4月ν日付け 教文第2-9号

金難家遺跡第3次調査

銭塚遺跡第3次 (ZNDK 3次 )

埼玉県東松山市大字高坂307-1他

平成17年 4月 11日付け 教生文第2-2号

3。 発掘調査は、高坂駅東口第二特定土地区画整理

事業に伴う埋蔵文化財言酪景保存のための事前調査

であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課 (当

時)が調整し、都市基盤整備公団 (当時)の委託

を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が

実施した。

4.銭塚・城敷遺跡 (第 2次調査)については、以

下の文献がある力ヽ 本報告がすべてに優先するcl

富田和夫2∞5「東松山市銭塚・城敷遺跡 (第 2

次)の調査」『第器回遺跡発掘調査報告会発表

要旨』 埼玉考古学会

5.発掘調査 0整理報告書作成事業はI-3の組織

により実施した。

銭塚・城敷遺跡の発掘調査は、3カ年にわたっ

て実施した。

城敷遺跡第 1次調査

平成15年 4月 8日～平成15年 4月 30日

平成15年 8月 1日～平成16年 3月 24日

担当者 伴瀬宗一・池田恵美子

銭塚遺跡第2次 0城敷遺跡第2次調査

平成16年 4月 8日～平成17年 3月 31日

担当者 富田和夫 0伴瀬・福田 聖 0菊地

真・松本美佐子 0池田

銭塚遺跡第3次調査

平成17年 4月 1日～平成18年 3月 31日

担当者 富田 0大谷 徹・山本 靖・菊地

整理報告書作成事業は、平成19年度から平成田

年度までの予定で実施している。平成19年 4月 9

日から平成22年 3月 2日 まで富田が、平成21年 4

月8日から平成22年 3月2日 まで山本が担当して

実施し、第 I巻を事業団報告書第%9集 F銭塚Ⅱ

/城敷 I』 (本書)と して印刷 0刊行したこ

6。 発掘調査における基準点測量は株式会社GIS関

東に、空中写真撮影は朝日航洋株式会社・中央航

業株式会社に委託したc

7。 出土木製品の樹種同定 (平成19年度)0年代測定・

獣骨同定 (平成
"021年

度)はパリノサーヴェイ

株式会社に、漆器の科学分析 (平成
"年

度)は漆

器文化財研究所に委託したc平成
"年

度の樹種同

定は、独立行政法人森林総合研究所能城修一氏に

依頼したc

巻頭図版 (口絵)の遺物写真については、小川

忠博氏に委託した。

8。 発掘調査における写真撮影は各担当者が行い、



出土遺物の写真撮影は富田・山本・福田力考子った。

9.出土品の整理・図版作成は富田 0山本が行い、

赤熊浩一・瀧瀬芳之 0上野真由美 0福田・松本の

協力を受けた。

10。 本書の執筆は、 I-1を埼玉県教育局市町村支

援部生涯学習文化財課カミ I-203、 Ⅳ-5を

福田が、Ⅳ-1～ 406～ 11、 Ⅶを富田が、Ⅱ-2、

Ⅲ-3、 Vを山本が、Ⅵ-1をパリノサーヴェイ

株式会社が、Ⅵ-2を漆器文化財研究所力考子った。

11。 本書の編集は富田・山本力浙子った。

12.本書に掲載した資料は平成22年 4月以降埼玉県

教育委員会が管理・保管する。

13。 発掘調査、本書の作成にあたり、下記の機関・方々

からご教示 0ご協力を賜った。記して感謝いたし

ます。(敬称略、Ю音順)

東松山市教育委員会 飯塚武司  岩田明広

上原真人 江原昌俊 金井塚良一 加藤修司

加藤恭朗 栗岡具理子 黒済和彦 黒済玉恵

酒井清治 篠原祐一 白井久美子 高久健二

鶴間正昭 根本 靖 平野寛之 藤野一之

宮島秀夫 宮本長二郎 宮瀧交二 山田昌弘

渡辺 一



凡 例

1.遺跡全体におけるX・ Yの数値は、国土標準平

面直角座標第Ⅸ系 (原点北緯%|° ∞
′
∞
″
、東経

139° Ю
′

00〃 )に基づく座標値を示す。また、

各挿図に記した方位はすべて座標北を示す。

銭塚遺跡ZP-15グリッド北西杭の座標は、X
=600。00m、 Y=―路2m00m。 北緯%° ∞

′

χ器
〃
、東経1“

°
15′ 器.“

〃
である。(小数点

以下第3位切捨て)

ZP-15グリッドの世界測地系による換算値は

X=%伍 2m、 Y=―器52239mである。(小数点

以下第3位切捨て)

城i勇た贅動亦C-15グリッド」回□院の座:標:は、X=
470.∞m、 Y=―路230。∞m。 北緯%° ∞

′
Z.∞

″
、

東経14ぴ 15′ 路

“

″
である。例 数ヽ点以下第3位

切捨て)

C-15グリッドの世界測地系による換算値はX
=824。57m、 Y=―器522。39mである。(小数点以

下第3位切捨て)

2.調査で使用したグリッドは、国土標準平面直角

座標に基づく10× 10mの範囲を基本 (1グ リッド)

とし、調査区全体をカバーする方眼を組んだ。

3。 グリッド名称は、北西隅を基点とし、北から南

方向にアルファベット (AOB・ C… )、 西から

東方向に数字 (1・ 203…)と付し、アルファ

ベットと数字を組み合わせ、例えばR-8グリッ

ド等と呼称した。

4。 本書の本文、挿図、表中に記した遺構の略号は

以下のとおりである。

SJ…竪穴住居跡 SB…掘立柱建物跡

SD…溝 。

'可

‖流路 SE…井戸跡

SK…土墳 SA…柱穴列

SX…堤防状遺構・その他不明遺構

SY…畠跡 PitO P…小穴 0柱穴

5。 本書における挿図の縮尺は以下のとおりである。

但し、木製品等例外もあり、それについては図中

に縮尺とスケールを示した。

全測図 1:330

遺構図 1:∞ 遺構拡大図 1:∞

土師器・須恵器・木製品など1:4

土器拓影図・石器 (紡錘車 0砥石など)1:2・

1:301:4

鉄器 0小型製品 (耳環など)1:2

石製模造品 1:1
6。 実測図の表記方法は以下のとおりであるc断面

を黒塗りしたものは須恵器。また、彩色された土

器についてはその範囲に網を掛けて示した (赤彩 0

灰釉10%。 黒色処理30%)。

漆・油煙の付着範囲、摩滅範囲については、範

囲に網を掛けて示すとともに、図中に表記した。

7.遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標高を

表す。

8。 遺物観察表の表記方法は以下のとおりであるc

・器種は、弥生土器→弥生、土師器、須恵器と

表記した。

O口径・器高・底径は、cm単位であるc

O( )内の数値は推定値、それ以外の数値は

現存値を示す。

O胎土は土器中に含まれる鉱物等のうち、特徴

的なものを記号で示した。

A―雲母 B―片岩 C一角閃石 D―長石

E一石英 F―軽石 G―砂粒子 H―赤色

粒子 I― 白色粒子 J― 白色針状物質

K―黒色粒子 L―その他

・残存率は図示した器形に対する大まかな遺存

程度を%で示した。

O備考には出土位置、注記No.、 赤彩の有無、

煤の付着、推定される須恵器産地、調整や整

形の特徴などを記した。



9。 本文中の遺構所属時期については、古墳時代

前期 0中期等の表記以外に本書第Ⅲ期等の記

載がある。これはⅦ調査のまとめに示した時

期分割案を使用した。

木製品

10。 本書に使用した地形図は、国土地理院発行

1/5∞∞・1/2Ю∞地形図、東松山市都市計画

図12500を使用した。

摩滅範囲

墨痕

油煙

漆

りは

須恵器

赤彩

黒色処理

蝙鰊躙扮丁腑

遺物図表現方法
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城敷遺跡

図版1141

グリッド (第280図63)

グリッド (第280図64)

グリッド (第280図65)

グリッド (第280図59)

グリッド (第280図60)

試掘 1(第 281図 1)

試掘 2(第281図 2)

遺構不明 (第280図61)

羽回 表

羽口 裏

第14号掘立柱建物跡 (第 197図 10)

第14号掘立柱建物跡 (第197図 11)

第14号掘立柱建物跡 (第197図 12)

第14号掘立柱建物跡 (第197図 13)

第14号掘立柱建物跡 (第197図 14)

第14号掘立柱建物跡(第 197図 15)表

第14号掘立柱建物跡(第 197図 15)裏

第 5号井戸跡 (第210図 4)表

第 5号井戸跡 (第210図 4)裏

第 5号井戸跡 (第210図 4)拡大

第 2号井戸跡 (第210図 2)

第 5号井戸跡 (第210図 3)表

第 5号井戸跡 (第210図 3)裏

第 8号井戸跡 (第210図 7)表

第 8号井戸跡 (第210図 7)裏

ZS-15～ 24グ リッド全景

西から

ZT-7～ ZX-5グ リッド全景

ゴヒから

ZW-12～20グ リッド全景

東から

ZW T12～ 20グ リッド全景

西から (1)

ZW-12～20グ リッド全景

西から (2)

ZW～ZY-14015グ リッド全景

南から

7 ZW OZX-14015グ リッド全景

南から

8 ZW-19グ リッド全景 南から

1 第76号住居跡

2 第76号住居跡遺物出土状況 (1)

3 第76号住居跡遺物出土状況 (2)

4 第76号住居跡カマ ド

5 第76号住居跡カマド遺物出土状況 (1)

6 第76号住居跡カマド遺物出土状況 (2)

7 第76号住居跡カマ ド支脚検出状況

8 第76号住居跡貯蔵穴

1 第76号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

2 第78号住居跡

3 第78号住居跡遺物出土状況

4 第78号住居跡炉跡

5 第81号住居跡遺物出土状況 (1)

6 第81号住居跡遺物出土状況 (2)

7 第81号住居跡貯蔵穴

8 第82号住居跡

1 第83号住居跡

2 第83号住居跡遺物出土状況 (1)

3 第83号住居跡遺物出土状況 (2)

4 第83号住居跡カマ ド

5 第83号住居跡カマ ド遺物出土状況

6 第83号住居跡カマ ド袖部芯材土器

7 第84号住居跡

8 第84号住居跡遺物出土状況

1 第84号住居跡カマ ド

2 第譴号住居跡貯蔵穴

3 第&号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

4 第85号住居跡

5 第85086号住居跡

6 第87号住居跡 (1)

7 第87号住居跡 (2)

8 第87号住居跡遺物出土状況 (1)

1 第87号住居跡遺物出土状況 (2)
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2 第87号住居跡カマ ド

3 第88号住居跡

4 第88号住居跡遺物出土状況 (1)

5 第88号住居跡遺物出土状況 (2)

6 第88号住居跡遺物出土状況 (3)

7 第88号住居跡遺物出土状況 (4)

8 第88号住居跡遺物出土状況 (5)

1 第88号住居跡遺物出土状況 (6)

2 第88号住居跡カマ ド

3 第89090号住居跡

4 第89090号住居跡遺物出土状況

5 第89号住居跡遺物出土状況

6 第89号住居跡カマ ド

7 第91号住居跡

8 第91号住居跡遺物出土状況

1 第91号住居跡カマ ド

2 第91号住居跡カマ ド遺物出土状況

3 第92・ 93・ 97098号住居跡

4 第92号住居跡

5 第92号住居跡遺物出土状況 (1)

6 第92号住居跡遺物出土状況 (2)

7 第93号住居跡遺物出土状況 (1)

8 第93号住居跡遺物出土状況 (2)

1 第93号住居跡遺物出土状況 (3)

2 第93号住居跡遺物出土状況 (4)

3 第93号住居跡遺物出土状況 (5)

4 第93号住居跡カマ ド

5 第93号住居跡カマ ド支脚

6 第94号住居跡

7 第94号住居跡遺物出土状況 (1)

8 第94号住居跡遺物出土状況 (2)

1 第94号住居跡遺物出土状況 (3)

2 第94号住居跡カマ ド

3 第94号住居跡カマ ド遺物出土状況

4 第95号住居跡

5 第95号住居跡遺物出土状況 (1)

6 第95号住居跡遺物出土状況 (2)

7 第95号住居跡遺物出土状況 (3)

8 第96号住居跡

1 第96号住居跡遺物出土状況 (1)

2 第96号住居跡遺物出土状況 (2)

3 第96号住居跡遺物出土状況 (3)

4 第96号住居跡カマ ド

5 第96号住居跡カマド遺物出土状況 (1)

6 第96号住居跡カマド遺物出土状況 (2)

7 第97098号住居跡

8 第97098号住居跡遺物出土状況

1 第98号住居跡遺物出土状況 (1)

2 第98号住居跡遺物出土状況 (2)

3 第99号住居跡ビット1遺物出土状況

4 第100号住居跡

5 第100号住居跡遺物出土状況 (1)

6 第100号住居跡遺物出土状況 (2)

7 第100号住居跡遺物出土状況 (3)

8 第100号住居跡カマ ド

1 第100号住居跡カマド遺物出土状況

2 第101・ 102号住居跡

3 第102号住居跡貯蔵穴

4 第102号住居跡勾玉出土状況

5 第103号住居跡

6 第104号住居跡

7 第105号住居跡

8 第105号住居跡遺物出土状況 (1)

1 第105号住居跡遺物出土状況 (2)

2 第105号住居跡カマ ド

3 第106号住居跡カマ ド

4 第107号住居跡 0第38号土墳

5 第13号掘立柱建物跡

6 第14号掘立柱建物跡

7 第15号掘立柱建物跡

8 第37号土墳

1 第31号土墳

2 第36号土墳

3 第33号土墳
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第32号土墳

第30号土墳

第30号土墳遺物出土状況

第18号溝跡

第16号溝跡

第10号溝跡 北から

第10号溝跡 南東から

第10号溝跡遺物出土状況 (木製盤)

第17号溝跡

第24号溝跡

第24025号溝跡

第26号溝跡

第14015号溝跡

第12e13号溝跡

第4号溝跡第1地点全景 南から(1)

第4号溝跡第1地点全景 南から(2)

第4号溝跡第1地点全景 東から

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (1)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (2)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (3)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (4)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (5)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (6)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (7)

漆原木

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (8)

漆原木

第4号溝跡第1地点遺物出土状況(9)

紡織具

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (10)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (11)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (12)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (13)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (14)

須恵器高不

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (15)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (16)

椅子脚

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (17)

須恵器長頸瓶・建築材

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (18)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (19)

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (20)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (21)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (22)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (23)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (24)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (25)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (26)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (27)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (28)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (29)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (30)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (31)

梯子

第4号溝跡第1地点遺物出土状況 (32)

梯子

第4号溝跡第 1地点土層断面

第4号溝跡第 2地点全景 南から

第4号溝跡第 2地点全景 西から

第 4号溝跡第 2地点全景 東から

第 4号溝跡第 2地点昇降施設

第 4号溝跡第 2地点遺物出土状況
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第 4号溝跡第 2地点堰状施設

第 4号溝跡第 2地点堰状施設

遺物出土状況

第 4号溝跡第 2地点護岸施設 (1)

第 4号溝跡第 2地点護岸施設 (2)

第 4号溝跡第 2地点護岸施設

遺物出土状況 (1)

第 4号溝跡第 2地点護岸施設

遺物出土状況 (2)

第 4号溝跡第 2地点護岸施設

遺物出土状況 (3)木製四脚槽

第 4号溝跡第 2地点護岸施設

遺物出土状況 (4)木製輪鐙

第 4号溝跡第 2地点杭列 (1)

第 4号溝跡第 2地点杭列 (2)

第 4号溝跡第 2地点杭列 (3)

第 4号溝跡第 3地点全景 北から

第 4号溝跡第 3地点全景 東から

第 4号溝跡第 3地点テラス部

遺物出土状況

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (1)

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (2)

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (3)

木製槽

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (4)

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (5)

須恵器樽形魅

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (6)

須恵器樽形魅

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (7)

須恵器樽形魅

第4号溝跡第3地点遺物出土状況 (8)

須恵器樽形魅

第76号住居跡 (第284図 10)

第76号住居跡 (第284図 13)

第76号住居跡 (第284図 8)

第76号住居跡 (第284図 9)

5 第76号住居跡 (第284図 1)

1 第76号住居跡 (第284図 2)

2 第76号住居跡 (第284図 6)

3 第78号住居跡 (第286図 1)

4 第78号住居跡 (第286図 3)

5 第78号住居跡 (第286図 4)

6 第80号住居跡 (第290図 1)

7 第80号住居跡 (第290図 2)

1 第80号住居跡 (第290図 3)

2 第80号住居跡 (第290図 4)

3 第80号住居跡 (第290図 5)

4 第81号住居跡 (第292図 2)

5 第81号住居跡 (第292図 6)

6 第81号住居跡 (第292図 11)

7 第81号住居跡 (第292図28)

8 第81号住居跡 (第292図29)

1 第81号住居跡 (第292図26)

2 第81号住居跡 (第292図27)

3 第81号住居跡 (第292図30)

4 第82号住居跡 (第294図 1)

5 第83号住居跡 (第296図 4)

6 第83号住居跡 (第296図 10)

7 第83号住居跡 (第296図 11)

1 第84号住居跡 (第298図 1)

2 第84号住居跡 (第298図 3)

3 第84号住居跡 (第298図 10)

4 第84号住居跡 (第298図 5)

5 第84号住居跡 (第298図 7)

1 第85086号住居跡 (第300図 1)

2 第85086号住居跡 (第300図 2)

3 第87号住居跡 (第302図 2)

4 第87号住居跡 (第302図 1)

5 第87号住居跡 (第302図 4)

1 第87号住居跡 (第302図 8)

2 第88号住居跡 (第304図 18)

3 第88号住居跡 (第304図22)

4 第88号住居跡 (第304図23)
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第88号住居跡

第88号住居跡

第88号住居跡

第88号住居跡

第88号住居跡

第88号住居跡

第88号住居跡

第89号住居跡

第89号住居跡

第89号住居跡

第89号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

第91号住居跡

10 第91号住居跡

11 第91号住居跡

12 第91号住居跡

13 第91号住居跡

14 第91号住居跡

15 第91号住居跡

16 第91号住居跡

17 第91号住居跡

(第304図24)

(第304図25)

(第304図 1)

(第305図26)

(第305図27)

(第304図20)

(第304図21)

(第307図 12)

(第307図 2)

(第307図 11)

(第307図 10)

(第311図 3)

(第311図 14)

(第311図 2)

(第311図 5)

(第311図 15)

(第312図 17)

(第311図 6)

(第311図 16)

(第312図 18)

(第312図 19)

(第312図20)

(第312図21)

(第312図22)

(第312図23)

(第312図24)

(第312図25)

(第312図26)

(第312図27)

(第312図28)

(第312図29)

(第312図30)

(第312図31)

(第312図32)

(第312図33)

(第312図34)

(第312図35)

18 第91号住居跡

19 第91号住居跡

20 第91号住居跡

21 第91号住居跡

22 第91号住居跡

23 第91号住居跡

24 第91号住居跡

25 第91号住居跡

26 第91号住居跡

27 第91号住居跡

28 第91号住居跡

29 第91号住居跡

30 第91号住居跡

31 第91号住居跡

32 第91号住居跡

33 第91号住居跡

34 第91号住居跡

35 第91号住居跡

36 第91号住居跡

37 第91号住居跡

38 第91号住居跡

39 第91号住居跡

40 第91号住居跡

41 第91号住居跡

42 第91号住居跡

43 第91号住居跡

44 第91号住居跡

45 第91号住居跡

46 第91号住居跡

47 第91号住居跡

48 第91号住居跡

49 第91号住居跡

50 第91号住居跡

51 第91号住居跡

52 第91号住居跡

53 第91号住居跡

54 第91号住居跡

(第312図 36)

(第312図 37)

(第312図 38)

(第312図 39)

(第312図 40)

(第312図 41)

(第312図 42)

(第312図 43)

(第312図 44)

(第312図 45)

(第312図 46)

(第312図 47)

(第312図 48)

(第312図 49)

(第312図 50)

(第312図 51)

(第312図 52)

(第312図 53)

(第312図 54)

(第312図 55)

(第312図 56)

(第312図 57)

(第312図 58)

(第312図 59)

(第312図∞ )

(第312図 61)

(第312図62)

(第312図63)

(第312図
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(第312図 65)

(第312図66)

(第312図67)

(第312図 68)

(第312図 69)

(第312図70)

(第312図 71)

(第312図72)



55 第91号住居跡 (第312図 73)

56 第91号住居跡 (第312図 74)

57 第91号住居跡 (第312図75)

58 第91号住居跡 (第312図76)

59 第91号住居跡 (第312図77)

60 第91号住居跡 (第312図 78)

1 第91号住居跡 (第312図 79)

2 第91号住居跡 (第312図80)

3 第91号住居跡 (第312図81)

4 第91号住居跡 (第312図 82)

5 第92号住居跡 (第309図 14)

6 第92号住居跡 (第309図 15)

7 第92号住居跡 (第309図 2)

8 第93号住居跡 (第314図 1)

9 第93号住居跡 (第314図 3)内面

10 第93号住居跡 (第314図 3)

11 第93号住居跡 (第314図 9)

1 第93号住居跡 (第314図 4)内面

2 第93号住居跡 (第314図 4)

3 第93号住居跡 (第314図 8)

4 第93号住居跡 (第314図 10)

5 第93号住居跡 (第314図 13)

1 第93号住居跡 (第314図 7)

2 第93号住居跡 (第314図 12)

3 第94号住居跡 (第317図 1)

4 第94号住居跡 (第317図 5)

5 第94号住居跡 (第317図 6)

6 第94号住居跡 (第317図 10)

7 第94号住居跡 (第317図 13)

1 第94号住居跡 (第317図 14)

2 第94号住居跡 (第317図 15)

3 第94号住居跡 (第317図 26)

4 第94号住居跡 (第318図 31)

5 第94号住居跡 (第319図34)

6 第94号住居跡 (第319図48)

7 第94号住居跡 (第319図49)

1 第94号住居跡 (第318図29)

2 第94号住居跡 (第318図30)

3 第94号住居跡 (第318図 33)

4 第95号住居跡 (第321図 23)

1 第96号住居跡 (第324図 1)内面

2 第96号住居跡 (第324図 1)

3 第96号住居跡 (第324図 3)

4 第96号住居跡 (第324図 8)

5 第96号住居跡 (第324図 9)内面

6 第96号住居跡 (第324図 9)

7 第96号住居跡 (第324図 13)

1 第96号住居跡 (第 324図 10)内面拡大

2 第96号住居跡 (第324図 10)

3 第96号住居跡 (第324図 14)

4 第96号住居跡 (第325図 19)

5 第96号住居跡 (第325図 20)

6 第96号住居跡 (第325図21)

1 第98号住居跡 (第328図 1)

2 第98号住居跡 (第328図 6)

3 第98号住居跡 (第328図 8)

4 第99号住居跡 (第330図 1)

5 第99号住居跡 (第330図 2)

6 第99号住居跡 (第330図 5)

7 第100号住居跡 (第332図 1)

8 第100号住居跡 (第332図 2)

1 第100号住居跡 (第332図 7)

2 第100号住居跡 (第332図 9)

3 第100号住居跡 (第332図 10)

4 第100号住居跡 (第332図 11)

5 第100号住居跡 (第332図 14)

6 第100号住居跡 (第332図 18)

1 第100号住居跡 (第332図 15)

2 第100号住居跡 (第332図 17)

3 第102号住居跡 (第334図 2)

4 第102号住居跡 (第334図 7)

5 第102号住居跡 (第334図 10)

6 第102号住居跡 (第334図 13)

1 第102号住居跡 (第334図 3)
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第102号住居跡 (第334図 4)

第102号住居跡 (第334図 21)

第102号住居跡 (第335図 23)

第103号住居跡 (第337図 4)

第103号住居跡 (第337図 6)

第103号住居跡 (第337図 13)
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I 発掘調査の概要

1.発掘調査に至る経過
埼玉県教育委員会 (以下県教委)では、都市基

盤整備公団埼玉地域支社 (当時 0以下公団/現独

立行政法人都市再生機構・以下都市機構)が東松

山市高坂地区で行う高坂駅東口第二地区特定土

地区画整理事業に係る埋蔵文化財の保護につい

て、平成13年度より協議を重ね、調整を図ってき

た。

区画整理事業地内の埋蔵文化財については、公

団埼玉地域支社都市整備部長 (当時)よ り、平成

13年 11月 7日 付けされ-2号で「埋蔵文化財の所

在及び取り扱い」について照会があった。

当時、この事業予定地では周知の埋蔵文化財包

蔵地が確認されていなかったので、県教委では平

成13年 12月 及び平成14年 1月 に確認調査を実施し、

平成14年 2月 7日付け教文第1459号で、埋蔵文化

財の所在と取り扱いについて回答した。

これを基に協議を重ねたが、より厳密な埋蔵文

化財の所在状況を把握する必要が出てきたため、

平成14年 8月 と11月 に確認調査を追加実施した。

その結果は、平成14年 11月 25日 付け教文第11∽号

で詳細な回答を行った。これらの確認調査によっ

て、事業地内には銭塚遺跡 (No“ -369)0城敷遺

跡 (No.M-370)・ 反町遺跡 (No&-371)の 3遺

跡が所在し、工事に先立ち、記録保存の発掘調査

を実施すべき遺構が所在 していることが確認さ

れた。

このため、発掘調査については、財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団 (以下事業団)が実施機

関としてあたることとし、事業団、公団、文化財

保護課 (当時)の三者により調査方法、期間、経

費などについて協議し、最終的には、平成15年 3

月31日付けで「高坂駅東口第二地区埋蔵文化財に

関する協定書」を公団埼玉地域支社長 (当 時)、

県教委教育長、事業団理事長の三者で締結した。

その結果、発掘調査が次のとおり実施された。

城敷遺跡 :平成15年 4月 8日 ～4月 30日 、 8月 1

日～平成16年 3月 24日 、平成16年 4月 8日 ～平成

17年 3月 31日

銭塚遺跡 :平成16年 4月 8日 ～平成18年 3月 31日

城敷遺跡は、調査の中で遺跡範囲が北東に拡大

することが明らかになった。平成16年 9月 に確認

調査を再度実施し、平成16年 11月 1日 付け教文第

10%号で拡大した部分についても事前に記録保存

を行う必要がある事を回答した。

なお、協定書については平成17年 3月 31日付け

で変更したc

文化財保護法第57条の3(当時)の規定による

埋蔵文化財発掘通知は公団埼玉地域支社長 (当時)

から平成15年 4月 1日 付けさZ-5号、平成16年

3月 ∞日付けさZ-31号で提出され、それに対す

る保護法上必要な勧告は県教委教育長から平成15

年 5月 14日 付け教文第3-71号、平成15年 4月 19

日付け教文第3-14号で行われたc

文化財保護法第57条の 1(当時)の規定による

発掘調査届については、事業団理事長から地元東

松山市教育委員会経由で県教委教育長あて提出

された。これに対する県教委としての発掘調査の

指示は次の文書で行った。

城敷遺跡

平成15年 5月 14日 付け教文第2-12号

平成15年 5月 14日 付け教文第2-13号

平成16年 4月ν日付け教文第2-9号

銭塚遺跡

平成16年 4月ν日付け教文第2-9号

平成17年 4月 11日 付け教生文第2-2号

(埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課)

-1-



2.発掘調査・報告書作成の経過
(1)発掘調査

銭塚・城敷遺跡の発掘調査は、高坂駅東口第二

特定土地区画整理事業に先立ち、平成15016年度

に城敷遺跡第 102次調査、平成16017年度に銭

塚遺跡第203次調査を実施した。

後述するように事業地内には両遺跡とともに

反町遺跡が所在する。両遺跡を含めた一連の調査

として、平成17・ 18年度に第 102次調査を実施

した (表 1)。

城敷遺跡第 1次調査

城敷遺跡第 1次調査は、平成15年 4月 8日 から

平成15年 4月∞日、平成15年 8月 1日 から平成16

年3月 2日 まで期間を分けて実施した。調査面積

は7,000ボ である。

4月 の調査では、事務手続きを行い、下旬から

表土掘削に一部着手し、重機を使用して遺構確認

面まで表土を除去した。

並行して補助員による遺構確認作業後、A区に

おいて遺構精査に着手した。

8月 からの調査で本格的な調査に入った。当初

から重機を使用して遺構確認面までの表土を除

去し、基準点測量を行った。

並行して補助員による遺構確認作業後、調査区

の中央から遺構精査を実施した。遺構精査の後、

土層断面図・平面図等の作成、遺物出土状況や遺

構の写真撮影を行い、3月 17日 に空中写真撮影を

実施した。

銭塚遺跡第2次調査・城敷遺跡第2次調査

銭塚遺跡第2次調査は、平成16年 4月 8日 から

平成17年 3月 31日 まで、城敷遺跡第 2次調査と並

行して実施した。銭塚遺跡と城敷遺跡は南北に接

した遺跡のため、両者を一体として調査にあたっ

た。調査面積は129700ぷ である。

4月 当初から事務手続きを行い、4月下旬から

表土掘削に一部着手し、重機を使用して遺構確認

面まで表土を除去した。補助員による作業に着手

した。遺構確認作業と並行して、各時期の遺構精

査を実施した。遺構精査の後、土層断面図・平面

図等の作成、遺物出土状況や遺構の写真撮影を

行った。空中写真撮影は、城敷遺跡の南側を8月

15日 に、銭塚遺跡と城敷遺跡の北側については3

月15日 に実施した。

遺構の調査終了後、機材及び城敷遺跡西側に設

置していた事務所を撤去、事務手続きを行い、調

査を終了した。

銭塚遺跡第3次調査

銭塚遺跡第 3次調査は、平成17年 4月 1日 から

平成18年 3月 31日 まで、反町遺跡第 1次調査と並

行して実施した。第3次調査の調査区は、第2次

調査の調査区の北東側に連続する2,000ボ である。

4月 当初から事務手続きを行い、事務所を反町

遺跡に移設した。補助員による作業に着手し、各

時期の遺構精査を実施した。その後、土層断面図・

平面図等の作成、遺物出土状況や遺構の写真撮影

を行った。空中写真撮影は、反町遺跡と合わせて、

平成18年 3月 9日 に実施した。

(2)整理・報告書の作成

銭塚遺跡第 2・ 3次、城敷遺跡第 1・ 2次調査

にかかる整理 。報告書作成事業は4ヶ年計画で実

施しており、本年度と来年度の2期に分けて報告

する予定である。本報告に関わる整理事業は、平

成19年 4月 9日 から平成
"年

3月 2日、平成
"年

4月 8日 から平成21年 3月 24日 、平成21年 4月 8

日から平成22年 3月 2日 までの3ケ 年にわたって

実施した。

遺物の水洗・註記作業を行った後、接合・復元

作業を実施した。接合の終了した遺構から順次、

遺物実測を開始した。機械実測 (3スペース、オ

ルソイメージャー)を利用して素図を作成し、こ

の素図をもとに実測図を完成させた。実測図は製

図ペンで墨入れ (ト レース)し、必要に応じて拓

影を採った。実測図と拓影図を組み合わせてレイ
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アウトを行い、遺物図版の版下を作成した。

遺構図は図面整理と修正を経て、第二原図を作

成した。第二原図はスキャナでコンピュータに取

り組んだ後、グラフイックソフトでデジタル ト

レース・土層説明等の入カデータを組み込んで編

集作業を実施し、遺構図版の版下を作成した。

実測遺物はその属性をパソコンに入力し、デー

タ処理・編集して遺物観察表を作成した。また、

遺存度の高い遺物を中心に石膏による復元作業

を行い、選択して写真撮影を実施した。並行して

第1表 調査の工程

発掘調査

城敷 (1次 )

(2次)

銭塚 (2次)

(3次 )

反町 (1次)

(2次 )

報告書作成

3.発掘調査・報告書作成の組織
平成15年度 (発掘調査)

調査時に撮影した写真を選択し、写真図版を作成

した。

作成したデータをもとに原稿を執筆し、遺構図

版・遺物図版・写真などを組み合わせて割付を作

成した。完了後印刷業者を選定し入稿し、校正を

3回行い、平成22年 3月 下旬に報告書を刊行した。

また、校正と並行して、図面類・写真類 0遺物。

データ類、委託成果を整理し、報告書との対照を

可能にした上で収納した。

城敷銭塚

反 町

・ ,一 rャ場 lt‐ 11--1・ 1 :,・ |ヂ■|,‐  (・  :■ 簿 ::等 :華 :、響客

理 事 長

常務理事兼管理部長

管理部

管理部副部長

主  席

桐 川

中 村

村 田

田 中

卓 雄

英 樹

健 二

由 夫

調査部

調査部長

調査部副部長

主席調査員 (調査第二担当)

統括調査員

調 査 員

雄

信

夫

一

月
月

　

日
＝

　

Π
Ｈ
　

」
二匡

古
う

　

エ
イ
・

壬
ぞ

　

だ
刀

崎

野

持

瀬

田

宮

坂

叙

伴

池 恵美子

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成
"年

度 平成21年度

銭塚Ⅱ・城敷 I

(第ⅨD集 )

反町I(第%l集 )

(既報告 )

平成16年度 (発掘調査)

理 事 長

常務理事兼管理部長

管理部

管理部副部長

主  席

充

樹

陽

英

田

村

百田
　
ｈＦ

★
Ｔ

　

Ｆ

二

夫

健

由

田

中

村

田

調査部

調査部長

調査部副部長

主席調査員 (調査第二担当)

統括調査員

雄

信

夫

夫

日
村

　

Ｈ̈
Ｈ
　

日
＝

　

日
＝

古
吊
・

壬^
ダ

　

壬
ダ

　

壬
↑

崎
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坂
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富
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統括調査員

主任調査員

調 査 員

調 査 員

調 査 員

を
不

子

子

佐

美

美

恵

瀬

田

地

本

田

伴

福

菊

松

池

聖

真

平成17年度 (発掘調査)

理 事 長

常務理事兼管理部長

管理部

管理部副部長

主  席

村 田 健 二

高 橋 義 和

調査部

調査部長

調査部副部長

主席調査員 (調査第二担当)

統括調査員

統括調査員

統括調査員

調 査 員

充

光

陽

清

田

永

福

保 之

信

夫

夫

徹

靖

真

泰

和

和

和

泉

野

持

田

谷

本

地

今

坂

飢

富

大

山

菊

二
　
一　
夫

健
　
　
和

田

崎

田

村

儀

富

調査部

調査部長

調査部副部長

整理第二課長

博
　
一洋

部

本

刈

岸

士
心
　
芸
十

孝間

盛

昼

松

平成19年度 (報告書作成)

理 事 長

常務理事兼総務部長

総務部

総務音Б冨1音Б長

総務課長

平成20年度 (報告書作成)

理 事 長

常務理事兼総務部長

総務部

総務部副部長

総務課長

平成21年度 (報告書作成)

理 事 長

常務理事兼総務部長

総務部

総務音Ь冨」音Б長

総務課長

博

隆信

部

元

刈

萩

志

孝

孝間

盛

昼

松

調査部

調査部長

調査部副部長

整理第二課長

二
　
一　
夫

健
　
　
和

田

崎

田

村

儀

富

美代子

博

隆信

部

元

刈

萩

一　
夫

靖

日
＝

乗
■士

心
　
Ａ八

孝

雅

間

中

昼

田

野

崎

田

本

小

儀

富

山

調査部

調査部長

調査部副部長

整理第二課長

主  査
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

1.地理的環境
銭塚・城敷遺跡は、埼玉県のほぼ中央、東松山

市の南部、大字高坂に所在する。東武東上線高坂

駅の東側約 2 kmに位置し、現在の遺跡周辺は水田

と屋敷林に囲まれた住宅地になっている。

埼玉県は、おおまかに秩父山地を中心とする山

地とそれに連なる台地・丘陵からなる西部地域、

荒川低地を中心とする日本最大の平野である関

東平野の多くを占める東部地域に分けられる (第

1図 )。 遺跡は両者の接点に当たる県のほぼ中央

に位置し、北側に東松山台地、南側に高坂台地を

臨む都幾川右岸の低地に立地する。この低地は県

東部の低地に連続している。

埼玉県では、このような地形上の特性から、西

部の山地 0丘陵を源流とする河川が発達している。

県土の約 3分の 1を河川とその周辺の低地が占

め、流域面積は国内で最大である。大きく、県北

部が利根川とその支流の流域、県央部、県南部が

荒川とその支流の流域になり、その流下によって

現在の地形は形成されている。

遺跡周辺の地理的環境については、菊地真によ

り詳細に検討されており、それを引用する (菊地

2Ю7)。

「埼玉県中央部には半島状に突き出す 2つの丘

陵があり、北側を比企丘陵、南側を岩殿丘陵と呼

ぶ。丘陵は市野川、都幾川、越辺川による開析が

進み、谷が発達している。比企丘陵の東側は独立

した残丘となり、吉見丘陵とも呼ばれている。こ

の丘陵の間にあって、市野川と都幾川に挟まれる

台地を東松山台地と呼び、都幾川と越辺川に挟ま

れた小さな台地を高坂台地と呼ぶ (第 2図 )。

東松山台地は武蔵嵐山の管生から東松山市根

岸まで、東西に伸びる台地であるc現在の東松山

市街で標高約

“

m、 根岸で約
"mを

測るc約 10～

8万年前に形成された武蔵野面 (卜2面、ステー

妻沼低地 加須低地

ヽ

.ヽ、
.f

中

ｌ

Л

Ц
Ｆ

Ｉ

Ｉ
Ｔ

Ｉ

20km

第 1図 埼玉県の地形

山地 凹地 丘陵
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ジ4)に対比され、都幾川などによる扇状地の地

形である。北の江南台地などはより早く、約12万

年前に形成された (Ml面 )。

台地上は北側から谷の開析が進むものの、全体

としては平坦である。市野川、都幾川の両河川沿

いは、断続的に一段低い面が分布する。これは河

岸段丘であり、約 5万年前の立川期 (ス テージ3)

以降に形成されたと考えられる。

高坂台地は東武線の高坂駅が位置する台地で、

岩殿丘陵の東側に続く小規模な台地である。東松

山台地と同様、扇状地の台地で、河川の浸食をま

ぬがれて三角光刻大に残されている。台地上は平坦

であまり開析されていない。

都幾川は東松山市内を流れる代表的な河川の

一つであり、滑川、市野川と比べ、下流に広い沖

積低地を形成している。都幾川は高坂台地の東側

で大きく南へと流れを変え、落合橋で越辺川と合

流する。坂戸市と川島町との境界でもある。堤外

は現在の氾濫原で旧河道などが認められる。堤内

の沖積低地には、集落がのる自然堤防が細長くの

||1丘 陵

国圏 台地(Ml面)凡

隕躊國 台地(M2面 )

匡国 段丘   例

匡三ヨ 自然堤防

―――― 調査地点  大矢ほか (1996)を 簡略化

びている。

遺跡はこの都幾川の低地に当たる。東松山市唐

子橋以東は特に氾濫原が広くなっており、都幾川

左岸が押垂低地、右岸が早俣低地と仮称されてい

る。菊地氏は米軍撮影空中写真の判読によって、

この低地の自然堤防を、自然堤防、沖積面 (自 然

堤防 I)、 沖積面 (自 然堤防Ⅱ)と 高低差から3

面に区分し、後二者は沖積面下に埋没している過

去の自然堤防であるとしている (第 3図 )。

遺跡の載る自然堤防 (沖積面Ⅱ)は、河床の礫

層中から今回報告するローリングを受けた縄文

後期の土器片が出土しており、縄文後期から遺構

の検出されている弥生時代中期までの時期に陸

化した可能性が高い。

また、本事業に伴う反町 0城敷・銭塚遺跡の調

査では複数の河川跡が検出され複雑な変遷が考

えられる。反町遺跡では、各時代の都幾川により

異なる水際の景観が広がっていたものと推定さ

れる。

i:: : 川

i:鳥羽井

4 km

第 2図 東松山周辺の地形
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田
団目到D日

台地

段丘

浅い谷

埋没自然堤防 (高位 )

埋没自然堤防 (低位 )

自然堤防

後背湿地・谷底平野

埋没河川

河川

高水敷

氾濫跡

1上松本遺跡 2五領遺跡 3篭田遺跡 4山 王裏遺跡 5上川入遺跡 6西浦遺跡 7野本将軍塚古墳
8番清水遺跡 9古吉海道遺跡 10下道添遺跡 11下山遺跡 12古凍根岸裏遺跡 13天神原遺跡
14正直稲荷塚遺跡 15高坂一番町遺跡 16高坂弐番町遺跡 17高坂参番町遺跡 18下寺前遺跡
19代正寺遺跡 20城敷遺跡 21銭塚遺跡 22反町遺跡 23東形遺跡 24大西遺跡 25杉の木遺跡
26勇福寺遺跡 27柊遺跡 28勝 呂遺跡 29附島遺跡 30木曽免遺跡
A柏崎古墳群 B野本古墳群 C古凍古墳群 D諏訪山古墳群 E高坂古墳群 F桜山古墳群 G新町古墳群
H雷電塚古墳群

第 3図 都幾川最下流域の微地形分類図
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-8-

唾

便

目
四
口国



2.歴史的環境
弥生時代中期後半 (第 5図 )

弥生時代中期では、高坂台地、松山台地、吉見

丘陵、坂戸台地に遺跡が展開する。

本遺跡の南側に広がる高坂台地上には、東形遺

跡、代正寺遺跡 (鈴木1991)、 大西遺跡 (鈴木

1991)が所在する。早俣低地に面する台地北縁の

東形遺跡 (85)か らは、詳細は不明だが竪穴住居

跡数軒が検出されている。台地の中央にある代正

寺遺跡 (13)は、埋没谷を挟んで南北に遺構が展

開している。宮ノ台式の竪穴住居跡14軒、方形周

溝墓 6基が検出されている。代正寺遺跡の南西に

は、谷を隔てて大西遺跡 (14)がある。越辺川の

低地に面した南向きの緩斜面に立地し、竪穴住居

跡 1軒、土器棺墓 2基、土坑 1基が検出されてい

る。反町遺跡の南側の高坂台地上には、この時期

の遺跡が台地全体に展開しているのである。

高坂台地と都幾川を隔てた対岸に当たる松山

台地南側の段丘面には、西浦遺跡 (4)、 野本氏

館跡 (6)(山本 。西井1997、 菊地2007)が所在

する。西浦遺跡、野本氏館跡は隣接する一体の遺

跡である。中期後半の竪穴住居跡 2軒、方形周溝

墓 2基、土坑 6基が検出されている。

西浦遺跡、野本氏館跡の両遺跡の2。5kln下流の

台地南東端には天神原遺跡 (以)(埼玉県教育委

員会1996)がある。竪穴住居跡 1軒、溝跡 1条が

調査されている。

都幾川両岸の台地裾を中心に、中期後半の遺跡

が展開している様相が窺える。

更に松山台地の東側の吉見丘陵の尾根上には、

大行山遺跡 (ω)(弓 1"5)がある。東側に広が

る市野川の低地が一望できる場所で、竪穴住居跡

12軒、方形周溝墓 1基が検出されている。未報告

のため詳細は不明だが、宮ノ台式を主体とし、中

部高地系土器が出土しているとのことである。

高坂台地と越辺川を挟んだ南側に当たる坂戸

台地には、台地の北縁の小台地上に新町遺跡 (52)

(加藤1988)が、越辺川が東から南に大きく流れ

を変えた東縁に塚越渡戸遺跡 (56)、 附島遺跡 (57)

(加藤19あb019部 )、 更に南側に木曽免遺跡 (")(篠

田2008)、 小沼堀ノ内遺跡 (∞)(加藤19おa)が

ある。

新町遺跡からは竪穴住居跡 1軒、溝跡 1条が、

塚越渡戸遺跡からは住居跡 3軒が、附島遺跡から

は住居跡 6軒、溝跡 3条が検出されている。塚越

渡戸遺跡からは中部高地系土器が出土している。

附島遺跡の出土土器は大部分が宮ノ台式である。

木曽免遺跡は、この地域で唯一全体の様相が明

らかになっている環濠集落である。断面V字形の

環濠に囲まれた大小の竪穴住居跡11軒をはじめと

する竪穴住居跡13軒、環濠外には方形周溝墓 3基

が造られている。宮ノ台式を中心に中部高地系や

東海系の土器が出土している。小支谷を挟んだ北

側にある小沼堀ノ内遺跡では、土器棺墓 1基が調

査されている。

弥生時代中期後半は、都幾川流域の台地縁辺部

や坂戸台地を中心に多くの遺跡が分布し、さいた

ま市の芝川流域と並ぶ県内でも有数の弥生時代

の中心の一つであったものと思われるЭまた、宮

ノ台式を中心に、中部高地系を客体的に出土する

様相が共通しており、地理的な位置関係を反映し

た地域色となっている。

弥生時代後期前半 (第 5図 )

埼玉県内では遺跡の存在がほとんど知られて

いないが、反町遺跡の所在する比企地域は櫛描文

が施される岩鼻式の遺跡が分布する地域である。

早俣低地では、反町遺跡に隣接する銭塚遺跡

(2)(富田2005)か ら土器棺墓 1基が検出され、

この時期に反町、銭塚の広い範囲に遺構が分布し

ていたことが分かる。南側の高坂台地では、中期

から継続して代正寺・大西遺跡で竪穴住居跡、土

器棺墓が検出されている。対岸の松山台地の西浦

遺跡・野本氏館跡からは、竪穴住居跡 2軒が検出

-9-



第 5図  弥生時代中期から古墳時代中期の周辺遺跡
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“

塚越渡戸遺跡
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島遺跡

田 北谷遺跡
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∞ 小沼堀ノ内遺跡
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“
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“
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されている。

都幾川を北西に遡った自然堤防上には雉子山

遺跡 (21)(栗原ほか1973)があり、竪穴住居跡

2軒が調査されている。その南側 lkmの河岸段

丘上にある附川遺跡 (刀)(今泉・横川ほか1974)

から、遺構は検出されていないが、壺や甕がまと

まって出土している。

都幾川を中心とする遺跡の分布は、両岸の沿辺

部が主体となり、概ね中期から継続しているとい

えよう。

松山台地には、北東側の市野川の低地を臨む

台地縁辺に観音寺遺跡 (41)(宮 島・江原1989、

渡辺 0宮島19%)が、市野川と滑川によって分

断された狭長な岩鼻台地上に岩鼻遺跡 (43)(江

原1"3)、 八幡遺跡 (42)(渡辺 。宮島19部)があ

る。観音寺遺跡からは、岩鼻式の遺構は検出さ

れていないが、土器片が出土している。岩鼻遺

跡は「岩鼻式」の標識遺跡で、これまでに11次

に渡 り14軒の竪穴住居跡、 2基の土器棺墓が検

出されている。八幡遺跡からは土器棺墓が 1基

検出されている。

遺跡の分布は希薄だが、岩鼻遺跡のような中核

的集落の存在は松山台地における新たな遺跡の

展開を窺わせるものである。

坂戸台地には、台地の北縁に当たる小台地上に

新町遺跡を取 り囲むように、柊遺跡 (M)(加藤

2001)、 石井前原遺跡 (田)(加藤 0北堀・柳楽

19部 )、 勇福寺遺跡 (51)、 相撲場遺跡 (Ю)(谷

井1973)が立地する。

柊遺跡は坂戸台地を開析 して北流する谷内川

の右岸に当たり、同じく坂戸台地を開析して北流

する飯盛川に通ずる小支谷に面している。一辺10

mを超える大型のものを含む竪穴住居跡 2軒、方

形周溝墓 4基、土器棺墓 4基が検出され、北側が

集落、南側が墓域と考えられているc

石井前原遺跡からは長径7。7mの大型の竪穴住

居跡 1軒が検出されているc

相撲場遺跡からは竪穴住居跡 3軒が検出され

ている。坂戸台地の遺跡は、越辺川の支流に当る

小河川の縁辺に立地しているのが特徴的である。

谷水田との関係を窺わせるものである。

また柊遺跡で見られるような方形周溝墓と土

器棺墓との並設される様相は、弥生時代後期前半

の、妻沼低地や千葉県等でもみられるもので、共
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通した様相を示している。時期的な特徴ともいえ

るであろう。

弥生時代後期後半 (第 5図 )

早俣低地や東松山市域は比企地域を中心に分

布する吉ケ谷式が展開する地域である。

早俣低地では、反町遺跡にこの時期の遺構はな

く、城敷遺跡とともに吉ケ谷系の土器が出土して

いるが、弥生時代の吉ケ谷式とは異なるようであ

る。

一方南側の高坂台地では、中期から継続する大

西遺跡で竪穴住居跡 8軒、土墳 1基が検出され、

代正寺遺跡から集落域が移ったものと考えられて

いる。対岸の松山台地の西浦遺跡・野本氏館跡か

らは、竪穴住居跡 2軒が検出されている。この両

遺跡は中期から継続し、早俣低地で遺構が検出さ

れない吉ケ谷式期にも継続しており注目される。

同じく都幾川を臨む支谷に面して篭田遺跡 (31)

(村田1982)がある。住居跡 1軒が調査されている。

また、この時期はこうした継続型の集落のみで

はなく、新たに台地のより奥に展開する遺跡がみ

られる。特に比企丘陵の物見山丘陵の東縁から高

坂台地には集中した分布が見られる。根平遺跡

(18)(水村 。井上ほか19∞)か らは竪穴住居跡 6

軒が、駒堀遺跡 (17)か らは竪穴住居跡14軒、方

形周溝墓 1基 (谷井 0今泉 0野部1974)が、舞台

遺跡 (19)(水村・井上ほか197801979)か らは

住居跡 1軒、杉の木遺跡 (15)(小峰1%3、 宮島・

江原2∞3、 大谷 0宅間2006)では竪穴住居跡16軒、

炉跡 2箇所、土墳 3基、溝 1条が検出されている。

駒堀遺跡の住居跡は大型のものが多い。未報告の

ため詳細は不明だが、高坂二番町 (7)。 高坂三

番町遺跡 (11)(柿沼・佐藤・宮島2008)か らは

数十軒の住居跡や環濠の可能性が高い溝跡が検

出されている。

松山台地では、未報告部分が多いため詳細は不

明だが、後期前半から継続する観音寺遺跡 (宮島

1995019%)で竪穴住居跡 8軒以上、方形周溝墓

5基以上が検出されている。特に第4号方形周溝

墓は20m程度の規模があり、中心埋葬施設が検出

され、鋼釧と鉄剣が出土しており注目される。ま

た五領遺跡 (32)では遺構は不明だが、吉ケ谷式

の新しい段階の資料が出土している。下道添遺跡

(27)か らは住居跡が検出されているが、どちら

かといえば古墳時代に下がる可能性が高い。

東松山台地北側の比企丘陵の南側、滑川左岸の

谷津沿いには吉ケ谷式の標識遺跡である吉ケ谷

遺跡 (金井塚1965)があり、住居跡 2軒が調査さ

れている。その西側には、詳細は不明だが、住居

跡14軒、方形周溝墓 6基が調査された新井遺跡 (木

村19%)がある。吉ケ谷式としては、駒堀、高坂

二番町・三番町遺跡と並ぶ大規模集落といえよう。

坂戸台地北側のこの時期の集落は前段階から

継続するものが多い。附島遺跡では住居跡 2軒が

検出されている。

更に高麗川を遡った箇所にも遺跡が造られる。

鶴ヶ丘遺跡 (“)では住居跡 3軒、一天狗遺跡 (a)

(斉藤1994)で は2軒の住居跡から、吉ケ谷式と

岩鼻式の土器が出土しているが、古墳時代前期の

土器が混在しており、住居跡の時期については評

価が分かれているようである。その対岸に当たる

高麗川と小畔川によって挟まれた台地上の高麗

川を臨む北西縁に花影遺跡 (能)(谷井1974)が

立地する。方形周溝墓 8基が検出され、現在のと

ころ吉ケ谷式の方形周溝墓群の全容を知ること

ができる唯一の例になっている。

またその南の飯能台地には、霞ケ関 (2)、 女

堀 (“)、 上組 (71)の各遺跡から吉ケ谷式の土

器が主体的に出土しており、分布域の南限になっ

ている。吉ヶ谷式の集落はあまり大規模なものは

みられず、単発的なものが多い。そうした中で物

見山丘陵や滑川左岸の台地上に分布が集中する

様相はこの時期の遺跡の谷地との関係を示すも

のである。時期的な特徴を示すものといえよう。
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古墳時代前期 (第 5図 )

比企地域では、吉ケ谷式と型式的な連続関係を

もたない五領式土器が展開する。弥生時代に比べ

て遺跡数が急激に増加することが知られている。

早俣低地でも本遺跡と城敷遺跡で広い範囲で遺

構が分布することが知られている。

南側の高坂台地では、吉ケ谷式の資料がほとん

ど見られなかった代正寺遺跡に再び集落、墓域が

営まれる。

弥生時代中期から継続する大西遺跡で竪穴住

居跡 2軒、土墳 1基が検出され、大西遺跡の南側

に程近い下寺前遺跡からは住居跡25軒、方形周溝

墓 1基が検出されている。また未報告である力Ⅵヽ

代氏館跡 (%)か らは方形周溝墓 6基が検出され

ているという。対岸の松山台地の西浦遺跡・野本

氏館跡からは、竪穴住居跡 2軒が検出されている。

大西、西浦の両遺跡は前述のように、弥生時代中

期から古墳時代前期まで継続しており、長期継続

型の集落として注目される。吉ケ谷式から継続す

る篭田遺跡からは住居跡 8軒が検出されている。

更に西側の都幾川を臨む附川遺跡からは住居跡

6軒が検出されている。

吉ケ谷式の集中した分布が見られた物見山丘

陵から高坂台地にかけては遺跡の分布が異なっ

ている。根平遺跡の資料は一部に五領式土器が含

まれており、住居跡の平面形も吉ケ谷式に特徴的

な長方形のものではなく隅丸方形であることか

ら、この時期まで下がる可能性もある。駒堀遺跡

からは竪穴住居跡 3軒 (谷井 0今泉 0野部1974)が、

桜山古墳群 (16)(小久保 0利根川1981)で住居

跡4軒が検出されている。未報告のため詳細は不

明だが、高坂三番町遺跡からは搬入品の器高 lm
を越える大廓式の完形壺を用いた土器棺墓が検

出されている。関東地方では完形の大廓式土器の

壺の出土は知られておらず、貴重な例である。

松山台地の遺跡の分布はあまり濃密とはいえ

ないが、関東地方の古墳時代前期の標識遺跡であ

る五領遺跡 (大塚1%3・ 196401%5・ 1967、 金井

塚1%301%5)や 布留式系の土器群が出土してい

る下道添遺跡 (坂野1987)な どの注目される遺跡

が展開している。五領遺跡は100軒以上の軒数か

らなる大遺跡だが、未報告であるため詳細は不明

である。標識遺跡であるとともに、古くから畿内

系、東海系、山陰系の土器が出土したことで知ら

れている。市ノ川と都幾川に挟まれた形で松山台

地が南東に延びる先端近くには古凍根岸裏遺跡

(25)、 下道添遺跡が立地する。古凍根岸裏遺跡 (村

田19M)か らは住居 4軒、方形周溝墓 7基が検出

されている。古凍根岸裏と一体になると考えられ

る下道添遺跡からは住居跡19軒、方形周溝墓13基

が検出されている。住居跡群が先行し、周溝墓群

は同じ箇所にそれを壊して造られている。2号墓

は検出された範囲で■5mの規模を測る大型のも

ので、報告書では方台部の規模が
"mを

超える前

方後方形と推定されている。吉ケ谷式系統の土器

をはじめ東海西部系、畿内系とされる土器群が出

土している。観音寺遺跡からは竪穴住居跡 3軒が、

岩鼻遺跡からは住居跡 7軒が検出されている (東

松山市1981)。 両遺跡とも後期から継続するもの

である。

市野川に面した台地の東側には番清水遺跡(")

が立地する。住居跡23軒が検出されている。住居

跡にはこの時期のものとしてはきわめて大きな

一辺13.9mに も及ぶものがある。

以上のように、五領式の松山台地上の遺跡は注

目されるものが多く、こうした様相が後述するよ

うな多 くの古墳を析出する背景になっているも

のと思われる。

吉ケ谷式の集落が多 く認められた比企丘陵の

北部は遺跡の分布が希薄で、熊谷市 (旧江南町)

の塩古墳群を中心とする地域に集中した分布が

認められるのみである。

このように五領遺跡、古凍根岸裏・下道添遺跡

のような大規模な集落も存在するが、その他の集
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落は単発的で少数の住居から構成される場合が

多く、吉ケ谷式における台地・丘陵上の様相とは

異なるようである。

逆に関東地方全体でいえることだが、この時期

にはこれまで遺跡のなかった場所に数多 くの遺

跡が展開するようになる。この丘陵の東側、市野

川の自然堤防上には原遺跡 (35)、 下遺跡 (器)(太

田2004)、 西吉見条里遺跡 (33)(太 田2∞5)、 三

ノ耕地遺跡 (34)(弓 1"7。 太田1998)と いった

集落遺跡が知られている。特に原遺跡からは未報

告のため詳細は不明だが豪族居館の区画溝と考

えられる大溝が検出されているという。下遺跡か

らは周溝が 1基検出されている。西吉見条里遺跡

からは、多量の木製品が出土する溝が検出されて

いる。三ノ耕地遺跡は後述する墳墓群としてよく

知られているが、墳墓構築以前は集落であったこ

とが明らかになっており、住居跡13軒が検出され

ている。丘陵上の大行山遺跡 (弓 1"5)か らは竪

穴住居跡16軒が検出されている。

その南側、松山台地の南東に当たる川島町域の

荒川低地にもこの段階から遺跡が多 く認められ

るようになる。安楽寺 (M)、 宮ケ谷戸 (田 )、 柳

町 (能 )、 村並 (81)、 尾崎 (津 田ほか
"02)、

元

宿 (埼 玉県埋蔵文化財調査事業団
"∞

・20")、

富 田後 (78)(福 田2006)、 白井沼 (79)(中 山

20050栗岡2007)、 平沼一丁田 (∞)(埼玉県埋蔵

文化財調査事業団2007)、 堂地 (61)(若松ほか

2000)の各遺跡が荒川の縄文時代以来の度重なる

乱流により形成された自然堤防上に立地してい

る。このうち本格的な発掘調査が実施されたのは、

尾崎遺跡と首都圏連絡中央自動車道路関係で調

査された元宿、富田後、白井沼、平沼一丁田、堂

地の各遺跡である。また、これらの遺跡からは周

溝遺構が検出される場合が多い。この遺構は最近

の研究では、建物跡の外側に巡らされた周溝と考

えられている。早俣低地では現在のところ一例の

検出例もなく、対照的である。

町教育委員会で調査した尾崎遺跡からは周溝

5基が検出されている。

圏央道関係の遺跡で報告書が刊行されている

ものは、自井沼、堂地遺跡である。白井沼遺跡か

らは竪穴住居跡 7軒、掘立柱建物跡 5棟、周溝 9

基、井戸跡 6基、溝

“

条、谷 1箇所が、堂地遺跡

からは井戸跡 1基が検出されている。白井沼遺跡

からは搬入品の大廓式土器や県内で 2例 日とな

る鶏形土製品が出土している。

元宿、富田後、平沼一丁田の各遺跡はいずれも

未報告である。元宿遺跡からは周溝10基、方形周

溝墓 6基、溝 7条が検出されている。その西側の

埋没河川を隔てた対岸に当たる富田後遺跡から

は周溝遺構105基、掘立柱建物跡 5棟、方形周溝

墓 7基、井戸跡27基、溝%条、土墳14基が検出さ

れている。荒川低地でも屈指の周溝群で、相当大

規模な集落と考えられる。

やや離れた平沼一丁田遺跡からは、周溝遺構 3

基、掘立柱建物跡 5棟、溝 2条、土墳 5基が検出

されている。県内では初例となる布堀をもつ掘立

柱建物跡が 1棟確認されている。

以上のように川島町域に当たる低地には大規

模な遺跡が展開しており、反町遺跡の都幾川 0越

辺川の下流域に当たることから両者の関係が問

題となるであろう。

これらの周溝が検出される遺跡とは別に、注目

されるものとして、正直玉作遺跡 (22)(石岡1駁Ю)

が挙げられる。遺跡は農業用水管の敷設時に発見

され、当初模倣不が出土していること、県内で前

期の工作遺跡の例が知られていなかったことから

後期のものと考えられてきた。しかし、腕輪形石

製品の未製品が存在することや、反町遺跡、桶川

市前原遺跡でも工作工房の存在が明らかになった

ことから前期のものとする評価が定まりつつある。

本遺跡における工作 りとの関係や至近に立地する

根岸稲荷神社古墳との密接な関係が考えられる。

坂戸台地北側では方形周溝墓が検出されてい
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るものが多い。木曽免遺跡では16.4× 142mの大

型の周溝墓 1基が、小谷を隔てた西側の北谷遺跡

(田)(黒坂2008)で もほぼ同規模の周溝墓が検出

されている。附島遺跡で周溝墓 2基、勇福寺遺跡

で周溝墓 5基、景台遺跡 (%)で周溝墓 1基が検

出されている。篠田が指摘するようにこれらの周

溝墓は台地の縁辺部に造られているものがほと

んどである。逆に大規模な集落は知られておらず、

附島遺跡で住居跡 6軒、高窪遺跡 (77)で住居跡

8軒、石井前原遺跡で大小の住居跡 5軒が検出さ

れているにとどまっている。

高麗川右岸の花影遺跡に隣接して、墓域と集落

域の双方が調査されている宮裏遺跡 (63)(澤口

2008)がある。住居跡Ю軒以上、方形周溝墓

“

基

以上が検出され、やはり台地の縁辺に方形周溝墓

群が展開している。方形周溝墓には大小があり、

大型の24号周溝墓の中心埋葬施設からは碧玉製の

管玉と勾玉、水晶の棗玉が出土している。水晶の

棗玉は前期の例としては県内で唯一のものであ

る。また勾玉も方形周溝墓から出土しているもの

としてはさいたま市井沼方遺跡、熊谷市一本木前

遺跡の例が知られるのみである。反町遺跡の工作

りを考える上で興味深い資料である。

高麗川左岸の毛呂山台地の北側、越辺川を北に

臨む自然堤防上には入西遺跡群が広がる。五領式

の集落は中耕遺跡 (4)(杉崎1"3)で知られる

のみである。住居跡円軒、掘立柱建物跡 6棟が検

出され、吉ケ谷系の土器が出土している。その集

落を壊して方形周溝墓群が造られている。この墓

域は南西側の広面遺跡 (48)(村田19∞)の方形

周溝墓群と一体のものと考えられ、中耕遺跡で

“基、広面遺跡で22基が検出されている。また西約

400mに位置する稲荷前遺跡 (″)(富 田1"20

1994)か らも周溝墓%基が検出されている。これ

らの周溝墓は平面形態が四隅切れから全周、一隅

切や一辺の中央が切れる形態へと変遷することが

明らかになっており、集落出土土器からも窺える

吉ケ谷系の集団が変質していく様相を示している。

特に広面SZ9や中耕 S R41・ 2は方台部に盛土

が遺存 し、古墳同様の版築状の工程が明らかに

なっていることから、古墳との関係も問題になる。

いずれも残念ながら埋葬施設は検出されていない。

子畔川を挟んだ飯能台地には、日枝神社遺跡

(73)、 鶴ヶ丘 (")、 霞ヶ関、女堀、上組の各遺

跡から古墳時代前期の集落跡が検出されている。

出現期古墳 (第 5図 )

反町遺跡が位置する東松山市周辺は出現期古

墳が多く分布することでも知られている。

諏訪山29号墳 (10)(坂本・金子19%)は 4世

紀から7世紀にかけて展開する諏訪山古墳群の

1基である。高坂台地の縁辺に立地し早俣低地を

臨む位置にある。墳長53m、 後方部長
"m、

後方

部高3.6m、 前方部高1.6mの 前方後方墳であるこ

とが知られている。焼成前穿孔壺や大廓式土器が

出土している。反町遺跡の玉作り工房や集落とほ

ぼ同時期と考えられ、両者の関係が問題となる。

古墳群中の墳長68mの前方後円墳、諏訪山古墳

は後続する古墳である可能性があり、中期の3号

墳と合わせて系譜関係が窺えるものである。

天神山古墳 (∞)(金井塚19“ 0埼玉県教育委

員会19%)は番清水遺跡の西側に位置し、前方後

円墳であるおくま山古墳をはじめとする柏崎古

墳群の 1基である。従来前方後円墳だと考えられ

ていたが、詳細分布調査により4世紀後半の前方

後方墳であることが明らかになった。墳丘の東側

は削られて住宅が建てられているが調査の結果

全長57m、 周堀幅5m以上になると推定されてい

る。周堀から赤彩された大型の複合口縁壺が出土

し、昭和初期の土取りの際に石室が発見され、玉

と彿製内行花文鏡が出土している。

根岸稲荷神社古墳 (23)(埼 玉県教育委員会

1994)は舌状の松山台地の南端、東側の広大な荒

川低地を臨む箇所に立地している。眼下の低地に

は正直工作遺跡があり、両者の密接な関係が窺え

-15-



る。現在この台地は新しく掘削された新江川によ

り独立した景観になっているが、本来は松山台地

と一体のものであり北西側に展開する古凍古墳

群の 1基として位置づけられるものである。北西

側には古凍根岸裏、下道添遺跡がある。方墳状で

あるが、詳細分布調査により小型の前方後方墳で

あることが明らかになった。墳長25m、 周堀幅 5

m以上になると推定されている。周堀から吉ケ谷

系の完形の焼成後底部穿孔壺、五領式の複合口縁

壺、焼成後穿孔の壺底部、鉢等が出土しており、

4世紀前半の築造と考えられる。

山の根古墳 (36)(埼玉県教育委員会1994)は

吉見丘陵から派生する尾根上に立地し、その地形

を生かして墳丘が造られている前方後方墳であ

る。眼下には市野川の低地が広がり、三ノ耕地遺

跡等を見下ろす位置にある。円墳 1基、方墳 1基

とともに古墳群を形成し、その主墳となる。墳丘

長M.8mで前方部の高さ19m、 後方部の高さ3m
である。周堀は巡らされておらず、裾をテラス状

の平坦面として削り出している。出土遺物はくび

れ部に集中しており、五領式の複合口縁壺、壺、甕、

鉢、高不が出土している。

このように、遺跡周辺の台地、丘陵上には前方

後方墳の分布が多く、それらは流域の低地を眸呪

するような立地にある。一方、低地部にも三ノ耕

地遺跡や中耕 0広面遺跡に前方後方形の墳墓が認

められる。この違いは何によるものかが問題であ

る。

野本将軍塚古墳は、墳長115m、 後円部高13m、

前方部高13mの前方後円墳である。築造年代につ

いては、 4世紀代 (甘粕1"6)、 5世紀後半から

6世紀初頭 (金井塚1"9)、 5世紀中葉から後葉 (坂

本19∞)の 3つの考えがあるが、いずれも確証は

得られていない。仮に4世紀台のものであるとす

れば、本遺跡の集落や玉作 り工房との関係、特に

工作 りという特殊な製品の生産の評価が問題に

なると考えられる。

古墳時代中期 (第 5図 )

城敷 0銭塚遺跡では、古墳時代前期終末段階に

衰退した集落が、古墳時代中期後半期から再び形

成され始める。城敷遺跡では5世紀末～6世紀前

半を中心に集落が営まれ、6世紀後半に再び集落

が衰退する。これと運動し、銭塚遺跡では7世紀

頃から集落が形成される。このような集落動向と

連動し、古墳時代前期まで隆盛を極めた反町遺跡

の集落は、竪穴住居跡 4軒・土墳 5基が発見され

た、城敷遺跡の衛星的な集落となる。

城敷・銭塚遺跡の近隣には、この時期の大規模

集落の調査例がなく、城敷遺跡が最大規模の集落

遺跡といえる。かろうじて、玉太岡遺跡 0大西遺

跡からそれぞれ 1軒ずつの住居跡がみつかって

いるが、点的な分布で、大規模な集落が形成され

たような兆しはみられない。

やや範囲を広げると、吉見丘陵上の吉見町久米

田遺跡では 5世紀後半代の住居跡 6軒 (埼玉県

1982)、 都幾川を遡上した嵐山町行司免遺跡では

住居跡45軒 (嵐山町1998)、 坂戸台地では鶴ケ島

市脚折山田遺跡では住居跡11軒 (西 川・斉藤

1%1)が調査されている。

入間台地上では、川越市鶴が丘遺跡・霞ケ関遺

跡 。女堀遺跡 (6軒)0女堀Ⅱ遺跡 (8軒・立石

1%7)。 上組Ⅱ遺跡 (22軒・黒坂1989)・ 御伊勢原

遺跡 (“軒・立石1989)等が、この時期の集落遺

跡としてあげられる。なかでも、上組Ⅱ遺跡 0御

伊勢原遺跡は大規模集落として位置づけられ、御

伊勢原遺跡からは所謂集落内祭祀跡が 2ヶ 所発

見されている。

このような入間台地上に立地するこの時期の

集落遺跡は、いずれも弥生時代後期・古墳時代前

期から継続的に営まれてきた集落で、行司免遺跡

も同様である。これに対し、近隣の東松山台地・

高坂台地・坂戸台地では、古墳時代前期までは集

落が多く形成されていたにもかかわらず、古墳時
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代中期には散在的 0単発的な集落形成となってお

り、きわめて対照的である。

このような状況の中で、大規模な集落として城

敷遺跡が形成された意義は大きい。解釈の一つと

して、この時期に集落の中心が、東松山台地・高

坂台地などの台地上から低地部へ進出していっ

たことが考えられる。今後、低地部からこの時期

の集落遺跡の発見も期待される。別の解釈として、

この時期の諏訪山古墳群中の首長墓が、B種ヨコ

ハケが施された埴輪が樹立された円墳の諏訪山33

号墳であり、諏訪山
"号

墳 (前方後方墳)→諏訪

山古墳 (前方後円墳)と いう墳形の系譜からは、

その勢力の衰えは否めない。この影響化のもと、

周辺の集落が縮小 してしまった可能性も考えら

れる。

古墳時代後期 (第 6図 )

古墳時代後期になると、城敷 。銭塚遺跡の周辺

では、再び集落の形成が活発となる。

城敷・銭塚遺跡南側の高坂台地上には、大西遺

跡 (184)・ 下寺前遺跡 (1部 )。 大門遺跡などの集

落遺跡が展開する。大西遺跡では、6世紀前半～

7世紀後半の集落の一部が調査されている (鈴木

1991)。 下寺前遺跡では5世紀末から6世紀中頃

にかけての集落が営まれ、第2号住居跡からは初

期須恵器 (有蓋高杯 0■)が出土している (高橋

他19%)。 大門遺跡では、 7世紀代の集落が発掘

されている。

高坂台地西方の比企丘陵上には、舞台遺跡 (ω )

がある。舞台遺跡は関越自動車道建設事業と区画

整理事業に伴って 3次に及ぶ発掘調査が実施さ

れ、 5世紀末葉～ 7世紀後半段階までの93軒の住

居跡が発見 されている (谷井1974、 井上19780

1979)。 須恵器生産との関わりも推定され、台地

から丘陵上に立地する集落として最大規模で、中

心的な存在である。舞台遺跡の南方、越辺川水系

に面した丘陵南端には駒堀遺跡 (%)がある。主

に5世紀後半～末葉と7世紀の集落が調査され

ている (今泉1974)。 比企地域の中で先駆的にカ

マドが導入された遺跡として、注目される。大塚

原遺跡 (74)では7世紀後半の住居跡 8軒が調査

されている。

都幾川流域左岸の松山台地及び北比企丘陵・吉

見丘陵上には、古吉海道遺跡 (∞ )、 篭田遺跡 (47)、

古凍根岸裏遺跡 (“ )、 番清水遺跡 (“)、 観音寺

遺跡 (27)、 笹塚遺跡 (田 )、 玉太岡遺跡の集落遺

跡が展開する。観音寺遺跡では鬼高期の住居跡Ю

軒余 りが調査 されている (高橋他1994・ 渡辺

19%)。 このほかには、大規模な古墳時代後期集

落の調査例はみられない。古凍14号墳の墳丘下か

ら6世紀中葉頃の住居跡 3軒が調査された (宮島

他1999)。 都幾川水系を遡ると嵐山町東落合遺跡

から鬼高期の集落が調査 されている (嵐 山町

2∞3)。

次に越辺川右岸 0高麗川流域の様相を見ると、

中流域には坂戸市桑原遺跡 (91)0田島遺跡 (92)0

棚田遺跡 (あ)0稲荷前遺跡 (部)・ 塚の越遺跡 (87)・

金井遺跡 (99)0足洗遺跡 (98)な どから構成さ

れる入西遺跡群がある。入西遺跡群のなかで低位

面に位置する桑原遺跡 0田島遺跡 0棚田遺跡では、

5世紀末葉頃から集落が形成される。6世紀後半

の様相が不明確であるが、7世紀には塚の越遺跡・

稲荷前遺跡 。金井遺跡・足洗遺跡へと集落が拡大

していく。入西遺跡群の西側に位置する長岡遺跡

(M)で も、 6世紀後半～ 7世紀の集落が大規模

に展開している模様で (加藤他1"2)、 特に7世

紀段階の住居跡の密集度が高いことが指摘され

ている (加藤2008)。 越辺川右岸下流域では、坂

戸市上谷遺跡 (121)。 前林遺跡 (12)。 大穴遺跡

(1")か ら構成される中小坂遺跡群が、 5世紀か

ら6・ 7世紀にかけて継続する拠点的な遺跡群で、

安定的に集落が展開する (加藤2008)。

入間川・小畦川水系の入間台地では、川越市御

伊勢原遺跡 (157)0女堀 Ⅱ遺跡 (159)0上 組 10

Ⅱ遺跡 (160)が、 5世紀から607世紀にかけ
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て営まれた拠点的な集落遺跡である。

以上のような、古墳時代後期の活発な集落展開

と連動して、小型の円墳を主体に構成される後期

古墳群が数多く造営されてくる。

城敷遺跡の集落動向と軌を一にした反町遺跡

では、古墳時代中期の集落の衰退後、和泉期終末

から鬼高期初頭以降には墓域に転化する。前方後

円墳を主墳とする大小の円墳で構成された古式

群集墳が造営され、現在までにX基の古墳が調査

されている。古墳群を形成した母集落に関しては、

時間的 0地理的要因などから城敷遺跡がその有力

候補となる。

高坂台地は古墳 0古墳群の密集度が極めて高い

地域で、反町遺跡に築かれた古墳群の存在は、低

地部にも古墳群の造営が進出していたことを窺

わせる。

毛塚古墳群 (N)は、高坂台地南縁に展開する。

30基を超える円墳から構成され、 3基の円墳が発

掘された杉の木遺跡 (1%)の調査によって、 6

世紀代の造墓活動であったことが明らかにされ

た (大谷2006)。 高坂古墳群 (M)は、高坂台地

中央から東部にかけて展開する。城敷・銭塚遺跡

を臨む台地東縁部には、前方後円墳の高済寺古墳

が築造されている。詳細は不明であるが、採集さ

れた埴輪から6世紀前半の築造と推定されてい

る (大谷前掲書)。 代正寺遺跡 (“)か らは16基

の古墳跡が発見され、5世紀後半～6世紀前半に

営まれた古式群集墳の存在が明らかにされた。そ

の他、高坂神社古墳・払田神社古墳や、高坂二番

町遺跡 0高坂三番町遺跡などからも古墳跡が発見

されている。

諏訪山古墳群 (L)は、都幾川を臨む高坂台地

北縁に位置し、Ю基を超える古墳から構成される。

4世紀前半代の前方後方墳の諏訪山29号墳 (全長

“

m)を嘴失に、 4世紀後半の前方後円墳の諏訪

山古墳 (全長

“

m)、 5世紀後半の諏訪山33号墳

という首長墓の系譜が辿れる有力な古墳群であ

る。諏訪山古墳群は後期群集墳にも引き継がれ、

富士浅間神社古墳 (前方後円墳か ?)、 横穴式石

室が採用された諏訪山4号墳 (6世紀後半)、 埴

輪消滅後に築造された諏訪山3号墳 (7世紀前半)

へと続き、概ね7世紀まで古墳造営が継続された

ことが考えられている (若松他1987)。

高坂台地と九十九川を挟んで隣接する比企丘

陵田木台地では、田木山 (71)・ 桜山 (Ю)・ 舞台

(")・ 根平 (72)・ 駒堀遺跡 (76)な どで、凝灰

質砂岩切石積み横穴式石室を埋葬主体とする円

墳が調査されている。

松山台地の古凍 0柏崎古墳群には、野本将軍塚

古墳 (ラ)と、おくま山古墳 (ア)の 2基の前方

後円墳が含まれる。野本将軍塚古墳は築造年代が

不明で、おくま山古墳は6世紀初頭前後の盟主墳

である。古凍古墳群は6世紀前半を中心とする後

期群集墳で、12基の円墳が現存する。古凍根岸裏

遺跡で10基、宿東遺跡で 2基、下道添遺跡 (61)

で3基の古墳が調査されている。また、古凍 4号

墳の周溝に近接する3基の土墳から、6世紀末か

ら7世紀と推定される鉄製壺鐙や轡などの馬具

がまとまって出土している。これは、古凍 4号墳

に伴う馬の殉葬祭祀の可能性が指摘されている

(宮島他19")。 柏崎古墳群は4基の古墳が調査さ

れ、内3基から横穴式石室が検出されている (金

井塚19“)。

市ノ川右岸の下松古墳群では、 1基の帆立貝式

古墳と3基の円墳が調査され、 6世紀初頭から6

世紀第 3四半期にかけて順次築造されたことが判

明している。帆立貝式古墳からは「弓を担ぐ人物

埴輪」が出土し、注目を集めている (江原2004)。

市ノ川を挟んで対峙する左岸の台地上には、岩

鼻古墳群が存在する。6世紀初頭前後から中葉に

かけて築造された群集墳で、埋葬主体は竪穴系 (粘

土椰)である。

南側の吉見丘陵には久米田古墳群 (H)が所在

する。埴輪をもつ姫塚古墳 0久米田 1～ 3号墳と、
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第 6図 古墳時代後期から中世の周辺遺跡
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1反町遺跡

2城敷遺跡

3銭塚遺跡

4嵐山町金平遺跡

5花見堂遺跡

6茶臼山古墳

7屋田遺跡

8平谷窯跡

9寺谷廃寺遺跡

10羽尾窯跡

11五輪沼窯跡

12打越遺跡

13城原北遺跡

14沢口遺跡

15八幡遺跡

16中原遺跡

17岩鼻遺跡

18ノ疇井地遺跡

19伊波比神社

"横
見神社

21冑塚古墳

2岩の上遺跡

器 附川遺跡

Z二十二耕地遺跡

ん 息障院

%松本町遺跡

ν 観音寺遺跡

器 吉見百穴横穴墓群

"松
山城

∞ 大行山遺跡

31散布地

32日 向山遺跡

"か
ぶと塚古墳

M久米田遺跡

馬 和名窯跡群

36和名遺跡

37山の根古墳

器 御所遺跡

39原遺跡第2地点

“

原遺跡第 3地点

41西吉見条里遺跡

2三 ノ耕地遺跡

侶 倉敷遺跡

4江綱遺跡

45志久遺跡

“

前耕地遺跡

″ 篭田遺跡

48五領遺跡

4上川入遺跡

"野
本氏館跡

51西浦遺跡

52野本将軍塚古墳

口 野本中原遺跡

54山王裏遺跡

"権
現塚古墳

56番清水遺跡

57お くま山古墳

田 笹塚遺跡

"鷲
神社裏遺跡

∞ 古吉海道遺跡

61下道添遺跡

"下
山遺跡

63古凍・根岸裏遺跡

64根岸稲荷神社古墳

“

天神原遺跡

“

高坂氏館跡

67小代氏館跡

“

代正寺遺跡

69舞台遺跡

Ю 桜山古墳群・窯跡群

71田木山遺跡

72根平遺跡

73緑山遺跡

74大塚原遺跡

巧 立野遺跡

%駒掘遺跡

η 雷遺跡

円 小用廃寺

η 小用窯跡

∞ 西戸丸山窯跡

81神明台遺跡

認 明神台遺跡

田 まま上遺跡

譴 長岡遺跡

あ 棚田遺跡

%稲荷前遺跡

ν 塚の越遺跡

88稲荷森遺跡

"三
福寺遺跡

90大河原遺跡 (古墳群)

91桑原遺跡

92田島遺跡

%中 原遺跡

94広面B遺跡

%広 面A遺跡

%西 峰西浦遺跡

"中
耕遺跡

98足洗遺跡

99金井A遺跡

100金井B遺跡

101芦山遺跡

102金内山遺跡

103相撲場遺跡

104勇福寺遺跡

1∞ 石井上宿遺跡

106石井前原遺跡

107御門遺跡

1∝ 明泉遺跡

109青木堀ノ内遺跡

110住吉中学校遺跡

111宮町遺跡

112清進場遺跡

113附島遺跡

114駒方遺跡

115横沼新田遺跡

116小沼堀の内遺跡

117木曽免遺跡

118丸山遺跡

119高窪遺跡

1"大穴遺跡

121上谷遺跡

12前林遺跡

1器 西谷ツ窯跡

12登戸遺跡

1%山田遺跡

1%富士見遺跡

lν 花影遺跡

128羽折遺跡

1"宮裏遺跡

lЮ 八幡遺跡

131-天狗遺跡

132宮田遺跡

1"雷電池東遺跡

134若葉台遺跡

1%富士見一丁目遺跡

1%大境遺跡

lr松原前遺跡

138古海道東遺跡

1"伴六遺跡

1“ 出雲伊波比神社

141塚場遺跡

12新 しき村遺跡

1侶 大寺廃寺遺跡

14旭台遺跡

16西原遺跡

16上新田遺跡

147共栄遺跡

148お寺山遺跡

lω 在家遺跡

lЮ 南精進遺跡

151東洋大学工学部構内遺跡

152河越館跡内・龍光他

153山王遺跡

154山王久保遺跡

1"霞が関遺跡

156的場古墳群

157御伊勢原遺跡

1関 東女堀原遺跡

159女堀Ⅱ遺跡

1∞ 上組 I・ Ⅱ遺跡

161五畑東遺跡

1位 中組遺跡

1“ 八幡前・若宮遺跡

164東下川原遺跡

1“ 仙波遺跡

166道光林遺跡

1"若宮遺跡

168王神遺跡

169拾石遺跡

lЮ 新宿遺跡

171光山 0上猿ヶ谷戸遺跡

172登野山遺跡

1円 宮ノ越遺跡

174城ノ越遺跡

1%小山ノ上遺跡

1%稲荷上遺跡

177旭原遺跡

178張摩久保遺跡

1つ 堂の根遺跡

1∞ 今宿遺跡

181揚櫨木遺跡

182滝・祇園遺跡

1田 下寺前遺跡

1譴 大西遺跡

1%杉の木遺跡

1%若宮八幡古墳

lν 勝呂廃寺

1開 掘ノ内遺跡

A唐子古墳群

B月輪古墳群

C西原古墳群

D黒岩横穴墓群

E御所古墳群

F岩粉山横穴墓群

G根古屋古墳群

H久米田古墳群

I 羽黒山古墳群

J 西吉見古代道路跡

K野本古墳群

L諏訪山古墳群

M高 坂古墳群

N毛塚古墳群

0鳩 山窯跡群

P西戸古墳群

Q川角古墳群

R苦林古墳群

S 善能寺古墳群

T入西古墳群

U成願寺古墳群・若宮遺跡

V片柳古墳群

W新 山古墳群

X新 町古墳群

Y勝 呂古墳群

Z塚越古墳群

AA雷電塚古墳群

AB牛塚山古墳群

AC脚折遺跡群

AD下小坂古墳群

AE鶴ヶ丘古墳群

AF南大塚古墳群

AG上広瀬古墳群

AH笹井古墳群

AI下唐子古墳群

埴輪をもたないかぶと塚古墳 (33)や方墳の茶臼

山古墳 (6)があり、6世紀から7世紀中頃にか

けて築造された古墳群である。また、吉見丘陵に

は222基からなる吉見百穴横穴墓群 (8)と 数百

基に及ぶと推定される黒岩横穴墓群 (D)がある。

いずれも6世紀末には成立し、7世紀にかけて展

開された横穴墓群と考えられている (金井塚他

1978)。 このように、墳丘を築いた古墳群と横穴

墓群ということなる墓地形態が並存する点は注

目される。

北比企丘陵には三千塚古墳群が造営される。盟

主墳である秋葉塚古墳 0長塚古墳の2基の前方後
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円墳には、前方部に竪穴式石室、後円部に片袖型

横穴式石室が採用されていた (金井塚他1%2)。

6世紀中葉段階の築造と推定されており、この地

域への横穴式石室導入のあり方を示す資料である。

都幾川水系を遡上すると下唐子古墳群 (AI)

がある。下唐子古墳群は附川古墳群 。若宮古墳群

が含まれる有力な群集墳である。円墳の若宮八幡

古墳 (1%)に は胴張横穴式石室が採用されてい

るが、唯一埴輪を持つ古墳でもあり、古墳群中最

古の6世紀末葉に位置づけられる。冑塚古墳 (21)、

附川遺跡708号墳 (23)な どは、埴輪をもたず

に胴張横穴式石室構造の内部主体を採ることか

ら、7世紀前半から中頃にかけて築造された古墳

群と考えられている。

このように、都幾川や市ノ川流域の台地上には、

数多くの古墳群や横穴墓群が形成されている。そ

の一方では、集落の検出例が少なく、意外な感が

ある。今後は、城敷・銭塚遺跡や反町遺跡のよう

に、都幾川や市ノ川によって形成された広大な沖

積地微高地上の遺跡の発見に注目して行 く必要

がある。

越辺川右岸 0高麗川流域では、古墳時代後期の

拠点的な集落として入西遺跡群が展開する。その

周辺に、毛呂山町西戸古墳群 (P)、 川角古墳群

(Q)0苦林古墳群 (R、 毛呂山町大類古墳群と坂

戸市塚原古墳群の総称)、 坂戸市入西古墳群 (T、

善能寺・大河原・三福寺・北峰古墳群の総称)な ど、

越辺川を臨む台地縁辺部に古墳群が累々と築かれ、

入西遺跡群の隆盛を窺うことができる。因みに、

苦林古墳群には5基の前方後円墳が含まれている。

また、高麗川左岸には坂戸市成願寺古墳群 (U)、

右岸には浅羽野古墳群などがある。浅羽野古墳群

の主墳上屋神社古墳は直径45mの 円墳で、凝灰岩

切石積みの胴張檎次式石室が構築されている。

越辺川下流域右岸地域には、新山古墳群 (W)・

片柳古墳群 (V)・ 新町古墳群 (X)0勝呂古墳群

(Y)0塚越古墳群 (Z)0雷電塚古墳群 (AA)◆

牛塚山古墳群 (AB)な ど多数の古墳群が造営さ

れている。新町古墳群は、前方後円墳の胴山古墳、

方墳の太子塚古墳と円墳 8基から構成される古

墳群である。胴山古墳は全長632m、 埴輪の破片

が採集されており、6世紀後半の築造とされてい

る。勝呂古墳群の主墳は勝呂神社古墳で、径

“

m

を超える円墳である。雷電塚古墳群の雷電塚古墳

は、墳長″mの前方後円墳である。多条凸帯の円

筒埴輪の存在から、6世紀中葉の築造と推定され

ている。坂戸台地の東端には、10基を超える円墳

から構成される牛塚出古墳群が位置する。 1号墳

からは木棺直葬の主体部が発見され、大刀一振が

副葬されていたという (塩野2004)。 306・ 70

8号墳から比企型不や埴輪が出土しており、6世

紀代の築造と考えられている。

入間台地では、小畦川流域に川越市下小坂古墳

群 (AD)・ 川越市鶴ケ丘古墳群 (AE)0日高市六

ツ塚古墳群など造営されている。下小坂古墳群は

6世紀前半～ 7世紀にかけて築造された古墳群

である。どうまん塚古墳 (円墳)か らは桂甲、馬

具、乳文鏡など、粘土椰が採用された下小坂 3号

墳からは珠文鏡、馬具、円筒埴輪など豊富な副葬

品が発見されている。小堤山神古墳は55×

“

mの

円墳で、主体部が胴張横穴式石室、7世紀の築造

と考えられている。他に前方後円墳 2基、帆立貝

式前方後円墳 1基を擁し、有力な首長墓系列が辿

れる古墳群である。鶴ケ丘古墳群では、鶴ケ丘稲

荷神社古墳 (岩瀬19")と鶴ケ丘 1号墳 (小久保

1976)が発掘され、 7世紀後半代の版築と掘込地

業工法が採用された注目すべき方墳である。

入間川水系では、前方後円墳牛塚古墳と30基以

上の円墳で構成される川越市的場古墳群 (156)、

上円下方墳の山王塚古墳を擁する南大塚古墳群

(AF)、 狭山市笹井古墳群 (AH)、 上広瀬古墳群

(AG)な どがある。牛塚古墳からは、金銅製指輪

や銀装刀子などの特殊な副葬品や、埴輪の出土か

ら6世紀末葉の築造年代が想定されている。山王
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塚古墳は方台部一辺63mの大型墳で、律令期に繋

がる在地勢力の動向を見極めるうえで重要視さ

れる古墳である。

さらに、集落や古墳群の活発な展開に並行して、

埴輪や須恵器の窯業生産も開始されている。

古墳時代の比企丘陵は、武蔵国の中での須恵器

生産の揺藍地でもある。高坂台地に接する丘陵に

ある桜山窯跡群から埴輪窯跡と共に、県内最古段

階の須恵器窯跡 2基 (6世紀前半 O MT15併行期

か)が発見された (水村1982)。 須恵器窯跡は桜

山窯跡を唱矢として、7世紀初頭の根平遺跡 1号

窯跡 (井上19Ю)、 7世紀中葉～後半の舞台遺跡

C-102号 窯跡 (井上197801979)が相次いで

操業された。各窯跡出土の器形は非常に個性的で

時期的にも継続しないことから、今のところ技術

的な系譜関係を辿ることはできない。また、立野

遺跡 (75)では7世紀後半の工房跡と思われる竪

穴住居跡 2軒が調査され、多量の須恵器や円面硯

などが出土した。遺跡周辺に未知の須恵器窯がま

だ眠っていることを教えてくれている。いずれに

せよ、古墳時代須恵器窯跡が集中する地域であり、

律令期武蔵国最大の須恵器窯跡である南比企窯

跡群成立の胎動と見ることができ注目される。

比企丘陵では7世紀前半の鳩山町小用窯跡 (り)

で、特徴的な櫛描波状文を施す小型短頸壺が焼成

されている (高橋1977)。 その他、坂戸台地には

西谷ツ窯跡 (123)1号 窯が単独で築かれ、須恵

器大甕と不H蓋が焼成されていた (加藤他1"2)。

比企丘陵北部に位置する滑川町には羽尾窯跡

(10)、 平谷窯跡 (8)が築窯された。

埴輪窯跡は先述した桜山窯跡群があり、須恵器

窯跡 2基のほかに埴輪窯跡17基が調査された。桜

山窯跡群は6世紀前半～後半に操業され、附川古

墳群出土の人物埴輪に作風が類似するという。ま

た、毛塚32号墳の円筒埴輪や人物・馬形埴輪の特

徴から桜山窯跡群から供給された可能性が指摘

されている (大谷2006)。 吉見町の和名窯跡群 (35)

では4基の埴輪窯跡が検出されている。6世紀中

葉～後半の操業と推定され、久米田古墳群や吉見

丘陵地内の古墳群に供給されたと考えられてい

る (高橋他1994)。

奈良 0平安時代 (第 6図 )

まず、都幾川右岸と越辺川に挟まれた高坂台地

周辺の状況から概観する。反町遺跡には該期の集

落は非常に少ないが、現都幾川自然堤防に寄った

銭塚遺跡からは安定した集落が検出されており、

低地帯における集落形成は継続した、というより

も水田開発とともに集落形成も積極的に進められ

たと推定される (菊地2007)。 高坂台地上には代

正寺遺跡、大西遺跡、下寺前遺跡、大門遺跡で 7

世紀後半～9世紀の集落が検出されているが、大

規模な例は少ないようだ。下寺前遺跡では「堂」

的な建物跡と勝呂廃寺Ⅱ期の平瓦が出土しており、

その性格が注目される。南比企丘陵東麓では、立

野遺跡から7世紀後半の須恵器選別所的な大型住

居跡 2軒、緑山遺跡から8世紀初頭前後の住居跡

4軒、大塚原遺跡からは7世紀後半の住居跡 8軒

が検出されている。緑山遺跡では3軒の住居跡か

ら勝呂廃寺Ⅱ期の平行叩きを施す平瓦が出土して

おり、酒井清治氏は立野遺跡が須恵器、緑山遺跡

が瓦の「製品管理・製作工房の統率者の居住地」

と捉えた (酒井1982)。 これら丘陵東麓の窯業生

産は8世紀前半以降途絶し、代わって比企丘陵に

は7世紀後半以降南比企窯跡群が成立し、 8世紀

初頭から本格的な生産体制が整備され、 9世紀末

葉に至るまで大規模な須恵器と瓦生産が行われた。

中核的な支群である鳩山窯跡群では須恵器窯跡群

と工人集落が一体的に調査され、大きな成果を挙

げている (渡辺1988019∞ 01"101"2)。

都幾川左岸の松山台地周辺では山王裏遺跡

(M)、 上川入遺跡 (4)、 中原遺跡 (%)、 西浦遺

跡 (51)、 古吉海道遺跡 (∞)、 下山遺跡 (62)、 番

清水遺跡 (“)、 岩鼻遺跡 (17)、 岩の上遺跡 (2)、

沢口遺跡 (14)な どがある。下山遺跡は比企郡家
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の遺称地「古凍」に位置する。山王裏 0上川入 0

中原・西浦遺跡は、古凍の西方至近距離に位置す

る遺跡で実質的に同一遺跡と見てよい。山王裏遺

跡からは8世紀初頭～9世紀後半の住居跡ν軒と

基壇状遺構・竪穴状遺構 0粘土採掘墳、中原遺跡

からは7世紀後半～8世紀前半の住居跡1鎌干、上

川入遺跡からは8世紀初頭～9世紀後半の住居跡

7軒、西浦遺跡からは8世紀初頭～10世紀初頭前

後の住居跡%軒が検出され、松山台地の中心的な

集落である。山王裏遺跡では基壇に竪穴状遺構と

区画溝が伴い、勝呂廃寺Ⅱ期の瓦が出土した。粘

土採掘墳は基壇構築に伴い掘削されたと考えられ

ている。時期は8世紀初頭である。西浦遺跡から

は円面硯2点、「比」「厨」などの墨書土器、「企」

と朱書された須恵器が出土している。郡庁院や正

倉は発見されていないが、比企郡家または (且つ)

寺院に密接に関係する遺跡群であろう (赤熊
"能

)。

古吉海道遺跡からは8世紀初頭～9世紀後半の住

居跡 4軒、下山遺跡からは須恵器浮瓶、番清水遺

跡からは住居跡17軒、岩の上遺跡からは9世紀の

住居跡が8軒検出されている (野辺1%3)。

吉見丘陵の律令期集落の様相は不明確である

中で、西吉見古代道路跡 (J)の発見は注目され

る (永井2∞2)。 従来の予想されていた東山道武

蔵路からは若干方位を違えて、比企郡家推定地「古

凍」と埼玉古墳群を結ぶライン上に位置している。

東山道武蔵路あるいは郡家道ともいわれ、その性

格は議論を呼ぶところである (弓 2002)。

越辺川右岸・高麗川流域では越辺川支流の大谷

木川左岸に毛呂山町伴六遺跡 (139)、 高麗川左岸

にまま上遺跡 (田)な どがあるが、中 0下流域に

比較して集落規模は小さいようだ。伴六遺跡北側

には出雲伊波比神社 (1“)が鎮座している。越

辺川中流域には稲荷前遺跡 0塚の越遺跡・金井遺

跡 0足洗遺跡などから構成される「入西遺跡群」

が 7世紀以降 9世紀まで継続的に集落が維持さ

れている。住居跡数は稲荷前遺跡2∞軒、塚の越

遺跡89軒、金井遺跡91軒、足洗遺跡器軒を数え、

隣接する長岡遺跡を加えると越辺川流域で最大

規模の遺跡群である。越辺川右岸の広大な可耕地

を生産基盤とした古墳時代以来の在地勢力が、律

令期に至っても勢力を伸張しえた集落群であり、

南比企産須恵器を交易場に搬入する際の中継地

という性格も指摘されている (渡辺2006)。 いず

れにせよ律令期入間郡内において屈指の遺跡群

であることは疑いない。

越辺川下流域では7世紀後半に勝呂廃寺 (ly)

が建立された。勝呂廃寺は北武蔵最大級の白鳳寺

院であり、809世紀に至るまで存続したとされ

ている。在地有力氏族の関与が想定される。周辺

には勝呂神社古墳をはじめ、 6～ 7世紀の集落が

分布 (勝呂遺跡)している。勝呂遺跡からは「寺」

と墨書された9世紀初頭前後の須恵器杯が住居跡

から出土し (加藤1"2)、 門前町的な集落が展開

する可能性はあるものの、今のところ大規模に展

開する集落となる様相は見られないようだ。坂戸

台地東端部には附島遺跡 (113)、 木曽免遺跡 (117)、

上谷遺跡 (121)、 前林遺跡 (122)が調査されて

いるが、集落規模には小さく、律令期には衰退す

るようだ。台地を開析する小支谷沿いには番匠・

下道遺跡 と横沼新田遺跡 (115)が ある (黒坂

2008)。 両者は同一遺跡と見てよく、平安時代の

住居跡1鉾干、掘立柱建物跡1劾束が検出された。調

査区の北東端に 1間四面の建物跡と3× 2間の側

柱建物跡が位置する。仏堂的な宗教施設と考える

と集落との関係を示唆するものといえようか。

一方、坂戸台地内陸部に集落が進出するのが該

期の特徴で、勝呂廃寺の南方に宮町遺跡 (111)、

住吉中学校遺跡 (110)、 清進場遺跡 (112)御門

遺跡 (107)、 青木堀ノ内遺跡 (109)な どがある。

宮町遺跡では「路家」の墨書土器、樟秤の権が出

土し、陸上交通や交易に関わる遺跡の性格を暗示

している。

さらに内陸に遡上すると若葉台遺跡 (134)、 富
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士見一丁目遺跡 (1%)、 山田遺跡 (125)、 一天狗

遺跡 (131)な どがあるも若葉台遺跡では住居跡

2つ軒、掘立柱建物跡234棟等が検出され、四面庇

建物跡や5× 3間の長大な掘立柱建物跡など、特

異な建物群を内包する (加藤1"5・ 斉藤1994)。

古墳時代まで空閑地であった場所に、 8世紀1/4

期後半に忽然と大集落が形成される点でも特異

である。出土遺物の中には、奈良三彩陶器 3点、

和同開弥、銅鈴、円面硯25点、青鋼製帯金具、朱

書土器14点などがある。隣接する富士見一丁目遺

跡は実質的に若葉台遺跡と同一遺跡で、住居跡14

軒、掘立柱建物跡3針束が検出されている (黒坂

1998)。 竪穴住居跡に対する掘立柱建物跡の比率

が際立って高い点が特徴である。こうした点と可

耕地から離れた占地、出土遺構 。遺物の特異性な

どから若葉台遺跡群の性格に関して入間郡家説・

郡司層の居宅説・庄家説 (斉藤他19出)な ど諸説

が唱えられてきた。近年では716年建郡の高麗郡

家との関わりが指摘されている (宮瀧1999)他、

地方豪族 (大伴部直氏)の居宅集落説が提示され

ている (渡辺2006)。 山田遺跡は若葉台遺跡に隣

接する。奈良三彩の火舎や「片牧」の墨書土器が

出土しており、一天狗遺跡からは多量の墨書土器、

漆紙文書や円面硯が出土している。

小畔川水系では左岸に日高市光山 。上猿ヶ谷戸

遺跡 (171)がある。上流に遡ると左岸に日高市

拾石遺跡 (lω )、 王神遺跡 (168)、 道光林遺跡 (1“ )、

若宮遺跡 (1")、 右岸に堀ノ内遺跡 (1部)、 飯能

市域では堂ノ根遺跡 (179)0張摩久保遺跡 (178)

などが代表的な遺跡である。光山 。上猿ヶ谷戸遺

跡は住居跡55軒、掘立柱建物跡40棟などが検出さ

れ、小畦川中流域の拠点的な集落である。 7世紀

後半から8世紀後半まで継続する点で旧高麗郡

域の集落とすると特異である。大型住居跡の存在

や墨書土器、漆付着土器、馬具・鍵の出土から、

報告者は近くを通るであろう東山道武蔵路と水

路の結節点に作られた流通・交易の拠点集落と捉

えた。さらに8世紀後半に集落が衰退する点に関

しても、宝亀二年 (771)武蔵国が東山道から東

海道に所属替えになる事象との関連を探ってい

る (井上1994)。

光山・上猿ヶ谷戸遺跡以外は8世紀前半以降形

成された集落で、高麗建郡という歴史動向を反映

している。拾石・王神遺跡はいずれも8世紀中葉

～ 9世紀中葉にかけて形成された集落で、拾石遺

跡からは住居跡

“

軒が検出され、「家長」の墨書

土器、漆紙、石製帯金具が出土している。王神遺

跡からは鳥形硯が出土した。水路跡と道路跡は両

遺跡を貫通していることが判明している。堀ノ内

遺跡の 9世紀前半の住居跡からは皇朝十二銭の

隆平永賓 (7%年初鋳)が出土した (日 高市1"7)。

道光林遺跡は3軒の住居跡が調査され、8世紀前

半の土器群が出土しており、高麗建郡当初の集落

と考えられる (日 高市1"7)。

飯能市堂ノ根遺跡からは8世紀初頭の常陸国

新治産須恵器と土師器のいわゆる常総型甕が検

出された。これらは常陸から下総・上総国周辺に

広く分布する土器群であり、高麗建郡段階に常総

地域からの移住を、具体的に物語る一級資料であ

る (富元1"3)。 堂ノ根遺跡に隣接する張摩久保

遺跡は飯能市域最大級の集落で、円面硯や銅鈍、

第22次調査では皇朝十二銭の隆平永賓 (7%年初

鋳)が出土している (富元1994)。 新堀遺跡 0新

井原遺跡からはロクロ整形の土師器甕が出土し

た。陸奥地域の甕に類似するが、時期的な整合性

が取れない。今後の課題であろう。

入間川水系では左岸に川越市霞ケ関遺跡 (1")、

山王遺跡 (153)、 山王久保遺跡 (154)、 五畑東遺

跡 (161)、 花見堂遺跡 (5)、 東下川原遺跡 (1“)、

八幡前0若宮遺跡 (1“)な どがある。霞ケ関遺跡 0

山王遺跡 0山王久保遺跡は実質的に同一遺跡であ

る。畿内産土師器 。「入厨」墨書土器、大型掘立

柱建物跡の存在などから、入間郡家の有力候補で

あり、最近平野寛之氏らによって詳細な検討力功ロ
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えられている (古代の入間を考える会2008)。 郡

家政庁と正倉は未だ確定はできないが、状況証拠

からみて霞ケ関遺跡群の中に入間郡家が存在し

たと考えるのが最も妥当であろう。五畑東遺跡か

らは「入主」の墨書土器が出土した。八幡前 。若

宮遺跡からは「騨長」の墨書土器と酒の醸造に関

わる帳簿木簡が出土し、東山道武蔵路第三駅に比

定する見方が有力である (酒井1"30木本2000)。

しかし、遺跡そのものは土師器焼成墳と粘土採掘

墳が検出された土器生産遺跡であり、駅家施設そ

のものとは異なる (富元2005)。 平野氏は八幡前・

若宮遺跡は郡家近傍の生産拠点と評価し、駅路は

霞ケ関遺跡と八幡前 。若宮遺跡の間を通過すると

考えている (平野2008)。 最近、古海道東遺跡 (1器)

で東山道武蔵路の一部と思われる道路跡側溝が

発見され、ルー トの特定に一石を投 じた (内 田

2007)。 これが正しいとすれば「勝呂廃寺ルート」

よりも東に振れる「宮町―古凍ルート」に近くな

ろうか。今後の検討が必要である。

入間川を遡上すると、左岸に狭山市宮ノ越遺跡

(173)、 城ノ越遺跡 (174)、 小山ノ上遺跡 (1%)、

今宿遺跡 (1∞)、 宮地遺跡など、遺跡が入間川沿

いに帯状に連なる一大集落群が形成されている。

8世紀以降の集落がほとんどであるが、上広瀬古

墳群 (AG)や笹井古墳群 (AH)、 柏原古墳群が

存在することから集落形成は古墳時代後期に遡

ることが予想される。右岸下流域では川越市小仙

波・弁天西遺跡があり、弁天西遺跡からは畿内産

土師器が出土している (富田2∞2)。 現状では遺

跡数が少ないが、周辺には広大な可耕地が広がっ

ており、今後遺跡の増加が予想される。右岸中流

域では狭山市稲荷上遺跡 (1%)、揚櫨木遺跡 (181)、

滝 。祇園遺跡などがある。上流の入間市域には前

内出・八坂前 0新久窯跡等から構成される東金子

窯跡群が存在し、 8世紀中葉以降10世紀に至るま

で大規模な須恵器生産が行われた。

中世 (第 6図 )

反町遺跡には中世の遺構は確認されていない。

遺物としては河川跡から陶器類や青銅製花瓶、竹

製気など鎌倉時代初期の製品が少量検出されて

いるのみで、時期的な動向を語るには材料不足で

ある。一方遺跡周辺は中世の遺跡が数多く分布し、

蓄積資料も膨大である。ここでは遺跡近在の中世

遺跡の紹介にとどめておく。まず、都幾川対岸の

野本将軍塚古墳墳頂、利仁神社経筒遺跡から発見

された建久七年 (11%)銘銅製経筒が最古段階の

資料である。経筒 0鏡の銘文に「源新次郎」、「吉

見郡大串郷住人藤原氏」などと記されていた。将

軍塚古墳の北西に隣接する野本氏館跡 (Ю)は鎌

倉時代の所産とされている (埼玉県教育委員会

1988)が、幅4mの堀跡の一部等が調査され、14

世紀後半のかわらけや片口鉢が出土した (山本

1"7)。 反町遺跡の南側と西側にある高坂台地に

は小代氏館跡 (67)と 高坂氏館跡 (“)、 高坂二

番町遺跡などがある (江原2∞5)。 小代氏館跡は

確認調査で14世紀前半頃の堀跡が検出された。高

坂氏館跡は都幾川を望む急崖縁辺にある。高済寺

境内周辺に土塁と空堀が残る。後北条家家臣、高

坂刑部が居住したといわれている。高坂氏館跡と

小代氏館跡との間には高坂二番町遺跡、大西遺跡、

代正寺遺跡があり、13世紀～14世紀の遺物が濃密

に分布している。江原氏は高坂台地全体を、牧や

信仰空間を含みこんだ「居館」と捉えている (江

原1996)。
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Ⅲ 遺跡群の概要
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鉄分多
古代の遺物包蔵層
A区では黄褐色土層として捉えられた層
弥生時代の遺構切り込み層

弥生期の遺構確認層

1.反町遺跡群の概要
(1)基本層序

高坂駅東口第二土地区画整理事業地は東松山

市大字高坂地内に所在する。事業地内には銭塚、

城敷、反町の 3遺跡が存在する。いずれも都幾川

の乱流によって形成された、現在は水田になって

いる埋没自然堤防上に立地し、相互に関連をもっ

て営まれた遺跡群である。都幾川右岸に形成され

たこれら3遺跡をまとめて扱う場合、仮に反町遺

跡群と呼ぶことにする。

反町遺跡群は遺構の検出される面は灰褐色の

シルトもしくは砂質であり、埋土も同様の土質で

あることから、遺構確認は困難を極めた。

3遺跡の基本土層 (第 7図)は、現代の来新乍土

(I層 )、 分層は困難だが中世から近世の水田土壌

と考えられる土層 (Ⅱ ・Ⅲ層)、 古代の遺物包含

層 (Ⅳ層)、 古墳時代の地山 (V層 )、 弥生～古墳

時代の漸移層 (Ⅵ 層)、 弥生時代の地山 (Ⅶ 層)、

粘土層 (Ⅷ層)と いう構成である。地点によって

堆積環境が異なることから、色調はもとより、含

有物、土質も異なる。全体的に、城敷、銭塚遺跡

はシルト質で、反町遺跡は砂質である。

古墳時代の遺構検出面の標高は、城敷遺跡西側

が192m前後、銭塚遺跡中央部が18。6m前後、反

町遺跡中央部が18。Om前後である。地形そのもの

も傾斜しており、反町遺跡の中でもC→ A→D区

と遺構検出面の標高が下がっている。遺跡内で検

出されている河川跡の河床面も東へ行 くほど傾

斜している。昭和

“

年代まで早俣の渡しに帆掛け

舟が入っていたということなので下流に行 くほ

ど、更に水深が増すのであろう。

遺跡の南側に接する高坂台地とは6～ 7mの

比高差が、北側を東流する都幾川の対岸、松山台

地縁辺の段丘面にある西浦遺跡とは3～ 4m、 松

山台地上の山王裏遺跡とは10m近い比高差がある。

(2)遺構の概要

反町遺跡群から検出された遺構の概要は以下

のとおりである。

銭塚遺跡 (第 1次調査)
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城敷第 1日 2次

城敷第 3次

銭塚遺跡第 2日 3次

銭塚遺跡第 1次

反町遺跡第 3次

反町遺跡第 1・ 2次 C区

反町遺跡第 5次反町遺跡第 1・ 2次 A区  反町遺跡第 1日 2次 B区

反町遺跡第 4次

反町遺跡第 2次 D区
200m

第 9図 グリッド網図
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竪穴住居跡 1軒 (平安)

溝跡10条 (平安・中世)

土墳19基 (中世他)

ピット多数

銭塚遺跡 (第 2次・第3次調査)(本書報告)

竪穴住居跡62軒 (古墳 。奈良・平安)

掘立柱建物跡19棟 (古墳 0奈良・平安)

ピット列 1条

土墳35基

土器棺墓 1基

井戸跡 7基

溝跡器条

畠跡 1箇所

堤防状遺構 1箇所

ピット多数

城敷遺跡 (第 1次・第2次調査)

竪穴住居跡1∞軒 (本書31軒報告)

掘立柱建物跡1助束 (本書 3棟報告)

土墳

“

基 (本書 9基報告)

大溝跡 7条 (1条 7地点)(1条 3地点報告)

溝跡30条 (本書21条報告)

ピット多数

城敷遺跡 (第 3次調査)

竪穴住居跡 7軒

掘立柱建物跡 2棟

土墳 1基

溝跡 1条

ピット5基

反町遺跡 (第 1次・第2次調査)

竪穴住居跡117軒

方形周溝墓 7基

古墳12基

土墳61基

土器棺墓 2基

大溝跡 (河川跡)5条
溝跡

“

条

反町遺跡 (第 3次調査)

竪穴住居跡1∞軒

古墳15基

土墳11基

大溝跡 2条

溝跡12条

窯状遺構 1基

反町遺跡 (第 4次調査)

竪穴住居跡 5軒

方形周溝墓 3基

土墳 8基

大溝跡 1条

溝跡17条

反町遺跡 (第 5次調査)

竪穴住居跡41軒

古墳跡 1基

土墳 4基

溝跡 6条

(3)遺跡群の動態

遺跡群の形成から消滅に至る動態を時期別に

粗描してみたい。

まず、遺跡群の成立期は弥生時代中期後半であ

る。遺跡群東部に位置する反町遺跡の南域から竪

穴住居跡と溝跡が検出され、安定的な集落が形成

される。この集落は後期初頭に方形周溝墓と土器

棺墓から構成される墓域に変化することが判明

している。同時に墓域西側に集落域が移動するこ

ともわかっており、集落の移動が具体的に語るこ

とのできる資料が整いつつある。この段階の遺構

は銭塚遺跡に土器棺墓が 1基検出されている。反

町遺跡の在り方を参考にすると、周辺に方形周溝

墓を伴う可能性があろう。当然集落の存在も予想

され、遺跡群の中でも複数の小集落形成を想定す

ることもできよう。

弥生時代後期後半の集落の存在は不明である

が、弥生時代終末期～古墳時代前期初頭 (五領期)

になると、城敷遺跡、反町遺跡に集落が営まれる。

特に反町遺跡第 1～ 3次調査区には2∞軒を超え
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る多数の住居跡が作られ、当地域でもかなり有力

な在地勢力の基盤となる集落を構成した可能性

がある。この時期の墓域は反町遺跡南域と東端部

から方形周溝墓が検出されており、集落域の周囲

に墓域を形成したことが判明する。

銭塚遺跡には古墳時代前期の集落は発見され

なかったが、一部下層遺構として、焼けた高まり

(堤防状遺構とした)な どがあり、全 く集落がな

かったとは言い切れない。反町遺跡、城敷遺跡の

古墳時代前期集落が古墳時代中期には縮小に向

かったようだ。反町遺跡第3次調査で洪水層が集

第10図 銭塚遺跡・城敷遺跡全体図 (1/2500)

落を覆ったことが判明しており、あるいは自然災

害の影響が存在したのかもしれない。

古墳時代中期後半から後期初頭 (和泉式期終末

から鬼高期初頭)頃になると、集落構成は大きく

変貌する。反町遺跡は前方後円墳を中核とした円

墳群が累々と形成され、墓域に転化する。この時

期の集落は、城敷遺跡を中心に形成され、一部銭

塚遺跡からも検出されている。城敷遺跡 0銭塚遺

跡からは古墳は検出されておらず、城敷 0銭塚遺

跡=集落、反町遺跡=墓域という一対一の対応関

係が現象的には認められるが、遺跡群西側に位置
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する、高坂台地上の古墳群の動向も考慮しつつ検

討することが必要となろう。

城敷遺跡の集落は、古墳時代後期、6世紀後半

段階には縮小から消滅に向かうようだ。城敷遺跡

北側に接する銭塚遺跡は、古墳時代中期末から後

期初頭頃集落として成立し、7世紀を経て809

世紀に至るまで集落として維持される。大きくみ

れば、城敷遺跡から銭塚遺跡に集落域が移動する

と捉えることもできる。

城敷遺跡から銭塚遺跡へという集落移動の原

因は何か。反町遺跡群の動向を左右するキーワー

ドは大溝跡 (河川流路)である。城敷遺跡、反町
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遺跡でも集落内を縫うように大きく蛇行する河

川流路が発見されている。流路の中からは堰の跡、

護岸、祭祀の場、そして河川の岸に昇降する階段

状施設など、流路を人為的にコントロールして生

活した痕跡が多数発見された。遺跡の消長が河川

の流路変更と水位の変化に運動した可能性は高

いであろう。

反町遺跡の奈良 0平安時代集落域は、遺跡北端

部にほぼ限定される。遺跡群南半の城敷遺跡と反

町遺跡の大部分は非集落域 =おそらくは水田化

していく。一方、遺跡群でもより高位 (標高)に

ある銭塚遺跡と反町遺跡北端部が集落域として

機能するのであろう。銭塚遺跡は中世の井戸跡や

第12図 銭塚遺跡全体図 (1/1250)

区画溝が発見されており、中世後期頃までは居住

域として確実に機能した。反町遺跡の下限年代は

不明確であるが、北端部から板石塔婆が発見され、

大溝跡から中世の遺物が若干検出されており、同

様に中世まで降るものと予想される。

当該地区は「高坂条里」としても知られてきた。

調査では条里水田の検出はできなかったが、城敷

遺跡の土層断面観察から古墳時代集落衰退後、水

田土壌が形成されることが推定された。城敷遺跡

と反町遺跡の大部分は、遅くても律令期以降は生

産域として土地利用され、平成の土地区画整理事

業が実施されるまで居住域として復活すること

はなかったと考えられる。
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2.銭塚遺跡の概要
銭塚遺跡は過去 3次の調査が実施された。第 1

次調査は一般国道47号東松山バイパス道路改築

工事に伴い実施された。東西に長い銭塚遺跡の東

端近くに位置する。調査区北側は都幾川が東流す

る。地表面の標高は20m前後、調査面積は3,500ぷ

である。 9世紀末葉～10世紀初頭頃と思われる平

安時代の竪穴住居跡 1軒 と中世後期の区画溝と

思われる遺構群が検出された (菊地2007)。

銭塚遺跡第2次・3次調査区は第 1次調査区の

西側Юmに位置する。

銭塚遺跡の今回の調査区 (203次)は、区画

整理事業街路予定地を対象としており、南北約

2∞m、 東西約500mの範囲に縦横にトレンチを入

れた形になっている。

城敷遺跡 (102次)は銭塚遺跡の南側に接し

ており、本来は一遺跡とすべきものであろう。南

北約νOm、 東西約2Юmの広がりを持つ。

銭塚遺跡第2次03次調査区と城敷遺跡第 1次 0

2次調査区を合わせた調査面積は21,700ボ に上る。

銭塚遺跡第2次・3次調査区からは、弥生時代、

古墳時代、奈良・平安時代、中世に至る大規模な

集落跡であることが明らかになった。

遺構確認面は一面と理解していたが、調査区北

西i音БのZK-12グリッド、ZM-11グ リッドからは

部分的に下層遺構が検出された。時期は不明確で

あるが、古墳時代前期に遡る可能性がある。予想
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以上に複雑な微地形 と堆積環境であったと思わ   市柊遺跡例などから、周囲に方形周溝墓を伴う可

れる。                     能性がある。

最 も古い遺構はZQ-14015グ リッドで検出さ    竪穴住居跡は62軒ある。最も古いものは第2号

れた弥生時代後期前半の土器棺墓 (SK31)である。  住居跡である。古墳時代中期末葉に位置付けられ、

櫛描文を施文した大型の岩鼻式土器 (壺)の胴部   不類は既に多出するが、典型的な模倣不は伴わな

に穴を開けて、小児の遺骸を入れ、別の土器で蓋   いようだ。把手付の大型甑が伴出している。住居

をしたうえで埋葬していた。骨は殆ど分解してい  跡にはカマドが設置され、当地域でも最も早くカ

たが、歯のエナメル質が辛うじて遺存していた。   マドを導入した遺跡のひとつとなろう。その直後

分析不能とのことで残念ながら性別 0年齢等詳細   の時期と思われる第

“

号住居跡には模倣不が伴っ

な情報を知る手掛かりはないが、反町遺跡や坂戸   ている。また、第4号住居跡からは初期須恵器の
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砲が出土した。大阪府陶邑古窯跡群産と考えられ   号土墳からは住居跡と同時期の土器が出土して

る。                      おり、住居跡、掘立柱建物跡 (高床倉庫と物置

5世紀後半から6世紀初頭、長く見積もって  的建物)、 土墳がセットとして存在したことを物

も6世紀前半までの住居跡は数軒存在し、銭塚   語っている。調査区の南東部から検出された畠

遺跡の初期集落を形成していたことは間違いな  跡は時期不明であるが、古墳時代に遡る可能性

い。第 8号掘立柱建物跡、第 9号掘立柱建物跡   が高いと考えている。

は第

“

号住居跡とほぼ主軸を揃えて隣接する。柱    その後は第55号住居跡が作られる7世紀前半～

穴径の小振りな2× 2間の総柱と側柱建物で、城   中頃まで住居跡を見出すことはできない。この空

敷遺跡の状況から、古墳時代後期初頭の集落に   自期間を如何に理解するかは、城敷遺跡の整理終

伴う建物と考えている。建物西側に隣接する第2   了段階で総合的に検討することとし、7世紀後半
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以降は安定した集落域として機能したようだ。特

に7世紀後半～ 8世紀初頭の遺構と遺物は特筆

できるものが多い。第18号住居跡、第14号溝跡 (第

30号住居跡)、 第18号溝跡等の資料が充実している。

これらの遺構出土の須恵器は南比企産とともに、

末野窯跡群産須恵器、東海産 (特に湖西産)須恵

器が定量で伴出している。遺跡西側に広がる南比

企丘陵は古代須恵器の一大産地である。その一支

群である鳩山窯跡群では8世紀前半から大規模

操業が開始され、武蔵国を中心とした地域に広域

供給されたことが知られている。その膝下の地で

ある本遺跡に、湖西産 0末野産須恵器が定量で供

給されている点は非常に興味深い。南比企窯跡群

の大規模操業開始以前、郡家等の官衛的遺跡に対

応したであろう須恵器供給システムが本遺跡に

も認められる点は注目される。また、同一段階の

ヘラミガキ調整される須恵器蓋 (上野産か)やロ

クロ土師器の存在、畿内産土師器が 2点出土して

いる等、一般集落からは出土例の少ない土器が存

在する点も注目される点である。

掘立柱建物跡の中で、第18号掘立柱建物跡が特

異である。3× 3間、総柱建物で、柱穴掘り方は

方形で大きく、底に栗石を一面に敷いていた。一

般的な高床倉庫にしては作りが丁寧で規模が大き

3.城敷遺跡の概要
城敷遺跡は、3次に亘る発掘調査が実施されて

きた。反町遺跡群のなかでは、最も西側に位置し、

高坂台地が日前に広がる。遺跡北側には銭塚遺跡

が接するが、事実上、同一の遺跡である。東方約

500mには反町遺跡が所在する。この遺跡も有機

的に関連する遺跡である。

竪穴住居跡の総数は115軒、掘立柱建物跡は17

棟に及ぶ。今回の報告ではAグリッドライン以北

を対象とした。竪穴住居跡31軒、掘立柱建物跡3

棟、土墳 9基、大溝跡 1条 (3地点)、 溝跡21条

が該当する。

い。また、第14号掘立柱建物跡は現状で3× 2間

の総柱建物である。柱穴底面に割り材を礎板に敷

いていた。高床倉庫の荷重を支える工法であろう。

銭塚遺跡第2次 03次調査区では9世紀中頃～

後半が最も新しい住居跡である。銭塚遺跡第 1次

調査区からは9世紀末葉～10世紀に掛かる段階の

住居跡が 1軒検出され、そのころまでは古代集落

が存続していたと考えられる。

銭塚遺跡からは城敷遺跡、反町遺跡で検出され

た集落内を流れた河川跡 (大溝跡)は検出されな

かった。しかし、集落北端に遺跡を扶るように谷

が入っていた。航空写真をもとに微地形を復元し

た菊地真によれば埋没河川であるという。近世以

降の旧都幾川の流路跡であろうが、古代において

もその原形となる河川が存在していたのかもし

れない。この埋没河川がそれであるか否かは不明

であるが、いずれにせよ、銭塚古代集落に伴う河

川跡が周辺に存在したと予想しておきたい。

古代末の様相は不明である。その後、中世後期

になると、銭塚第2次・3次調査区東端部とその

東に位置する銭塚遺跡第 1次調査区から丼戸跡、

区画溝などが検出され、再び集落域として機能し

たと考えられる。

城敷遺跡では、古墳時代前期 (五領期)か ら集

落が開始される。今回の報告では、第認号住居跡

と第%号住居跡が古墳時代前期の五領期に属する。

第認号住居跡からは小型の壺が出土した。胴部刷

毛目調整、底部は窪み底である。第%号住居跡か

らは赤彩された鉢や小型器台、壺と口縁部が「く」

の字状に屈曲した台付甕が出土している。これら

の住居跡を噌矢として、古墳時代中期 (和泉期)

には第∞号住居跡が造られている。火処としては

炉跡をもつ。器高の高い大型の高不が主体となり、

杯類が欠落することから、和泉期でも前半に位置
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付けることができる。

和泉期後半～末葉の住居跡は、第81号住居跡と

第91号住居跡がある。第81号住居跡の火処には炉

跡が設けられている。土師器不類を組成に含むが、

模倣不は認められない。高不は短脚化している。

第91号住居跡も不類を含むものの、模倣不が欠落

する。甕の胴部は丸く長胴化が進んでいない。こ

の住居跡はカマドをもち、滑石製模造品の未成品、

剥片が以Ю点以上出土し、石製模造品の製作工房

であったことが判明した。この段階からは集落規

模は拡大するようだ。第92号住居跡からは比企型

不が定量で出土し、模倣不は出土しなかった。比

企型不初現期の住居跡と思われる。カマドは設置

されている。

続く鬼高期に至ると、ほとんどの住居跡がカマ

ドを設置するようになる。第88号住居跡では比企

型不と模倣不が定量で出土し、土師器甕もカマド

に掛けやすいように長胴化が進行する。

城敷遺跡を特徴付けるのは大溝跡 (第 4号溝跡)

である。第 4号溝跡はZZ-3グ リッド西側から

遺跡内に入り込み、一端北東に向かった後、ZT

-14グ リッドで大きく「 S」 字状に屈曲し、南に

むかう。その後、ゆるやかに蛇行しつつ調査区南

端部で西側に抜けていた。

城敷遺跡を縫うように流れたこの大溝跡は、本

来は自然河川と思われる。しかし、集落と一体と

なり機能したことは確実で、城敷集落の母なる川

といえる。

大溝跡からは、多量の遺物と関連施設が検出さ

れた。今回の報告分では、まずZW-8グ リッド

周辺 (SD4第 2地点)ら、大溝跡に出入りするた

めの階段状遺構 (昇降施設)が検出された。その

東からは流れに直行する横木列が、その下流には

流れに平行する木列が作られていた。それぞれ、

堰状施設、護岸施設と思われる。生活用水に利用

するために堰によって水位をコントロールし、あ

るいは居住域を水害から守るための施設だった

のであろう。五領期の壺や吉ヶ谷系甕、鬼高期の

模倣不、須恵器不H身等とともに、多量の木製品

が出土した。槽、本製輪鐙の他、楯や垂木等の建

築部材が出土した。

ZT-14グ リッド周辺 (SD4第 1地点)からは、

大溝跡がほぼ埋没した段階の遺物として須恵器

長頸瓶や須恵器蓋、土師器北武蔵型暗文不などが

あり、凡そ7世紀後半～8世紀初頭頃にはほぼ埋

没したことが分かる。大溝跡には大木が横たわり、

その下から長さ3mに も及ぶ、一本から削り出し

た梯子、漆掻き痕の残る漆原木、紡繊具、建築部

材などが出土した。

ZW-16017グ リッド (SD4第 3地点)か らは、

完形品の土師器不 (模倣不)5点が、西岸テラス

から投げ込まれたような状況で出土した。その周

囲からは須恵器樽形磁が細片になった状態で出土

した。おそらく、故意に破砕したうえで、撒いた

と思われる。樽形磁は陶邑産の、いわゆる初期須

恵器 (TK83=TK73併行段階)と思われる貴重な

資料である。水に関わる何らかの祭祀儀礼が執り

行われたと考えられる。

今年度報告する地域の概要は以上であるが、次

回報告地域からも大溝跡 (河川跡)から多量の遺

物が出土している。竪杵・砧・田下駄等の農具、

木鏃・弓等の武器、杭や建物の扉材 2点をはじめ

とする建築部材など、多種多様な木製品が出土し

ている。特に、扉材の出土は、周囲に特殊な建物

が存在したことを物語る資料である。また、大溝

跡のテラス部からは、袋状鉄斧と壺 2点が並べて

置かれていた状態で出土した。大溝跡に関わる祭

祀の一形態であろうか。

集落域からは、掘立柱建物跡が多数検出されて

いる。掘立柱建物跡は方形の総柱建物が主体であ

る。最大規模は4× 3間総柱、通常は3× 2間、

または2× 2間程度である。建物の規模から、そ

の多くは高床倉庫として機能したものと考えら

れる。集落の存続期間から、確実に古墳時代の後
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第24図 城敷遺跡全体図 (1/1250)
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第26図 城敷遺跡全測図 (2)(1/300)
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期初頭、またはそれ以前に限定されるものである。

多数の高床倉庫の存在から、多量の動産蓄積が可

能であった、富裕なムラをイメージできる。

掘立柱建物跡に接して石製模造品の集中域が

検出され、また掘立柱建物跡と土器類の集中域が

重なる場所がみつかっている。これらは、建物に

伴う祭祀、或いは建物で執り行われていた祭祀の

存在を予想させるものがある。

いずれにせよ、城敷遺跡は直接河川と共存した

第29図 城敷遺跡全測図 (5)(1/300)

集落遺跡で、遺跡背後に広大で肥沃な水田地帯を

控えた拠点的な集落遺跡であったことは疑いな

い。その盛衰は、河川の埋没や堆積環境の変化に

規定されたものと推定される。そればかりではな

く、反町遺跡や銭塚遺跡の動向とも連動したこと

が予想される。

建物に接 して石製模造品の集中域が検出され

た場所、掘立柱建物跡と土器類の集中域が重なる

場所が検出され、建物に伴う祭祀、或いは建物で
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執り行う祭祀の存在を予想させるものがある。

いずれにせよ、城敷遺跡は直接河川と共存した

集落遺跡であり、その盛衰は河川の埋没や堆積環

境の変化に規定されたものと予想される。さらに

4.反町遺跡の概要
反町遺跡は現在までに5次に亘る調査が実施さ

れてきた。

第 1次 02次、4次、 5次調査は、本区画整理

第30図 城敷遺跡全測図 (6)(1/300)

反町遺跡や銭塚遺跡の動向とも連動したもので

あったろう。遺跡背後に広大で肥沃な水田地帯を

控えた拠点的な集落遺跡であったことは疑いな

い。

事業に伴う街路部分の調査である。第3次調査は

区画整理事業地内に進出する大規模店舗開発に

伴うもので、調査区は第 1次 。2次調査区と国道
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407号バイパスに挟まれた区画に位置する。

第 1・ 2次調査は、A～ D区にかけて15,395ゴ

の範囲で実施した。

遺跡全体では縄文時代後期から江戸時代にま

でわたる遺構と多量の遺物を検出したが、中心と

なる時期は弥生時代中期から弥生時代後期前半、

古墳時代前期～後期、平安時代である。第 1次・

2次調査で検出された遺構総数は竪穴住居跡117

軒、方形周溝墓 7基、土器棺墓 2基、大溝跡 (河

第31図 城敷遺跡全測図 (7)(1/300)

川跡)5条、溝跡

“

条、土墳61基である。現在、

整理を続行しているが、その一部は昨年度事業団

報告書第361集 『反町遺跡 I』 として刊行した。

遺跡の特徴を端的に述べれば、河川(大溝)と 共

存した集落とでも言えようか。これは銭塚 0城敷

遺跡にも共通することであるが、弥生時代から古

墳時代、奈良・平安時代から中世に至るまで、河

川の存続期間に合わせて生活や生産、祭祀等様々

な「場」に利用していたようだ。
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弥生時代中期から後期前半の遺構はA区では

竪穴住居跡 8軒、方形周溝墓 4基、溝跡 3条、土

器棺墓 2基を検出した。遺構の分布の中心はB区

を除く、A区からC区にかけてである。

中期段階 (宮ノ台式)では、AOC区双方に集

落が展開している。C区の第107号住居跡は12m

×9。5mを 測る大型住居跡である。またA区の南

側からは大規模な宮ノ台期の溝跡を検出した。

後期段階 (岩鼻式)には土地利用が一変し、A

第32図 城敷遺跡全測図 (8)(1/300)

区が墓域、C区が集落域を形成する。A区の墓域

は方形周溝墓と土器棺墓で構成されている。出土

遺物は岩鼻式土器が中心である。埼玉県域では後

期前半の様相がほとんど明らかでないが、当地域

はその様相を伝える数少ないものといえよう。

後期後半の吉ケ谷式の遺構は検出されていない。

古墳時代前期 (五領式)は最盛期を迎える。A

区では方形周溝墓 3基が検出された。BOC区か

らは数十軒の竪穴住居跡が検出されている。D区、
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並びに後述する第 4次調査ではこの時期の方形

周溝墓を検出した。B・ C区が集落域、その南側

のA区からD区にかけて墓城たなっている。

また、B区からは古墳時代前期の水晶製勾玉と

緑色凝灰岩製管玉の玉作り工房を検出した。水晶

製品の工作り工房は関東地方では初例となる。古

墳時代中期から後期の遺構は、竪穴住居跡がB区

で2軒、掘立柱建物跡がC区で 1棟検出された。

古墳は前方後円墳 1基、円墳11基を検出した。前

方後円墳前方部からは粘土椰を検出し、鉄剣一振

りが出土した。

奈良・平安時代の遺構はA区から溝跡 2条が、

B区から竪穴住居跡 2軒、溝跡 4条を検出した。

大溝 (河川跡)は調査区内の4箇所から検出さ

れた。第 3・ 48036号溝跡は本来蛇行した一つの

流路跡の可能性がある。

第36号溝跡の上層、最上層の川岸に、平安時代

の「神矢」「弓」と書かれた墨書土器を中心とし

た須恵器不、土師器甕が配列された状態で出土し

た。流路の中からは雁股鏃が 3点出土し、時期的

にも合致することから流路を舞台とした祭祀が

行われた可能性が高い。径1.5mに も及ぶ大型の

籠が出土したが、中世段階のものである可能性が

高い。第 3号溝跡からは奈良時代の「三田万呂」

や「飯万呂」と記した墨書土器がやはり岸辺から

出土し、同様に祭祀跡の可能性を考えた。

古代末から中世では、調査区内に明瞭な遺構は

認められないが、河川跡 (SD%)の 中からは漆

椀と金銅製花瓶、曲物が出土している。

第3次調査は平成19年 10月 から平成20年 9月 に

かけて、大規模小売店舗建設に伴い実施された。

第 102次調査のA・ C区を補完する内容で、弥

生時代、古墳時代、奈良・平安時代の大規模な集

落跡、古墳群、大溝 (河川跡)が面的に広がって

いた。

古墳時代前期の住居跡は調査区全体に分布し

ており、第 1・ 2次調査と合わせて2Ю軒を上回

る軒数がある。古墳時代前期の集落としては県内

屈指の規模である。住居跡の中には碧玉の剥片、

原石が出土しているものがあり、工作り工房が存

在する可能性がある。また、彿製の内行花文鏡が

出土している。古墳群はC区で調査されたものと

一連のものである。河川跡は2箇所で確認されて

いる。『反町 I』 で報告した大溝 (第48号溝跡)

に連続するもので、第48号溝跡から分岐する第79

号溝跡は大規模な堰によって分水されている。堰

は古墳時代前期のものと考えられ、2列の杭列と

支保工によって構成された所謂合掌形の構造で

ある。土器とともに木製品が多く出土している。

鋤・鍬等の農具をはじめ、その未成品、建築部材

が出土している。中でも古墳時代前期の臼は完形

品で、関東地方では唯一のものである。

第4次調査は平成
"年

4月 から9月 にかけて、

一連の第二土地区画整理事業の一環として実施

された。第 102次調査のD区に接する南北の調

査区で、面積は1,840ゴ である。古墳時代前期の

竪穴住居跡 5軒、方形周溝墓 3基などが検出され

た。調査区中央に大溝 (河川跡)1箇所が確認さ

れ、遺構の大半はその南側に位置する。方形周溝

墓 3基は近接 (連接)して築造されていた。周溝

から底部穿孔壺や赤色顔料が出土している。

大溝は河川跡である。幅

“

m、 深さ4mで、土

器、木製品が出土した。第 1～ 3次調査の河川跡

の延長になる可能性がある。

第5次調査は第 1次 02次調査区B区北端から

東に延びる街路予定地で、平成
"年

5月 から8月

にかけて調査 した。調査面積は1,∞2ぷ で、竪穴

住居跡41軒、古墳 1基等が検出された。

第 102次調査B区集落の東側に隣接する。古

墳時代前期の竪穴住居跡が相軒を占め、中には碧

玉のチップが覆土中から出土した例があり、2次

B区から検出された玉作 り工房に関連するもの

と思われる。古墳は方元多責と思われるが、墳形 0

時期の検討が必要である。
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並びに後1)杢する第 4次調査ではこの時期の方形

周溝墓を検出した。B・ C区が集落域、その南側

のA区からD区にかけて墓域となっている。

また、B区からは古墳時代前期の水晶製勾玉と

緑色凝灰岩製管玉の玉作 り工房を検出した。水晶

製品の玉作り工房は関東地方では初例となる。古

墳時代中期から後期の遺構は、竪穴住居跡がB区

で 2軒、掘立柱建物跡がC区で 1棟検出された。

古墳は前方後円墳 1基、円墳11基を検出した。前

方後円墳前方部からは粘土椰を検出し、鉄剣一振

りが出土した。

奈良・平安時代の遺構はA区から溝跡 2条が、

B区から竪穴住居跡 2軒、溝跡 4条を検出した。

大溝 (河川跡)は調査区内の4箇所から検出さ

れた。第 3048・ 36号溝跡は本来蛇行した一つの

流路跡の可能性がある。

第36号溝跡の上層、最上層の川岸に、平安時代

の「神矢」「弓」と書かれた墨書土器を中心とし

た須恵器杯、土師器甕が配列された状態で出土し

た。流路の中からは雁股鏃が 3点出土し、時期的

にも合致することから流路を舞台とした祭祀が

行われた可能性が高い。径1.5mに も及ぶ大型の

籠が出土したが、中世段階のものである可能性が

高い。第 3号溝跡からは奈良時代の「三田万呂」

や「飯万呂」と記した墨書土器がやはり岸辺から

出土し、同様に祭祀跡の可能性を考えた。

古代末から中世では、調査区内に明瞭な遺構は

認められないが、河川跡 (SD36)の 中からは漆

椀と金鋼製花瓶、曲物が出土している。

第 3次調査は平成19年 10月 から平成20年 9月 に

かけて、大規模小売店舗建設に伴い実施された。

第 102次調査のAOC区を補完する内容で、弥

生時代、古墳時代、奈良・平安時代の大規模な集

落跡、古墳群、大溝 (河川跡)が面的に広がって

いた。

古墳時代前期の住居跡は調査区全体に分布し

ており、第 102次調査と合わせて2Ю軒を上回

る軒数がある。古墳時代前期の集落としては県内

屈指の規模である。住居跡の中には碧玉の剥片、

原石が出土しているものがあり、玉作 り工房が存

在する可能性がある。また、彿製の内行花文鏡が

出土している。古墳群はC区で調査されたものと

一連のものである。河川跡は2箇所で確認されて

いる。『反町 I』 で報告した大溝 (第48号溝跡 )

に連続するもので、第48号溝跡から分岐する第η

号溝跡は大規模な堰によって分水されている。堰

は古墳時代前期のものと考えられ、2列の杭列と

支保工によって構成された所謂合掌形の構造で

ある。土器とともに木製品が多く出土しているc

鋤・鍬等の農具をはじめ、その未成品、建築部材

が出土している。中でも古墳時代前期の臼は完形

品で、関東地方では唯一のものである。

第 4次調査は平成20年 4月 から9月 にかけて、

一連の第二土地区画整理事業の一環として実施

された。第 1・ 2次調査のD区に接する南北の調

査区で、面積は1,840ぷ である。古墳時代前期の

竪穴住居跡 5軒、方形周溝墓 3基などが検出され

た。調査区中央に大溝 (河川跡)1箇所が確認さ

れ、遺構の大半はその南側に位置する。方形周溝

墓 3基は近接 (連接)して築造されていた。周溝

から底部穿孔壺や赤色顔料が出土している。

大溝は河川跡である。幅

“

m、 深さ4mで、土

器、本製品が出土した。第 1～ 3次調査の河川跡

の延長になる可能性がある。

第5次調査は第 1次・2次調査区B区北端から

東に延びる街路予定地で、平成
"年

5月 から8月

にかけて調査 した。調査面積は1,∞2ゴ で、竪穴

住居跡41軒、古墳 1基等が検出された。

第 102次調査B区集落の東側に隣接する。古

墳時代前期の竪穴住居跡が狙軒を占め、中には碧

玉のチップが覆土中から出土した例があり、2次

B区から検出された玉作 り工房に関連するもの

と思われる。古墳は方元多責と思われるが、墳形・

時期の検討が必要である。
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Ⅳ 銭塚遺跡の遺構と遺物

1.竪穴住居跡
銭塚遺跡第 2次調査で検出された竪穴住居跡

は62軒である。第 1号住居跡は、銭塚遺跡第 1次

調査 (埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第340

集『西浦/野本氏館跡/山王裏/銭塚』)で報告

されている。

第2号住居跡 (第33図 )

第 2号住居跡はZN-10011グ リッドに位置す

るも住居北西部分は調査区外に延びている。北

東壁には第20号土墳が重複 し、第20号土墳が新

しい。

平面形は長方形と推定され、残存規模は長軸長

320m、 短軸長2。

"m、
深さ0。36mである。主軸方

位はN-41° ―Wを指す。

貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設は検出され

なかった。

出土遺物は非常に少なく、図示できたのは土師

器不 1点 (第34図 1)のみで、調査区壁際から出

土した。

第34図 1は土師器杯。推定回径14。∝m。 残存高4.9

cm。 胎土に角閃石・赤色粒子・白色粒子含む。残

存率15%。 焼成は普通で色調は橙色。註記ヽ 1。

いわゆる北武蔵型杯と考えられる。口径は小片の

ため不安定で、もう少し大きくなる可能性がある。

丸底形態であることから8世紀前半 (本書Ⅶ期)

頃に比定される。

第3号住居跡 (第35図 )

第 3号住居跡はZK-12・ 13、 ZL-12グ リッド

に位置する。住居跡北西部は調査区外に延びてい

る。重複する第 1号堤防状遺構を切っていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

652m、 短軸長4。∞m、 深さ0。35mである。主軸方

位はN-131° ―Wを指す。

床面は掘 り方上に淡褐色土の貼床が形成され、

全体的に硬化していた。

銭塚遺跡

<!

.B te.+o- B

SJ2
1 灰褐色土 下面に炭化物散布   0              2m
2灰 褐色土 炭化物粒・黄褐色土混入 [========± ========11:∞

第33図  第 2号住居跡

0                10cm
L==========土

==========」
14

第34図 第 2号住居跡出土遺物

カマドは南西壁に設けられていた。中心から右

袖部にかけては調査区外に位置する。規模は、全

長1。82m、 残存幅0。67mで ある。煙道部は燃焼部

奥壁から約νcm比高差で垂直に立ち上がった後、

水平方向に9■m延びる。

燃焼部は概ね壁内に収まる。残存幅は27cm、 底

面は奥壁に向かってわずかに傾斜し、灰層が堆積

していた。焚き田部の底面は被熱していた。袖は

上部が崩落していたが、黄褐色の粘質土で構成さ

れ、焼土ブロックが多量に含まれていた。

貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設は検出され

なかった。

′レ
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.B te.eom

炭化物・焼土少量

炭化物・焼土・小石少量

硬化面 (貼床)

土

　

土

色

土

色

褐

色

褐

３
暗

褐

淡

第35図

出土遺物は土師器と須恵器がある。覆土とカマ

ドから出土したが、量的には少ない (第%図 )。

1は日縁部が内湾気味に立ち上がる深椀風の杯

である。底部が不鮮明であるが、本来全面赤彩さ

れたと思われる。 2は比企型杯身模倣不で、全面

赤彩される。 3は不蓋模倣杯で、非赤彩。胎土か

ら北武蔵からの搬入品と推定される。 4は高不。

赤彩は不明であるが、脚部が短く中膨らみする。

白色針状物質含む特徴は比企型 (在地産)高杯で

ある。 5は小型甕でカマ ド燃焼部から出土した。

6～ 8は甕。 9は壺である。10011は須恵器。10

カマド

1 暗茶褐色土 炭化物・焼土粒子少量

2 赤褐色土  焼土多量 炭化物小粒子微量

(天丼崩落土)

3 暗茶褐色土 焼土プロックやや多量 (天丼崩落土 )

4 黒褐色土  炭化物 (灰 )・ 焼土やや多量 (灰層 )

5 黄褐色土  焼土プロック含む

o                 2rn
L::=:====:=::==:=:=土

=:=:=:::==::====」
160

第 3号住居跡

は口縁部に櫛描波状文が施文される。東海産かc

llの甕は内面細かい同心円文当具をナデ消す。湖

西産で、混入品と考えられる。住居跡の時期は古

墳時代後期初頭 (本書Ⅳ期 (古))と考えられる。

第4号住居跡 (第37図 )

第 4号住居跡はZL-12グ リッドに位置する。

住居跡北西隅は撹乱を受けていた。平面形はやや

歪んだ方形で、規模は長軸長3。4m、 短軸長3。06m、

深さ0。36mである。主軸方位はN―ν
°―Wを指

す。

床面は概ね平坦で、中央部付近を中心に薄い炭

Ｅ
ｏ∞．２
＜

SXl

Ｂ
一

-58-
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第36図 第 3号住居跡出土遺物

第2表 第3号住居跡出土遺物観察表 (第 36図 )

化物層が形成されていたが、硬化面は認められな

かった。

ビットは 1本検出された(Pl)。 深さ器cmと 深く、

住居に伴う柱穴と判断した。掘り方から土師器杯

が 1点出土した。

カマド、貯蔵穴、壁溝等は検出されなかった。

遺物は、床面から浮いた状況で多量に出土した

(第器 039図
)。 壁際の遺物が高く、中央付近が低

いことから、埋没過程で二次的に投棄された可能

性が高い。

出土遺物は土師器不 0鉢・高不 0甕・小型甕・壺・

銭塚遺跡

4

6

8

11-1:3
0 5cm
L::::::=::|:::|=::it=:::::::::=:=::=」 1:3

甑と須恵器魅がある。第器図 1は須恵器魅で陶邑

産か否かは不明であるが、シャープな作りで、日

縁部と頸部に櫛描波状文、胴部に櫛歯状工具によ

る列点文を施文する。2～ 4は日縁部が内湾する

杯で、無彩。 5～ 11は日縁部が内傾する不で内面

と底部を除く外面に赤彩が施される。杯身模倣の

比企型模倣不である。12の鉢、14～17の高不も赤

彩される。180"は小型甕。19021～んは甕である。

%027は壺か。ンは甑である。

出土遺物の内、土師器甕は長胴化傾向にあり、

不身模倣不の様相から概ね 6世紀前半代に位置

::ヨ笙:11≡11ヨ ([:::::::::::::::::::::::::::::::::::::|:::::::::::::I:::::::::::F:::;i:i;i:|:)10

ノ
″11

/1

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

ｎ

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

師

師
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土

土

土

土

土

土
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須
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杷
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壺
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一
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一
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Ｈ
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Ｉ

Ｅ

Ｄ
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＜
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∞
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Ю

通

好

通

通

通

通

通

通

通

通
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並
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並
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並
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並
日
　
並
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並
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並
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並
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並
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焼土を少量含む 灰色粘土混じる

焼土少量
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5褐色土  炭化物 。焼土微量含む
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炭化物

炭化物
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第3表 第4号住居跡出土遺物観察表 (第38039図 )

第37図  第 4号住居跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

３

　

４

　

５

６

７

８

９

１０

ｎ

ｌ２

１３

　

１４

１５

１６

１７

１８

１９

”

２１

２

お

れ

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

魅

杯

杯

杯

杯

杯

杯

不

杯

杯

不

鉢

鉢

高不

高不

高不

(高)杯

小型甕

甕

小型甕

甕

甕

甕

甕

(93)

(14.0)

132

11.4

117

118

116

118

122

(120)

(116)

%
118

(1")

13。9

138

(lM)

14.5

(154)

16.5

(162)

(182)

(17.6)

(174)

99

46

66

5。6

55

56

52

田

58

61

53

%
器

52

49

M
40

16.0

130

14。9

“52

47

7

65

IKL

CEHI
CEHKL

CEHIKL

EGIL
EGHIL
CEGHI
AIK
DGH

DEGHIL
EHIL

CEHIJL
ABCHK

BDHI
ACEIJ
CEIJK
ACEHIJKL

ABEHIK
CDEGH
ABCEHI
CDH
CEHI
CHIJ
ACEHL

∞

ん

%

∞

∞

∞

%
75

∞

%

“Ю

80

10

100

100

"
∞

"
鉤

30

25

15

50

良好

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

灰

橙

赤褐

橙

にぶし

赤褐

橙

橙

にぶい橙

にぶい橙

橙

にぶい橙

橙

橙

橙

橙

赤褐

にぶい赤褐

にぶい黄橙

橙

堅緻 櫛描波状文と刺突文による加飾 シャープな作り

陶邑産TK23 Nol

無彩

無彩 体部ナデ 底部ヘラケズリ ロ唇部と見込み部摩滅

器面剥落 No劃 i

赤く焼いているが赤彩は無い 口唇部摩滅 (使用によるもの

か?)No82

全面赤彩 比企型杯身模倣 ヽ11

外底面除き赤彩 比企型不身模倣

比企型不身模倣 外底面除き赤彩 N23

外底面除き赤彩 NQ15

比企型不身模倣 外底面除き赤彩 Nd∞

比企型不身模倣 外底面除き赤彩 径2～ 311111の 礫目立つ ヽ2

外底面除き赤彩 比企型不身模倣 Nd"

赤彩 胴上位ナデ・下位ケズリ N「 016

口縁部外面赤彩痕僅かに残るが大半は二次被熱を受け器面剥

落している 雲母状微粒子 体部ミガキ ヽ8

赤彩 外面弱い沈線1条 短脚高杯か ?

全面赤彩 比企産 No81

赤彩 赤彩部分は赤橙 比企 (在地)産 恥
"

内外面赤彩 内面放射暗文

被熱著しく器面剥落し調整不明瞭 No21

胴部外面ヘラナデか 被熱により調整不明瞭 No.16

外面被熱により器表剥離 No."

外面ハケロ後口縁部ヨコナデ ロ縁部内部ハケロ

胴部外面ナデ 0内面ヘラナデ No3 0 6

口縁下位～胴部ヘラナデ

胴部外面ナデ 0内面ヘラナデ No3・ 5
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第38図 第 4号住居跡出土遺物 (1)
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24

//´ ´ ___

づけられる。一方須恵器魅は陶邑編年TK23併行

と推定される。住居跡廃絶年代は古墳時代後期初

頭である (Ⅳ期 (古 ))。

26

27

29

31

第39図 第 4号住居跡出土遺物 (2)

第5号住居跡 (第40図 )

第 5号住居跡はZL-12グ リッドに位置する。

住居跡の大半は調査区外に位置し、住居跡南東壁

と僅かに北西壁、北東隅が残存するのみであった。

28
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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銭塚遺跡

SJ5
1 灰褐色土 近世以降の堆積層

2 褐色土  灰色粘土粒子がプロック状に混在

3 褐色土  炭化物・焼土少量含む

4 暗褐色土 炭化物粒子 0焼土粒子微量含む

ビット1

1 褐色土  焼土粒子少量含む

2 暗褐色土

S」 5

l

(工〕l

A20.60m Ａ
一

0 2 rn

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

52m、 短軸長0。62mである。主軸方位はN―И
°

一Eを指す。

確認面がほぼ床面で、床面上に薄い炭化物層が

形成されていた。ビットは 1本検出された。住居

跡南東壁を巡る壁溝と接している。深さ2cmと 浅

く、住居跡に伴うか否かは不明である。

壁溝は幅 9～ 14cm、 深さ8 cmほ どであった。カ

マド、貯蔵穴等は検出されなかった。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第6号イ主居跡 (第41図 )

第6号住居跡はZJ・ ZK-13グ リッドに位置する。

住居跡北西コーナー付近は調査区外に延びてい

る。南壁側は壁溝が途切れており、住居跡平面形

は明確にできなかった。

平面形は長方形と推定され、残存規模は長軸長

4鵬m(壁溝遺存部まで)、 短軸長4。32m、 深さ0■3

mである。南西壁が点線推定範囲まで延びるとす

るならば5.93mに なる。主軸方位はN-25° ―E

を指す。

確認面がほぼ床面に達しており、部分的に薄い

炭化物層が形成されていた。ピットは 1本検出さ

第4表 第6号住居跡出土遺物観察表 (第42図 )

れ、柱痕が残る。深さ35cmで住居跡に伴う主柱穴

と考えてよかろう。4本主柱穴を想定して他柱穴

の確認に努めたが、検出できなかった。

カマドは検出されなかったが、北東壁に接する

ように検出された土墳 (SKl)は確認面と埋土上

層に焼土と炭化物粒子が多量に含まれ、カマド燃

焼部とその掘 り方と考えるのが妥当と思われる。

位置的にも壁内に収まっており離齢はない。形態

は楕円形で、規模は長径87cm、 短径77cm、 深さ25

cmである。

壁溝は幅15～22cm、 深さ7 cmほ どである。貯蔵

穴は検出されなかった。第21号土墳 (SK21)が

貯蔵穴となることも想定したが、深さ18cmと 浅く

確証は得られなかった。

出土遺物は東コーナー部から土師器杯が 3点、

並んだ状態で出土した (第2図 1～ 3)。

102は北武蔵型不である。 2は日縁部力Ⅵ さヽ

く内屈し、ケズリが日縁直下まで及ぶ。 1は日縁

部が内湾気味で、日縁下に無調整部を持つ点で、

やや新しい様相がある。 3は内面と口縁部外面が

赤彩される (続)比企型不である。土器年代は7

世紀末葉～ 8世紀初頭頃に位置付けられる。

第40図 第 5号住居跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

師

師

師

土

土
　
土

杯
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Ｄ
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∞
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∞
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Ｃ
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Ｂ
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通
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並
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並
日
　
並
日

橙

橙

橙
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３

で
　
ヽ

２

　

ま

ヽ

下

彩

直

赤

整

縁

面

調

国

内

無

し
　
＋

位

屈

面

上

内

外

部

縁

縁

体
　
口
　
口

杯

杯

不

型

型

型

蔵

蔵

企

武

武

比

北

北

続

ｒ
　
ｒ
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SJ6
1 暗褐色土 炭化物・焼土を僅かに含む

2 褐色土  壁溝埋土

3 褐色土  焼土を多く含む カマド流出土か

4 暗褐色土 貼床 炭化物を少量含む

⊂

ピット1

1 暗灰色土 炭化物少量含む 柱痕

2 褐色土

第41図  第 6号住居跡

量

量

多

少

土

土

焼

焼

物

物

炭

炭

土

土

土

色

色

色

１
褐

褐

褐

2

o                10cm
L==========」

===========」
1:4

第42図 第 6号住居跡出土遺物

第7号住居跡 (第侶図)

第7号住居跡はZI・ ZJ-14グ リッドに位置する。

住居跡東壁部は調査区外に延びている。第32・ 41

号住居跡、第 1号掘立柱建物跡、第2号掘立柱建

物跡と重複し、新旧関係は第32041号住居跡を切

り、第 102号掘立柱建物跡に切られていた。

平面形は長方形と推定されるが、南壁部が若干

歪んでいる。残存規模は長軸長420m、 短軸長402

m、 深さ032mである。主軸方位はN-21° 一E

を指す。

床面は概ね平坦である。床面上には中央部付近

を中心に薄い炭化物層が形成されていた(第 5層 )。

カマドは北壁に設けられていた。燃焼部奥壁は

僅かに壁を切り込み、煙道部とは明確な段差 (高

低差)を もたずに連続している。規模は全長1。53m、

コ
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Ｐ
Ｉ
Ｉ
‐‐「

_ヽ__
ー
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カマド

6 褐色土

7 暗褐色土

8 暗褐色土

9 褐色土

10灰層

11 暗褐色土

12暗褐色土

13褐色土

ピット1

1 灰褐色土  粘土プロック少量
2 暗灰褐色土 柱の抜き取り痕
3 灰褐色土

銭塚遺跡

∪
|

D rg.oo, ,< t:'
D′

炭化物・焼土少量

炭化物・焼土少量 レンズ状に堆積

炭化物・焼土少量

炭化物・焼土少量 3層より少ない

床面上に広がる炭化物層 床全面には及ばない

焼土多量 天丼部崩落土

灰・焼土・炭化物少量含む 天丼部崩落土

炭化物・焼土少量

炭化物・焼土多量 灰層+天丼部崩落土

灰・炭化物・焼土プロック混在 (カマド掘り方)

炭化物中粒子・焼土中粒子少量 カマド崩落土

粘土粒子混じる 炭化物中粒子少量 焼土小粒子少量 土器含む
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７
褐

褐

明

褐

黒

Ｂ
一
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袖幅122mである。

煙道部は長さ

“

cm、 幅0"lmで、燃焼部に近い

煙道部の内壁は強く被熱していた。燃焼部は長さ

ycm、 幅36cmで、底面は皿状に窪み、薄く灰層が

広がっていた。灰層下には深さ1梃mの掘 り方を

もっていた。

ビットは5本検出された。Plと P2は深さ

“

cm

前後、柱抜き取り痕が断面観察で認められた。柱

間距離は1“mである。主柱穴となろうか。P3～

P5は住居に伴う柱穴にはならない。

貯蔵穴、壁溝等の付属施設は検出されなかった。

遺物は土師器 。須恵器があり、カマド周辺、住

居跡中央部南壁寄りから主に出土した (第44図 )。

第襲図 1～ 3は北武蔵型不。扁平な丸底形態で

ある。 4・ 5は続比企型杯で、赤彩されている。

6は土師器椀で、外面ケズリ、内面はヘラミガキ。

在地産と思われる。 7は環状つまみの蓋。杯蓋か。

9は無台不で、推定口径は1■mを超える。11は無

台椀、底部分厚な作 りで重量感がある。12は小型

甕で在地産 (白色針状物質を含む)。 13～ 15は武

蔵型甕、北武蔵の土である。

遺物の時期は本書Ⅶ期 (古)を中心とした時期

と考えられる。

第8号住居跡 (第45図 )

第43図 第 7号住居跡
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第44図 第7号住居跡出土遺物

第5表 第7号住居跡出土遺物観察表 (第44図 )

第8号住居跡はZI-14015グリッドに位置する。

住居跡の南東側半分は調査区外に延びている。重

複する第11号住居跡の上面に構築されていた。

平面形は長方形と推定され、残存規模は長軸長

4。02m、 短軸長2mm、 深さ023mである。主軸方

位はN-2『 ―Eを指す。

壁溝は幅 8～ 1&m、 深さ7 cmほ どである。カマ

ド、貯蔵穴、ビットは検出されなかった。

出土遺物は須恵器と土師器、土製品、紡錘車が

ある (第

“

図)が、量的には少ない。 1は須恵器

ノ

13

14

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

ｎ

ｌ２

１３

１４

１５

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

恵

恵

恵

恵

恵

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

須

須

須

須

須

土

土

土

土

宛

不

杯

杯

杯

不

椀

蓋

蓋

杯

不

台

鉢

甕

甕

甕

缶
〔

ｍ

Ｂ

Ю

舵

∞
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囲
獅
囲
獅

“
　
“

昴

”

ｍ
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“

０
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１

駆

駆

‐ Ｋ

Ｈ
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珂

号

Ｈ
ｉ

川
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Ａ ｃ‐
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Ю
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∞
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Ю

通

通

通

通

好

通

好

好

通

通

通

通

通

通
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並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
由民
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日
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並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日

橙

橙

橙

橙
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橙

灰
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相

級
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橙

橙

橙

落

り
　

　

剥

ド
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面
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ケ
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Ｐ２
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カ
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面
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ヽ

誰

離

離

糾

醐

ジ
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グ

唯

ヘラ

耐

　

　

」

無

無

無

縁

縁

な

関

　

ラ

切

転

外

　

　

ズ

に

に

に

口

口

寧

径

釉

へ

糸

回
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ケ

下

下
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＋

＋

丁

み

然

転

転

面

胴

　

　

ラ

縁

縁

縁

面

面

面

ま

自

回

回
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ヘ

ロ

ロ

国

内

内

内

つ

面

部

部

部

発

　

　

部

内

底

底

底

型

　

　

胴

杯

杯

不

杯

杯

り

み

　

　

　

　

小

型

型

型

型

型

ズ

ま

産

産

産

産

は

甕

甕
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蔵

蔵
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企
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つ

企

企

企
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型

型

型

武

武
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比
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面
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暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

11

暗褐色土 炭化物・焼土少量

褐色土  炭化物・粘土多量

S Jll カマド

1 暗褐色土 炭化物多量 火床面の

灰層

2 暗褐色土 炭化物・焼土少量 掘り方

耕作土

炭化物・焼土少量

炭化物・焼土少量

壁溝の埋土

炭化物多量 貼床

グ
S」 8-3

プ

B tg.som

S」 11

第45図 第8011号住居跡

第6表 第8号住居跡出土遺物観察表 (第46図 )

椀蓋。 2は深みの無台椀。底部は回転糸切り、体

部下端回転ヘラケズリ。 3は不で、深みの器形で

底部は回転糸切り。鳩山編年HⅦ期相当であろう。

5は台付長頸壺か。湖西産で混入資料と考えられ

る。 7は武蔵型甕。いわゆる「コ」の字状口縁甕

である。北武蔵の土と思われる。8は不明土製品

であるが、側縁が面取りされ、斜めに立ち上がる。

土師器三足土器 (鍋)脚部の可能性がある。 9は

土錘で、白色針状物質が含まれる。10は須恵器不

底部を転用した紡錘車である。遺物の時期は9世

紀中頃、本書X期 (古)と推定される。

第9号住居跡 (第ク図)

第 9号住居跡はZH・ ZI-15グ リッドに位置する。

住居跡北西コーナー部は調査区外に延びている。

重複する第33043号住居跡を切っていた。

平面形は方形と推定され、規模は一辺405× 4。02

m、 深さ0■mである。主軸方位はN―
"°

―W

を指す。
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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器
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須

須

須
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Ａ

Ａ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ａ

１０

”

∞

Ю

Ю

Ю

５

５
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5cm

床面は平坦であった。住居跡埋土はロームブ

ロックと炭化物を多量に含む土で、土層変化に乏

しかった。人為的に埋め戻された可能性が高いと

判断した。

カマドは西壁に設けられていた。右袖部が調査

区外に掛かり、一部調査できなかった。全長1.“ m、

残存幅1.“mである。燃焼部と煙道部は明確な段

差を持たずに連続している。燃焼部は壁を切り込

んで構築され、長さ約1■Om、 下幅0。∞mを測る。

内壁の、特に上部は強く被熱していた。

燃焼部底面には薄く灰層が形成されていた。そ

の上部には炭化物と焼土を多量に含む天丼部崩

落土が被覆していた。

両袖は黄褐色から褐色粘土によって構成され

ていた。内部からは底部を欠いた土師器甕が左右

各 1個体ずつ逆位に据えられ、袖の芯材としてい

た。また、芯材を繋ぐように、焚田部付近から土

師器甕が潰れた状態で出土した。天丼部の架構材

として使用されたと考えられる。貯蔵穴、ビット、

壁溝等は検出されなかった。

第46図 第 8号住居跡出土遺物

遺物は、カマ ド内とカマ ド前面、覆土中から比

較的まとまって出土している (第48～Ю図)。

1は土師器続比企型不、内面のみ赤彩される。

2～ 4は北武蔵型不。5～ 7は北武蔵型皿である。

北武蔵型不は扁平な丸底タイプである。8は環状

つまみで、南比企産。 9は東海産か。14～21は須

恵器不。14018は カマ ド前面の床面出±。15016

は覆土上層から出土した。不はいずれも南比企産

で、底部全面回転ヘラケズリ調整されるものと、

回転糸切 り後回転ヘラケズリ調整が施されるも

のがある。15は日径163cmと 大振 りで、底部中央

が暦状に突出する。底部全面回転ヘラケズリ。口

径が1∝m前後の大型品も含むが、日径14cm代 の扁

平な平底不が主体を占めることからHI期～H

Ⅱ期、後者に主体を置く土器群であろう。24は東

海産 (湖西産であろう)の長頸瓶である。あばた

状の剥離痕が顕著である。ンは胴部のロクロロが

直行するため、横瓶と考えられる。南比企産か。

28030は カマ ド袖の芯材に使用された武蔵型甕

である。
"・

31は焚き田部天丼の架構材に転用さ

-68-
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SJ9
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Ｂ

一

カマド

3 褐色土

4 赤褐色土

5 褐色土

6 褐色土

7 暗褐色土

炭化物・焼土少量

天丼の崩落土 焼けた壁体

手前 (掛口側)ほ ど焼土が崩れ、

褐色土プロックと混じり合う

焼土・炭化物多量 底面断続的
に炭

焼土多く含む カマド・天丼・

壁の崩れた土か

炭化物多量含む (特に床面)
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第47図 第 9号住居跡・カマ ド
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第 7表 第 9号住居跡出土遺物観察表 (第48～50図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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師
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土
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比
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南
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へ
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ヽ
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れた甕。同様に武蔵型甕である。%は土製支脚か。

内面の接合痕を明瞭に残す。胎± 0調整は比較的

丁寧である。在地産で、白色針状物質を含む。36

は中実の支脚である。37は提砥か。孔が貫通する。

遺物の時期は8世紀 0本書Ⅶ期と思われる。

第10号住居跡 (第52図 )

第10号住居跡はZH-16017グ リッドに位置する。

住居跡南側は調査区外に延び、西半は削平を受け

ていた。重複する第14号住居跡のカマドと重複し、

本住居跡の方が新しい。

銭塚遺跡

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

3.72m、 短軸長2.“ m、 深さ022mである。主軸方

位はN-103° 一Eを指す。

カマ ドは東壁に設けられていた。規模は全長

1。32m、 幅1.30m。 燃焼部は壁を切 り込んで構築

され、煙道部は明確な段差を持たずに連続する。

燃焼部底面は皿状に窪み、灰層が薄く堆積してい

た。内壁幅は0.∞mで、壁面上部は被熱し、赤褐

色に変色していた。袖部は黄褐色粘質土で構築さ

れていた。貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されな

~プ
ー ゴ
ヨ72

罐魏
第51図 第10号住居跡出土遺物

第8表 第10号住居跡出土遺物観察表 (第51図 )

遡颯 1Ocm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

恵

恵
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須

須

須
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杯
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並
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並
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回
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部
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第53図 第11号住居跡出土遺物

第9表 第11号住居跡出土遺物観察表 (第53図 )

颯 颯

Ｂ
一

E1950m E
カマド

炭化物・焼土微量

焼土 焼けたカマド壁 (天丼部)の崩れたもの

焼土多量 炭化物少量 3層と同じ天丼部か

1層に同質似る

炭化物主体

Ｅ
ｏ
い．９

く

土

　

土

　

　

土

色

土

色

土

　

色

褐

色

褐

色

層

褐

暗

赤

暗

褐

灰

黄
Ｂ
一

S J10
1 褐色土

カマド

第52図 第10号住居跡

かった。

出土遺物は少ない。図示可能な遺物は須恵器不

が 3点ある(第51図 )。 いずれも覆土から出土した。

lは底部を欠く。 2・ 3は底部を回転ヘラケズリ

で再調整する。 2は丸底風、3は平底である。い

ずれも南比企産である。鳩山編年HⅣ期段階の土

器と考えられる。本書Ⅷ期 (新 )、 年代的には8

世紀後半頃に位置付けられる。

第11号住居跡 (第45図 )

第11号住居跡はZI-14015グリッドに位置する。

住居跡の東側半分以上は調査区外に延びている。

第 8・ 32号住居跡と重複し、第8号住居跡に覆土

/≦誕ミ 1

上面を削平され、第32号住居跡よりも新しいこと

が断面観察で判明した。

平面形は長方形と推定され、残存規模は長軸長

3。侶m、 短軸長2。

"m、
深さ027mである。主軸方

位はN― X° 一Eを指す。

カマドは北壁に設けられていたが、上面を重複

する第8号住居跡に削平されていたために、依存

状態は悪い。土墳状の掘り込みは掘り方と考えら

れ、上部に灰層が乗る。灰層の位置からみて、燃

焼部は壁外に掘 り込まれていたのは確実である。

袖の痕跡は見い出せず、壁内の袖部は存在 しな

かった可能性 もある。全長0.92m、 幅0.62m、 深

さ025mである。カマ ド方位はN-12° ―Eを指

し、住居跡の主軸方位と若干ずれていた。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少なく、図示可能な遺物は須恵器蓋

と不がある (第

"図
)。 1は須恵器蓋。 2は須恵

器杯である。いずれも全体の器形は判明しないが、

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

須恵器

須恵器

蓋

不 (118)

22

34

EIJKL
EHJKL

∞

Ю

良好

普通

灰

灰

南比企産 ヽ 3

南比企産 ヽ 1

旧SJ―鉾

旧SJ―%
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いずれも南比企産で 9世紀代の器形と思われる。

重複する第 8号住居跡が 9世紀中頃であるので、

それ以前 (HⅦ期またはそれ以前)と なる。いず

れにせよ年代差は小さく、連続的な建て替えと考

えるのが妥当と思われる。

第12号住居跡 (第54図 )

第12号住居跡はZG・ ZH-17グ リッドに位置す

る。

平面形は横長の長方形で、規模は長軸長3.95m、

短軸長2.Ю m、 深さ0■0～ 0■8mである。主軸方位

はN-17-Eを 指す。

床面は凹凸が比較的顕著で、部分的に褐色土の

貼床が形成されていた。

カマ ドは北壁に設けられていた。規模は全長

1■ 5m、 幅1■8mで ある。燃焼部は壁を切 り込ん

で構築され、壁内面は強く被熱していた。幅0。∞m。

底面は僅かに窪む程度で床面からの深度差は少

ない。掛け田部と思われる部分の底面からは粘土

塊が出土した。土製支脚の一部と思われる。その

周囲の底面は被熱していた。煙道部は削平され遺

存しない。

埋土は第506層が天丼部崩落土で、炭化物・

銭塚遺跡

焼土ブロックを多量に含んでいた。第7層が灰層

である。炭化物粒子を多量に含み、火床面上に薄

く堆積していた。袖は褐色の砂質粘土を積み上げ

て構築されていた。

壁溝は幅12～ 21cm、 深さ6 cmほ どで全周する。

貯蔵穴、ビット等は検出されなかった。

出土遺物は土師器・須恵器があるが量的には少

ない (第5図 )。 1～ 4は須恵器不。 1～ 3は底

部回転糸切 り無調整である。 102は底部が口径

の1/2以下に縮小している。 3は歪みが大きく頭

上補正しているが、底径は日径の1/2を 上回る。

4は底部破片で、底部再調整されることから混入

品である。 5は椀蓋。 6は無台椀である。口唇部

の端面に鋭さがなく、底部も縮小しており、同種

の中でも新しい様相が認められる。8は土師器武

蔵型甕の小型台付甕である。9は東海産の薄甕か。

肩部剥離面に平行叩きとヘラ傷が見える。内面は

同心円文当て具痕残る。第29号住居跡と接合。混

入品である。遺物の時期は本書X期に位置付けら

れる。 9世紀中頃～後半と考えておきたい。

第13号住居跡 (第

“

図)

第13号住居跡はZH-17グ リッドに位置する。

⊆…P40mカ マド  __⊆.′  !⊇.」
40m  

カマド
D<|

⊂ 颯餞 錢餞

B.

B′

第54図 第12号住居跡

炭化物少量含む

炭化物少量含む

102層 より砂質強い 掘り方と思われる

壁溝

カマド

5 褐色土  炭化物・焼土少量含む

6 赤褐色土 焼土主体 天丼部崩落土
7 暗褐色土 炭化物多量 カマド使用面の灰主体
8 褐色土  砂質粘土主体 炭化物粒子含む
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土

土
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艶
艶
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第10表 第12号住居跡出土遺物観察表 (第55図 )

住居跡の大半は調査区外に延び残存部はカマ ド

周辺に限定される。第14・

"号
住居跡、ZH-17

グリッドビット1と 重複し、本住居跡が最も新し

い。第15号住居跡は削平されており、新旧関係は

不明である。

平面形は方形系と推定されるが、詳細は不明。

残存規模は長軸長32m、 短軸長0。

“

m、 深さ025

～028mである。主軸方位はN-5° 一W。

床面は全体的に緩やかな起伏がある。埋土には

黄褐色土ブロックの混入が目立った。

カマ ドは北壁の中央から僅かに東に寄った位

第55図 第12号住居跡出土遺物

41-1

41-2

置に設けられていた。全長0.お m、 内壁幅OM～045

m、 深さ0.24mである。燃焼部は壁を大きく切 り

込んで構築されていた。煙道部は削平され遺存し

ていなかった。燃焼部中央 (掛田部)には石製支

脚が 2本据えられた状態で残されていた。支脚は

片岩を細長く割ったもので、粘土で固定されてい

た。焚田部から燃焼部の内壁は強く被熱していたc

燃焼部底面には灰層が広がり、カマド前面には炭、

焼土が散布していた。燃焼部の大半が壁外にある

ため、袖部自体は発達していない。炭化物粒子を

含む黄褐色土で構成されていた。

図版

い 一一 一
一

色調 備考  出土位置番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成

南比企産 底部回転糸切り ヽ 2

南比企産 ヽ 1

南比企産 底部回転糸切り ヽ 5

南比企産 内面やや磨滅し煤状の黒色被膜付着 側縁はきれ

いに剥落するが擦痕は無い No.7

南比企産 内面煤付着

南比企産 底部。体部下端回転ヘラケズリ 内外面煤付着 No.6・ 9

南比企産 灰オリーブ (釉)内外面自然釉付着する ヽ4

武蔵型甕 小型台付甕と思われる 外面二次被熱 ヽ10110カ マド

東海産か 器壁薄い 肩部剥離面に平行叩きとヘラによる刻

みがある 白緑色の自然釉 SJ―

"と
接合

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器 甕

杯

不

不

杯

　

蓋

椀

　

　

甕

台

甕

型

無

　

　

小

閣
　
∞
　
加

晰
皿
知
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∞

硼
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％
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５

∞

Ю

通
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通
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通

好

好

好

通

並
日
　
ズ乍
　
並
日
　
並
日　
　
　
　
並
日
　
凸民
　
由氏
　
由民
　
並
日

灰

齢

灰

灰

　

励

用

灰

嚇

灰
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銭塚遺跡

13

暗灰色土   表土

灰色土    炭化物・焼土を僅かに含む

明灰色砂質土 炭化物・焼土を僅かに含む

灰褐色土   黄褐色ブロック含む 炭化物をまばら

に含む

暗褐色土   黄褐色プロック含む 一次堆積土

暗褐色土   炭化物粒子を含む
S」 13

ロ
カマド

。⊆.」 50mカ マド _⊆ 7
8
9
10
11

12

土

土

土

―

色

色

色

梶

褐

褐

褐

豚

焼土多量 カマド天丼部崩落土

焼土少量 カマド天丼部崩落土の一部

炭化物・焼土多量含む
一部焼土を含む

炭化物・焼土含む
封“政鶉
多饂場颯多饂令
笏多笏■%笏多彩笏多

黄灰色砂質土

黄褐色土B2000m B'

S」29

.D re.som ,y F. _P.

2m

第56図 第13号住居跡

第57図 第13号住居跡出土遺物

第11表 第13号住居跡出土遺物観察表 (第57図 )

壁溝は幅 8～ 14cm、 深さ6 cmほ どである。貯蔵

穴、ビット等は検出されなかった。

出土遺物は少なく、須恵器蓋・椀、土師器杯・

甕がある(第ワ図)。 すべて覆土から出土しており、

時期的なまとまりがない。2の須恵器椀がカマド

内出土。南比企産でHⅧ期相当か。燃焼部の突出

するカマド構造からみても違和感はない。 1の須

恵器蓋は伴わない可能性がある。3～ 6の土師器

は混入品と考えられる。年代的には9世紀後半で、

本書X期に比定しておきたい。

第14号住居跡 (第田図)

第14号住居跡はZH-17グ リッドに位置する。

住居跡南側ほぼ半分は調査区外に延びている。第

13015号住居跡と重複し、第13号住居跡よりも古

く、第15号住居跡よりも新しい。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

320m、 短軸長2。85m、 深さ0■Omである。主軸方

位はN―田
°―Wを指す。

床面は緩やかな起伏がある。埋土は暗黄褐色の

砂質土が主体で、大きな土層変化は観察されな

かった。

カマドは北西壁に設けられていたが、上面は削

一〓≡一〓

一
へ‐
‐

一両
Ｆ

「ヽ
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―

（

~｀
ヽ ヽ __― ヽ

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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S J14・ S J15
1 暗灰色土   表土

2 灰色土    炭化物・焼土を僅かに含む

3 明灰色砂質土 炭化物・焼土を僅かに含む

4 暗黄色砂質土 炭化物を少量含む S J14覆 土

5 暗褐色砂質土  S J14壁 溝覆土

6 黄褐色砂質土 炭化物・焼土を少量含む S J15覆 土の可能性が高い

Чヽ ツ
|

m!

S」 14

Q/

l

′
′
′

Al

S J14 カマ ド

1 褐色土

2

3 明褐色土

炭化物・

火床面か

焼土多量

焼土主体 赤 く焼ける
1焼土僅かに含む

S」 15

S,13

砂質 掘 り方の一部か

S J14 S Kl
l 褐色土 焼土多量 炭化物少量

S J14 ビット1

2 褐色土    炭化物少量 柱痕不明瞭

S J15 カマド
1 褐色土 焼土多量 砂質土 (カ マ ド掘 り方)

A2000m

o                10cm
L==========土

==========」
14

第59図 第14号住居跡出土遺物

平されており、詳細は不明確である。辛うじて燃

焼部底面が残存していた。全長0.75m、 幅02m、

深さ0。05mである。上面には、被熱した焼土薄層

が認められ、火床面と考えられる。

ビットは 1本検出されたが、柱痕は不明瞭で

あった。深さ1憾囲と十分であり、主柱穴を構成す

るビットと考えてもよい。壁溝は幅 8～ 12cm、 深

さ5 cmほ どである。

土墳は 1基検出された。楕円形で、規模は長径

53cm、 短径40cm、 深さ12cmで ある。貯蔵穴は検出

されなかった。

出土遺物は極めて少なく、図示可能遺物は土師

器の甕が 1点あるのみである(第

"図
)。 1は ビッ

卜1か ら出土した土師器甕。推定口径20■m。 残

存高4■ cm。 胎土に角閃石 。赤色粒子 0白色粒子

を含む。焼成は普通、色調は橙色。残存率15%。

胴部上端には横方向の段ケズリがみえる。武蔵型

甕で、本書Ⅶ期頃に位置付けられよう。

第15号住居跡 (第田図)

第15号住居跡はZH-17グ リッドに位置する。

第14号住居跡壁溝に切られた状態でカマドのみが

検出された。カマ ド掘り方脇に若干焼土が散って

いることから、住居跡のプランは北東京に延びて

いたと推定され、調査区壁の断面に床面が確認で

きるものの住居跡プランは不明確である。

床面及び埋土の状態は不明である。

カマドは北西壁に設けられていたが、燃焼部と

思われる土墳状の掘 り込みが検出されたのみで

ある。楕円形で全長0。73m、 幅QЮ m、 深さ0■2m

である。カマド方位はN-31° ―Wを指す。

袖部、煙道部は削平されていた。埋土には焼土

S」 13

第58図  第14015号 住居跡
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第60図 第15号住居跡出土遺物

が多量に含まれており、上面付近から土師器不が

1点出土した。

貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設は検出され

なかった。

出土遺物は少ない。図示可能遺物はカマドから

出土した土師器杯 (第∞図)。 1は日径122m、 器

高3am。 胎土に角閃石・石英・白色粒子を含む。

焼成は普通、色調は橙色。残存率はЮ%である。

註記カマ ドヽ 1。 角閃石を含む胎土の特徴から、

北武蔵由来の模倣杯である。口縁部の立ち上がり

が短く、小型化が進行していることから、本書V

期、7世紀中葉を中心とした年代と思われる。第

13号住居跡から出土した土師器杯・甕類 (第57図

3～ 6)は本住居跡に伴う可能性もある。

第16号住居跡 (第61図 )

第16号住居跡はZG-17・ 18グ リッドに位置する。

床面直上まで耕作土が及び平面形態は不明瞭で

ある。断面観察によっても東壁の範囲は不明で

あった。住居跡南東側は、重複する第17号住居跡

に切られていた。

平面形は方形系と推定されるが詳細は不明。残

存規模は長軸長3。

“

m、 短軸長2。52m、 深さ0■3m
である。主軸方位はN-15° ―Eを指す。

確認面に辛うじて床面が残存していた。焼土や

炭化物層が堆積し、火災で焼失した可能性がある。

カマド、貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設は

検出されなかった。

出土遺物は少なく、須恵器と石製品がある (第

銭塚遺跡

62図 )。 1は須恵器不。南壁際から出土した。南

比企産で底部は丸底風。全面回転ヘラケズリが施

される。 2は鉢。 3は壺である。いずれも南比企

産。 4は軽石。角閃石安山岩。被熱していた。用

途は不明。時期は 1の須恵器不から鳩山Ⅱ期に位

置付けられよう。本書Ⅶ期 (新)の資料である。

第17号住居跡 (第61図 )

第17号住居跡はZG・ ZH-17・ 18グ リッドに位

置する。住居跡南側は調査区外に延び、東壁は

削平され、プランは不明であるが、南壁部の断

面観察から推定線 (点線)か ら大きく外れない

と考えられる。重複する第16029号住居跡を切っ

ていた。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

5。52m、 短軸長522m、 深さ020mである。主軸方

位はN-13° ―Eを指す。

床面はやや凹凸があリー定しない。東壁部は削

平されていた。

カマドは北壁に設けられていた。袖部、煙道部

は削平され、楕円形の燃焼部掘り方のみが残存じ

ていた。全長1。05m、 幅0。47m、 深さ020mである。

上面に薄い被熱層が堆積していた。カマド方位は

N-12° ―Wを指し、住居跡の主軸方位とずれて

いた。

また、南壁部に掛かる位置から土墳が 1基検出

された (SK l)。 規模は全長052m、 幅0。

"m、
深

さ0■3mである。床面下の土墳で、粘土と焼土が

多量に含まれていた。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

遺物は住居跡北東部から散在的に出土してい

る。土師器甕と須恵器杯がある (第

“

図)。 1は

高台付不。底部は分厚で、内面は摩滅し平滑。底

部は回転ヘラケズリ調整される。白色針状物質が

確認できない。南比企産または東金子産と思われ

る。 2は須恵器杯。底部は回転糸切り。底径は日

径の12を超えている。 304は土師器武蔵型甕

である。 3は日縁部「コ」の字状、4は弓状を呈
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第62図 第16号住居跡出土遺物

第12表 第16号住居跡出土遺物観察表 (第62図 )
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第63図 第17号住居跡出土遺物

第13表 第17号住居跡出土遺物観察表 (第63図 )

している。須恵器杯はHBV期か。土師器甕も9

世紀前半頃のものであろう。1の高台付不はやや

古い可能性もあるが、9世紀初頭～前半頃、本書

Ⅸ期の土器様相と考えておく。

L:=::::::=::=::::::::=:::土 ::::::=:::=:::::::::::::=」 12

第18号住居跡 (第64～

"図
)

第18号住居跡はZK-2・ 23グリッドに位置する。

東側の深い谷地形に移行する肩部に位置する。谷

部にかかる遺物包含層なのか、住居跡等の人為的

｀
＼

＼ヽ

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

品

恵

恵

恵

製

須

須

須

石

杯
鉢
壺
輌
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．
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角
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３
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＜
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曇
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．
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ｍ
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サ
〈
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乱

幹
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曖

回

叩

釉

ｎ

面

行

然

ね

着

全

平

自

寄

付

部

部

面

陥
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底
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内

短

し
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熱

産

産
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ｌｃｎ
被

企

企

企

％

比

比

比
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製

南

南

南

長

岩

41-4

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器
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長
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な掘り込みなのか判断が難しかった。平面形態は

明確に捉えられなかった。遺物の出土状態が水平

に堆積することから、ひとまず住居跡と判断して

調査に臨んだ。

平面形は方形と予想されるが明確ではない。残

存規模は長軸長6.∞ m、 短軸長498m、 深さ0。8～

0.57mである。主軸方位はN-35° ―Wを指す。

カマ ドの一部かと思われる白色粘土と焼土塊

は調査区境に検出されたが、詳細は不明である。

大半が調査区外で、残存する燃焼部のプランも半

分がはっきりしない。

床面と考えた堆積層は第7層である。貼床状に

全面に広がっていた。第8層は炭化物 0焼土を僅

かに含む砂質土で地山の可能性が高い。遺物が多

量に含まれるのは第 5層対応層である。第 5層を

切る第4層は谷に落ち込んでおり、谷部堆積層と

考えられる。遺物は概ね第 5層に沿って水平堆積

していた。しかし、一部は谷に落ち込んだ第4層

から検出されている。第4層には焼土ブロック・

粘土が多量に含まれていた。第 5層には灰が多量

に含まれ、焼土・炭化物と褐色粘土が比較的少な

く混在していた。両層とも自然堆積ではなく、人

為的に投棄されたような堆積土である点は共通

する。因みに谷部はかなりの深度があると予想さ

れたが、周辺が砂質土で構成され、湧水による崩

落が激しいことから調査は断念した。

貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設も検出され

ず、住居跡と判断することは難しいかもしれない。

遺物は、土師器・須恵器を中心に極めて多量に

出土した (第Ю図～第77図 )。 また、想定した住

居跡の外からも若干遺物が出土し、時期的にほぼ

同一時期と思われる点も住居説に対して否定的

に作用している。

第Ю図 1～ 3は続比企型不である。口唇部内面

に沈線、内面と口縁部外面に赤彩が施される。白

色針状物質は含まれるものとないものがある。

4～ 13は北武蔵型不である。やや扁平化した丸

底不で、日縁部は内湾気味に立ち上がるものが主

体を占める。

14～20は北武蔵型暗文不である。底部丸底風で、

内面に放射暗文、体部外面はヘラケズリ調整され

る。15は底部外面中央に糸切 り痕が残る。160"

は底部が平底風に仕上げられている。21は北武蔵

型杯の一種で大振りの丸椀器形である。外面はケ

ズリ後ヘラミガキが施されている。

2～25は続比企型不の一種で皿器形である。内

面と口縁部外面が赤彩され、日唇部内面に沈線ま

たは凹みを入れる点に比企型不の伝統を残して

いる。26は 日唇部内面に沈線を巡らせる椀である。

続比企型に似るが自色針状物質は含まず、赤彩も

ないため、系譜が不明確である。体部側面に「×」

状の線刻 (ヘ ラ記号 ?)力咳」まれている。

ν～38は北武蔵型皿である。角閃石を含む粗い

胎土が一般的であるが、27～ 33、 37038は粉っぽ

い土で、角閃石があまり含まれず、何よりも白色

針状物質が含まれる点に特色がある。黒斑はない。

比企型の土師器とは胎土が異なる。類北武蔵型皿

と仮称しておくと、群馬県藤岡市周辺の埴輪には

白色針状物質が含まれることが知られており、あ

るいは藤岡市周辺で製作された可能性もあろう。

39は土師器蓋である。擬宝珠形の扁平なつまみ

が付く。天丼部外面は一部ケズリ状の痕跡が見え

るが、ヘラミガキ調整される。つまみもヘラミガ

キされているようだ。内面は風化しており不明確

な部分があるが、ヘラミガキと思われる。螺旋暗

文は確認できない。白色針状物質を含み、在地産

と考えられるが、在地産土師器の系譜では追えな

い。畿内産土師器不B蓋に最も類似するといえよ

うか。近接する第18号溝跡から畿内産土師器不に

酷似した土器が出土しており (第244図 14)、 関連

性が注目される資料である。

43～62は須恵器蓋である。43～

“

は南比企産の

環状つまみをもつ蓋で、主体を占める。大型杯の

蓋と考えられ、いずれも無かえり。つまみ径は50
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砂多量 炭化物少量含む

1層 に同じ 砂と褐色粘土

褐色粘土主体 砂少量含む

褐色粘土プロック多量 焼土・炭化物少量

灰を多量に含む 炭化物・焼土・褐色粘土プロック少量

砂・焼土・灰を少量含む

褐色粘土主体 焼土少量 しまりややあり 貼床状

B

8 灰褐色土 砂多量 (地山か)炭 化物・焼土少量含む (掘り方)

9 褐色土  焼土多量 褐色土プロック・炭化物少量

10灰褐色土 炭 化物・焼土少量

11 褐色土  炭化物多量 焼土少量

12青灰色土 粘質土 砂少量含む

0

S J18
1 褐色土

2 褐色土

3 褐色土

4 暗灰色土

5 暗灰色土

6 灰褐色土

7 灰褐色土

cm前後である。44の内面には「×」状の線刻 (ヘ

ラ記号)力該」まれている。田・∞は東海産と思わ

れる。62はかえりが付く。産地不明。

“

～67は須恵器高台付不である。

“

・

“

は湖西

産で、いわゆる「出尻底」となろう。南比企産は

大型品 (64)と 小型品 (66067)の 大小二種があ

第64図 第18号住居跡 (1)

る。

“

は高台付の盤である。南比企産で、底部は

高台よりも若干突出する。

69～

"は
無台杯である。すべて南比企産、日径

15。∝m～ 16.7cmの大型杯で占められている。底部

は回転ヘラケズリ調整されるやや丸底風の形態

である。
"～

72は 日縁部が外反する深みの器形で
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ある。74は浅身で、中心部に僅かに糸切り痕 (静

止 ?)を残す。「サ」状の線刻 (ヘ ラ記号か)。 山

下6号窯段階からHBI期段階に位置付けられる。

"は
須恵器魅の口縁部で、東海産と思われる。

器～93は須恵器長頸瓶。yO∞は東海産、お 091

は南比企産である。92093は 東海産 (湖西産か)

の長頸瓶で口縁部を縁帯風につくる。

94は須恵器円面硯で、脚部を欠く。硯面はよく

使用され、摩滅している。また、一部墨痕が遺存

している。

95～ 102は須恵器壺類。99は横瓶の可能性がある。

102は短頸壺か。103～ 113は須恵器甕である。107

は湖西産の大甕で、日縁部に二段、頸部に一段、

櫛歯状工具による列点文を綾杉状に施文する。

108は南比企産の甕。頸部に櫛描波状文二段 +平

行沈線。月同部は細かい平行叩き後、丁寧なナデ。
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内面同心円文当具。113も 南比企産の大甕。頸部

に櫛描波状文四段 +平行沈線。114は環状把手が

付 く。器種は不明確であるが鉢か。115は甑。把

手が 2個あり、接合しない。それぞれ縦に穿孔さ

れ、一部貫通する。把手の付 く位置に2+1条の

平行沈線が巡る。116～118は甑。孔部は中心孔 +

周縁孔形式である。119～121は鉢。

12～1んは土師器甕。胴部ケズリ調整の武蔵型

109
0ヽ

第66図 第18号住居跡 (3)

0

甕が主体を占めるが、12は胴部器壁が厚 く、ナ

デ (ヘ ラナデ ?)と 指頭痕が残る。相模型甕とな

ろうか。lν～131は小型 (台付)甕。127に は自

色針状物質が含まれる。13201"は 土師器壺。

lM・ 15は小型壺である。134は胎土が精選され、

胴部はナデ調整。非武蔵型といえようか。1"は鉢。

13701器は甑である。1器はヘラナデ十ケズリ。

片岩粒子が含まれ、槻川流域の土の可能性がある。
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12は軽石、143は砥石か。全面磨った痕跡がある。

144～ 149は 鉄製品。刀子 と鉄鏃 ?な どがある。

lЮは自玉。混入品であろう。住居跡との確証は

得られなかったが、出土遺物は時期的に非常に

第67図 第18号住居跡 (4)

まとまった資料といえる。須恵器不類は大型不

の単一法量で、鳩山窯跡群HBⅡ 期に降る資料

はない。山下 6号窯段階からHBI期 頃、本書

のⅦ期古段階に位置付けられる基準資料である。
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第14表 第18号住居跡出土遺物観察表 (第70～77図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

ｎ

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

不

不

杯

(12.6)

(10.6)

105

12.4

(112)

(1%)

(130)

(12.0)

(115)

121

117

32

∞

33

舶

34

弔

37

“33

34

3.3

EHIJ

GHIJ

EIKL

ACEHI

ACHI

AEHIL

ACHI

CK

ACHI

CEHIL

CDHIK

%

"
∞

50

∞

∞

%

“∞

%

1(X)

良好

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

明赤褐

にぶい橙

明赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

続比企型不 口唇内面沈線 口縁外面+内面赤彩 白針入る

続比企型杯 目唇内面沈線 赤彩 白針入る

続比企型杯 赤彩 口唇内面沈線 白針含まない

北武蔵型杯 No47

北武蔵型杯

北武蔵型不 外面一部煤付着 Nα95

北武蔵型不か No“

北武蔵型杯 No“ 7

北武蔵型不 N822

北武蔵型杯 風化 Nd%12

北武蔵型杯 風化著しく調整不明瞭 No428

41-8

41-9

41-10
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

豹

器

器

器

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

土

土

土

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

不

杯

３２

ｏ

Ю

ｏ

ｍ

ｍ

ｙ

ｏ

Ю

％

譴

３
・
３

％

Ｍ

％

昴

田

犯

二

　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一

90

‥

Ｉ

Ｉ

　

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ⅲ
Ｈ‐
‐Ｈ‐
Ⅲ
Ⅲ
Ｈ‐
ＥＨ
ＥＨ
Ⅲ

原

Ｃ Ｅ

Ａ Ｃ

Ⅲ

原

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ‐

あ

∞

∞

∞

”

昴

Ю

”

∞

通

通

通

通

通

通

好

好

通

普

普

普

普

普

普

良

良

普

輔

　

褐ヽ

橙

褐

褐

褐

褐

褐

覇

橙

れ

黄

赤

赤

赤

赤

赤

麟

　

し

浅

明

明

明

明

明

％

７
　
橙
ヽ
翻
　
　
　
捌

切
　
禰
賊
貯
　
　
　
酔

８

　

１

卿

Ｍ

　

　

　

Ｍ

Ｌ
　
　
り

放

あ

面

風
　
　
７１
　
　
風

斑
　
　
斑

内

底

　
　
３
　
　
底

里
　̈
　
黒
　
　
平
　
　
９。
　

　

平

面

る

部
　
　
鋼
　
　
部

刻

侶

外

残

底

　

ヽ

　

底

線

ｄ
　
　
痕

状

Ｎ

文

り

文

文

文

　

文

∃

Ｊ

暗

切

暗

暗

暗

　

暗

×

×

射

糸

射

射

射

　

射

ｒ

ｒ

放

に

放

放

放

　

放

面

刻

面

部

面

面

面

４

面

外

線

内

底

内

内

内

ヽ

内

部

面

底

内

不

杯

不

杯

不

不

不

文

文

文

文

文

文

文

不

杯

暗

暗

暗

暗

暗

暗

暗

型

型

型

型

型

型

型

型

型

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

蔵

武

武

武

武

武

武

武

武

武

・
２

　

３

理

　

４

。
６

　

４

ゼ

　

４

42-7

43-1・ 2
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銭塚遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２１

２

Ｘ

　

Ｚ

％

　

％

ν

Ｘ

　

”

　

∞

　

３１

２

”

　

И

５

％

ｙ

器

”

　

Ю

４１

２

侶

“

　

６

“

″

毬

４

∞

　

５１

２

”

Ｍ

５

“

ｙ

口

”

∞

　

６１

位

“

“

器

器

土
　
土

器

器

器

師

師

師

土

土

土

器

器

器

師

師

師

土
　
土

土

器

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

須

須

器

器

器

土

土
　
土

土師器

土師器

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

須

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

一外
，
皿
　
皿
　
　
皿
　
皿
　
　
椀
　
皿
　
皿
　
　
皿
　
　
皿
　
　
皿
　
皿
　
皿

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

杯

杯

蓋
　
蓋
　
鮒

鮒

高

高

５
。
１
　
“
　
Ю

　

　

”
　
“

　

　

繋
　
“
　
５
。
ｌ

　

　

ｍ

　

　

“

田

　

“

　

４７

４

６

５
。

４

６

０

１

０

１

１

０

２

(1“ )

鉤
　
“

　

　

η
　
２
　
“

Ｚ
　
“

　

　

∞

”
　
Ю

加
　
∞

(149)

％

”

”

　

ｍ

”

　

５４

狙

”

　

犯

　

”

　

∞

昴

ｒ

　

ｙ

鶴

３
・
７

狙

∞

狙

　

２
・
３

ｍ

２３

％

ｍ

　

”

∞

η

ｌ
・
７

鶴

”

　

”

馬

”

１
・
７

一

Ｈ

”

％

器

２
・
ｌ

　

η

“

Ｍ

３
・
７

“
　
２

‐

　

Ｋ

Ｅ‐
　
Ｈ

Ａ

　

ＥＩ

Ｈ

　
ＩＬ

Ｃ

　
Ｈ

ACEHIJ

Ｈ

Ｉ

Ｈ‐

　

Ｉ

　

Ｉ

Ｇ

　
Ｈ

　

Ｅ

　

　

Ｈ

　

　

Ｈ

Ｃ Ｅ

Ａ Ｅ

鰤

　

Ａ Ｅ

　

Ａ Ｅ

Ｋ

　

Ｔ
Ｊ
　
　
　
Ｋ

ＩＪ

Ａ‐

ＥＩ

日

　

Ｉ

畑
Ｅ‐
Ｅ‐

コ
　

Ａ

　

Ａ

‐Ｋ

Ｋ

　

Ｋ

‐

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

Ｅ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

ｄ

Ｈ

ＡＣ

Ｃ

　

Ａ

メ

Ｊ

　

Ｊ

　

　

　

了Ｊ

　

Ｋ

‐

　

Ｇ

　

　

　

‐

　

ＩＧ

Ｊ

　

　

　

　

　

　

　

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｉ

Ｊ

ＩＪ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

Ｊ

Ｉ‐

‐

‐

Ｅ

‐

Ｇ

‐

Ｉ

…

‐

Ｇ

Ｋ

　

Ｋ

Ｉ

　

　

川
　

Ｉ
‘

Ю

∞

”

　

Ю

ｌ５

　

１５

“

％

　

Ю

　

”

　

あ

Ю

∞

　

∞

％

あ

∞

”

１５

　

Ю

あ

”

％

硼

　

Ю

∞

１０

”

∞

“

　

Ю

％

∞

Ю

”

Ю

∞

∞

Ю

“

　

％

５

”

Ю

好

好

通

　

通

通

　

通

通

通

　

通

　

通

　

通

通

通

　

通

通

通

通

通

通

　

通

通

通

通

好

　

通

通

好

好

良

好

　

通

通

好

通

好

好

通

好

好

好

　

通

通

通

好

由民
　
由民
　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
　
　
　
並
日　
　
　
　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
　
　
　
並日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
凸民
　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
工は一　
由民
　
一本
‐　
由民
　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
凸民一　
並
日
　
凸民
　
由民一　
並
日
　
凸民
　
凸民
　
凸民
　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
由民

橙

橙

橙

　

橙

橙

橙

橙

嚇
務
灘

褐
　
橙ヽ

赤

れ

明

に

にぶい橙

橙

橙

橙

橙

橙

鵬

　

販

励

励

廠

散

　

灰

飯

散

灰

励

灰

　

灰

販

灰

灰

瀬

散

販

励

販

版

　

灰

灰

励

灰

白
　
　
　
　
一鮒
　
　
　
　
　
　
　
　
賊
　
　
剛
　
　
　
　
　
継
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
観
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
　
　
薩

一　浙一　　̈̈　　̈　一　̈　　一　　一　　ｍ　̈一　　　　̈　　　̈脚一̈　螂　］̈一̈̈　剛　̈　̈̈　Ｍ　一̈　　剛　ω　剛　　　̈　　　̈一　　　一　　　　　　̈̈

¨̈̈
　　̈̈　　̈一̈　　̈　・̈　　ｍ一一　　̈̈
釉̈̈
『̈「「「『̈̈
「『̈̈
¨̈　　̈̈
¨̈̈
一̈り̈一　　３̈̈
¨

¨
¨
¨
枷
一̈̈
枷　̈
　ｍ
¨
］
¨
　̈̈

畷　̈

　̈̈
器　̈
¨
¨
¨
¨
ｍ
　̈̈
　［　［　［
］
『　［
　̈［　［　［　］

翻
［　［　［　［　［　］　̈

　̈̈
　呻
画　̈
　̈

　̈̈

北

続

続

針

続

続

入

口

類

類

恥

類

か

類

と

類

素

類

Ｍ

北

北

北

類

北

土

天

南

南

南

南

南

へ

南

南

南

南

南

南

ヽ

南

南

南

南

南

南

南

湖

南

東

緻

南

南

湖

南

２
　
慇
　
弔

43-5

慇
　
慇

43-7

43-9

Ю

ｌ

２

３

　

４

仔

４

４

４

　

“

44-8

９
　
１０
　
　
１

４
　
竹
　
　
“

44-5

襲
　
４

45-2

45-3
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

“

“

　

”

“

ω

　

η

７１

２

　

宥

　

Ｚ

　

％

％

η

　

器

　

η

“

　

８１

授

田

＆

５

％

　

舒

田

　

”

∞

　

９１

％

％

　

％

％

％

”

％

”

硼

１０ｌ

　

μ

　

硼

騒

晰

騒

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

高台付杯

高台付不

高台付杯

高台付盤

杯

不

不

不

不

不

不

不

不

不

杯

不

不

不

杯

杯

杯

杯

魅

長頭瓶

長頸瓶

長頸瓶

長頸瓶

長頸瓶

長頸瓶

円面硯

lE

EE

[II

[E

横瓶か

■ 1

甕

甕

甕

甕

短頸壷

(101)

16.4

155

152

(157)

(161)

(lЮ )

(167)

(lm)

15。3

152

(150)

(1“ )

(lM)

(15.6)

(16.0)

(155)

(150)

(162)

(83)

(Ю8)

(122)

(18.0)

(132)

20.0

(18.6)

(130)

(18.0)

(12.0)

(28)

(18.8)

(ω.0)

(ハ.0)

26.0

(82)

10

鶴

Z

1.7

Ю

“41

弔

“

33

鶴

37

舶

田

田

舶

39

"
昴

田

37

侶

り

15。4

13.4

101

133

秘

113

"
58

“

“

“

"
器

23。9

52

105

"%

91

(108)

(72)

(70)

(152)

108

10。7

121

108

122

114

(1∞ )

115

115

117

(10。8)

(113)

(121)

(113)

(122)

(110)

(116)

108

(152)

178

IK
EIJK

EIJK
EIJK
AIJK

IJKL
GIJKL

IJ

EIJK

IJ

EGIJ
EGIJ
ACEHIJ

EJK
GIJ
EIJL
IJKL
EIJK
EIJK

IJK

IJ

GIJ

GK
EGJL

GK

GK

IJ

GI

GI

GIJ
GIJ

J

IJ

EJ

IJ

IJ

JK

EIJ

DIJ
IJ

IJ

EIJ

あ

"

20

万

“

Ю

1(X)

∞

70

5

%

"
∞

%

45

∞

"
25

%

"
あ

"

Ю

Ю

%

∞

∞

15

25

∞

"
10

万

"
15

"

"

15

%

10

"
15

良好

良好

良好

良好

不良

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

良好

普通

普通

良好

良好

普通

良好

普通

良好

良好

普通

良好

良好

良好

良好

普通

良好

普通

普通

普通

良好

良好

良好

普通

普通

普通

灰

灰

灰

灰

橙

灰

灰

明灰

灰

灰

灰白

灰

橙

黒灰

暗灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰黄褐

灰白

明灰

暗灰

明灰

灰白

青灰

青灰

暗灰

淡紫灰

暗青灰

暗灰

灰

灰

青灰

暗灰

暗青灰

暗灰

明灰

湖西産 底部回転ヘラケズリ 出尻底 煤付着

南比企産 口唇部内外面沈線 底部回転ヘラケズリ後ナデか

精巧な作り N8%
南比企産 底部回転ヘラケズリ

南比企産 底部回転ヘラケズリ 高台は低くやや出尻

南比企産 底部風化 底部十体部下端回転ヘラケズリか 褐

色系回転ヘラ ロクロ左回転 N8“

南比企産 底部回転ヘラケズリ Y6段階 N8%
南比企産 底部全面回転ヘラケズリ m102"03“

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)Y6段 階

No162 0 358

南比企産 口縁内面に沈線 底部全面回転ヘラケズリ Y6
段階 N2%051
南比企産 底部回転ヘラケズリ 「サ」の線刻 (ヘ ラ記号か)

中心部静止糸切り痕 ? No431

南比企産 底部回転ヘラケズリ

南比企産 底部全面回転ヘラケズリ N84
南比企産 底部ヘラ切り後全面ヘラケズリ 褐色系回転ヘラ

ケズリ ロクロ左回転 N硼∞

南比企産 底部静止糸切後周辺部回転ヘラケズリ Y6～ HI
期か N8あ 04∞

南比企産 底部回転ヘラケズリ

南比企産 底部回転ヘラケズリ後ロクロナデ Y6段階

No409 0 412

南比企産 底部回転糸切り後周辺部回転ヘラケズリ(ロ クロ左回転)

南比企産 底部回転ヘラケズリ 大振りの杯

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)ヽ169

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)ヽ197

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)NQ438

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)Y6段 階

No419 0 420

東海産 (湖西)内外面緑灰色の自然釉 No45

内面 :浅黄 南比企産 胴部平行叩き後ロクロナデ 底部静

止?糸切後回転ヘラケズリ ヽ12・ 18401新・1%

湖西産 白～黄緑色の自然釉 胎土精選 ヽ1%

東海 (湖西か)産 口縁欠失 黄緑色の自然釉かかる 胎土

精選 No415

南比企産 頸部沈線2条 ヽ18

湖西産 口縁部縁帯風

湖西産 (太頸長頸瓶)頸部沈線3条 3片あり接合しない

No437

南比企産 硯面磨滅著しい 墨痕残る 内面自然釉 ヽ161

南比企産 月同部平行叩き 無文当て具後ロクロナデ No3"

南比企産 内面自然釉 N815

南比企産 外面自然降灰 N237

南比企産 口縁部突帯 月同部平行叩き N虚 82

南比企産 頸部沈線2条 確認面

南比企産 頸部平行叩き後ロクロナデ N8“

南比企産 胴部平行叩き+無文当て具 下端ケズリ No.130

12701∞ e13703∞ ・3騎・393

南比企産 外面丁寧なロクロナデ 内面ヘラナデ (?)後ナ

デ 内面自然降灰 Nθ
"

南比企産 内外面自然釉 N2縫 02∞

南比企産 No73

南比企産 2片あり 接合しない No.70190297

南比企産 器面風化 N8“

45-4

45-5

45-6

45-7

45-8

45-9

45-10

46-1

46-2

46-3

46-4

46-5

46-6

46-7

46-8

47-1

47-2

47-3
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銭塚遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

Ｖ
　
硼
　
Ｄ

ｌｌＯ

皿

１１２
　
１１３

１１４
　
１１５

　

１１６
　
１１７

１１８
　
１１９

閉
　
１２‐

２

囲

Й
　
騒

И

″

賜

閉

闊

１３‐

翌

鵬

爾

蘭

騒

Ｗ

鵬
　
朋

Ⅶ

ｌ４‐
　
Ｗ
　
瑚
　
Ⅲ

晰

蘭

Ｗ

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

石製品

石製品

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

器

器

恵

恵

須

須

器

器

恵

恵

須

須

器

器

恵

恵

須

須

器

器

器

器

恵

師

師

師

須

土

土

土

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

師

師

師

師

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

器

器

器

師

師

師

土

土

土

口山
　
口叩
　
口田
　
口叩

製

製

製

製

鉄

鉄

鉄

鉄

大甕

甕

　

甕

甕

甕

甕

嬢

勧

　

甑

　

　

甑

　

甑

甑

　

鉢

鉢

　

鉢

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

　

　

動

壺

　

Ｐ

甕

発

型

型

型

型

付

壺

壺

躍

型

鉢

磁

甑

小

小

小

小

台

　

　

刺

小

　

曽

壺

発

甕

軽石

い
　
肝
柵
鍛
鋤

獅
　
″
　
烈
踊
邪

御
　
佃

閣
邸
器
　
器
２‐・３
蘭
鵬
瑚
膨

知
鵬
鵬
田
闘
獅
羅

”
　
Ш
　
Ш

‐‐３

％
鵬

Ⅶ
　
　
∞
　
鵬
蘭
　
田
翻
　
％
贈
閣
％
　
％
∞
酬
７２
ｍ
イ
”
晰
“
舶
ω
鵬
“
獅
　
∞
４・‐
イ
　
・

(18.0)

知
　
　
獅
　
珈

脚
　
　
知

舒

　

％

侶

“

Ｊ

　

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｊ

Ｉ

　

珂

Ｊ

Ｉ

Ｇ

Ｅ

　

Ⅸ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

GI

Ｉ

　

Ｋ

　

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｋ

　

　

　

　

　

Ｉ

Ｅ Ｈ

Ⅲ

‐ Ｊ

Ｈ ‐

Ⅲ

川

Ⅲ

Ｃ ‐

Ⅲ

‐‐ Ｊ

Ⅲ

Ｇ Ｈ

Ｃ Ｋ

Ｈ

Ａ Ｃ

Ａ ＣＩ

Ｅ Ｈ

Ｃ

原

肛

Ⅸ

Ａ

Ａ ＣＩ

ＡＩ

ＡＩ

Ｃ Ｅ

Ａ

ＡＩ

Ｅ

　

‐

Ｅ

　

‐

Ｅ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

ｌ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｋ
　
Ｉ

Ｉ

　
Ｉ
　
Ｈ

Ｅ

　
Ｈ
　
Ｇ

Ｃ

　
Ｅ
　

Ｄ

Ｃ

　
Ａ

５
　
　
％
　
　
Ю
　
”
　
“
　
∞
　
　
５
　
５
　
　
１５
　
　
　
　
１０
　
　
１５
　
１０

”

　

あ

∞

“

１５

　

∞

％

“

Ю

”

∞

Ю

”

あ

“

“

１５

５

％

　

∞

あ

∞

　

一

好

　

好

　

好

好

好

好

　

通

通

　

通

　

　

通

　

通

通

　

好

通

　

好

通

通

通

　

通

通

通

通

通

通

通

通

通

良

通

通

通

通

　

通

通

通

良

　

良

　

良

良

良

良

　

普

並
日

　

並
日

　

　

並
日

　

普

並
日

　

，艮

並
日

　

良

普

普

並
日

　

並
日

普

普

普

普

普

普

普

普

不

普

普

普

並
日

　

並
日

普

普

販　　廠
灰
版
灰
灰
灰

灰

橙

灰
　
　
　
　
灰
　
　
灰

灰
　
　
・ｋ

白
　
　
灰

醜巳

醜巳
　
黄ヽ

暗

　

　

青

　

暗

暗

　

ぅ

灰

　

暗

ぉ

ぉ

ハ

路
　
　
　
　
　
　
　
褐

褐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

橙

橙

橙

橙

橙

範

橙

橙

橙

橙

黄

赤

橙

橙

　

橙

橙

橙

　

囃

麟

　

　

　

　

灰

明

　

　

　

　

　

　

　

ラ

白

　

　

一
　

一
　

一
　

一

一一　̈　一ｍ一一一一　Ｍ̈　峨一̈
　一　　一̈　‐　譴　　一Ｂデ　一一一一一囲̈　̈̈

一鰤一一　̈一　̈一一一一̈一一一一枷一一̈一一̈一　̈　一　・‐まヘラナデ十指頭痕でヶズ”　　剛一一̈一一　Ｍ　曖一址　］Ⅲ一一一　　一９一・一一一̈・一

晦̈̈
¨̈
雌雌雌時雌雌̈
鵡̈
雌̈帥雌雌榊誨織動晦叫榔崚「叫叫̈
罐̈

鵡̈嶼嶼̈
いいい」獅̈
搬枷̈
¨̈
¨̈
¨̈
疇̈
¨

４
　
　
　
ｏ６
　
　
７
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置

侶
　
４
　
Ю

鉄製品

鉄製品

石製品

棒状品

棒状品

臼玉

一　

一　
灰

長さ31cm 中m。7■m 厚さ0&m N“ 11

長さ3&m 中m。7cm 厚さ0&m No."

径0馬cm 高さ0。7■m 子髪m15～02m 重さ0。7g 滑石製

第19号住居跡 (第78図 )

第19号住居跡はZJ-22グ リッドに位置する。第

23号住居跡、第器号住居跡、第4号掘立柱建物跡

と重複し、第23号住居跡カマ ド、第4号掘立柱建

物跡Plに切られ、第器号住居跡を切っていた。

平面形は縦長の長方形で、規模は長軸長3■3m、

短軸長2。57m、 深さ0■2～016mである。主軸方位

はN一∞
°―Eを指す。

床面は平坦で、炭化物の薄い堆積層が部分的に

観察された。埋土は暗茶褐色土の単層で構成され

(第 2層)大 きな土層変化は認められなかった。

人為的に埋め戻された可能性もある。

カマドは東壁中央に設けられていた。燃焼部は

壁を切り込んで構築され、煙道部と段差を持たな

いで連続していた。全長1.“ m、 幅0。■m、 深さ022

―

H――

B
_旦

′

   竪

|

く!

B′    B1970m

図版

49-9

49-8

ll.12

m、 壁外の掘 り込みは0.82mである。燃焼部底面

は皿状に窪み、灰層が広がっていた。側壁は強く

被熱し赤褐色に変色していた。左側壁から鎌が出

土したが、壁上部に刺さった状態で検出されたた

め、重複する第23号住居跡に帰属すると判断したc

カマ ドの袖部は検出されなかった。住居廃絶時に、

人為的に取り外された可能性がある。

土墳は2基 (SK10 SK2)検出された。SKlは

楕円形で、規模は長径器cm、 短径

“

cm、 深さ6～

10cmで ある。上面に貼床は観察されず、住居使用

時には開日していたと考えられる。位置的に貯蔵

穴の可能性があろう。SK2は 円形で、長径7&m、

短径7■m、 深さ17cmで ある。同様に上面は床面が

乗っており、床下土墳と考えられる。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

C ts.zo, C
,? t,'

D rs.oom D'
SKl

く
|

く
|

⊂
|

⊂
一 颯鰊 ;鶉明

Ｅ
Ｒ
．２

く

S J19
1 暗茶褐色土 炭化物・焼土少量 下面に薄い灰層 (S J23の覆土)

2 暗茶褐色土 炭化物・焼土少量

3 暗茶褐色土 焼土粒子多量 炭化物・焼土プロックやや多量
カマドの覆土 (天丼の崩落土)

4 暗茶褐色土 炭化物・焼土少量
5 暗褐色土  炭化物多量 (灰層)

6 褐色土   褐色土プロック主体 炭まばら (SK2)
7 褐色土   炭化物・焼土・褐色粘土プロック少量含む (SKl)

Ｂ
一

第78図 第19号住居跡

S」 19

B1970m
SK2
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銭塚遺跡

に_____―」盗″
卜くこ二≡≡≧」画面画面顧口74

3

10cm

第80図 第19023号 住居跡出土遺物

出土遺物は少なく土師器不 0皿 と須恵器不があ

る。第η図 1は土師器北武蔵型杯である。口縁部

は小さく内湾する。203は北武蔵型の暗文不・

皿である。内面に放射暗文が施される。4は須恵

器不。南比企産の大型杯で、分厚な底部は手持ち

ヘラケズリ調整されていた。そのほか、第19023

号住居跡の帰属不確定遺物がある (第

“

図)。 北

武蔵型不 0有段口縁杯・北武蔵型暗文杯があり、

少なくとも本住居跡と重複する第23号住居跡に帰

属する可能性は低い。時期的には7世紀末葉から

8世紀初頭頃の土器様相 (Ⅶ期頃)と考えておき

たい。

第20号住居跡 (第81図 )

第
"号

住居跡はZK-22グ リッドに位置する。

重複する第X035048号住居跡を切っていた。

平面形は横長の長方形で、規模は長軸長3。%m、

第15表 第19号住居跡出土遺物観察表 (第 79図 )

第16表 第19023号住居跡出土遺物観察表 (第80図 )

第79図 第19号住居跡出土遺物

短軸長3。∞m、 深さ0。∞～0■3mである。主軸方位

はN-120° ―Eを指す。

床面は平坦で、炭化物層が薄く堆積していた。

埋土は炭化物粒子混じりの褐色土をベースに構

成されていた。特に人為的な埋没状況は観察され

なかった。

カマドは南東壁に設けられていた。燃焼部は大

きく壁を切 り込んで構築され煙道部は一段段差

をもって移行する。規模は全長0。∞m、 幅0。70m、

深さ020mである。燃焼部側壁と底面中央部は被

熱していた。火床面の燃焼部底面は皿状に窪み、

灰層が薄く堆積していた。カマド埋土は黄灰色粘

土ブロックが多量に堆積しており、袖部及び天丼

部の崩落土と考えられる。煙道は長さ024mで、

左側壁は被熱していた。

貯蔵穴は、カマドに向って右脇のコーナーから

1基検出された。ほぼ円形で、規模は長径Юcm、

短径40cm、 深さMcmである。上層と下層の間に炭

化物層が挟在していた。

ビットは2本検出された。P102と もに柱痕と

思われる土層が観察されたが、柱穴そのものの深

度が浅い。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

土師器

須恵器

不

杯

皿

不

３

８

８

¨

１‐

１２

２‐

．

”
　
％
　
２
・
３
　
Ｆ (114)

ACHI
CEH
CHI
GIJ

１５

１５

１０

“

通

通

通

通

普

普

普

普

橙

橙

にぶい橙

灰白

北武蔵型不 ヽ12

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 m2
北武蔵型暗文杯 (皿)内面放射暗文 ヽ 1

南比企産 底部手持ちヘラケズリ No.4

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

土師器

不

不

不

(120)

(1“)

(12.0)

32

2.1

25

CEHIK

CEI

CIK

5

15

10

普通

普通

普通

橙

橙

橙

小片 口径不安定 有段口縁杯系か

北武蔵型不

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 (不明瞭)
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６
り

　

ヽ

晰
D

亀

貯蔵穴

∂活ゝ
◎

P2

く
|

ヽ
く .C ts.ao, ,? l.:.

⊂′     D1980m     D′
貯蔵穴

尚蝶饒鰊
晰晰聰晰S」48

S」 26

⊂
⊂
一

Ｄ
一

20
褐色土 炭化物粒子 (φ l～2皿)・ 焼土粒子 (φ l～ 2m)

まばら 硬質

炭化物プロック(2～ 3m)を微量含む 砂っぽい

砂質

炭化物粒子 (φ l～2皿)・ 焼土粒子 (φ l～2m)
まばら 硬質

4 褐色土 炭化物まばら

カマド
5 褐色土 焼土プロック(3～ 5m)多量 (天丼部崩落土)

硬質

6 褐色土 黄灰色粘土プロック(3～ 5m)多量 炭化物粒子

(0.5～ 1皿)少量 硬質

7 褐色土 黄灰色粘土プロック(3～ 5m)多量 炭化物粒子

(3～ 5皿 )少量 灰を若干含む (灰層)

ピット

柱痕

炭化物少量 粘性ややあり

砂質土 しまりややあり

SJ35

.B rs.ao,

SJ35

褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

く!

く ! ８

９

１０

暗褐色

第81図 第20号住居跡

2

貯蔵穴

11 褐色土 炭化物多量 灰色粘土少量含む 12層 との境に炭

化物が薄く挟まる 埋め戻しか

12 褐色土 灰色粘土少量含む 粘性ややあり 埋め戻しか

摩滅範囲

7

。 7-1:3   5cm
L:::::::::::::::=:=:土 :::::::::::=::=」 1:3

Ｂ
一

∩
――――
―――ｌ
ｕ
　

◎

〓ρ
壁溝は幅12～2∝ m、 深さ4 cmほ どで、南東壁中

央から北東壁、北西壁、南西壁中央までのほぼカ

マド周辺を除き巡っていた。

出土遺物は少ない。土師器不、須恵器不 0蓋・

高台付皿、灰釉陶器、長頸瓶、土錘がある (第認

図)。 1は重複する第48号住居跡と接合し、混入

資料である。304の須恵器不は南比企産で、底

部は回転糸切 り後無調整。底径は日径の1/2を 超

える。鳩山編年V期～Ⅵ期に相当すると思われる。

/パ
解警毎:ミ

|:>

醸燒饉譜ゝ/

0                10cm
L==========土

==========」
1:4

第82図 第20号住居跡出土遺物

5は灰釉陶器長頸瓶。月同部は回転ヘラケズリ調整

が施される。東海産。 6は須恵器高台付皿。底部

回転糸切り痕を残す。東金子産か。周辺を故意に

打ち欠いている。底部内面は良く磨滅し、平滑。

転用硯と考えられる。灰釉陶器長頸瓶は、底径が

小さくK一∞号窯式古段階に比定される。時期的

には9世紀前半～中頃、本書Ⅸ期に位置付けてお

きたい。

L___」

-102-
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

喘

器

師

恵

恵

恵

椰

恵

土

須

須

須

厠

須

土製品

氏

皿

杯

蓋

杯

杯

勁

紺

　

睡

長

離

　

ョ

１
・
３

“

２
・
１

“

％

加

”

３５

”

Ｗ

二

“

“

％

“

ぐ
　
　
　
　
　
Ｋ

　

　

７１
′

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｋ

‥

Ｈ Ｉ

Ｉ

Ｅ

Ｈ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｅ Ｉ

Ｅ

HI

”

１５

“

”

”

“

　

硼

通

通

通

通

好

好

　

通

並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
由氏
　
由氏　
　
　
　
並
日

場

　

　

―

橙

灰

蘭

灰

軸
灰

灰

　

ラ

橙

るれわ思と

　

　

　

ｇ

合
　
　
　
　
　
　
　
硯
　
　
田

接
　
　
　
　
　
　
　
用
　
　
墨

之
　
　
　
　
　
　
　
転
　
　
華

憂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

亘

跡
　
　
　
　
　
　
滅
　
　
ｎ

義
口
　

　

ｂ

線
　
　
　
　
　
　
　
配
　
　
鶴

沈
　
　
２

１
　
　
内
　
　
耀

面
　
　
ヽ

Ｌ
　
　
　
　
　
乳

内
　
　
　
　
　
産

り
　
　
‐

部
　
　
り

り

海

切
　
　
ｈ

唇

　

切

切

東

糸

　

優

口
　
　
糸

糸
　
　
転
　
　
メ

転

転

り

回

　

∝

彩

　

回

回

ズ

部

　

径

赤

　

部

部

ケ

底

　

大

底

底

ラ
　
　
　
最

不
　
　
　
　
　
　
へ

か

型

産

産

産

転

産

　

加

企

企

企

企

回

子

　

佃

比

比

比

比

部

金

３

さ

続

南

南

南

胴

東

ヽ

長

Ю
　
∞

Ю
　
　
”

第17表 第20号住居跡出土遺物観察表 (第82図 )

第21号住居跡 (第器図)

第21号住居跡はZK-21グ リッドに位置する。

住居跡南隅が調査区外に延びている。第35号住居

跡と重複し、本住居跡の方が新しい。

平面形はやや横長の方形で、規模は長軸長4。∞

m、 短軸長327m、 深さ021～ 0。%mである。主軸

方位はN―
"°

―Eを指す。

床面は概ね平坦である。埋土は褐色土ベースで

自然堆積を思わせるものであった。

銭塚遺跡

カマ ドは北東壁中央から東に寄った位置に設

けられていた。規模は全長1■ 3m、 袖部の外幅1■5

mである。燃焼部は壁を切り込んで構築されてい

た。長さは02m、 底面幅は0。45m、 煙道部は燃

焼部から斜め上方に立ち上がる。袖部は褐色土で

構築され、第5～ 7層が天丼の崩落土に相当しよ

う。第809層が灰層と考えられる。

ビットは2本検出されたが、第 1層の覆土が灰

主体であることから、カマド手前の灰溜め状の小

⊂1980m     ⊂

カマド

く
|

<|

⊂ ⊂
一

尚,淵鯰
笏笏笏多%

B′

第83図 第21号住居跡

.D re.ao,

カマド

E ts.so.
Pr

炭化物・焼土少量 しまり弱い

1層の内 炭化物多量に含む

炭化物・焼土含む

炭化物少量含む しまりややあり

淡褐色土 砂多量

茶褐色土 焼土・炭化物少量

暗褐色土 焼土主体 天丼の崩落土

暗褐色土 炭化物多量含む 焼土少量 6層との

境に焼土薄く挟まる (灰層)

9 褐色土  焼土・炭化物多量含む 焼土少量

6層との境に焼土薄く挟まる (灰層)

10 褐色土  炭化物含む

ビット1・ 2

1 暗褐色土 焼土・灰・褐色土プロック少量

2 褐色土  砂主体 褐色土含む

2m

Ｄ
一

SJ35

Ｂ
一B

B1980m

Ｅ
一

Ｅ
８

．２

＜

土

土

土

土

色

色

色

色

２１
褐

褐

褐

褐

Ｂ
一

132

50

S」 21

9沙

Ｅ
一

Pl
噂

ヽ

S

70

あ
13｀

３
９６

０
１２
υ

.B ts.aorn
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第18表 第21号住居跡出土遺物観察表 (第84図 )

穴とも考えられる。

貯蔵穴、壁溝等は検出されなかった。

第84図 第21号住居跡出土遺物

遺物は、床面から僅かに浮いた状況で出土して

いる。須恵器高台付椀がカマ ド内から出土した。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

　

６

７

　

８

９

ｌｏ

ｎ

ｌ２

１３

１４

１５

器

器

器

器

器

師

師

恵

恵

恵

土

土

須

須

須

器

器

恵

恵

須

須

器

器

器

器

器

器

器

品

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

製

須

須

須

須

須

須

須

石

杯
皿
蓋
蓋
鮒高

椀

杯

杯

　

杯

不

杯

杯

杯

不

鮒高

臼玉

“

η

器

帥

”

　

”

帥

　

譴

(128)

３
・
３

”

２
・
５

％

“

　

３
・
３

４ｌ

　

ｙ

∞

Ｂ

昴

Ｍ

Ｆ

Ｄ

一

・
憾

　

∞

”

　

“

η

“

ｍ

“

の

“

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｅ
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土師器不・皿、須恵器不・高台椀・蓋と臼玉が出

土している (第84図 )。

第&図 1は土師器不。北武蔵型不である。 2は

北武蔵型暗文皿、混入品と考えられる。304は

須恵器椀蓋。 5は高台付椀である。カマド内から

出土した。底部は回転糸切り後回転ヘラケズリ調

整が施されている。 6～ 13は須恵器杯。杯は回転

糸切り後、周辺部に再調整が施されている。 8を

除いて南比企産。 8は底部が分厚く、日縁部が先

細りする。底部調整は手持ちヘラケズリで、胎土

に自色針状物質が含まれない。末野または藤岡産

の可能性もあろうか。9は手持ちヘラケズリ調整。

15は滑石製の臼玉。直径0&m、 高さ0&m。 混入

品か。須恵器不は新旧の様相はあるが、鳩山編年

IIBⅣ期の時期幅の中に収まるものと考えられる。

本書Ⅷ期 (新)に位置付けられる。

第22号住居跡 (第

“

図)

第22号住居跡はZJO ZK-21・ 22グ リッドに位

置する。住居跡北西部の大半が調査区外に延びて

いる。第あ 0"号住居跡、第4号掘立柱建物跡と

重複し、第あ・器号住居跡を切 り、第4号掘立柱

建物跡に切られていた。

平面形は方形系と推定されるが、確認が非常に

難しい土質であったために、壁ラインがもっと直

線的であった可能性が高い。南東壁の中央部に長

さ1鵬m、 幅0。

"mの
方形張 り出し部が敷設され

ていた。残存規模は長軸長622m、 短軸長4.∞ m、

深さ0■7mである。主軸方位はN-54° ―Wを指

す。

床面は平坦で薄い炭化物層が堆積していた。埋

土は暗褐色土を基調としていた。ピットは 1本検

出された。張り出し部の内側に位置することから、

いわゆる出入ロビットとして機能していた可能

性がある。但し、明確に斜行して掘り込まれた痕

跡は認められなかった。張り出し部は貯蔵穴とな

る場合が多いが、壁溝が張り出しに沿って巡り、

掘り込みは検出されなかった。

銭塚遺跡

壁溝は幅10～20cm、 深さ8 cmほ どで、東壁から

北西壁にかけて巡っていた。カマド、貯蔵穴等は

検出されなかった。

遺物は、大半が床面直上あるいは僅かに浮いた

状況で出土した。土師器不、須恵器高台付杯・蓋 0

高不 0壺・甕が出土している (第%図)が、時期

幅のある土器群が含まれるようだ。

第%図 1～ 4は土師器北武蔵型不である。口縁

部力Ⅵ さヽく内湾する丸底不である。5は続比企型

不。口唇部内面に沈線が巡り、内面と口縁部外面

を赤彩。 6・ 7は北武蔵型暗文杯である。内面放

射暗文を施し、丸底形態を呈する。 7の底部外面

には「×」の線刻がある。 8は内面に放射暗文を

施す。平底風 (弱い丸底)の底部から腰を持って

外傾気味に立ち上がる器形である。丸底形態の北

武蔵型暗文不消滅後に現れる新出タイプと考え

られる。 9の土師器不は内面ミガキ、外面は底部

から体部中位以下がヘラケズリ、一部ミガキが加

わる。底部外面に「×」状の線刻がある。系譜は

不明確であるが、角閃石が多量に含まれ、北武蔵

の土で製作された可能性が高い。底部がやや平底

風 (弱い丸底)と なり、腰を持って立ち上がるや

や厚手の器形は丸底形態の北武蔵型不の後出形

態といえ、8と の類似性が窺える。

10～13は須恵器蓋。10は末野産の大型蓋。内面

にかえりが付 く。11はやや胎土が粗いが自色針状

物質が少量含まれ、環状つまみであることから南

比企産と考えておく。12は南比企産の無かえり蓋。

13は末野産の蓋、擬宝珠つまみである。14は湖西

産の高台付不。底部はいわゆる出尻底で、回転ヘ

ラケズリ調整される。胎土は精選されている。15

は須恵器高杯。外部下端の2条の平行線で区画さ

れた中に櫛描列点文を施文する。脚部には透孔が

付くが、単位は不明。白色針状物質が含まれ南比

企産である。住居には直接伴わない資料であろう。

17-2は湖西産の甕胴部片である。外面平行叩き、

内面細かい同心円文当具の後、縦方向のヘラケズ
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S J22
1 暗褐色土 炭化物。焼土少量

2 褐色土  炭化物・焼土少量

3 褐色土  砂質土

4 炭層   床面上に広がる炭

5 褐色土

ピット1

6 暗褐色土 褐色土プロック・炭化物
少量含む

7 暗褐色土 褐色土プロック含む
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第19表 第22号住居跡出土遺物観察表 (第86図 )

Ａ
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第85図 第22号住居跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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銭塚遺跡
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17-2

り。器壁は薄い。17-1は 17-2と 同一個体であ

る。左側縁 (破面)を二次的に磨った痕跡があり、

砥石等に転用されたと推定される。

出土土器はかなりの時期幅を持つようだ。主体

となる丸底の北武蔵型杯・北武蔵型暗文不は7世

紀末葉～8世紀初頭頃の年代とみてよい。湖西産

須恵器や末野産の須恵器蓋の時期は大きな離齢

がない。続比企型不は7世紀中葉から後半に措い

た方が収まりは良い。須恵器高不も7世紀末葉ま

第86図 第22号住居跡出土遺物

では降らない。平底風の北武蔵型暗文不 (8)と

土師器不 (9)は 8世紀中葉頃に降る資料であろ

う。重複遺構の遺物が混入した可能性もある。主

体となる遺物群から本書Ⅵ期 (新)～Ⅶ期 (古 )、

7世紀末葉～ 8世紀初頭頃の住居跡と考えてお

く。

第23号住居跡 (第87図 )

第23号住居跡はZJ-22グ リッドに位置する。重

複する第19号住居跡上面に構築され、カマ ドとそ

″ ダ ダ ゴ ー
無く′

=y≧
モ
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SJ1 9

S J23
1 暗茶褐色土 炭化物・焼土少量

2 黒灰色土  焼土やや多量 炭化物の層が薄く広がる

3 暗茶褐色土 炭化物・焼土多量

4 暗黄褐色土 焼土やや多量 (焼けた面)炭 化物少量

・く

Ｅ
ｏ
、
９

＜
ヽ

411

2m 0
L::::=::::::::::::::::::::::::=:::士 :I::=:::::::::::::::::::=:::::=112

第87図 第23号住居跡・出土遺物

の周囲が辛うじて検出されたにとどまる。遺存状   位はN-113° ―Eを指す。

態は悪い。                     床面は平坦である。埋土は褐色土をベースに、

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部底面   焼土と炭化物粒子が混入していた。

が残存 していた。楕円形で、全長0.91m、 幅0.42   カマドは東壁に設けられていた。燃焼部からわ

～052m、 深さ0■0～0■8mである。カマ ド方位は  ずかな段差を持ち煙道部が続いている。全長1.∞

N-19° ―Eを指す。底面は皿状に掘 り込まれ、   m、 カマ ド袖幅1。∞m、 深さ010m。 燃焼部は長

被熱した焼土層が形成されていた。埋土には焼土   さ0。70m、 底面幅0.“mで壁を切 り込んで構築さ

ブロックや炭化物が多量に含まれ、天丼部崩落土   れていた。煙道部は0∞m遺存していた。燃焼部

が堆積したものと考えられる。           底面は平坦で床面と高低差なく連続する。底面に

袖部は検出されなかった。燃焼部が壁面を大き   は炭化物混じりの暗褐色土が堆積し、その上面に

く切り込んでいるため、袖部自体の発達が弱かっ   炭化物の薄い堆積層が認められた。第 3層が天丼

た可能性も高い。                 部崩落土で焼土が多量に含まれていた。袖部は褐

床面はカマ ド前面の一部が検出されたのみで   色土で構築されていた。燃焼部側壁の被熱層は観

ある。床面には炭化物層が薄く堆積していた。    察されなかった。

出土遺物は第19号住居跡カマ ドに重複する位置   貯蔵穴は住居跡の東南隅から1基検出された。

から鉄鎌が 1点検出されたのみである。       ほぼ円形で、規模は長径70cm、 短径∞cm、 深さ27

第87図 1は鉄鎌である。残存長9。∝m、 幅3.Ocmo   cmで ある。

重量302g。 基部を欠損する。刃部先端は大き    土墳は 1基検出された。楕円形で、規模は長径、

く屈曲する。いわゆる曲刃鎌である。        短径ともに7∝ m、 深さ14cmで ある。埋土は黄褐色

住居跡の時期は不明である。曲刃鎌が一般化す   土ブロックが多量に含まれ、人為的に埋め戻され

る9世紀以降と推定しておく。           た土である。上面は床面が乗っており、いわゆる

第24号住居跡 (第器図)             床下土墳と考えられる。

第2号住居跡はZJ・ ZK-20021グ リッドに位    ピット、壁溝等は検出されなかった。

置する。住居跡北壁部は調査区外に延びている。    出土遺物は少ない。土師器皿・甕、須恵器不・

重複する第30号住居跡を切っていた。        甕がある (第

"図
)。 1は土師器皿。貯蔵穴から

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長   出土したが混入の可能性が高い。 2は須恵器蓋。

3。36m、 短軸長2.36m、 深さ0■2mである。主軸方   304は 須恵器杯。いずれも底部回転糸切り後無
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1 褐色土  焼土・炭化物  2層より多い

2 褐色土  焼土・炭化物少量

3 暗褐色土 焼土多量 (天丼崩落土)炭 化物少量

4層との境に炭化物挟む

4 暗褐色土 炭化物  3層よりやや多い

5 褐色土  炭化物粒子含む

S Kl
6 暗褐色土 黄褐色土プロック多量含む 炭化物・焼土少量

貯蔵穴
7 褐色土  焼土・炭化物少量

8 暗褐色土 黄褐色土プロック少量

2m

|

∪ !

第88図 第24号住居跡
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第89図 第24号住居跡出土遺物

第20表 第24号住居跡出土遺物観察表 (第89図 )

調整、南比企産である。 5は須恵器甕。カマド内

と住居内遺物が接合した。6は土師器武蔵型甕で

ある。胴部の開きが大きい。時期は不明確ではあ

るが、底部糸切り後無調整の杯と武蔵型甕などか

ら鳩山編年IIBⅦ期～Ⅷ期、本書X期 (9世紀中

～後半)と推定される。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

器

器

師

恵

恵

恵

恵

師

土

須

須

須

須

土

皿

蓋

杯

不

甕

甕

４

　

６

　

一

％

２

２
・
ｌ

Ｍ

一

“

∞
　
“

　

一　

器

Ｋ

　

　

　

　

　

　

　

”
」

Ｋ

Ｉ

　

Ｋ

　

Ｋ

　

　

　

Ｋ

　

Ｉ

Ｈ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

Ｈ

Ｏ

Ｅ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

ＥＩ

Ａ
　
　
　
　
　
　
　

．
　
Ｃ

１５

５

加

Ю

５

“

通

通

良

通

通

通

並
日
　
並
日
　
一ハ‐　
並
日
　
並
日
　
並
日

苛

　
褐ヽ

橙
庭
鍮
灰
灰
橙

βＮ

２
　
デ

ヽ

ナ後

む

具

含

て

に

当

量

文

多

無

針

面

穴

白

内

蔵貯

穴
　
　
　
　
号

き

蔵

　

　

記

叩

着

貯

　

　

い

ラ

行

付

穴

悪

へ

平

煤

入

蔵

き

部

面

面

混

貯

焼

底

外

外

か

産

産

産

産

甕

産

企

企

企

企

型

地

比

比

比

比

蔵

在

南

南

南

南

武
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第25号住居跡 (第90図 )

第25号住居跡はZJ・ ZK-21グリッドに位置する。

住居跡の大半は調査区外に延びている。重複する

第22号住居跡に切られていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

4Ю m、 短軸長2■Om、 深 さ020～024mで ある。

主軸方位はN一∞
°―Wを指す。

第 3層、4層が貼床面である。第 3層上面が最

終床面で、薄い炭化物層が形成されていた。第3

層中に炭化物層が 2枚認められ、第4層上面にも

炭化物層が存在することから、床面は最低 4枚形

成されたと推定される。埋土は炭化物粒子 。焼土

粒子混じりの暗褐色土で構成され、大きな土層変

化は観察されなかった。

ピットは南東コーナーから1本検出された。直

径Юcm、 深さ働cmで、中心部が 1段深 くなるが、

柱痕は観察されなかった。

壁溝は幅12～ 16cm、 深さ5 cmほ どである。

カマ ド、貯蔵穴等の付属施設は検出されなかっ

た。

遺物は比較的まとまっている。大半は住居の覆

土下層から床面からの出土である。一部は貼床面

‐′＼

S」 25

橡
σ

01

からも出土している。出土遺物は土師器不・甕・

壺・鉢、須恵器不・蓋・捏鉢などがある (第910

92図 )。

第91図 102は土師器不蓋模倣不である。同種

の杯の中でも日径が縮小し、新しい様相を呈する。

北武蔵の土と考えられる。2は貼床内から出土し

た。 3～ 5は北武蔵型不である。口縁部が短く内

湾し、底部は丸底形態である。 6・ 7は続比企型

不。丸椀形態で赤彩が施される。809011は比

企型杯B類 (続比企型模倣杯)、 10は日縁部が内

傾する本来の比企型杯の系統下にある。いずれも

赤彩される。12は形態的には比企型不B類で白色

針状物質も含むが、赤彩はなく、内外面黒色処理

されるようだ。13014は有段口縁不と思われる。

黒色処理される。北武蔵の土 (北武蔵からの搬入

品)と思われる。

15016は須恵器不H蓋 (15)と 杯H身 (16)で

ある。いずれも湖西産と推定される。破片資料で

はあるが口径は小さく、不身の立ち上がりも低い。

新しい様相を示す。17は須恵器磨鉢または、大型

の壺口縁部と思われる。頸部に平行沈線が 2条巡

る。在地産と思われるが、胎土に自色針状物質も

く
|

B1980m

D2000m

B .C rs.ao..n _C.

Pl

現代の耕作土

炭化物粒子やや多量 焼土粒子少量

炭化物粒子多量 焼土小プロック少量 炭化物層

と暗褐色土層が互層になっている 3枚の貼床面

炭化物粒子・焼土粒子少量 最初の貼床

,

効淵
Ｄ
一

Ｂ

一
　

　

Ｄ

一

ね 焼土微量

焼土微量 やや砂質

土色

土

土

　

　

　

　

　

土

土

褐

色

色

　

土

　

　

土

色

色

灰

褐

褐

　

色

　

　

色

褐

褐

暗

暗

暗

　

褐

　

Ｈ

褐

暗

暗

１

２

３

　

４

　
ピ

５

６

７
C′

Ｅ
８
．Ｒ
＜ 3

第90図 第25号住居跡

り

Pl S」 22
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銭塚遺跡
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猥鵞鸞量量量六量N‡
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‡量量量量躙黎13

躊鸞山六咆郎。1妙ONNN仄炉炉炉炉炉鶉珈14

15

ヽ
＼

）

ヽ
＼

＼

＼

＼

＼

ヽ

ヽ

、

　

１

１

ヽ

ヽ

＼

＼

＼

＼

´
■

10cm

第91図 第25号住居跡出土遺物 (1)
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17

19

＼ _´
上

20
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第21表 第25号住居跡出土遺物観察表 (第91092図 )

片岩も含まれない。

18021は土師器壺。19は鉢である。
"は

小型甕、

22～25は甕である。胎土の特徴から白色針状物質

を含む在地産と、角閃石を多く含む北武蔵の土か

と思われる製品があるようだ。24は北武蔵からの

搬入品、25は 白色針状物質を多く含み、狭義の在

地産と考えられる。土師器不類の組成や湖西産須

恵器の様相から本書Ⅶ期、7世紀中葉～後半の土

器群と思われる。

第92図 第25号住居跡出土遺物 (2)

第χ号住居跡 (第93図 )

第26号住居跡はZK-21022グ リッドに位置する。

住居跡南西隅が調査区外に延びている。第200

35048号住居跡、第 4号掘立柱建物跡と重複し、

第
"号

住居跡、第4号掘立柱建物跡に切られ、第

350侶号住居跡を切っていた。

平面形は横長の長方形で、残存規模は長軸長

4.“ m、 短軸長3■8m、 深さ026mである。主軸方

位はN-2° 一Eを指す。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

”

２１

２２

Ｘ

Ｚ

％

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

，

＾ヽ
　

　

　

　

露

不

不

不

杯

杯

不

椀

不

杯

不

杯

杯

杯

不

蓋

府

齢

壷

鉢

杷

壺

甕

甕

甕

甕

Ю
贈
‐‐・３
の
開
ω
団
ｍ
ｍ
Ю
‐‐４
Ю
印
Ю
ω
蛇
閉
豹
羽
団
知

知
獅
″

３
・
３

％

舶

３
・
７

Ｍ

鶴

”

％

２

３
・
３

３
・
５

２

２

３
・
３

２
・
９

器

路

譴

能

昭

珈

％

田

鵬

‐３２

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

二

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

二

　

“

器

ACEIK

CEHI

CHK

CEHIK

ACHIK

AEHI

ACEH

AHIL

EGHIK

CHJK

EGHIK

ACEHJ

ACHI

AC

IK

IK

CIK

ACEIJL

AEIJK

CDEJ

EHI

CEHIJK

CEHI

ACEGHI

EGHIJ

Ю

Ю

％

刀

１５

”

”

“

“

％

∞

％

５

１５

１０

１０

”

”

１５

∞

∞

ω

ｌ５

４５

Ю

通

通

通

好

通

通

通

通

通

通

通

通

通

通

好

好

通

通

通

通

通

通

通

通

通

普

普

普

良

普

普

普

普

普

普

普

普

普

普

良

良

普

普

普

普

普

普

普

普

普

橙

橙

岬

橙

橙

岬

橙

檄

相

橙

満

鶏

橙

鶏

灰

灰

灰

橙

帥

灘

橙

橙

岬

橙

橙

模倣不 北武蔵の土

模倣杯 北武蔵の土 ヽ19

北武蔵型不 外面円形黒斑あり ヽ 5

北武蔵型不 ヽ 7

北武蔵型不 上層

続比企型不 内面・口縁外面赤彩

続比企型杯 赤彩 (内面・口縁部外面)白針なし

続比企型不 内面・口縁外面赤彩 白針不明 ヽ80上層

続比企型不 内面・口縁外面赤彩

比企型不 内面・口縁外面赤彩 白針あり

続比企型杯 内面・口縁外面赤彩 ヽ10

続比企型だが黒色処理 (内外面)白針あり No":

模倣 (有段口縁 ?)杯 黒色処理 北武蔵の土

有段口縁不 内外面黒色処理

湖西産 不H蓋 胎土精良

湖西産 杯H身 受部径11■m

白針含まない 在地産か 沈線2条 ヽ 1

在地産 白針あり Nθ2

在地産 白針多い 上層

外面二次被熱 内面煤付着 上層

北武蔵の土か NQ18 0 19

外面被熱 白針多い ヽ16

鬼高系 白っぽい色調

北武蔵の土か m17

在地産鬼高系 器壁厚い 白針あり No.203014・ 23

52-1

51-9

52-2

52-3

52-4

52-5

52-6

52-7

52-8

53-1
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銭塚遺跡

⊆」ソOmカマド ーー⊆・

炭化物少量

炭化物少量  1層より明るい土

焼土多量 天丼崩落土

焼土・炭化物少量 (灰層 )

炭化物多量 焼土少量 火床面

菖

い

SJ 35

⊂

5J20

B

お
れ 象

Ｅ
ｏ
、
ぃ
ｒ
＜|

く!

土

　

　

土

土

色

土

土

色

色

；
褐

色

色

褐

褐

ａ
暗

褐

褐

暗

暗

Ｂ
一

S」 20

S」 20

.B rs.zo,

第93図 第26号住居跡

床面は概ね平坦である。埋土は炭化物混 じりの   底部は回転糸切 り後無調整である。底部外面には

褐色土 。暗褐色土で構成されていた。人為的に埋   「サ」状の線刻 (ヘ ラ記号)がある。南比企産で

められたような痕跡は見出せなかった。       ある。 2は須恵器杯。無台椀の可能性 もあろうか。

カマドは北壁に設けられ、壁を大きく切り込ん  底部回転糸切り後周辺部回転ヘラケズリ調整さ

で構築されていた。カマドの先端を第4号掘立柱   れる。 3は底径5&mと 底部が縮小した不で、回

建物跡の柱穴に切られていた。全長1■5m、 幅0.47  転糸切り後無調整である。覆土上層から出土し、

～0。∞m、 深さ025mで ある。当初、壁内の袖部   重複する第
"号

住居跡に伴う遺物と考えた方が妥

を想定して調査したが、断面観察の結果存在しな   当であろう。底部に「一」状の線刻がある。南比

いことが判明した。燃焼部全体が壁外に位置する   企産。4は土師器壺である。武蔵型にしては器壁

構造である。被熱した火床面も壁外に認められる。  が厚く、肌理細かい胎土である。混入であろう。

底面はほぼフラットで段差なく床面に連続する。   5は武蔵型甕。口縁部が弓状に外反し、器壁は薄

燃焼部底面には焼土と炭化物混じりの灰層が薄  い。カマドから出土した。

く堆積していた。                  6は 覆土から出土したガラス玉である。直径1。0

貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設は検出され  cmで一部欠損する。表面は黄白色から浅黄色の被

なかった。                    膜で覆われた状態である。二次的に被熱を受け、

出土遺物は少ない。土師器甕・壺、須恵器杯が   発泡したような印象を受ける。破面をみると内部

ある (第%図 )。                  はエメラルドグリーンに発色している。いずれに

第94図 1は須恵器杯、日径は13cmを 越えるが、   せよ、弥生～古墳時代に属する資料が混入したも

-113-
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第94図 第26号住居跡出土遺物

第22表 第26号住居跡出土遺物観察表 (第94図 )

のと思われる。

遺物の時期は 1の須恵器杯は大振 りではある

が、底部無調整である点から本書Ⅸ期 (鳩山編年

IIBV期～Ⅵ期)頃 と考えておきたい。 8世紀中

頃から後半に位置付けられる。5の土師器甕もほ

ぼ同時期とみて違和感はない。

第27号住居跡 (第95図 )

第ν号住居跡はZL一

"グ
リッドに位置する。

住居跡東半は調査区外に延びている。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

3。72m、 短軸長2。

“

m、 深 さ0。∞～024mで ある。

主軸方位はN-3T― Wを指す。

砂質が強い土質のために、覆土と床面の区別が

難しく、結果的に掘り方まで掘削してしまった。

断面観察でも床面の起伏は顕著であった。第 1

6

。 6-1:1     2 cm
l==二:::=:i:==:ヒ |:::=::|:=:=:=11:1

o                10cm
L==========土

==========」
14

層下面が床面である。第2層は掘り方埋土である。

カマド、貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されな

かった。

出土遺物は、第 2層下面 (床面)付近に多 く、

一部は掘り方面 (第 3層)から検出された。土師

器杯・高台付杯と須恵器不・蓋・壺・甕等がある

(第96図 )。

1は北武蔵型暗文不であるが、内面器面が風化

しており、放射暗文はよく見えない。 2は南比企

産の須恵器蓋。 3は大型の無台不。底部回転ヘラ

ケズリ調整される。南比企産。 5は高台付杯で、

ロクロロが目立つ。一見湖西産に似るが胎土に自

色針状物質が含まれ、南比企産である。小片のた

め口径と傾きは不安定である。6は須恵器大甕頸

部片である。 2条 1単位の平行沈線区画後、繊細

ヽ圭イ
´じ_≠ゝ

|10)|＼
NIり/

痣欲y

７

′

′

／

フ _ ¬′｀
 ノ

いこヽ「

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

ガラス

不
　
杯
不
墟
甕
ガ玉ガ

(131)

Ю
　
％

鶴

17

"
172

12.6

Ｚ

　

　

帥
　
田

GHJ

EIJK
HIJ

ACEIKL
CEHIK

∞

　

∞

”

∞

Ю

一

好

　

通

通

通

通

由氏　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日

灰

灰
販
競
橙
横

引

支

　

　

、じ

南比企産 底部回転糸切り「サ」状の線刻 (ヘ ラ記号)

カマドNo.5

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヽ6

南比企産 底部ヘラ記号「一」 ヽ 1

入間の土か? 掘り方

武蔵型甕 カマドヽ 102

径1■)m 高さ05cm 孔径:02′～0。25cm :重 さ0。8g

53-2
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ml

銭塚遺跡

.C 
p.lo.

灰・焼土少量

炭化物・焼土微量 (掘 り方の土)砂少量

遺物 1層下半～ 2層上にまとまる

2m

兆
痣瞑
痣瞑
鍮魃

ヽ
ｍ

∂

S」 27

0

σ  68 8

′⌒、、

鳥暮桑幕|ゝ

第95図 第27号住居跡

Ｅ
８
．９

ｍ

⊂
一 ⊂

一
0 榛

2く,

土

土

色

色

２７
得
褐

Ｖ
／ Ｅ

８
．９
く

Ｅ
ｏ
い
。い
一
＜

｀`
テ=:=~====巨口 |■|・

・
口l口!で1″

3

. r,,.:Ffuri r:',.ri \;- .'..
２

“
′
」ｒ

ド明I

｀マ
:マ

。 6-1:3   5cm
L:=:::=:::=土

=::=:=:=」
1:3

でシャープな櫛描波状文 (12本組 ?)が、 2段施

支される。胎土は精選され、焼成堅級。湖西産と

思われる。遺物の時期は須恵器の様相から本書Ⅶ

期 (古)8世紀初頭頃と推定される。

第28号住居跡 (第

"図
)

第X号住居跡はZK-16017グ リッドに位置する。

第96図 第27号住居跡出土遺物

住居跡南西部のほぼ半分は調査区外に延びてい

る。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

2.45m、 短軸長1。43m、 深 さ0■3～ 0■6mで ある。

非常に小型の住居跡で主軸方位はN-116° 一E

を指す。
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出上位置 図版

器

器

器

器

器

器

師

恵

恵

恵

恵

恵

土

須

須

須

須

須

不

杯
蓋
不
壺
鮒
甕

高

１５
　
鬱

”
　
田
　
一

譴

Ｚ

∝

“

”

(10.0)

(103)

Ｉ

Ｋ

Ｌ

Ｉ

Ｋ

く

Ｃ

Ｊ

Ｋ

Ｈ

Ｊ

Ｉ

Ａ

Ｉ

Ｊ

Ｅ

Ｉ

％

“

”

５

１０

５

通

好

好

好

通

好

普

良

良

良

普

良

嚇
灰
励
灰
励
灰

緻精文

０

　

　

　

　

　

　

　

　

大

旧
　
　
　
　
　
　
　
測描

瞭
　
　
　
　
　
　
　
櫛

明
　
　
　
　
　
　
　
に

不
　
　
　
　
　
　
　
内

文
　
　
　
　
　
　
　
画

暗

　

　

り
　
　
　
　
区

射

　
　

ズ
　

　

定

線

放

　

　

ケ

る

安

沈

て

　

ラ

か

不

の

れ

　

へ

掛

径

位

荒

　

転

釉

口

単

面

　

　

回

然

　

　

一

器

　

面

白

む

条

全

く

含

２

７

不

，
１４

部

厚

針

‐―こ

６。

文

ヽ

底

　

白

部

ヽ

暗
　
　
　
　
か
　
　
頸

型

産

産

産

産

　

良

蔵

企

企

企

企

産

精

武

比

比

比

比

西

土

北

南

南

南

南

湖

胎

第23表 第27号住居跡出土遺物観察表 (第96図 )

床面は概ね平坦である。埋土は炭化物・焼土混

じりの暗褐色土をベースとしていたが、堆積環境

は不明確である。

カマドは北壁に設けられていた。燃焼部は壁を

切り込んで構築されていた。袖部は存在せず、壁

ラインが焚口に相当すると考えられる。煙道部は

燃焼部と段差なく連続し、緩傾斜で立ち上がる。

規模は全長1■5m、 幅0。%～ 045m、 深さ0■3mで

ある。

燃焼部底面はほぼ平坦で、床面に連続する。燃

焼部右側壁際とカマド前面から3か所、弱く被熱

した粘土塊が出土した。粘土塊は厚さ数cmで面取

りされ板状をなしていた。胎土には白色針状物質

が含まれているが、他の挟雑物は含まれていない。

カマド天丼部に使用されたものであろうか。カマ

ド方位はN-114° 一Eを指す。貯蔵穴、ビット、

壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少ない。須恵器不・椀・高台付不・

蓋がある (第98図 )。 102は須恵器不口縁部片。

3は無台椀か。底部回転糸切り後周辺部と体部下

端を回転ヘラケズリ調整する。5は椀蓋と思われ

る。時期は不明確である。遺物様相は8世紀後半

以降、9世紀中頃までであろう。超小型住居であ

ることや燃焼部が壁外に突出するカマ ド構造か

ら9世紀代に降る可能性が高いと思われる。

第2号住居跡 (第

"図
)

第
"号

住居跡はZH-17018グ リッドに位置する。

住居跡南側の半分以上は調査区外に延びている。

重複する第13017号住居跡に切られていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

4。82m、 短軸長lmm、 深 さ0■ 1～ 0.32mで ある。

主軸方位はN-93° ―Wを指す。

く
l

⊂ ⊂
′

調査区域外

焼土少量

炭化物少量 カマ ド天丼部

第97図 第28号住居跡

B′    ⊂1980m    ⊂

カマド

D1980m     D′

カマド

く
|

B

Ｄ
一

D

Ｂ
一

Ｅ
ｏ”

，

く

Ｂ‐９
一

颯颯靱颯明け颯明
土

土

土

色

色

色

―
褐

褐

褐

震
暗

暗

暗

炭化物少量

%皿魔真フ|●

錮多多笏錮%晰

・
量

物

多

土

化

土

落

炭

焼

崩

2m

)、
:』:=:L:::「 :=:当_`i口 |`|∫     

:ヽ======」 =塁塁塁曇目|「

4

ぶ漱亀お巧i41言言::き,
マ夢聟

10cm

第98図 第28号住居跡出土遺物
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

須

か

杯

杯
不
舗
鮒
蓋

無

高

別
　
“

　

一

(176)

％

別

“

Ю

２
・
７

帥
　
帥

■
　
　
　
Ｋ

罫

Ｋ

Ｊ

Ｋ

‐Ｊ

Ｉ

　

了Ｊ

Ｉ

　

Ｔ
Ｊ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｈ

Ｃ‐

　

　

　

Ｅ

　

　

　

Ｉ

１０

１５

％

１５

１０

通

通

通

通

通

普

普

普

普

普 橙

灰
灰
朧
灰

洵

万

　

　

，
〕

るえゝ見痕

リ

ズ

ズ
　
ケ

ケ
　
に

ラ

面

へ
　
離

転

剥

回

台

辺

高

周部

り

底

切

＋
　
玄
小

端

転

ド

ド

下

回

マ

マ

部

部

蓋

カ

カ

体

底

椀

産

産

産

産

産

企

企

企

企

企

比

比

比

比

比

南

南

南

南

南

第24表 第28号住居跡出土遺物観察表 (第98図 )

S」 13

――トー,とヽ一
P2

03

く
|

第99図 第29号住居跡

S Kl
10 暗褐色土  炭化物・焼土少量

11 灰暗褐色土 灰色砂質粘土少量 炭化物・焼土少量

ピット 1

12暗褐色土  炭化物多量

13灰暗褐色土 灰色粘土プロック多量 炭化物少量

14灰暗褐色土 褐色土プロック少量

ピット2
15暗褐色土  炭化物少量

16暗褐色土  炭化物少量 焼土少量

17暗褐色土

18褐色土

銭塚遺跡

BI ⊂1950m

カマド

炭化物少量

炭化物・焼土少量 3層 との境に炭化物薄

く挟まる

炭化物・焼土少量 4層 との境に炭化物挟まる

各層の下面が旧床面

炭化物・焼土少量  4層 との境に炭化物挟まる

灰色粘土プロック多量 焼土少量

焼土多量 天丼部崩落±  7層 との境に炭化物

挟む

焼土・炭化物少量 掘 り方と思われる

焼土僅かに散布

炭化物粒子含む

2m

⊂
一

Ｂ ‐９
一

,7_グ%蒻蝙
晰晰晰颯颯晰晰

0

1か

002

S」 29

BI

S J29
1 褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

カマ ド

5 褐色土

6 褐色土

7 褐色土

8 褐色土

9 褐色土

調
査
区
城
外

SJ1 7

Ｅ
ｏい。い
ｒ
く

床面は2枚検出された。最終床面は第 3層上面

で、薄い炭化物層が形成されていた。 1次床面は

第4層上面力淋目当し、やはり薄い炭化物層が認め

られた。埋土は炭化物粒子・焼土混じりの褐色土

を基調に構成されていた。

カマドは西壁に設けられていた。左袖部は調査

区外に延び、先端部もP2に壊されていた。規模

は全長1。52m、 深さ0“mである。右袖部は褐色

粘土で構築され、燃焼部は壁を切 り込んでいた。

煙道部との移行状態は不明確である。燃焼部中央

付近からは土製支脚が据えられた状態で検出さ

れた。カマド埋土は第6層が天丼部崩落土、第7

層上面に薄い炭化物層が認められ、火床面に相当

すると考えられる。第7層は掘り方に相当しよう。

支脚は第7層に僅かに基部が埋まった状態で出

土した。

ビットは2本検出された。Plは貼床が上面に

認められた。P2は住居よりも新しい所産である。

1号土墳 (SKl)は東壁近くに位置する。半分は

調査区外に延びているが、円形あるいは楕円形と

推定され、残存規模は長径70cm、 短径32cm、 深さ

19cmである。断面観察によれば、住居使用時に開
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第100図  第29号住居跡出土遺物

第25表 第29号住居跡出土遺物観察表 (第 100図 )

口していた可能性がある。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少ない。須恵器不と壺、土製支脚が

ある (第 100図 )。

lは須恵器壺。胴部平行叩き、内面無文当具。

末野産と思われる。 2は南比企産不。底部回転ヘ

ラケズリ調整される。 3は土製支脚基部を欠く。

側面は面取りされる。時期は不明確であるが、須

恵器不と重複関係から本書Ⅶ期新～Ⅷ期 (8世紀

前半～中頃)と考えておきたい。

第∞号住居跡 (第 101・ 102図 )

第30号住居跡はZK-20021グ リッドに位置する。

第2号住居跡、第14号溝跡、ZK-21グリッドピッ

ト5と 重複し、最終的に本住居跡が最も古いこと

が判明した。調査時には第14号溝跡との新旧関係

の把握が難しく、住居跡内から出土した遺物は本

住居跡出土遺物として取り上げたが、断面観察や

遺物の検討から大半が第14号溝跡に帰属する可能

性が高いと思われる。ここでは分離が難しいため、

ひとまず住居出土遺物として報告する。

平面形はほぼ方形で、長軸長5ym、 短軸長467

m、 深さ0。47mである。主軸方位はN-33° 一E

を指す。

床面は概ね平坦であるが、中央部は第14号溝跡

の底面とほぼ一致する。第 1層～第4層は住居の

上面を被覆しており、第14号溝跡の堆積土と考え

られる。

カマドは北東壁ほぼ中央に設けられていた。規

模は全長1“m、 袖の外幅 (推定)1“mである。

燃焼部は壁を切り込んで構築されていた。底面は

緩やかな傾斜で斜め上方に延び、煙道部に連続す

る。燃焼部幅は0調mである。燃焼部堆積層は焼

土を多量に含む褐色土で構成されていた。天丼部

崩落土と考えられる。第7層に炭化物粒子が多量

に含まれていたが、明確な灰層は認められなかっ

た。袖部は褐色粘土を用いて構築されていた。左

袖部は トレンチを設定したために明確に検出で

きなかった。

ビットは6本検出された。主柱穴はPl～P4と

考えられ、4本とも柱痕と思われる痕跡が残るが、

砂質の強い土質のためか、下層では掘り方との識

別が困難であった。柱間距離はPl― P2間は2■ m、

Pl― P3間 は198m、 P2-P4間 は234m、 P3-P4間

は2■Omである。深さはいずれも50cmを超え十分

な深度がある。P5は貯蔵穴となるか確定はでき

なかった。楕円形で長径0.67m、 短径0.51m、 床

隋

3-1:3

3

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

品

恵

恵

製

須

須

土

壺
不
捌

(120) 鬱
　
１４ ％

　
一

Ｉ
　
Ｊ

Ｋ

Ｈ
　
Ｉ

Ｉ

Ｅ
　
Ｅ

Ａ

る
　
１０

”

通

通

良

並
日
　
並
日
　
ズ↑

灰

灰

橙 欠端下脚支の実中

間

“
」
諺

「
　ヽ
日璽

ツ

重

１ゝ

ヶ

　

．
ｋ

ラ

　

ｍ

へ

∝

り

転、
Ｂ

取

回

晰

面

３

部

謝

面

ヽ

底

壻

側

か

産

■

坦

産

企

１４

平

野

比

さ

面

末

南

長

上

53-5
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D′D

P2

S」 30

E

E′
ヽ
Ｌ

P4

◎P6

くヽ

銭塚遺跡

焼土少量

焼土少量

焼土少量

焼土少量

焼土多量 カマド天丼部崩落土

炭化物主体

炭化物を含む

炭化物(5～ 8皿)多量

黄灰色粘土プロック(2～ 3血)少量

黄灰色粘土プロック(2～ 3m)を
全体に含む (柱痕)

粘土と炭化物(lcm)を 多量

褐色土と黄灰色土の混じる層

(掘り方)地山との識別困難

炭化物(5～8m)少量

黄灰色粘土プロック(5～ 8皿)多量

炭化物(5～ 8皿)少量

2m

B

B1980m

⊂1980m

.E rs.:om

SD14

SD14

SJ24

.D te.rom

B

BI

ヽ
Ｌ

Ｅ
３

．９

Ｌ

Ｅ
ｏ∞び
一
く

S J30
1 褐色土

2 褐色土

3 褐色土

4 褐色土

5 褐色土

カマド

6 褐色土

7 褐色土

8 褐色土

ビット1～ 5

9 黄灰色土

10 褐灰色土

11 褐色土

11'褐色土

12 黄褐色土

13 褐色土

14 褐色土

物

物

物

物

炭

炭

炭

炭

炭化物多量

Ｄ
一

⊂
一 Pl

カマド

Ｅ
一

0

面からの深さ0.37mで ある。壁溝は検出されな

かった。

遺物は、住居跡南西側にまとまっている。主と

して第 102層対応層から多量に出土した。第 1

～4層が第14号溝跡堆積層と考えられることから、

遺物の大半は本住居跡に伴わないと推定される。

第101図  第30号住居跡 (1)

遺物は土師器不・皿・甕 0壺、須恵器杯・蓋・甕・

長頸瓶等がある (第 103～106図 )。

第103図 1～ 19は (続)比企型杯である。基本

的に内面と口縁部外面に赤彩が施されるが、外面

の赤彩がないもの (6017)や、赤彩が不明確な

ものがある (14019)。 また、自色針状物質が明
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第105図 第30号住居跡出土遺物 (3)

確に含まれるものと確認できないものがある。15  屈する丸底形態である。器は有段口縁不。北武蔵

はロクロナデ風の調整が施されるが、12・

"は
底   の製品と考えられる。

部に木葉痕かと思われる圧痕が観察された。底部   2～
"は

北武蔵型暗文杯、340"は北武蔵型暗

木葉痕は比企型不の伝統的な製作手法である。    文皿。内面に放射暗文が施文される。35は風化し

2102は北武蔵型杯である。口唇部力Ⅵ さヽく内   ており暗文不明瞭。%は北武蔵型皿である。

―――、_4

57
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第26表 第30号住居跡出土遺物観察表 (第 103～ 106図 )

図版色調 備考  出土位置種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成番号

53-6

53-7

53-8

54-1

54-2

54-3

54-4

54-6

M-7

[シ[-5

55-1

〔X,-2

55-3

55-4

[も -5

54-8

M一

(続)比企型杯 内面十日縁外面赤彩 白針なし 上層NQ“

(続)比企型杯 白針なし 内面十日縁外面赤彩 上層

(続)比企型不 白針なし 内面十日縁外面赤彩 上層

(続)比企型杯 模倣不B 白針入る 内面+口縁外面赤彩

(続)比企型不 白針なし 内面十日縁外面赤彩

(続)比企型杯 内面赤彩外面無彩か

(続)比企型杯 模倣不A 白針入る 内面十日縁外面赤彩

上層No“

(続)比企型不 内面+口縁外面赤彩 白針なし

(続)比企型不 白針なし 内面+口縁外面赤彩

(続)比企型杯 内面+口縁外面赤彩 白針入る 上層No49

(続)比企型不 内面+口縁外面赤彩 白針あり 上層No.76

(続)比企型不か 二次被熱を受け器壁もろい 赤彩不明確

木葉痕か 上層No 8

(続)比企型杯 模倣不A 赤彩 底部黒斑 上層ヽ4

(続)比企型杯 白針あり 赤彩不明確

(続)比企型不 回転台使用か ロクロナデ風 赤彩

(続)比企型不 内面+口縁外面赤彩

(続)比企型杯 内面赤彩外面無彩か

(続)比企型杯 内面+口縁外面赤彩 白針あり 上層No.45

ZK―a)021G

(続)比企型不 内面赤彩 外面赤彩不明確 上層ヽ19

(続)比企型か 内外面煤付着 赤彩不明 上層ヽ9

北武蔵型杯 風化により調整不明瞭 下層

北武蔵型不 上層Nd“

有段口縁不 北武蔵から搬入品 無彩 下層 P-5

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文磨滅により不鮮明 上層No.79・

91～%0"
北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 上層No95 P-5

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 上層No103

内面放射暗文不鮮明 下層ヽ8

内面放射暗文やや不鮮明 上層

内面放射暗文

内面放射暗文風化で不明瞭 上層No14 0 70

10501"

北武蔵型暗文不 (皿)内面放射暗文 上層No82

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文磨滅によりやや不鮮明 器壁

厚い 上層

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 外面ケズリ 内面 :橙色

上層No.96

北武蔵型暗文皿 内面放射暗文 上層No.45

北武蔵型暗文杯 (皿)と 思われるが内面風化のため暗文不明

外面黒斑 上層ヽ115

北武蔵型不 (皿)器面風化 上層ヽ110"

末野産 つまみ欠失 天丼部回転ヘラケズリ 上層No震 |

南比企産 短頸壺蓋か 天丼部回転ヘラケズリ 上層

壺蓋

体部下端回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)高台剥

杯G 底部手持ちヘラケズリ 上層No.“

末野産 杯G 底部回転ヘラケズリ 上層ヽ16

末野産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

湖西産 胎土緻密 湖西分類「碗」 口縁部の突出なし 上層

杯H身 湖西産 受部径lo晟m 上層ヽ 3
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37～39は須恵器蓋である。37は須恵器杯G蓋と

思われる。末野産。器・39は南比企産の壺蓋か。

“

は高台付不。高台部は剥落している。湖西産の

可能性がある。41～襲は不G身である。41は南比

0                10cm
L==========土

==========」
1:4

第106図  第30号住居跡出土遺物 (4)

企産で、底部手持ちヘラケズリ調整される。42・

侶は末野産。底部は回転ヘラケズリ調整。44は湖

西産と思われる。湖西分類「碗」に相当するタイ

プであろうか。6は湖西産の杯H身である。口縁

2 cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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灰
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橙

橙

橙
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橙

橙

橙

橙

明赤褐

にぶい褐

橙

灰

灰

オリープ黒

東海産 猿投産か? 黒色粒子吹き出しあり 胎土精選 上

層

末野産か 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)上層Nθ・7

南比企産 肩部沈線区画内を櫛描列点文 m5～ 7 上層

外面風化 胴部タテケズリ後ナデか 絹雲母片岩?多量 角

閃石不明瞭 上層No15

胴部タテケズリ 上層NdZ

緑泥片岩入る 器壁厚い 混入? 槻川流域の土か 上層恥

44

胴部弱いタテケズリ 上層N「5

緑泥片岩と白色針状物質入る カマド下層m2
北武蔵の土 N89047 上層

比企産 外面+口縁内面赤彩 白針入る 上層恥%
比企産 外面+口縁内面赤彩 上層N87

雲母状粒子入り角閃石目立たない 接合しない胴部片あり

上層N“1・

“上層No45

外面二次被熱 カマド下層ヽ 1

北武蔵の土 二次被熱 内底面剥離 下層ヽ 3

二次被熱 緑泥片岩入る 上層

入間の土か? 上層

南比企産 大甕胴部 上層No.13014

末野産か 白針なし 頸部片 沈線+櫛描波状文4段 上層

No10

径0■m 高さ0。あcm 孔径∝駐m 重さ0.6g石材滑石と思わ

れる

"-60755-8

“

十-1

56-2

56-3

-125-



部が受部と同高になり、杯Hの変遷の中でも最新

の様相である。46は須恵器鉄鉢形か。器種は不明

確である。胎土は級密で猿投産の可能性がある。

47は須恵器盤で末野産と思われる。48は南比企産

の須恵器長頸瓶である。口唇部を僅かに欠く。肩

部の平行沈線区画の中に櫛描列点文を2段施文

する。

4～53061は土師器甕、M～田・62は土師器壺、

"0∞
は土師器台付甕である。4051は胎土に緑

泥片岩と思しき鉱物が含まれる例があり、槻川流

域で生産された可能性がある。

630“は須恵器大甕。

“

は丸玉。表面は黒味を

帯びており、石材鑑定の結果、滑石であることが

判明した。

土器様相としては、湖西産の杯Hと不Gが共存、

南比企産と末野産杯Gが伴出、南比企山下 6号窯

段階の大型不が組成に含まれないことなどから

本書Ⅵ期 (7世紀後半代)の土器様相とみてよい。

住居跡の時期はそれ以前となるが、特に古い土器

は認められないことから、7世紀後半からさほど

遡らないかもしれない。

第31号住居跡 (第 107図 )

第31号住居跡はZK―
"グ

リッドに位置する。

住居跡北側は調査区外に延びている。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

2.71m、 短軸長1。97m、 深さ0■4mである。主軸方

位はN-11° ―Eを指す。

床面は平坦で貼床されていた。確認面がほぼ床

面に達していた。ビットは1本検出された。掘立

柱建物跡掘り方に思えたが、対応する柱穴が発見

できなかった。住居跡掘り方を切っており、住居

跡より新しい時期の所産である。不整方形で、1■2

×0。%m、 深さQttmで ある。第 4・ 5層 は柱痕

の可能性がある。カマド、貯蔵穴、壁溝等の施設

は検出されなかった。

出土遺物は少ない。土師器不と須恵器蓋・甕が

ある (第 1∝図)。 1は土師器北武蔵型暗文杯であ

る。推定口径162cm。 残存高3&m。 胎土に角閃石

赤色粒子・白色粒子・黒色粒子含む。焼成は普通、

橙色。 5%残。内面に放射暗文が施されている。

2は須恵器蓋である。推定回径16乱 m、 残存高12m。

白色粒子 0白色針状物質・黒色粒子含む。焼成は

普通で、灰色。 5%残。南比企産の無かえり蓋。

薄手で軽量感がある。 3は須恵器甕底部片。推定

底径13■ m、 残存高3■m。 胎土に石英・白色針状

物質含む。焼成は普通で、灰色。70%残。取り上

げヽ o。 1。 南比企産で、底部中心部がやや上げ底を

呈する。

102は小片で時期限定が難しい。 3の甕も時

期限定が難しい。広く8～ 9世紀代という時間幅

S J31
1 耕作土

2 暗褐色土 炭化物小粒子やや多量 焼土粒子少量

土器含む

3 暗褐色土 明褐色土プロック多量 炭化物小粒子少量

(掘 り方)

炭化物小粒子やや多量 焼土小粒子少量

鉄分粒子少量

炭化物小粒子・焼土小粒子・明褐色土

プロック少量

2m

く !

B′   ⊂1970m

第107図  第31号住居跡

くヽ

燒
翅
爬

痣

Ｃ
一

＝

」

ヽ

キ

、

S」 31

土

土

土

色

色

色

１
褐

褐

褐

卜

暗

灰

暗

ピ

４

５

６

⊂
一

ZK20

２〇

一

Ｂ

一

く|

-126-

⊂
′



で捉えておく以外にない。

0

B

,41

20

97

.B ts.som

第108図  第31号住居跡出土遺物
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銭塚遺跡

第32号住居跡 (第 109図 )

第32号住居跡はZI-14グ リッドに位置する。重

複する第 7・ 11041号住居跡に切られていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

3.田m、 短軸長3。40m、 深さ0。8mである。主軸方

位はN-1『 一Eを指す。

床面は平坦である。貼床され、部分的に薄い炭

化物層が形成されていた。埋土は炭化物粒子・焼

土粒子混じりの暗褐色土をベースとしていた。

カマドは北壁に設けられていた。燃焼部は壁を

約30cm切 り込んで構築されていた。煙道部は燃焼

部とは明確な段差を持って斜め上方に立ち上が

る。全長1.“m、 袖部外幅1.34m、 煙道の幅026m。

燃焼部は幅0。∞mで内壁上部は赤褐色に被熱して

いた。底面は黒色の灰層が薄く堆積していた。燃

焼部奥壁寄りの位置から、土師器甕胴部下半から

底部にかけての破片が倒立して据えられた状態

.fu*,"n ,<i'' ⊂
′

J32
暗褐色土 炭化物小粒子・焼土粒子少量

暗褐色± 1層より明るい

炭化物小粒子・焼土粒子少量

黒色土  焼土小プロック少量

暗褐色土 炭化物小粒子・焼土粒子少量

褐色土  焼土・褐色土プロック少量

側壁・ 天丼部崩落土

暗褐色土 焼土小プロックやや多量

炭化物粒子 0焼土中プロック

少量 天丼部崩落土

7 暗褐色土 焼土小粒子少量 天丼部

崩落土

8 黒色土  灰層 焼土粒子少量
9 褐色土  貼床
10明褐色土 粘質土 焼土粒子・炭化物

粒子混じる

3

3
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第110図  第32号住居跡出土遺物

で出土した。支脚に転用されたものと考えられる。   遺物は、住居跡のほぼ中央付近の床面から浮い

第 5～ 8層が天丼部崩落土である。焼土ブロック   た状態で出土したものが多い。おそらく住居廃絶

の混入が目立った。袖部は焼土・炭化物粒子混じ   後、一定程度堆積が進んだ状態で、投棄された土

りの明褐色土で構築されていた。          器群と思われる。土師器不 0皿 0甕、須恵器杯・蓋。

貯蔵穴、柱穴、壁溝等は検出されなかった。    甕と鉄器、土錘がある (第 110図 )。

/
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

４

５

６

７
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Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

　

”

２１

２

２３

２

万

％

ν
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器

器

器

器

器

器

品

品

品

恵

恵

恵

恵

恵

師

製

製

製

須
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須

須
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土

鉄
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器

器

器
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第27表 第32号住居跡出土遺物観察表 (第 110図 )

第110図 1～ 305は丸底形態の北武蔵型不。

3は片岩と白色針状物質が入る。藤岡地域で生産

されたものか。4は模倣杯か。 6～ 8は丸底形態

の北武蔵型暗文不で、内面に放射暗文が施される。

8は大振りで、外面ケズリの後部分的にヘラミガ

キされていた。 9は (続)比企型の皿 (杯 )。 赤

彩と口唇部内面沈線が特徴的である。10～15は北

武蔵型皿である。10は 3と 同様、白色針状物質が

確認できる。16は器形がよくわからない。ケズリ

後、ヘラミガキカ功日わる。

17～19は環状つまみの須恵器蓋。南比企産であ

る。17は天丼部粘土が付着したまま焼成している。

Ю・21は末野産の蓋。内面にかえりが付 く。2は

須恵器不で、重複住居に帰属するものか。混入資

料と考えられる。器は鉢 ?器種と産地不明。

銭塚遺跡

XOンは鉄製品。んは断面長方形の角柱状製品

残欠。ンは火打金である。長さ4.7cm。 「山」形を

なし、中央の突起に穿孔。孔径 2皿。重量67g。

須恵器蓋とセットとなる不が組成から欠落するが、

大型不が存在する筈である。北武蔵型皿が多出す

る点も特徴である。ttGがなく、(続)比企型不

が非常に少ない等から、山下 6号窯から班31期

の土器様相、本書Ⅶ期 (古)に位置付けられる。

第33号住居跡 (第 111図 )

第33号住居跡はZH OZI-15グ リッドに位置する。

住居跡北西部は調査区外に延びている。第 9・ 8

号住居跡と重複していた。非常に判別の困難な土

質で、新旧関係やプラン確認に手間取った。 トレ

ンチや断面観察により、第43号住居跡を切り、第

9号住居跡に上部を削平されていることが判明
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33
表土耕作土

暗褐色土  炭化物粒子・焼土粒子少量 遺物包含層

暗褐色土  炭化物粒子多量 焼土粒子少量 埋め戻 し土

褐色土   炭化物粒子多量 焼土粒子少量 埋め戻 し土

暗褐色土  炭化物粒子・焼土粒子少量

暗褐色土  褐色土プロック 0炭化物粒子・焼土粒子少量

暗褐色土  褐色土プロック多量 炭化物少量 埋め戻 し土

暗褐色土  褐色土プロック多量 埋め戻 し

9 暗褐色土 炭化物粒子・焼土粒子少量 遺物包含層

2層より明るい
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10褐色土

11 淡褐色土

12淡褐色土

S J43
13褐色土

14褐色土

炭化物粒子・焼土粒子少量

炭化物粒子多量 焼土プロック少量

灰白色粘土プロック・炭化物粒子少量

黄褐色土粒子・炭化物粒子多量 層下面に

黄褐色土粒子縞状に堆積

焼土・炭化物やや多量 若干砂質土

Ｄ
一

0                 2m
L========量 =======」 1:∞

したが、主軸が近似すること、遺物の時期幅は少

ないことなどから、第43号→第33号→第 9号住居

第111図  第33043号住居跡

跡の順に連続的に建て替えられたと想定するの

が妥当かもしれない。
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銭塚遺跡
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第113図  第33・ 43号住居跡出土遺物
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1賦鰊響

平面形は横長の長方形と考えられる。残存規模

は長軸長5』 m、 短軸長427m、 深さ0。43mである。

主軸方位はN-27° ―Eを指す。

床面は概ね平坦であるが、砂質が強いためか、

硬く踏み固められた床面は検出されなかった。

カマド、貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されな

かった。

遺物は、住居跡全体に散在する。覆土からも出

土するが、多くは床面付近の高さから出土した。

また、第4号住居跡は本住居の下部に一部重なる

ため、明確に分離できない遺物がある (第1120

113図 )。

第112図 は第33号住居跡から出土した遺物であ

る。 1～ 6は北武蔵型不である。 1は丸椀形態、

他は扁平な丸底タイプである。 7・ 8は北武蔵型

暗文不。内面に放射暗文が施文される。 9010は

__二 ―ゝ
=「

｀ こ二
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１
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１３

１４

１５

１６

１７
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１９
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２１

　

２２

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

鉄製品

不

不

杯

不

杯

皿

杯

杯

杯

杯

皿

皿

皿

皿

不

不

高杯

[=1

甕

甕

甕

鉄鏃

(1∞ )

(126)

(128)

116

(138)

(142)

(1曇 )

(128)

117

(16.8)

(160)

(160)

(1部)

(15.0)

(10。6)

(224)

3.5

Ю

y

37

39

器

2.7

∞

31

43

35

28

昴

34

35

Б9

%

(∞ )

(5.0)

CK

CIK

ACI

CEI

CHI

ACGH

CEHI

ACEHI

AHI
EGHIJ

ACEHI
ACHI
CEHI
ACEI

JK
IJK

AEGHJ
EHIJK
DEIK

E

EI

“

"
75

1(X)

あ

“10

破片

10

%

25

加

"
10

10

15

%
15

破片

破片

破片

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

良好

良好

普通

普通

普通

普通

普通

橙

橙

橙

橙

橙

赤褐

にぶい橙

橙

橙

橙

橙

橙

灰白

灰

橙

にぶい橙

灰

灰

灰

北武蔵型不 外面黒斑 ヽ7               1
北武蔵型不 ヽ16

北武蔵型不 底部黒斑 ヽ10

北武蔵型不 内面「#」状の線刻あり ヽ 2

北武蔵型杯 ヽ12

北武蔵型不 (皿)ヽ1l SJ―

"・

侶

北武蔵型暗文不 内面放射暗文

北武蔵型暗文不 内面放射暗文

(続)比企型不 内面+口縁外面赤彩

(続)比企型不 不明瞭だが内面十日縁外面赤彩と思われる

底部外面木葉痕・黒斑あり

北武蔵型不 (皿)ヽ 3

北武蔵型不 (皿)ヽ 4・ 15

北武蔵型不 (皿)ヽ 3

北武蔵型不 (皿)ヽ 5

南比企産 底部回転ヘラケズリ ヽ6

南比企産 底部調整不明瞭

ミニチュアか? 器種不明確 ヽ13

在地産 白針多い 無彩 m17

南比企産 櫛描波状文鮮交十沈線区画

南比企産か 外面平行叩き 内面無文当て具

丸底甕底部片 南比企産? 外面平行叩き 内面同心円文当

て具 ヽ 1

長頸 (長三角形)鏃 平造り? 長さ71cm 幅最大0。先m 厚

さ最大0晟m 鏃身長2■m 鏃幅最大2■m m15

57-6

57-7

ワー8・ 9

58-1

田十-3

第28表 第33号住居跡出土遺物観察表 (第 112図 )

第29表 第33・ 43号住居跡出土遺物観察表 (第 113図 )

(続)比企型杯である。内面と口縁部外面赤彩。

10は底部外面中心部付近に木葉痕を僅かに残し、

伝統的な比企型杯の製作手法を継承している。11

銭塚遺跡

～14は北武蔵型皿である。15は南比企産の不。大

きさはやや不安定であるが、1■m前後にはなると

推定される。口唇部に沈線が 2条巡る。底部は回

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

　

ｎ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

”

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

鉄製品

杯

不

不

不

杯

杯

不

皿

鉢か

甕

甕

甕

[=二

蓋

蓋

杯

杯

高台付不

霊 ]

板状品

(1“ )

(12.0)

(116)

122

(120)

(127)

(12.7)

(154)

(173)

24.0

(".0)

(2.0)

("。4)

(16.0)

(136)

(161)

33

30

2.6

昴

%

M

32

3.7

舶

38。1

η

123

115

12

1.1

y

32

2.1

18

(電)

(88)

螂

AEHI

HIJ

CHI

ACHI

EHI

CHI

ACEHIJ

ACEHI

CEI
ABCEHI

GHI
CHI

ACEHIJL

EIJKL
IJK
EIJL
EIJ
IK

EGHIK

10

"
10

"
∞

15

10

"

"75

10

"

"
∞

10

15

10

万

Ю

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

良好

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

橙

橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙

橙

にぶい橙

にぶい橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙

灰白

灰

灰

灰

灰

橙

(続)比企型杯 内面+口縁外面赤彩

(続)比企型杯 内面十日縁外面赤彩

北武蔵型暗文不

北武蔵型不

北武蔵の土と思われる 無黒斑土器か 角閃石高温で消滅か

北武蔵型不

在地産 白針含む 無彩

北武蔵型不 (皿)高温焼成により角閃石消失か

北武蔵型

外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 底部木葉痕 緑泥片岩?入

る

北武蔵の土 ?

武蔵型甕

在地産壺 白針含む 無彩

南比企産 環状つまみ (径5■m)

南比企産

南比企産 体部下端に強い稜有り 内面降灰

南比企産 底部回転ヘラケズリ

産地不明 (在地系)底部突出 回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ 内面ナデ 底部木葉痕

長さ4.■m 幅2■m 厚さ02m

〔B-4

田十-2

58-5
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転ヘラケズリ調整。16は不Gか。底部を欠く。南

比企産である。22は長三角形鏃と思われる。

第113図 は第33043号住居跡から出土し、帰属

を明らかにできない遺物である。基本的な組成は

第
"号

住居跡と同じである。 1・ 2は (続)比企

型杯である。 3は北武蔵型暗文不、4～ 6は北武

蔵型杯である。 7は白色針状物質が含まれ、比企

型の胎土に近い。無彩である。809は北武蔵型

皿か。10は鬼高系の長胴甕である。器壁は厚い。

緑泥片岩を含む胎土で、白色針状物質は入らない。

槻川流域の土であろうか。12は武蔵型甕である。

胴部器壁は薄く削り込まれる。14015は南比企産

の須恵器蓋。16・ 17は南比企産の須恵器不。16は

強く腰が張る。18は高台付不。高台は底部外縁に

付 く。底部は突出気味となろうか。在地系と思わ

れるが、自色針状物質は確認できない。

遺物の時期は大型の須恵器不類が多出せずに、

小型の杯Gと 杯Aを含むこと、鬼高系の甕を残す

ことなどから重複する第 9号住居跡よりも古い

様相が認められる。本書Ⅵ期～Ⅶ期 (古 )、 7世

紀末～ 8世紀初頭頃に位置付けられよう。

第鉾号住居跡 (欠番)

第35号住居跡 (第 114図 )

第%号住居跡はZK-21022グ リッドに位置する。

住居跡南側は調査区外に延びている。第Ю 。210

%・ 48号住居跡、第 4号掘立柱建物跡、ZK-21

グリッドP4等多数の遺構 と重複しており、遺存

状態はあまり良くない。第Ю 021026号住居跡、

第4号掘立柱建物跡、ZK-21グリッドP4に切られ、

第48号住居跡を切っていた。

平面形は歪んだ方形と考えられ、残存規模は長

軸長5。75m、 短軸長543m、 深さ0■2～0■8mである。

主軸方位はN-4T一 Wを指す。

床面は概ね平坦である。カマドは北西壁に設け

られていた。燃焼部は壁を切 り込んで構築され、

全長1.“ m、袖部外幅1“mである。燃焼部幅は0.65

m、 側壁は弱く被熱していた。煙道部は遺存しな

い。袖部は明褐色土で構築され、焼土を含んでい

た。

貯蔵穴、柱穴、壁溝等の付属施設は検出されな

かった。ZK-21グ リッドP4は確認段階で検出さ

れており、遺構に伴うものではない。

遺物は、カマドに向かって住居跡右側に集中し

て出土した。出土位置は床面から覆土にかけて満

遍なく分布していた。

土師器不と甕・壺・甑がある (第 115図 )。 1～

5は (続)比企型杯である。口唇部内面に沈線、

内面と口縁部外面に赤彩が施される。5は赤彩の

有無が不明瞭であるが、形態や胎土から比企型と

考えてよい。底部外面中心部付近に木葉痕と思わ

れる痕跡がある。607は比企型の壺である。赤

彩痕跡が確認できる。 8は甑で、礫を多 く含む。

内面ナデの後、縦方向のヘラミガキ調整。 9は壺

で、6と 同一個体の可能性がある。

遺物の時期は丸椀タイプの続比企型不が含ま

れること (102)、 須恵器不類が出土していな

いこと等から本書Ⅵ期、7世紀末葉を中心とした

時期と推定しておきたい。

第36号住居跡 (第 116図 )

第36号住居跡はZM-15・ 16グ リッドに位置する。

住居跡東隅は撹乱を受けている。第40号住居跡、

第
"号

土墳、第5号掘立柱建物跡と重複していた。

新旧関係は第

“

号住居跡よりも新しく、第29号土

墳、第 5号掘立柱建物跡よりも古いことが判明し

た。

平面形は横長の台形で、残存規模は長軸長413

m、 短軸長3』 m、 深さ0■Omで ある。主軸方位

はN-8° ―Wを指す。

床面は概ね平坦で、カマド前面からビット周辺

にかけての床面は硬化していた。

カマドは北壁に設けられ、燃焼部は壁を切り込

んで構築されていた。規模は全長0慇 m、 袖部外

幅0。93mである。煙道部は削平され遺存していな

かった。燃焼部底面は皿状に浅く窪み、両袖部に
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第114図  第35号住居跡

銭塚遺跡

3

.B te.ao. B′

.⊆■)70m   カマド
C′

炭化物・焼土少量  2層より

明るい

炭化物 焼土少量

焼土多量 (天丼部崩落土)

褐色土  焼土少量 掘り方

明褐色土 焼土粒子含む
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第30表 第35号住居跡出土遺物観察表 (第 115図 )

は底部を欠いた土師器甕が逆位に据えられてい

た。袖の芯材として使用されたと考えられる。ま

た、焚田部付近からは土師器甕 3個体がソケット

状に連結した状態で出土した。カマド焚口天丼部

の架構材として使用されたと考えられる。第3層

が天丼部崩落土、第4層が灰層で厚く堆積してい

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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土
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た。袖部は褐色土で構築されていた (第 5層 )。

ピットは 1本検出されたが、直接遺構に伴うも

のではない。

壁溝は深さ10cmほ どで、カマド部分以外を全周

すると推定される。貯蔵穴は検出されなかった。

遺物は、カマドとその周辺から出土した。土師

器不・甕 0台付甕、須恵器杯、鉄製品、石製品が

ある (第 117図 )。

1は北武蔵型杯である。やや扁平化した丸底形

態で、日縁部は内湾気味に立ち上がる。 2は北武

蔵型暗文杯。内面に放射暗文が施文される。 3は

須恵器不 G。 小片のため口径は不安定である。底

部回転ヘラケズリ調整。南比企産である。405
は土師器台付甕で、同一個体かもしれない。 6～

8は土師器長甕で、焚き口天丼部の架構材として

使用された。カマドに向かって左から7・ 608
の順にソケット状に挿し込まれていた。608は

第115図  第35号住居跡出土遺物

片岩が多量に含まれていた。 9はカマド左袖、10

はカマド右袖出±。9は武蔵型甕のプロトタイプ、

北武蔵の土である。10は片岩が多量に含まれ、60

8と ともに槻川流域の土で製作された可能性が

ある。11は角閃石安山岩製の磨石か。12は鉄製の

折頭釘。断面は方形である。

遺物の時期は鬼高系の長甕が主体となり、不G

を含むこと等から、本書Ⅵ期、 7世紀後半～末葉

頃と推定される。

第37号住居跡 (第 118図 )

第37号住居跡はZM-16グ リッドに位置する。

住居跡南東部のほぼ半分は調査区外に延びてい

る。また、住居跡中央付近は攪乱を受け遺存状態

は悪い。第

“

号住居跡、ZM-16グ リッドP60P7

と重複し、第4号住居跡を切 り、ZM-16グ リッ

ドのビット2本に切られていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

-136-
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銭塚遺跡

炭化物・焼土少量 (覆土 )

褐色土粒子を含む 床面は褐色粘土

質の土で砂を少量含む

焼土多量 カマ ド天丼部崩落土

炭化物主体の灰層 (厚い)

炭化物多量 焼土少量

褐色土プロック主体 しまりあり

炭化物・焼土少量  7層 よりやや

暗い

炭化物・焼土・褐色土プロック少量
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第116図  第36号住居跡・カマ ド

第31表 第36号住居跡出土遺物観察表 (第 117図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

不

杯

不

小型甕

台付甕

甕

甕

甕

甕

(110)

132

(1飩 )

14。4

224

223

216

214

33

37

3.7

155

87

312

34.6

340

273

%

η

55

CEFIK

CEFHIK

IJ

ADHI

ABDEL

ABDGHIL

CEGHI

ABCEHIK

ACDGIK

40

∞

5

“

“∞

95

“∞

普通

不良

良好

不良

普通

普通

普通

普通

普通

橙

明赤褐

灰

灰黄褐

明赤褐

橙

にぶい橙

橙

にぶい黄橙

北武蔵型杯 風化 ヽ 3

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 中心部摩耗 m2
南比企産 不G 口径不安定 内面沈線 底部回転ヘラケズリ

台付甕か 外面二次被熱 調整不明瞭 ヽ4

片岩多 外面二次被熱 ヽ 1

片岩多量 底部木葉痕 カマドヽ 2

赤粒多量 外面黒斑 カマドm102
雲母 (片岩)多 カマドm203 カマド右袖

武蔵型甕 カマドヽ 4

58-8

59-1

59-2

59-4

59-5

59-3

(X)-1
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番号 種別 器証重 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

石製品

鉄製品

甕

磨石か ?

釘

23.5 182 ABDHIKL 鉤 普通 にぶい橙 絹雲母片岩または緑泥片岩多 ケズリ弱くヘラナデ風 カマ

ドNQ 5

長さ4&m 幅4。lcm 厚さ3■cm 重量鉤。9g 角閃石安山岩製

長さ6■m 最大幅1&m 最大厚0晨m

∞ -2

(X)-4

(X)-3

S」40

銭塚遺跡

3.∞m、 短軸長1。67m、 深さ013mである。主軸方

位はN一
"°

一Eを指す。

床面は緩やかな起伏がある。

カマド、貯蔵穴、柱、壁溝等の付属施設は検出

されなかった。

出土遺物は検出されなかつた。時期は第4号住

居跡との関係から8世紀初頭以降という限定し

かできない。

第田号住居跡 (第 119図 )

第器号住居跡はZJ・ ZK-2グリッドに位置する。

堆積土の変化が少ないうえに遺構の重複が激し

く、確認は困難を極めた。住居跡北隅は谷状地形

で削平されていた。重複する第19022号住居跡、

第 4号掘立柱建物跡に切 られ、第48号住居跡を

切っていた。

平面形は縦長の長方形と考えられ、残存規模は

<|く
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第118図  第37号住居跡
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第120図  第38号住居跡出土遺物

第32表 第38号住居跡出土遺物観察表 (第 120図 )

10

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

１３

１４

１５

１６

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

師

師

土

土

土

土

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

土

土

不

民

か

杯

不

杯

皿

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

不

静

顕

硼

鉢

甕

Ю

∞

１
・
６

％

３
・
７

％

Ю

譴

％

(14.5)

贈
　
卯

昴
鶴
Ю
術
２。‐
％
２１
”
り
Ю
‐４
舶
Ｗ
３２
Ｖ
∞

・　
鋤

∞
　
・　
②
　
・

Ｏ

Ｃ
　
　
∈

Ｉ
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‐ Ｊ Ｋ

Ｈ ‐ Ｋ

‐‐ Ｋ

‐ Ｋ

劇

Ｈ ‐ Ｋ

Ⅲ

反

Ｃ

Ｃ

一

Ｉ

Ｉ

Ｉ

　

針

Ｅ

Ｅ

Ｉ

　

Ｉ

Ｃ

Ａ Ｃ

％

Ю

ｌ５

％

５

Ю

あ

１０

１５

加

わ

”

∞

∞

”

１５

好

好

通

通

通

通

通

好

通

通

通

通

好

通

通

好

良

良

普

普

普

普

普

良

普

普

普

普

良

普

普

良

嚇

橙

橙

橙

灰

灰

灰

励

励

灰

灰

励

灰

灰

紹

橙

Ｍ
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

３
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北

北
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長軸長4。87m、 短軸長4.∞ m、 深さ0。05～0■2mで

ある。主軸方位はN― ■
°―Wを指す。

床面は平坦で、住居跡東側の床面に薄い炭化物

層が検出された。カマド、貯蔵穴、壁溝等は検出

されず、積極的に住居跡とする根拠に乏しいこと

は否めない。北西壁に掛かってピットが 1基検出

されたが、遺構に伴うものではない。

遺物は、住居跡東隅付近からまとまって出土し

た。土師器不 。皿・鉢・甕、須恵器不・高台付不・

蓋 0長頸瓶がある (第1"図 )。

102は土師器北武蔵型暗文不。内面に放射暗

文が施される。遺存度は高い。 3は弱い丸底形態

の北武蔵型杯。 4は北武蔵型皿である。

5は末野産のかえり蓋。中・小型の杯Aと セッ

トとなろうか。609010は南比企産の蓋。 6は

南比企産の須恵器かえり蓋である。かえりは日縁

部を強く摘むことにより、つくり出している。 8

は湖西産の蓋。重複する第19号住居跡の遺物と接

合している。11は大型の無台不。内面に同心円状

の細かいロクロロが付く。末野産か。12は湖西産

の高台付杯である。底部中央は高台よりも突出気

味となる。13は東海産、おそらく湖西産の長頸瓶

口縁部片である。14は小型の長頸壺か。器種不明

銭塚遺跡

確。底部調整もよくわからない。

遺物の時期は本書Ⅵ期～Ⅶ期 (古)で、8世紀

初頭を前後する時期と思われる。重複遺構、特に

第19022号住居跡との時間差は少なく、近接時期

の中での建て替えを想定せざるを得ない。

第∞号住居跡 (第 121図 )

第39号住居跡はZM・ ZN-15グ リッドに位置す

る。重複する第30号土墳を切り、第6号掘立柱建

物跡に切られていた。

平面形は横長の長方形で、規模は長軸長3。73m、

短軸長2。96m、 深さ0■Omである。主軸方位はN
-118° ―Eを指す。

確認面が既に掘り方まで達していたために、明

確な床面は検出できなかった。カマドは南東壁の

ほぼ中央に設けられていた。袖部、煙道部は削平

され、燃焼部掘り方のみが残存していた。規模は

長径0嵐 m、 短径()。48mで ある。燃焼部は壁を切

り込んで構築され、大部分は壁外にある。底面は

皿状に窪んでいた。火床面は確認できなかった。

土墳は 1基検出された。隅丸長方形で、規模は

長径51cm、 短径40cm、 深さ18cmで ある。壁内に収

まるが、帰属は不明確である。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

<|
<|

SK30

第121図  第39号住居跡

S J39
1 褐色土 炭化物・焼土少量
2 褐色土 炭化物・焼土やや多量
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時期は、第∞号土墳との関係から8世紀初頭以

降である。カマド構造からみて9世紀以降の可能

性があるが、詳細は不明とせざるを得ない。

第1“号住居跡 (第 122図 )

第4号住居跡はZM-15。 16グ リッドに位置する。

住居跡北西コーナー部は調査区外に延びる。第

360370“号住居跡と重複し、第36・ 37号住居跡

に切られ、第45号住居跡を切っていた。

平面形は方形で、残存規模は長軸長5mm、 短

軸長547m、 深さ0。09mで ある。主軸方位はN―

23°
 ―Wを指す。

床面は平坦である。埋土は褐色土を基調として

いたが、堆積状況は不明確であった。

カマドは北壁に設けられていた。先端は調査区

外に延びており、不明である。また、右袖部はビッ

トの削平を受けており、全体像は不明である。全

長は120m、 袖部の外幅1。32mで ある。燃焼部幅

は推定で0。∞m前後と思われる。第 3層が天丼部

崩落土で、焼土ブロックと粘土ブロックが多量に

含まれていた。燃焼部底面は皿状に窪み、火床面

は部分的に被熱していた。袖は焼土混じりの明褐

色土で構築されていた。

貯蔵穴は、住居跡北東隅に位置する。隅丸長方

形で、規模は長径73cm、 短径Юcm、 深さ40cmであ

る。内部から土師器不が 1点出土した。

ビットは、11本検出された。主柱穴はPl～P4

のセットとP10P20P50P6の 4本セットが想定

され、建て替えられたと推定される。柱間距離は

Pl― P2間 は2.おm、 P3-P4間 は2.40m、 Pl― P4間

は2■ m、 P2-P3間 は2.82mで ある。また、P5-

P6間は3。03m、 Pl― P6間は2。91m、 P2-P5間は3.33

mである。P2に は柱痕下に柱材の一部が、P5に

は柱痕が残っていた。

壁溝は幅 9～ 1■ m、 深さ6 cmほ どで、住居跡北

西壁から北壁にかけてL字状に巡っていた。

出土遺物は少ない。土師器不 0台付甕、須恵器

杯・高台付杯がある (第 123図 )。

1は丸底の北武蔵型暗文杯である。内面に放射

暗文が施文される。2は北武蔵の胎土と思われる。

口縁部内面が摩耗しているが、北武蔵型暗文杯ま

たは同系無文不の可能性がある。3は北武蔵型暗

文皿。内面は放射暗文が施文されている。4は カ

マ ドから出土した須恵器高台付杯。南比企産であ

る。口唇部内面に沈線、底部は回転ヘラケズリ調

整される。 5は日径15&mを 測る大型の無文不。

日唇部外面沈線状のくぼみが巡る。南比企産。 6

～8も 須恵器無台不。6は混入か。 7はやや小型

の杯。 8は大型不である。8の底部は静止糸切り

後回転ヘラケズリ調整されている。

508は山下 6号窯段階と思われる。北武蔵型

暗文不 (皿)と須恵器高台付不も同段階とみて離

齢はないと思われる。本書Ⅶ期 (古)相当の土器

群と考えておきたい。

第41号住居跡 (第12図 )

第41号住居跡はZI-14グ リッドに位置する。住

居跡北西側は調査区外に延びている。第7032号

住居跡、第2号掘立柱建物跡、第25号土墳と重複

し、第32号住居跡よりも新しく、他の遺構よりも

古いことが判明した。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

35m、 短軸長3。31m、 深さ042mである。主軸方

位はN-1ど ―Eを指す。

床面は平坦である。埋土は焼土・粘土粒子を含

む暗茶褐色土を基調に構成され、大きく上下 2層

に分層された。

カマドは北壁に設けられていた。カマドは燃焼

部と右袖部が一部残存するのみで、煙道部の状況

は不明である。残存規模は袖部の長さ1。∞m、 幅

Q器～047mである。燃焼部底面は灰層が形成され、

埋土は焼土ブロック混じりの天丼部崩落土が堆

積していた。袖部は焼土混じりの褐色土を積み上

げて構築されていた。

ビットは3本検出されたが、柱痕が観察された

ものはなく、規則的な配置も認められない。貯蔵
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G1970m

11970m

カマド  P7

F1970m

H1970m

貯蔵穴   P9

1

く1

.J u.ao,

S」 37

Ｂ
一

ＳＢ５

Ｐ４

S」 36

Ｆ
一

E

P5

Ｈ
一

Ｇ
一

貯蔵穴
5 暗褐色土

ピット1～ 4

6 灰色粘土
7 灰褐色土

ピット5

8 暗褐色土

9 褐色土

‐
一

」

ビット6
10灰褐色土 炭化物・焼土少量
11 灰褐色土 褐色土多量 炭化物少量 底面に炭化物層堆積

ピット7

12暗褐色土 炭化物・焼土少量
13灰褐色土 灰色粘土多量 炭化物・焼土少量

ピット9

S」 37 Plo  Pll

颯靱

第122図  第40号住居跡
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14暗褐色土 炭化物・焼土少量 小礫少量
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第33表 第40号住居跡出土遺物観察表 (第 123図 )

穴、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少なく、破片が覆土中から出土した

のみである。土師器杯、須恵器不、常滑焼壺があ

る (第 125図 )。

1は扁平化した平底風の北武蔵型杯。体部は丸

みがある。 2は比企型不。口縁部が「 S」 字状に

屈曲し、赤彩が施される。 3～ 5は南比企産の須

恵器不。底部は回転ヘラケズリされる。6は常滑

焼の壺か。赤褐色から紫灰色で、黄褐色の自然釉

が被っている。2の比企型杯は6世紀後半頃のも

の、6の常滑焼は中世の所産であり、明らかな混

入品。 1の北武蔵型杯と須恵器不 3～ 5は本書Ⅷ

期 (古)を中心とした時期と考えておきたい。

』脚翻騎は
管
鍾鸞誨

｀

′_=〒≡
==」
三二11旱|[日日日|||口■ヽ

8

第123図  第40号住居跡出土遺物

第42号住居跡 (第 126図 )

第42号住居跡はZK-33・ 34グ リッドに位置する。

住居跡南北のコーナー部は調査区外に延びてい

る。

平面形は横長の長方形で、残存規模は長軸長

5。

"m、
短軸長4■ lm、 深さ0。33mである。主軸方

位はN-132° ―Wを指す。

床面は概ね平坦である。床面には薄い炭化物層

が形成されていた。埋土は大きく黄灰色土と褐灰

色土の上下 2層に分かれていた。

カマドは南西壁に設けられていた。燃焼部はほ

ぼ壁内に収まる。規模は全長0.87m、 袖部外幅1。∝

mである。燃焼部内壁幅は0“mで、底面は僅か

螂
″

ヽ

10om

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

師

師

師

恵

土

土

土

須

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

師

須

須

須

須

土

不

不

杯

皿

鮒高

発付

杯

不

不

不

型台′

蛹

繋

”

盤

　

田

Ｄ

Ｂ

犯

２
・
６

器

錦

　

”

加

Ю

“

２４

“
　
　
舵

・

０

の

．　
熊

級

Ｈ

ＩＫ

Ｋ

Ｈ

ＣＩ

卜

Ｈ

ＧＩ

Ａ

Ｃ

＜

ＡＥ

Ｊ Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｊ Ｋ

Ｋ

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ‐

Ｃ

Ｅ

　

　

　

　

　

Ｅ

　

ｌ

Ю

ｌ５

Ю

”

　

６

１５

Ю

”

”

好

通

通

通

　

好

通

好

通

通

由民
　
並
日
　
並
日　
並
日　
　
　
　
凸民一　
並
日
　
由氏
　
並
日
　
並
日

褐

灰

灰

灰

灰

赤明

褐

褐

橙

赤

赤

橙

明

明

る巡条各線

１　
　
　
　
耐̈
　
　
Ｐ‐
　
　
　
　
リ

れ

　

　

　

麒
　
　
刺
　
　
　
　
グ

穴

蔵‐
　

　

　

縁
　
　
ケ
　
　
　
　
ラ

蔵‐

貯

　

　

　

ロ
　
　
ラ
　
　
　
　
ヘ

貯

へ
　
　
　
　
転

文

　
　
文

り
　
　
転
　
　
　
　
回

デ

暗

　
　
暗

ズ
　
　
回
　
　
　
　
後

ナ

射

　
　
射

ヶ
　
　
部
　
　
　
　
り

な

放

　
　

放

ラ
　
　
底
　
　
　
　
切

雑

面
　

　

面

へ
　
　
　
　
　
　
　
糸

面

内

　
　

内

転
　
　
む
　
　
　
　
止

外

回

　

含

　

ド

静

部

杯

　

皿

部

　

針

　

マ

部

台

文
　

　

文

底

　

白

　

　

力

底

暗

土

暗

　

　

　

　

　

　

土

型

の

型

産

　

産

産

産

産

の

蔵

蔵

蔵

企

ド

企

企

企

企

蔵

武

武

武

比

マ

比

比

比

比

武

北

北

北

南

力

南

南

南

南

北
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ヽ

ヽ

、

１

<| ml

m!

S J410ピ ット 1

1 暗茶褐色土 炭化物・焼土粒子少量
2 暗茶褐色±  1層より明るい 粘土粒子多量

3 暗茶褐色土 焼土中プロック・炭化物やや多量 天丼崩落土

4 暗茶褐色土 炭化物やや多量 焼土小プロック少量

5 暗茶褐色土 炭化物多量 焼土小粒子少量 カマ ド灰層
6 暗茶褐色土 灰層
7 暗茶褐色±  2層 より粘土質 炭化物粒子少量

銭塚遺跡
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∽

ヽ
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、
１
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＼

　

　

　

　

ノ
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ヽ
　
　
ＳＢ２
Ｐ‐
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／
‐
ヽ
＼
＼
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一
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⊂
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第124図  第41号住居跡
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第125図  第41号住居跡出土遺物

第34表 第41号住居跡出土遺物観察表 (第 125図 )

に窪み、薄い灰層が堆積していた。焼土ブロック

を多量に含む第 6・ 7層が天丼部崩落土である。

袖は白色粘土を積み上げて構築されていた。燃焼

部側壁と奥壁は弱く被熱していた。

土師器甕 1個体が左袖部に寄 り掛かるような

状態で出土した。壁外に延びる煙道部は検出され

なかった。削平されたものか、 トンネル状に潜っ

ていたために検出されなかった可能性もある。

貯蔵穴は、カマドに向って右脇から1基検出さ

れた。ほぼ円形で、規模は長径認cm、 短径7詭 m、

深さ39cmである。遺物は、土師器破片が出土した。

ピットは4本検出された。Pl～P3は主柱穴と

考えられる。柱間距離はPl― P3間はlmm、 P2-

P3間は3。03mである。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

器

口予

師

師

恵

恵

恵

聯

土

土

須

須

須

膨

不
不
取
杯
不
壺

３５
　
狙

(1伍 )

”

％

ν

ｌ
・
０

１２

∞

Ｄ

Ｄ

Ｏ

．

α

α

ｍ

．

Ｊ

Ｋ

‐

　

．Ｉ

Ｉ

　

Ｔ
Ｊ

一

，
Ｊ

　

・

Ⅲ
［『
一
Ｈ
ＤＥ
‐

ＡＣ
Ｃ
Ⅸ
ＥＩ

∞

∞

１０

１０

１５

”

通

通

通

通

通

好

普

普

普

普

普

良

橙枷
橙
灰
灰
天

‐褐

に
　
　
　
　
　
　
万

赤

〈
口

接親町彩

ズ

赤

ケ

面

ラ

外

へ

縁

転

口

回

リ

リ

＋

部

ズ

ズ

面

底

ケ

ケ

占内ロ　
　
　
　
ラ
　
ラ

化

　
　

産

ヘ
　
ヘ

風

む

企

転

転

面

含

比

回

回

内

針

南

部

部

白

　
　

底

底

杯
　
　

確

型

不

明

産

産

蔵

型

不

企

企

焼

武

企

種

比

比

滑

北

比

器

南

南

常

-145-

′″＼′⌒ /考
ノ`_tノ 多́多



貯蔵穴

く
|

く
|

「＜
ヽ
Ｌ

,0

Ｄ
一 Ro

Ｅ
一 E

窃
26試

P3 が
1

°
1鶴

G

も

θ 炭化材

`〕
じへじ

褐灰色砂・黄灰色粘土多量 炭化物 (2～ 3血)少量

黄灰色粘土多量 炭化物 (2～ 3m)を 全体に含む

炭化物 (5～ 8皿 )・ 黄灰色粒子多量

黄灰色粘土 (lm)多量 炭化物 (5～ 8皿)少量 壁崩落土

黄褐色粘土 (lm)多 量 炭化物 (2～ 3m)少 量 褐色砂を

若干含む 壁崩落土

炭化物層

D18,90m  カマド    D′

F18∞ m

Pl  貯蔵穴

S」42

ノ
R毎

Ｅ
８
．２
く

Ｅ
８
．∞
ｒ
く

|

く!

E1870m E

G1870m    G′

P4

B1890m

.C ra.zo,

Ｂ
一

貯蔵穴

F

尚珍〃尚
%%%多彩%多〃

るじ混砂

量

量

少

少
皿
　
皿

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

　

土

―

灰

灰

灰

褐

褐

　

色

４
黄

褐

褐

黄

黄

　

黒

貯蔵穴・ ピット 1

11 褐灰色土 黄灰色粘土プロック・炭化物少量

12 褐灰色土 黄灰色粘土プロック (3～ 5皿)少量

ピット2・ 3

13 黄灰色土 炭化物少量

14 褐灰色土 黄灰色粘土プロック (3～ 5

15 褐灰色土 黄灰色粘土プロック (5～ 8

0

7 赤褐色土   焼土多量 黄褐色粘土プロック (2～ 3皿)少量 天丼部崩落土

8 黄褐色粘質土 赤色焼土プロック・炭化物 (φ lcm)が 全体に混 じる

9 灰層

10灰 白色粘土  袖

第126図  第42号住居跡

壁溝は幅11～νcm、 深さ5 cmほ どで、カマド部   1・ 2は丸底杯で、日縁部は内湾気味に立ち上が

分以外を全周すると推定される。          る。4～ 6は底部平底のやや扁平な不で全面赤彩

遺物は、多量に出土した。住居跡中央から北側   される。底部はナデか。708は日縁部が短く外

にかけてまとまり、覆土上層から出土した一群と、  反する丸底不である。8は日縁部内面が内削ぎ状

床面付近から出土した一群がある。また、北東壁   に外反する。 9は器高が深く、丸椀タイプである。

際からは炭化材が出土した。            赤彩された可能性がある。10・ 11は鉢である。11

出土土器は土師器杯・椀・鉢・壺・甕・甑があ   は底部平底で木葉痕が残る。

る (第 lν 018図 )。                 12～ 17は高杯で、いずれも赤彩されている。小

1～ 8は土師器不でいずれも赤彩が施される。   型化・短脚化が進行しているが、 1～14は刷毛目

-146-
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銭塚遺跡
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第127図  第42号住居跡出土遺物 (1)
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第128図  第42号住居跡出土遺物 (2)

＼

、

／
ヘ

ー
じ

ヽ 、 ヽ

//
_____ン

~

「―
―
′

ヽ

ノ
′

/

/

フ

/

23

24

-148-



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

１３

　

１４

　

１５

１６

　

１７

　

１８

１９

”

２１

２

Ｘ

Ｚ

　

あ

る

　

ν

　

瀦

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

不

杯

杯

不

杯

杯

杯

不

椀

鉢

鉢

高杯

高不

高不

高不

高不

高不

[=]

小型甕

甕

甕

甕

甕

甕

小型甑

把手付甑

甑か

大型鉢

13.1

(123)

(1舶 )

116

(116)

12.7

(116)

(126)

(124)

122

14.4

157

15.3

15。4

16.0

196

119

(15。8)

154

(15。8)

170

(190)

15。8

(XO)

(2.0)

(210)

(ZO)

"
5。 1

舶

37

32

“イ

45

47

"
田

114

121

110

“125

Z

12.7

秘

26。9

27.4

28.7

29.0

193

208

29.7

67

165

41

(55)

42

3.1

(117)

120

110

177

158

M

65

70

(9.0)

∞

η

AHK
EHI
HI

AEHI
HI

AEHI
EIJ
CHJK
CEJL
BCDEH
CHI

AEHIJ
HIJK

HJ

CEGHIJ
ACGIJ

EHIJL

DHI
CHK

ABEHIK
ABCEGHI

BCEHIJ
CEHI
CEHIJ

CEHIJ
BCEGI

CEJ

CEHI

∞

%

“%

%

95

40

万

"%

“∞

∞

70

∞

∞

∞

100

15

∞

Ю

∞

70

95

∞

Ю

15

∞

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

橙

橙

にぶい橙

橙

浅黄橙

橙

にぶい褐

明赤褐

橙

にぶい橙

橙

にぶい褐

にぶい赤褐

にぶい橙

橙

浅黄橙

にぶい黄橙

にぶい褐

橙

橙

橙

橙

全面赤彩 Nジ 1

全面赤彩 体部下位ヘラケズリ 白針なし ヽ7

赤彩 (外面下位不明確だが全面赤彩か)ヽ 5

全面赤彩か m16

赤彩 ヽ12014

内外面赤彩 体部外面ケズリ 底部ナデ 平底 ヽ8

口縁外反 自針含む 内面+口縁～体部上位赤彩 ヽ11

口縁内削ぎ状 白針多 全面赤彩 比企型不祖型か

白針含む 在地産 赤彩の可能性有り

緑泥片岩?含む 外面黒斑 ヽ 1

風化著しく調整不明瞭 底部木葉痕か 北武蔵の土か Nθ3

在地産 白針含む 外面十不部内面赤彩 ヽ4015

在地産 白針含む 外面+杯部内面赤彩 外面ハケロ調整

No21・ 22

在地産 白針含む 赤彩 (外面+杯部内面)不部外面ハケロ

後ヨコナデ 脚部外面粗いヘラミガキ ヽ13

在地産 白針含む 赤彩 不部ヘラナデ ヽ9

在地産 有段高不 白針含む 外面+不部内面赤彩 器面剥

落し調整不明瞭 ヽ13015

在地産 有段高杯 白針含む 外面赤彩 脚部ヘラナデ m
11∩
|工

V

I赤色粒子多量に含む 月同部黒斑 ヽ17

1胴部弱いケズリ 恥6

1緑泥片岩多 外面粗いミガキ (又はヘラナデ)ヽ露

1雲
母 (片岩)多 胴部ケズリ ナデ Ndあ

外面ヘラナデ 下位粗いミガキ風 M24

北武蔵の土 外面 (ヘラ)ナデ 下位粗いミガキ風 恥
"

在地産 白針含む 月同部外面ヘラナデ+ナデ 内面ナデ (平

滑)ヽ19

在地産 白針含む 外面ケズリ 内面ヘラナデ ヽ190%

緑泥片岩?入 る 槻川流域の土か 外面風化 ケズリか 把

手欠失 ヽ19

白針含む 在地産 折り返し口縁指頭押え 月同部ヘラナデ十

ナデ

北武蔵の土か 二次被熱を受け器面剥落 ヽ18・ 21

61-6

61-7

61-5

61-3

61-4

(シ[-2

“

-1

62-2

62-1

62-3

61-8

62-4

62-5

(B-1

(B-2

“

|-3

“

|-4

“

-3

第35表 第42号住居跡出土遺物観察表 (第 1270128図 )

調整が残る。16・ 17は有段高不で、脚部に段があ

る。18は壺 (■ )。 口縁部に弱い段が付く。

19～24は甕である。胴部は長胴化の兆しはある

がまだ丸みが強い。20は カマド左袖に寄り掛かる

ように出土した。21・ 22も 中央部の床面付近から

潰れた状態で出土した。23は カマド前面の覆土上

層から出土した。2026は床面付近出±。万・26

は甑でいずれも床面付近から出土した。27は甑か。

器種は良く分からない。器は大型鉢である。

床面から出土した土器と覆土上層から出土し

た土器は明確な様相差は認められない。土師器供

膳器が多出するものの、明確な模倣不が含まれて

はいない。高不は小型化してはいるがまだ、組成

銭塚遺跡

に加わっている。和泉期後半の土器様相と考えら

れる。本書Ⅲ期 (新)に位置付けられよう。

第1侶号住居跡 (第 111図 )

第侶号住居跡はZH・ ZI-14015グ リッドに位

置する。住居跡北西部は調査区外に延びている。

また重複する第90"号住居跡に上面を削平され

ていた。遺存状態は悪い。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

475m、 短軸長3■2m、 深さ0駒mである。主軸方

位はN-2° 一Eを指す。

第14層は掘り方と推定され、上面が床面に相当

するものと思われる。埋土は褐色土を基調として

いた (第13層 )。 層下面には黄褐色土粒子が縞状
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第36表 第43号住居跡出土遺物観察表 (第 129図 )

に堆積しており、人為的な堆積と考えられる。カ

マド、貯蔵穴、ビット、壁溝等の付属施設は検出

されなかった。

遺物は、住居跡南東部から少量出土した。土師

器杯 0小型甕、須恵器不・蓋がある (第 129図 )。

1は土師器北武蔵型不である。やや扁平化した

丸底形態である。 2は小型台付甕であろうか。外

面調整は不明確。3は南比企産の須恵器不である。

小片のため口径は不安定であるが、中・小型の不

となろう。 4・ 5は南比企産の須恵器蓋である。

遺物の時期は7世紀末葉から8世紀初頭頃に

収まる土器群と思われる。重複する第90"号住

居跡と大きな時間差は見込めない。軸方位が近似

することから、連続的に建て替えられた可能性が

あろう。

第

“

号住居跡 (第 lЮ図)

第4号住居跡はZLOZM-16グ リッドに位置す

る。重複する第5号掘立柱建物跡に切られていた。

平面形は僅かに歪んだ長方形で、規模は長軸長

4。∝m、 短軸長3。62m、 深さ0“mである。主軸方

位はN-46° ―Eを指す。

床面は削平されており、掘り方が辛うじて残存

第129図  第43号住居跡出土遺物

するにすぎなかった。

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部掘り

方が残存していた。楕円形で、規模は全長072m、

幅QЮm、 深さ0。13mである。底面は皿状に掘 り

込まれ、焼土が多量に含まれていた。

ピットは12本検出された。Plはカマド脇のコー

ナー部に位置することから貯蔵穴の可能性があ

る。長方形で、0.2× 0.55m、 深さ0。39mである。

P608～ 10は住居跡に伴うものではない。その

他のビットについても配置に規則性がなく、住居

跡の柱穴となるか否か明確にできなかった。壁溝

は検出されなかった。

出土遺物は検出されなかった。詳細な時期は不

明とせざるを得ない。

第

“

号住居跡 (第 131図 )

第

“

号住居跡はZL-16、 ZM-15016グ リッド

に位置する。住居跡北西側ほぼ半分は調査区外に

延びている。また、南コーナー付近は重複する第

“

号住居跡に切られており、遺存状態は悪い。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

3.70m、 短軸長220m、 深さ0■2mである。主軸方

位はN-3″ 一Eを指す。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

器

師

師

恵

恵

恵

土

土

須

須

須

甕

不

型

杯

蓋

蓋

器

∞

Ｂ

“

Ｚ

％

”

ｍ

２
・
６

２５

二

　

　

一　

　

二

Ｋ

　

″
ヽ

Ｉ

Ｉ

Ｋ

Ｊ

Ｊ

Ｈ

Ｈ

Ｊ

Ｉ

Ｈ

Ｃ Ｅ

Ｃ‐

‐

Ｅ

Ｅ‐

∞

１０

１０

Ю

％

通

通

好

好

通

並
日
　
並
自
　
由
民
　
由民
　
並
日

橙

橙

灰

灰

灰

恥明不整調
　
　
　
　
５ｍ

化

定

風

安

　
　

欠

４

面

不

　
　

み

ヽ

外

径

　

ま

口
　
　
　
つ

不

土

型

の

産

産

産

蔵

蔵

企

企

企

武

武

比

比

比

北

北

南

南

南

“

-4

“

-5
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第130図  第44号住居跡

第131図  第45号住居跡

焼土多量

B19 9om B′

⊂1980m ⊂
′

S J45
1 明褐色土 包含層 灰少量含む

2 淡褐色土 炭化物・焼土少量

3 灰褐色土 炭化物・焼土少量 貼床

ビット1

1 暗褐色土 灰褐色土プロック多量 炭化物・焼土少量

2 灰褐色土 粘土プロック主体 炭化物少量

ml
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２

３

４

５

６

　

カ

７

銭塚遺跡

10

明褐色土やや多量 炭化物少量

炭化物少量散る

炭化物・焼土少量

灰褐色土・炭化物少量

炭化物・焼土・褐色土少量

炭少量

2m

ヽ
ｍ

ヽ
∪

,

D

D19,70m

Ｅ
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。い
一
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Ｅ
Ｒ

．，

ｍ

|
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区
域
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排
水
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S」40

⌒

/SJ40 ′/
/貯蔵穴′/

t       / S」40
＼一人_P9

/´｀

/S響
SJ40

Ｅ
ｏ
〓
ｏ
Ｎ
＜

|

く!

|

S」40

床面は貼床され、凹凸が比較的顕著である。埋

土は炭化物粒子・焼土粒子混じりの淡褐色土で、

大きな土層変化は観察されなかった。ピットは5

本検出された。Plは楕円形で、規模は0ん ×0。Юm、

深さ02m。 東コーナー内側にある。形状と位置

から貯蔵穴の可能性がある。P2～P4は深さЮcm

を超えるが、柱痕が認められず、配置に規則性が

ないため、住居跡に伴う柱穴とみることは難しい。

P2

S」45
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第132図  第45号住居跡出土遺物

カマ ド、貯蔵穴、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は非常に少ない。図示可能な遺物は

Plか ら出土した鉄製品残欠が 2点ある (第 132図 )。

接合はしないが同一個体と思われる。遺存状態が

悪く、外形線も本来の元刻犬を保っているかどうか

不明確である。

lは夕表・長:33cm、  中冨2.8Cm、 す享さ1。lcm、  :重 :±塾:187g。

図の下端部が尖り気味になる板状製品である。 2

は残長2。7cm、 幅2。■m、 厚さ0。9cm、 重量16。3g。 断

面長方形の板状製品である。いずれも鋳造品の可

能性がある。

遺構の時期は遺物から特定は難しい。重複する

第

“

号住居跡との関係から7世紀代またはそれ以

前に遡ると推定される。

第|“号住居跡 (第1330134図 )

第46号住居跡はZO-19グ リッドに位置する。

住居跡南側は調査区外に延びている。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

7器m、 短軸長5.92m、 深さ0。30mである。一辺 8

m前後の大型住居跡となる可能性がある。主軸方

位はN一器
°一Eを指す。

床面は中心部に向かって僅かに傾斜し、貼床が

施されていた (第 3層 )。 住居跡埋土は焼土・炭

化物混じりの褐色土を基調に堆積していた。

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部はほ

ぼ壁内に収まる。規模は全長1.55m、 袖部外幅1■4

mである。燃焼部は長さ120m、 幅0。Mmで、底

面は皿状に窪む。燃焼部側壁と火床面は強く被熱

していた。燃焼部中央からやや左に寄った位置に

倒立された状態の高不が据えられていた。支脚に

転用されたと考えられる。煙道部は燃焼部奥壁か

ら1■mほ どの段差を持って立ち上がり、約30cm壁

外に延びる。袖部の基部は地山を掘り残して設計

されており、その上に黄褐色土を積み上げて構築

されていた (第14層 )。 燃焼部奥の天丼崩落土か

らは土師器甑が出土した。焚田部付近からは土師

器甕などがまとまって出土した。第10層が被熱火

床面、第12・ 13層が灰層である。第809層が天

井部崩落土と考えられる。

貯蔵穴は、カマド右脇から1基検出された。隅

丸長方形で、規模は長径器cm、 短径∞cm、 深さ47

cmである。煤の付着した土師器甕、高杯・杯など

が貯蔵穴内に流れ込んだ状態で出土した。これら

は貯蔵穴周囲に置かれていたものと考えられる。

ピットは2本検出された。Plは住居跡に伴う

主柱穴と考えられる。深さ
"cmと

深く、第21層が

柱抜取り痕の可能性がある。土師器甕がビット内

に落ち込むような状態で出土した。P2は柱穴と

はならない。

壁溝は幅12～ 1艶m、 深さ8 cmほ どで、カマド左

袖部と接する壁際から北西壁にかけて「 L」 字状

に巡っていた。

出土遺物は非常に多い。住居跡全体から出土し

たが、カマド・貯蔵穴周辺と住居跡北東隅からは

特にまとまっている。カマド周辺からは床面直上

からの出土が多く、北東隅からは床面から少し浮

いた状態で出土したものが多い。カマド内からは

土師器甕 2点 と甑 1点が出土した。また、左袖部

に接する壁際からは獣骨と思われる骨片が床面

直上から3点出土した。

出土遺物は土師器不・高不 0鉢・小型壺 (■)・

壺・甑・甕がある (第 135～ 1器図)。

1～ 5は杯である。 10204は 日縁部が内傾

する不で、内外面赤彩が施される。比企型の須恵

器杯身模倣不と考えられる。 3は口縁部が長く直

立する。内外面赤彩され、胎土に自色針状物質を

含む。比企型の須恵器杯蓋模倣杯であろう。 5は
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S J46
1 灰褐色土

Ⅱ 褐色土

Ⅲ 褐灰色土

1 褐灰色土

2 褐色土

3 黄褐色土

4 黄褐色土

カマド
黄褐色土

灰褐色土

灰褐色土

黄褐色土

赤褐色土

11 黄褐色土

12黒褐色土

13黒褐色土

14黄褐色土
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:

抒

銭塚遺跡

A

ヽ
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P2

Ｅ
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A2000m

P2

.E u.:om Ｆ
一
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F19,20m
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一

D1950m

20

カマドカマド 貯蔵穴

１３
１
４ 1′

6

↓ミ
2b

内一２２
２３

５

６

７

８

９

１０

現水田

砂多量

黄灰色粘土多量

黄灰色粘土 (3～ 5血 )多量 焼土・炭化物プロック (3～ 5皿 )少量

黄灰色粘土 (3～ 5m)少 量 焼土・炭化物プロック (3～ 5m)全 体に含む

黄褐色粘土プロック (l cm)多 量 層理面に炭化物多量 (貼床)

黄灰色粘土プロック多量

炭化物・灰を含む (掘 り方覆土)

炭化物少量

褐色土粘土プロック主体 炭・焼土少量 天丼部崩落土

炭化物多量 灰褐色土少量

焼土 (5～ 8皿 )多量

黄褐色粘土層 焼土化 (被熱)し ている

焼土 (5～ 8皿 )を殆 ど含まない

灰・炭化物多量 灰層

炭化物多量 灰層

焼土・炭化物を含む

第133図  第46号住居跡

15赤褐色土 炭化物・灰を含む 黄褐色粘土が被熱されている

貯蔵穴

16褐色土  黄灰色粘土プロック (3～ 5 mm)少 量

17褐灰色土 黄灰色粘土プロック (3～ 5 mm)炭化物 (3～ 5皿 )

を含む

18暗褐色土 黄灰色粘土プロック (lm)多量

ピット 1

19黄灰色土 粘土質 炭化物少量

20黒 灰色土 粘土質 炭化物少量

21 褐灰色土 黄灰色粘土プロック (lm)多量

褐色土  焼土・炭化物 (lm)多量

褐色土  炭化物少量
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口縁部が直立する杯である。不蓋模倣杯に似るが、

系譜が不明確である。赤彩はない。

6～ 18は土師器高不である。 6～ 14018は赤彩

されている。15も その可能性があり、比企型と等

号となるかどうかは別として在地産と思われる。

6は不部内面に粗い暗文風のミガキが施される。

7は柱状の脚部、10011は不部の深い大型高不で

同一個体の可能性がある。不部内外面に暗文風の

ミガキカ功口わる。16017は赤彩がなく、胎土の特

徴から北武蔵産の高不かもしれない。16はカマド

燃焼部に逆位で設置されており、支脚に転用され

たと推定される。18は高杯の一種で、脚付の椀形

態である。19は鉢で、赤彩される。
"は

小型壺 (■ )。

丸底形態で口唇部が受口状に立ち上がる。須恵器

砲を模倣したものか。21は赤彩された小型壺。肩

部内面に絞り目が残る。

"は
大型壺。胴部は球形で、底部中央力Ⅵ さヽく

貯蔵穴

J1960m

第134図  第46号住居跡カマ ド

窪む。胴部ケズリは乾燥状態で行っており、ミガ

キ風となる。内面は木ロナデ調整。2302は把手

付の大型甑。2は カマ ド内燃焼部上面から出土し

た。カマド天丼部の上に置かれたものが天丼部の

崩落とともに潰れたような状態である。

%～37は土師器甕である。あ～∞は70%以上と

遺存率の高い土器で、月同部が長胴化傾向が表れた

土器である。25は完形品で、貯蔵穴に口縁部が落

ち込んだ状態で出土した。器はカマド内出土。高

不 (支脚)の上面に潰れた状態で出土した。カマ

ドに掛けられていた土器と思われる。∞はカマ ド

内燃焼部、おの東側に隣接して出土した。横 2つ

掛けカマドの可能性もある。27は カマド袖上に保

管されていた土器が横倒しになったような出土

状態である。

遺物の時期は不身・不蓋模倣不が出現しており、

鬼高期の土器様相である。本書Ⅳ期古段階、5世

Ｅ
８

び
ｒ
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第135図  第46号住居跡出土遺物 (1)
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第136図  第46号住居跡出土遺物 (2)
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銭塚遺跡
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第137図  第46号住居跡出土遺物 (3)
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第37表 第46号住居跡出土遺物観察表 (第 135～ 138図 )

第138図  第46号住居跡出土遺物 (4)

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

　

２

３

４

５

６

　

７

８

９

ｌｏ

　

ｎ

ｌ２

　

１３

１４

１５

１６

１７

１８

　

１９

ａ

２１

２

土師器

器

器

土

土

器

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

師

土

土

土

土

土

土

器

器

器

器

器

師

師

師

師

師

土

土

土

土

土

器

器

器

器

師

師

師

師

土

土

土

土

器

器

器

器

師

師

師

師

土

土

土

土

不

ト

ト

ト

ト

不

　

不

杯

不

不

　

不

不

　

不

不

杯

不

不

揃

ル

ル

ル

ル

高

　

高

高

高

高

　

高

高

　

高

高

高

高

高

断

士霊

鉢

型

壺

壺

晰
　
“
閉
‐‐・‐
晰
晰
　
膨
鵬
鵬
獅

鶴

％

％

Ｚ

”

　

“

通

期
´
“

Ｑ

ｌ

ｌ

ｌ

１

　

／．は

，

α

ｌ

６・７
　
“
イ
∞
譴
“
　
Ｗ
“
”
”
　
８５
ｍ
　
田
５。‐
り
鵬
獅
Ы
　
％
η
鵬
皿

(10。5)

(153)

‐２５
ｍ
Ⅷ
　
・　
・　
・
御

Ｈ

Ｈ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｋ
　
Ｋ

Ｇ

Ц

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｅ

Ｈ

ＡＩ

Ｅ

℃

班

Ｃ

Ｅ

２

Ｃ

Ｅ

Ｈ

Ｃ

点

軋

Ｋ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｈ

Ｉ

Ｈ

Ｃ

Ｅ

ＥＩ

Ａ

Ｅ

Ａ

Ｃ

Ｊ

Ｃ

Ｊ

‐Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｅ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｃ

Ｉ

Ｃ

Ｅ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｘ

EGHIJ

Ｊ

Ｋ

Ｋ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｅ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

　

　

　

　

Ｂ

∞

　

お

１５

１０

万

％

　

”

”

％

あ

　

∞

”

　

Ю

”

∞

∞

％

硼

　

”

％

Ю

％

通

　

通

通

通

通

通

　

通

通

通

通

　

通

通

　

通

通

通

通

通

好

　

通

通

通

通

普

　

普

普

普

普

並
日

　

普

普

普

並
日

　

普

並
日

　

普

普

普

普

普

良

　

普

普

普

普

橙

橙

橙

橙

にぶい橙

橙

橙
　
　
　
　
　
　
　
　
橙

ハ

　

橙

橙

橙

橙

脳

褐

　

　

橙

　

　

　

　

　

　

　

　

橙

嚇

橙

畷

橙

橙

橙

　

橙

い

橙

橙

″ｍ”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ノ

ー
　

　

　

　

　

　

　

　

日

　

　

　

　

　

　

文

　

　

　

＞

　

　

　

　

　

　

　

　

ド

郭

　

　

　

　

　

　

コ

ぃ　　ｍ　月　８　枷
一『　　̈

． 　　　　一̈　　Ｍ
一̈　　　　　　̈
　剛　貯蔵穴・カマ一̈
　　　・
　̈　・̈

　̈一一̈
枷̈
　』　Ｍ̈
　一̈
　ＭＭ̈
¨̈
　̈　̈
　̈

¨
　
耐
櫛
輛
榊
榊
　
紡
し
務
赫

『
姉
　
務
務
鰤
動
い
」

］
］
”
噸

嚇　峰［ぃは曇”螂織ぃぃ　赫繰　れぃは離糊神８齢ｍ［‥む槻り‐

輌　呻呻呻̈
¨̈
¨̈
帥̈
殉̈
螂η螂岬̈
¨̈
¨̈
］̈̈
¨̈

比

４１

比

比

比

在

在

外

在

在

比

大

ヽ

在

比

ヽ

比

比

在

北

北

在

外

在

片

比

緑

デ

“

　

　

“

“

　

　

“

“
　
“

“

66-4

“
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

　

Ｚ

　

あ

あ

　

ν

　

器

　

　

”

　

∞

　

３１

３２

”

　

％

％

％

　

３７

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

把手付甑

把手付甑

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

小型甕 ?

甕

甕

232

27.6

17.0

162

17.0

172

160

17.3

(1%)

(18.4)

(1“ )

(18.0)

(120)

257

27.7

313

28。3

30.0

298

29.0

321

15.0

101

226

"
り

26.1

昴

(8。9)

∞

52

52

62

73

63

“

56

ユ6

EFGHIJ

GHI

CEHI
CEHIL

EGHIJ

EGI

DEGHIJK

DEHIJK

AHIJL
BDEH
CEGHJ

HI

ACH
EHI

ACEHI

%

95

100

∞

鉤

Ю

“

Ю

"
40

70

15

25

Ю

%

良好

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

橙

淡橙

橙

橙

橙

橙

にぶい赤褐

明赤褐

にぶい橙

橙

明赤褐

褐

橙

にぶい橙

灰黄褐

在地産 白針含む 外面弱いケズリ 内面ヘラナデ後ナデ

孔部は接合しない 推定復元 ヽ3～ 5・ 13

川越の土か 白針なし 赤色粒多 外面軽いケズリ 内面ヘ

ラナデ+ナ デ カマドN09

北武蔵の土か No贋 )

北武蔵の土か 胴部ケズリ後ナデ 下端ケズリ ヽ9011・

14016・ 22・ Pl

在地産か 月同部木ロナデ・下半はケズリ後粗いミガキ・下端

は二次被熱を受け器面荒れる カマドヽ 8

北武蔵の土? 角閃石目立たない 白針と赤粒子なし 月同部

上位ヘラナデ・中位ケズリ・下位乾燥状態のケズリ (ミ ガキ

風の光沢有り)カ マドヽ 20609・ 10

在地産 白針含む 外面ヘラナデ・下半ミガキ風ケズリ 内

面ヘラナデ 貯蔵穴ヽ 1

在地産 白針含む 月同部木ロナデ十ヘラナデ 下半はミガキ

風ケズリ カマドNO.6

在地産 白針含む 月同部ヘラナデ

緑泥片岩?含む 槻川流域の土か 月同部ナデ ヽ12016

在地産 白針含む 外面ヘラナデ+胴下半ミガキ風ケズリ

No 6 ・14017´～́19

胴部ナデか 在地産か 白針なし

北武蔵の土か 外面風化

在地産? 白針なし 外面木ロナデ後ヘラナデ (ミ ガキ風)

底部木葉痕 二次被熱 N硼卜 370カ マドヽ 8

北武蔵の土か Pl

67-1

67-2

“

十-7

66-6

67-3

67-4

(3-1

“

十-2

68-3

68-4

紀末葉を中心とした年代と思われる。

第47号住居跡 (第 139図 )

第47号住居跡はZK-16グ リッドに位置する。

住居跡の大半は調査区外に延びている。重複する

第10012号掘立柱建物跡柱穴に切られていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

2。87m、 短軸長147m、 深さ0.05mである。主軸方

位はN-154° ―Eを指す。

床面は貼床されていたが、大半は削平されてお

り、掘り方が露出していた。カマ ドの有無は明確

にできなかった。南壁に僅かな壁面の突出が認め

られ、カマ ド燃焼部の可能性を考慮して調査した

が、焼土は含まれていたものの灰層や被熱面は認

められず、確証は得られなかった。

土墳は、住居跡南壁付近から1基検出された。

第12号掘立柱建物跡柱穴に一部壊されていた。形

態は楕円形で、規模は長径∞cm、 短径61cm、 深さ

7 cmである。貯蔵穴として調査したが、深度が浅

すぎること、もし隣接する壁面にカマドが設置さ

れたとすると位置的に近すぎることから、性格的

には異なる土墳と思われる。

銭塚遺跡

ピットは2本検出されたが、いずれも住居跡に

伴うものではない。壁溝は検出されなかった。

出土遺物は少ない。土師器不・台付甕、須恵器

蓋・コップ形土器がある (第 139図 )。 1は北武蔵

型暗文不である。丸底形態で、内面に放射暗文が

施文される。2も 北武蔵型暗文杯であるが、風化

が著しく、暗文が見えない。いずれも第 1号土墳

出±。 3は須恵器蓋。口縁部が直角に折れること

から壺蓋の可能性がある。南比企産。4は須恵器

コップ形、 5は台付甕、6は北武蔵型暗文杯、 7

は北武蔵型杯である。 4～ 6はP2か ら出土して

おり、直接伴う資料ではない。時期は不明確であ

るが、北武蔵型暗文杯と、須恵器蓋の特徴から本

書Ⅵ期～Ⅶ期、7世紀末葉～8世紀前半頃までの

時間幅に含まれるであろう。

第1侶号住居跡 (第140141図 )

第48号住居跡はZK・ ZL-22023グ リッドに位

置する。住居跡東隅は調査区外に延び、西側は重

複する第
"・

26035号住居跡、第4号掘立柱建物

跡に切られていた。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

-159-
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縣
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レ

0
SKl

S」47

1 表土

2 灰褐色土 古代以降 耕作土 マンガン粒子多量

3 灰褐色土 褐色粘土やや多量 焼土・炭化物少量

(ピ ット1の覆土)

0                 2 rn

4 褐色土  炭化物・焼土やや多量 S J47貼 床

5 褐色土  焼土多量

6 明褐色土 灰色粘土少量  S J47掘 り方

0           5cm
L::=:二 |=|:|=|:ニヒ|:|:|二 |二 |二 |二 |二 |:::==11:3

ビットは9本検出された。主柱穴はPl～P6を

充て、6本主柱穴と考えたが、掘り方が大きく掘

立柱建物跡、またはその一部の可能性も捨てきれ

ない。砂質の強い土質のため、柱穴の検出そのも

のが難しかったが、柱痕の確認はより困難であっ

た。P10P3底面には硬化層が認められ柱の「あ

たり」痕と判断された。柱間距離はPl― P3間は459

m、 P4-P6間 は4。62m、 Pl― P4間 は3■8m、 P3-

P6間 は3■2mで ある。Pl― P2間 は2■9m、 P2-P3

間は240m、 P4-P5間は1.{盤m、 P5-P6間は2.61m、

P2-P5間は3。39mである。

貯蔵穴、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少ない。土師器不・甕、須恵器椀 ?

がある (第12図 )。

102は続比企型杯。模倣不形態で、日唇部内

面沈線、赤彩される。 3は同一形態であるが、無

3

5

Ａ
一

２〇

一

Ａ

一 ~ρ

/ノ

イ/6

― n

′
17

10om

第139図  第47号住居跡・出土遺物

第38表 第47号住居跡出土遺物観察表 (第 139図 )

828m、 短軸長7.98m、 深さ0■Omである。主軸方

位はN-49° ―Wを指す。

床面は概ね平坦であった。埋土は炭化物混じり

の褐色砂質土をベースに構成されていたが、覆土

が薄く、堆積環境の詳細は明確にできなかった。

カマドは北西壁に設けられていた。向かって左

半分を第35号住居跡に削平され、遺存状態は悪い。

残存規模は全長1。4m、 幅072m、 深さ020mである。

燃焼部は壁を切り込んで構築され、側壁は被熱し

ていた。第203層は焼土ブロックを多量に含む

褐色から白色粘土で、天丼部崩落土と考えられる。

煙道部は削平され遺存していなかった。

右袖部には底部を欠いた土師器甕が逆位に据

えられ、芯材としていた。芯材とした甕に接する

ように、土師器甕が出土した。焚口部天丼部の補

強材の一部と思われる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

杯

杯

蓋

コップ形

台付甕

不

杯

Ｄ

”

”

翔

Ｑ

ｌ

Ｏ

Ｇ

“

％

１
・
７

知

４

２
・
１

器

CEGHI
CHI
CIJK
EJK
ACEI
CHI
CHI

∞

∞

１５

加

Ю

５

５

通

通

通

好

通

通

通

並
日
　
並
日
　
並
日
　
由民
　
並
日
　
並
日
　
並
日

相
相
灰
灰
脇
嚇
橙

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 底部外面黒斑 SKlヽ 1

北武蔵型暗文杯 内面風化著しく暗文みえない SKlm 2

南比企産 壷蓋と思われる

南比企産 底部回転ヘラケズリ ]認

北武蔵の土 |"

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 外面ヘラケズリ ]厖

北武蔵型杯 体部外面無調整 8C前半頃か ]P2

69-1

-160-
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⊂
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A1970m
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C rs.zo,

S J48
1 褐色土 炭化物・焼土少量
2 褐色土 炭化物微量 砂質土

餞
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第140図  第48号住居跡 (1)
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D19,60m

E19.60m

S J48 カマ ド

1 茶褐色土 炭化物・焼土やや多量

2 褐色土  焼土プロック多量 天丼部崩落土

3 褐色土  焼土多量 (火床面 )

4 白色粘土

0                10cm
L==========土

=====圭 ====」
1:4

Ｄ
一

F1980m F

2m

カマド

E

G1980m        G′    H19 80m         H°~  
カマド   ~・

   °~    カマド  ~・
5

sJ35 Ftue

瘍蒟蒻場%
孵ざ颯魃|1颯薇多

ビット

1 茶褐色土 褐色粘土プロックやや多量 褐色砂・灰色粘土少量

埋め戻 し土

2 灰褐色土 灰色粘土多量 柱のあたり痕

第141図  第48号住居跡 (2)

3

第39表 第48号住居跡出土遺物観察表 (第 142図 )

第142図  第48号住居跡出土遺物

「

―

ノ

／

可

―

―

―

′

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

土師器

須恵器

土師器

土師器

不

不

杯

椀 ?

甕

甕

(9。7)

(110)

(9。9)

222

22.4

31

33

譴

Ю

182

37.9 舶

EHIL

EHI

ACI

AEIKL

CEHIL

CDEGHIK

∞

あ

ω

∞

∞

η

良好

普通

普通

普通

普通

良好

橙

橙

明黄褐

灰白

浅黄橙

にぶい橙

(続)比企型杯 白針なし 内面+口縁外面赤彩

(続)比企型不 白針なし 内面+口縁外面赤彩

模倣不 北武蔵の土

白針なし 南比企産? 底部手持ちヘラケズリ

武蔵型甕 カマドヽ 1

武蔵型甕 器壁薄い 内面風化 ヘラナデ カマド

69-2

69-3
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彩の模倣杯である。角閃石を含むことから、北武

蔵産である。 4は須恵器椀か。ロクロ整形で、底

部が手持ちヘラケズリ調整されている。底部内面

が摩滅しており、袋物にはならないであろう。白

色針状物質はないが、南比企産に似た胎土である。

器種も不明確である。5はカマド袖の芯材に使用

された土師器甕、6はカマド天丼部補強材に使用

されたと思われる土師器甕。どちらも北武蔵の土

で作られている。時期は土師器の様相から7世紀

後半代に収まる土器群であろう。8世紀には降ら

ないと考える。本書Ⅵ期に位置付けられる。

第49号住居跡 (第 1侶図)

第ω号住居跡はZLOZM-2グ リッドに位置す

る。住居跡東半は調査区外に延びている。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

4。89m、 短軸長2。95m、 深さ0。24mである。主軸方

位はN-89° ―Wを指す。

床面は概ね平坦である。埋土は炭化物粒子を僅

銭塚遺跡

かに含む褐色土が堆積しており、大きな土層変化

は観察されなかった。

カマドは住居跡西壁に設けられていた。燃焼部

は壁をOmm切 り込んで構築されていた。規模は

全長1。25m、 袖部外幅126m、 深さ024mである。

燃焼部はほぼ平坦で、段差なく床面に連続する。

燃焼部幅は02m、 側壁の被熱状況は不明。埋土

は焼土・炭化物粒子を少量含む褐色土で、第6層

は天丼部崩落土と思われる。底面の灰層は形成さ

れていなかった。袖は白色粘土を積み上げて構築

されていた。焚き田部付近から、土師器小型甕が

割れた状態で出土した。また、燃焼部内から土師

器大型壺の日縁部片が出土した。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は比較的少ない。カマド内と覆土から

主に出土している。土師器不・皿・壺・甕・小型

甕、須恵器不がある (第 144図 )。

1～ 3・ 6は (続)比企型杯である。 1～ 3は

く
|

B

焼土・炭化物微量 カマ ド上の埋土

焼土・炭化物少量 カマ ド天丼部崩落土か

(下底に多い)

第143図  第49号住居跡
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5 褐色土

6 褐色土

7 白色粘土
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14
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15

口唇部内面沈線と赤彩が施される。6は赤彩が認

められない。 4は定型外 (非比企型杯)の在地産

杯で、底部外面に木葉痕を残す。白色針状物質が

含まれる。 5は有段口縁不である。段は退化して

いる。 7は不蓋模倣不。いずれも北武蔵の土であ

る。

第144図  第49号住居跡出土遺物

8は須恵器不と思われる。口径13&mで、底部

は手持ちヘラケズリ調整される。一見、不H蓋に

似るが、時期的に合致しないことから杯と考えた。

9は形態的には須恵器杯H蓋 とすべきであるが、

対応する不H身が想定できず、 (続)比企型不と

同一形態である。土師器杯を逆模倣した可能性が

こくゝ

12
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

３

４

５

６

７

８

　

９

　

Ю

ｌｌ

ｌ２

１３

１４

　

１５

１６

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

不

不

杯

杯

杯

杯

杯

杯

不

皿

小型甕

甕

甕

lE

小型甕

(114)

(1“ )

(105)

(10.0)

(112)

(112)

(")

(1部 )

10。9

(166)

16.0

(222)

(2Ю)

(1%)

201

14.8

"
34

35

鶴

3.7

31

2.5

イ

39

25

“68

116

田

%
199 %

EGHIL
BEHIK
EHIJ
ACHIJ
CEGHI
EGHI
ACHI
CEGHJ

AEHIJ

CEHI
EGHIJ
ACEGI
EIJK
EGHJ

BCGHI
BGHI

20

"

"
25

40

15

10

"
∞

10

Ю

15

20

“

70

“

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

明赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙

明赤褐

橙

橙

にぶい黄橙

橙

橙

(続)比企型杯 白針なし 赤彩

(続)比企型杯 白針なし 赤彩

(続)比企型不 白針含む 赤彩

在地産 白針含む 非比企型杯 底部木葉痕残す

有段口縁不 無彩 北武蔵の土か ヽ10

(続)比企型不 白針含む 無彩

北武蔵の土 模倣杯

南比企産 不H蓋に似る 底部手持ちヘラケズリ ロクロ整

形 m203
南比企産 白針含む 杯Gと 考えておく 底部手持ちヘラケ

ズリ ロクロ整形 ヽ 1

内面風化 北武蔵型暗文皿か

在地産 全体に風化 ヽ8014015

北武蔵の土 ヽ17

在地産 白針含む カマド

胎土中に白色の粘土塊 ?を混入している 在地産か 白針少

含む 大型品 赤彩の可能性あリ カマドN021° %・
"

緑泥片岩?含む 口縁木ロナデ m50609012
緑泥片岩 ?含む 口唇部と胴部風化 カマ ドNom・ 20万～

X

69-4

69-5

69-6

第40表 第49号住居跡出土遺物観察表 (第 144図 )

あり、須恵器不とした。口唇部は内面に沈線、底

部は手持ちヘラケズリ調整。不Gと すべきであろ

う。809は南壁近くの覆土下層から出土した。

10は土師器皿。内面は風化しており、暗文の有

無は不明であるが、胎土に角閃石を含み、北武蔵

型暗文皿の可能性がある。

11・ 16は小型甕。16は カマ ド内から出土した。

口縁部内外面と胴部外面の器面が剥落している。

被熱の影響であれば、カマド火床面に設置して使

用されたものか。12013は甕である。14の壺はカ

マド内から出土した。

時期は7世紀後半代である。 8の須恵器不や10

の皿の出土から、7世紀後半でも末葉に軸足を置

くものと思われる。本書Ⅵ期に対応する。

第∞ 07号住居跡 (第160146図 )

第Ю号住居跡はZO-25グ リッドに位置する。

住居跡北側は調査区外に延びている。第51052・

M号住居跡と重複 し、第52号住居跡を切 り、第

510M号住居跡に切られていた。調査時点では南

西壁と北西壁は第51054号住居跡に削平されたと

考えていたが、第57号住居跡が同一住居跡の一部

と想定し、大型住居跡と考えた方が妥当であるこ

銭塚遺跡

とが判明した。ここでは第Ю 057号住居跡を一軒

と考えて報告する。

平面形は長方形と考えられ、規模は長軸長8。%

m、 短軸長7.Юm、 深さ0。05mの大型住居跡である。

主軸方位はN-61° ―Eを指す。

床面は概ね平坦である。部分的に炭化物層が薄

く堆積していた。埋土は灰色粘土混じりの灰褐色

土が堆積していたが、埋没状況は不明確である。

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部はほ

ぼ壁内に収まる。煙道部は壁外に延びると考えら

れるが、削平されている。規模は全長0.74m、 袖

部外幅1■ 3m、 深さ0■4mである。側壁は強 く被

熱していた。底面は段差なく床面に連続する。埋

土は第2～ 5層が天丼部崩落土と考えられる。

袖部は灰色粘土混じりの褐色土を積み上げて構

築されていた。焚き田部の両袖には底部を欠いた

土師器甕を逆位に据え芯材としていた。また、両

袖の甕を繋ぐように土師器甕が 2個体出土した。

おそらくソケット状に連結して、天丼部の架構材

として使用されたと考えられる。燃焼部中央付近

からは土師器不が 1点出土した。性格は不明であ

る。貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。
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SJ51

B1970m

S J57
1 灰褐色土 灰色粘土やや多

第145図  第50

出土遺物は少ないが、カマド内とその周辺には

比較的まとまっていた。土師器不 。甕がある (第

1″図)。 1～ 3は比企型不である。口唇部内面に

沈線、内面+口縁部外面に赤彩が施される。 3は

やや小振りとなる。

SJ52

調
査
区
域
外
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一
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S」50                                   ,52
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2m

57号住居跡

4～ 7は土師器甕である。鬼高系の長甕で、月同

部器壁は厚い。 7は在地 (比企地域)の甕である。

口縁部を欠く。胴部は縦方向のケズリ。器壁は厚

い。4～ 6は北武蔵の土と思われる。胴部は縦ケ

ズリと斜めケズリを施すものがある。器壁は在地
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銭塚遺跡
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4 暗黄褐色土

5 暗黄褐色土

6 褐色土

7 褐色土

S J50 カマ ド

1 暗灰褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

ヽ
グ

２
′
＝％

|

く! 6

Ｅ
３
．２
く

B te.oom Ｂ
一

|

く !

焼土粒子・炭化物粒子少量

焼土小プロック・炭化物粒子少量

焼土プロック・炭化物粒子多量

(天丼部崩落土か)

焼土小プロック・炭化物粒子少量

焼土粒子・炭化物粒子少量

灰色粘土・褐色砂多量

砂質土

第146図  第50号住居跡カマ ド

第147図  第50号住居跡出土遺物
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯

杯

杯

甕

甕

甕

甕

114

10。8

(1“ )

20.5

19。6

212

昴

望

3.3

197

72

35。9

20.0

(“)

AEHIJK

ACEHK

HK

CDEGH

CGHI

BCEGHIL

ACEHIJL

∞

95

30

"
70

"

"

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

明赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

橙

比企型杯 内面+口縁部外面赤彩 底部外面中央木葉痕 カ

マドNO.3

有段口縁杯 北武蔵の± 2条の沈線で段を表現 カマドヽ 12

比企型不 白針なし 内面+口縁外面赤彩 カマド

北武蔵の土か カマドヽ 10

北武蔵の土か 白針なし カマドヽ 1

武蔵型甕 北武蔵の土 カマドヽ 209・ 11

在地産 白針少含む カマドヽ 2

70-2

70-3

69-7

70-1

第41表 第50号住居跡出土遺物観察表 (第 147図 )

のものより薄いようだ。武蔵型甕のプロトタイプ

であろう。

遺物の時期は比企型不の口径や特徴から7世紀

中葉頃に位置付けられよう。土師器甕は胴部斜め

ケズリをもつ例 (507)があり、若干新しい様

相がうかがえる。 7世紀中葉～後半頃の土器群と

考えておきたい。本書V期～Ⅵ期古相に対応する。

第51号住居跡 (第 1侶図)

第51号住居跡はZO-2・ 25グ リッドに位置する。

住居跡北隅は調査区外に延びている。重複する第

■ 054・ 57号住居跡を切っていた。

平面形は方形で、規模は一辺3.“ ×3.鬱 m、 深

さ0.07mである。主軸方位はN一 %° ―Wを指す。

床面は平坦で、カマ ド前面から中央部付近は硬

化面が形成されていた。周辺部は軟質で、床面下

に方形周溝墓状の掘 り方を持っていた。覆土は砂

質の強い明褐色土で構成されていた。

カマドは北西壁中央部に設けられている。燃焼

部は壁を切り込んで構築されていた。規模は全長

1。器m、 袖部外幅1。∞m、 深さ033mである。燃焼

部は長さ0.78m、 内壁幅QЮmで、底面は皿状に

窪む。第5層は掘り方で、その上層の第 3層が灰

層である。煙道部は削平されていた。

燃焼部手前には深さ10cm前後の焚田部掘り方が

検出された。埋土は赤褐色焼土が二次的に敷き詰

められており、硬くしまっていた。袖部は白色粘

土を積み上げて構築されていた。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少ない。図示可能な遺物は土師器杯

が 1点あるのみである (第10図 )。 1は土師器不

である。底部を欠くが、丸底の北武蔵型不と考え

られる。口縁部は直立し、日縁下に無調整部を残

す。体部はヘラケズリ調整である。推定口径143cm、

残存高35cm。 胎土に角閃石・白色粒子・黒色粒

子を含む。20%残。焼成は普通で、橙色。覆土か

ら出土した。住居跡の時期を特定することは難し

いが、第Ю号住居跡との関係から7世紀中葉以降

となることは間違いない。出土した土師器杯は8

世紀初頭～前半頃に位置付けられる。重複関係と

も整合的である。 8世紀前半 (本書Ⅶ期)を中心

とした時期と考えておきたい。

第52号住居跡 (第 1■・151図 )

第52号住居跡はZO-25026グ リッドに位置する。

住居跡南東部は調査区外に延びている。重複する

第Ю号住居跡、第16号掘立柱建物跡に切られてい

た。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

6。42m、 短軸長6∞ m、 深さ0.Юmである。主軸方

位はN-131° ―Wを指す。

床面は中央部が硬く締まっていたが、壁際は軟

弱であった。埋土は6層に分層された。故意に埋

め戻された痕跡は見出せなかった。

カマドは南西壁に設けられていた。燃焼部は壁

内に収まり、煙道部は壁外に長く延びていた。規

模は全長2。

“

m、 袖部外幅0.95m、 深さ0.72mである。

燃焼部は長さ1。器m、 内壁幅約0.“mである。側壁、

火床面ともに強く被熱し、燃焼部から続く煙道部

のほぼ半分も強く被熱していた。

煙道部は燃焼部から2∝mほ どの段差をもって立

ち上がり、水平方向にlmmに延びる。煙道部幅
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51

明褐色土   砂質やや強い 灰色粘土プロック含む
灰褐色土   灰色粘土を含む (掘り方)

灰褐色粘質土 焼土プロック多量 灰若干含む (天丼部崩落土・灰層)

赤褐色焼土  二次的に敷きつめている 堅くしまっている (焚き口掘り方)

明褐色土   焼土粒子・炭化物粒子・灰色粘土プロック混入 (カマド掘り方)

自色粘土

10cm

6 暗褐色土 焼土微量 (カマド掘り方)

7 暗褐色土 灰色粘土少量
8 灰色粘土

S J54

第148図  第51・ 54号住居跡

火床面に堆積 していた。

焚き口部の奥約50cmの燃焼部中央付近、中心線

第149図  第51号住居跡出土遺物

は∞～40cmである。

袖部は灰白色粘土 (第 7層)と 明褐色粘土 (第

5層)を積んで構築されていた。左袖では薄い炭

化物層 (第 6層)を間層に挟んでいた。埋土は第

1～ 3層が天丼部崩落土で、第 3層 には焼土ブ

ロックが多量に含まれていた。第4層が灰層で、

から左に寄った位置から、日縁部を下にした土師

器高杯が 2点上下に重なった状態で出土した。支

脚に転用したものと考えられる。

ピットは3本検出された。Pl～P3は規則的に

配置され、主柱穴と考えられる。柱間距離はPl

―P2間は3■2m、 P2-P3間は2。82mである。

壁溝は幅12～22cm、 深さ9 cmほ どで、カマ ド右

袖部に接する壁際から北東壁を巡っていた。

貯蔵穴は検出されなかった。
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D1940m

D1940m

A zo.oom

P3

Ａ
一

P2

B

砂質土

灰色砂質土プロックを含む

焼土粒子・炭化物少量

灰・焼土多量 カマド流出土か

焼土・炭化物少量

やや砂質強い

S J52
1 明褐色土
2 明褐色土

3 褐色土

4 黒色灰層
5 明褐色土

6 暗灰色土

6'暗灰色土
２０

・

ビット1～ 3
1 褐色土  灰色粘土やや多量 炭化物・

褐色土少量
2 暗褐色土 炭化物やや多量

SB16P4
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52 カマド

明褐色土  焼土プロック少量 天丼部崩落土

明褐色土  焼土プロック多量 天丼部崩落土

赤褐色焼土 天丼部崩落土

黒灰色土  灰層 焼土プロック・炭化物含む

明褐色土  焼土少量 砂質粘土

黒色土   炭化物層

灰白色土  焼土混じり粘土
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l :30

第151図  第52号住居跡カマド

遺物は住居跡全体から満遍なく出土している。   される。11～14は鉢。日縁部力測 さヽく屈曲して立

特にカマド周辺からは、ほぼ完形品や一個体にな   ち上がる。11012は赤彩が施される。

ると思われる破片がまとまって出土した。器種と    15～25は高不である。15～18は同一タイプで杯

しては土師器杯 0椀・鉢・高杯 0甕・壺、石製紡   部下端の稜は痕跡的である。赤彩される。16・ 18

錘車等がある (第1520153図 )。           はカマド燃焼部出土。支脚に転用されたものであ

1～ 4は杯蓋模倣不で、日縁部が直立する。 1   る。19は不部内面に粗い暗文が施文される。赤彩

～ 3には赤彩はなく、北武蔵産と思われる。 1は   痕がなく、非在地産 (北武蔵産か)の可能性があ

白色針状物質が含まれるが、北武蔵の土に似る。   る。2も無彩である。25の脚部上端は栓がしてあ

上野 (藤岡周辺)でつくられた可能性もある。2   る。脚部透穴 2孔残る。本来は3孔透と思われる。

はカマド左脇の壁際上層から出土した。壁上また    ん～

"は
土師器甕である。全体の形状がわかる

は棚状施設から滑り落ちたかのような状況であ  資料はない。ンは系譜がよくわからない。んはも

る。3はカマド燃焼部奥壁近くの上層から出土し   う少し口径が縮小するかもしれない。長胴化しつ

た。出土状況は2の杯と類似している。 2・ 3は   つあるが、まだ胴部の丸みが強い。30031は壺で

北武蔵の土と思われる。無彩。4は比企型の模倣   ある。34は滑石製紡錘車である。完形品。住居跡

杯である。底部外面を除いて赤彩される。5～ 7   中央から北東に寄った覆土下層から出土した。

は日縁部が内彎する不。赤彩されている。8は (続)   遺物の時期は直立口縁の杯蓋模倣杯が出土し

比企型不で、混入品である。9010は深椀で赤彩   ており、鬼高 I期段階と捉えられる。本書Ⅳ期

0
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

　

８

９

１０

ｎ

ｌ２

１３

１４

　

１５

１６

１７

１８

１９

”

２１

２

８

２

万

％

　

ν

Ｘ

”

　

∞

３１

２

”

И

　

％

　

％

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

石製品

土製品

石製品

不

不

不

杯

椀

杯

不

　

不

椀

椀

鉢

鉢

鉢

鉢

不

不

杯

不

不

不

不

不

不

杯

不

重
」

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

高

髪

紡錘車

粘土塊

敲石

甕

発

甕

　

壺

壺

甕

甕

”

％

２２

Ю

ｌ２

列

昴

　

的

２５

豹

Ｍ

ｌ
・
１＞

Ｄ

の

　

国

イ

％

毬

毬

∞

Ю

ｌ

ｌ

ｌ

０

１

０

１

　

０

１

０

ｌ

Ｑ

“

白
）

′は

１

１

１

１

ｌ

Ｑ

躙
　
　
脚
　
櫂
　
・　
　
勿

Ｍ

”

侶

”

イ

Ю

イ

　

鑓

“

”

％

％

ｍ

５
。
３

　

‐２
・
３

閉

聞

鵬

知

“

“

鶴

η

９
。
‐

銅

Ｗ

　

ｍ

鵬

″

　

”

∞

％

器

43

一
　

一　

昴

　

一
　

一
　

一
　

一

(100)

“
　
“

(100)

一　
”

鵬
　
∞
　
・

AEHIJK
ACEHI
ACEHI
AEHIJ
EGI
CEIJ
GHIL

AEHI
CEI

DEFHIJ
EHI

ACDEHIJ

ACEHIJ
ACHI

ACEHIJL

EHIJ
ACEIJL
ACDEHIJ

CEGH
CEHK
CEG
CHI
ACHK
CEJK
ACEHIJ
CEHI

CEHI

CIK
CEIL

AHIK

ACEHIL

CEGIL

EI

ACI

あ

％

Ю

乃

“

∞

“

　

”

∞

∞

Ю

“

∞

”

　

“

％

“

“

”

も

あ

Ю

∞

Ю

％

％

　

”

”

∞

　

∞

”

“

Ъ

・
　

硼

通

通

好

通

通

通

通

　

通

通

通

通

通

通

通

　

通

通

通

通

通

通

通

通

通

通

通

通

　

通

通

通

　

通

通

通

通

・
　

通

並
日
　
並
日
　
由民
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
並
日　　
　
　
並
日　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日　
並
日　
　
　
　
並
日
　
並
日
　
並
日
　
並
日　
　
．　
　
　
　
並
日

橙

橙

橙

橙

橙

橙

　

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

橙

褐

一　
　

橙

にぶい橙

にぶい橙

にぶい赤褐

揚
曰

＋
亦

にぶい赤褐

輔
　
橙
橙
紹
相

‐こ
‐
　

　

　

　

明

明

杯蓋模倣杯 在地産?藤岡産かも ヽ12

北武蔵の土 不蓋模倣杯 無彩 N82

北武蔵の土か N81

比企型 模倣杯 白針含む 赤彩 No6

在地産か 白針なし 赤彩 ヽ15

在地産 白針含む 赤彩 底部外面「十」状のヘラ記号 hν
在地の土か 内面 :僅かに赤彩痕 外面 :赤彩不明 底部突

出しケズリ残している Nジ8

比企型杯 白針なし 内面+口縁外面赤彩

在地産 白針含まない 赤彩 ヽ11

在地産 白針含む 煤付着し不明瞭か 全面赤彩か Nめ

在地産か 白針なし 外面+口縁内面赤彩 N口野 31043

在地産 白針含む 全面赤彩 恥Z
在地産 白針含む 無彩 胴部 (ヘラ)ナデ N22

在地産 白針なし 月同部ナデか 器面剥落 外面煤付着 赤

彩か (不明瞭)

在地産 白針あり 杯部内面十外面赤彩 Nd∞

雑なつくり 在地産 白針含む 赤彩 カマドNQ41

在地産 白針あり 赤彩 Nd“

在地産 白針含む 赤彩 カマドNo関 |

北武蔵の土か 白針なし 無彩 ヽ19・

"
在地産 白針なし 赤彩 ヽ17

在地産? 赤彩 Nd%

北武蔵の土か 無彩 No13

在地産 白針なし 外面赤彩 No2

在地産 白針含む 赤彩 No2

在地産 白針含む 赤彩 No4

胴部ヘラナデ+ケ ズリ 内面ヘラナデ 在地産? 白針なし

Nd21

N82と 同一個体か 白針なし N8
北武蔵の土か 月同部ナデー部ケズリ No囲 )

外面ヘラナデ十ケズリ 内面指押え十ヘラナデ 在地産 ?

白針なし カマドNQ“ O Nd“・340カ マド袖

在地産か 白針なし

大型壺 白針なし 月同部ナデ 内面ヘラナデ Nd“

N鬱7と 同一個体か 白針なし Nα9

底部+胴部ケズリ 白針なし カマド

径4.∝m(上 15 下
“

)厚さ1&m 孔径O■m 重量
"。

3g 滑

石製 色調 :灰 ヽ18

焼成粘土塊 長径2■m 短径22m 最大厚1.5cm 重量7.“ g

性格不明 N「

70-4

70-5

70-6

70-7

70-8

71-102

71-5

71-6

71-7

71-3

71-4

71-8

72-1

72-2長さ10&m 幅&5cm 厚さ5。

“

cm 重さ7%.Og緑色岩製 上端と下端に敲打面 表裏面中央に敲打による凹部2ヶ所 No.39

第42表 第52号住居跡出土遺物観察表 (第1520153図 )

(古 )、 5世紀末葉を中心とした年代と考えておく。

第53号住居跡 (第lM図 )

第53号住居跡はZO-26・ 27グ リッドに位置する。

住居跡北壁付近にトレンチが入っている。重複す

る第19号掘立柱建物跡に切られていた。

平面形は比較的整った方形である。調査時には

カマ ドの左右で壁ラインがずれると認識したが、

左側の壁ラインは掘 り過ぎであることが判明し

た(図上で補正した)。 規模は5田 ×5″m、深さ0。03

mである。主軸方位はN-4° ―Wを指す。

地山と覆土の差が少なく、プランの確定は困難

であったが、床面も明確に把握することはできな

かった。結果的に掘り方まで掘削が及んでしまっ

た。

カマドは北壁に設けられていた。燃焼部はほぼ

壁内に収まる。煙道部は検出されなかった。燃焼
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S J53 カマ ド
1 黄褐色土  焼土プロック・

2 明黄褐色土 焼土プロック・

Ｃ
一カマド 貯蔵穴

l  : 3

炭化物粒子多量

炭化物粒子少量

B

貯蔵穴
5 褐色土  炭化物少量
6 灰褐色土 灰色粘土多量 鉄分少量

3 明黄褐色土 炭化物粒子少量 (掘 り方)

4 黄褐色土  焼土プロック含む

第154図

部焚口部寄りはトレンチにより残存しない。規模

は残存長07m、 袖部外幅1.05mである。燃焼部

底面は皿状に窪み、弱く被熱していた。灰層は残

存していなかった。第 1・ 2層が天丼部崩落土、

第3層が掘り方埋土と考えられる。袖部は黄褐色

土で構成され、焼土ブロックと焼土粒子が混在し

ていた。焚き口部付近は削平されていた。燃焼部

中央からは土師器甕の胴部が 2個体横に並んだ

状態で出土した。横二連掛けカマ ドとなる可能性

があろう。

第53号住居跡

貯蔵穴は、カマドに向って右脇の住居跡北東隅

から1基検出された。北側半分はトレンチによっ

て切られているため、全体の形態は不明であるが、

楕円形と考えられ、残存規模は長径72cm、 短径57

cm、 深さ25cmである。上層から土師器破片が出土

した。ピット、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は少ない。住居跡中央部北西の床面か

ら、被熱した平石に接する状態で須恵器丸底壺と

土師器ナ甘が出土した。土師器不 0甕・甘・鉢・須

恵器壺がある (第15図 )。
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第155図  第53号住居跡出土遺物

第43表 第53号住居跡出土遺物観察表 (第 155図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

器

器

師

恵

師

師

師

土

須

土

土

土

器

器

土

土

石製品

甕

甕

台石

ビＥ

鉢

不
壺
増
選
鮒

月

把

Ｄ

［
Ｏ

Ｄ

Ｄ

Ｏ

．
３

８

α

”
路
鵬
“
％
　
躙
瑚

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

　

解

昴

　

　

一

Ｋ

　

Ｉ

　

　

く

Ｉ

Ｊ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｅ

Ｈ

．

Ａ

Ｈ

Ｄ

Ｇ

Ｉ

Ｅ

　

Ｃ

　

　

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｈ

Ｅ

Ｃ‐

Ｃ

Ｂ

Ю

“

％

∞

∞

　

Ю

Ю

　

一

通

通

通

好

好

　

通

通

並
日
　
並
日
　
並
日
　
由民
　
由民　
　
　
　
並
日　
並
日

橙
灰
橙
橙
赫
褐

醜巳

灰

ぉ

の
　
　
　
木

　

表

し

も
　
　
　
部
　
　
　
化

る
　
　
　
底

　

製

赤

れ
　
　
　
　
　
　
山石
に

わ
　
　
　
デ

　

砂

も

観　　　　ヽラナ
　
迦
面

片

　

　

　

〈
　

　

駁

顧

破
　
　
　
面
　
判
　
１１

８
口
　
　
瑯

　

内

重
猪
恥

焔
卜
　
穴
釧
　
１
り
　
ｍ
れ
る

形
刺
剛
職
酢
　
ヽ
グ
　
馳
勘
筋

ッ

ケ

　

　

一
　

マ

部

　

さ

な

性

′
ラ

彩

彩

同

　

力

胴

　

厚

う

能

馘

へ

赤

赤

　

，６

　

　

　

　

よ

可

能
出
し
し
一形
腑
札
札
　
鰤
つた
晩

ビ

手

な

な

面
　
　
針

針

２

２

磨

熱

ド

部

針

針

外

明

自

白

ｍ

幅

で

被

Ｌ
・
底

自

白

内

不

　

　

ド

　

か

り

回
　
れ
　

か
　
か

・鉢

翻

娃

吐

燎

』

れ

れ

上

企

産

産

付

　

蔵

蔵

　

”

は

分

↓

比

地

地

手

り

武

武

痕

さ

面

部

輛

南

在

在

把

有

北

北

葉

長

裏

た

２
　
２
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1は (続)比企型不である。口径9&mと 小振

りで内面と口縁部外面赤彩が施される。2は須恵

器丸底壺。南比企産で底部はロクロ整形後、手持

ちヘラケズリ調整される。 3は土師器対。外面と

口縁部内面赤彩。5は把手付の鉢 ?内外面赤彩さ

れる。内面上位はミガキ。把手は剥落している。

あまり類例を見ない。位置的には第19号掘立柱建

物跡ビット上にある。掘立柱建物跡に伴う遺物と

した方がよい。 6・ 7は土師器長胴甕。カマド内

から出土したものでいずれも日縁部を欠く。胴部

は非常に長い。 7は底部木葉痕を残す。いずれも

北武蔵の土と思われる。8は被熱した扁平な円礫

である。性格は不明である。

遺物の時期は小型の (続)比企型杯と長胴甕が

伴うことから、 7世紀中頃、本書V期～Ⅵ期に位

置付けられよう。

第И号住居跡 (第 148図 )

第M号住居跡はZO-20万グリッドに位置する。

住居跡南側は調査区外に延びている。第Ю 0510

57号住居跡と重複し、第■・ア号住居跡を切 り、

第51号住居跡に切られていた。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

323m、 短軸長3■Om、 深さ0。05mである。深さが

浅いことから削平されていると考えられる。主軸

方位はN-30° ―Wを指す。

床面は既に削平されていた。掘り方底面には部

分的に薄い炭化物層が堆積していた。

カマドは北西壁に設けられていた。燃焼部は壁

を切 り込んで構築されていた。全長120m、 袖部

外幅lym、 深さ0。

“

mである。火床面は削平さ

れ掘 り方のみが認められた。詳細は不明である。

袖部相当位置には灰色粘土が認められ、袖部構築

材と推定された。

貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されなかった。

図示可能な出土遺物はなく、遺構の時期は不明

確である。重複住居跡との関係から、 7世紀中葉

以降、 8世紀前半までの間には限定できる。

銭塚遺跡

第55号住居跡 (第 1%。 1フ図)

第55号住居跡はZO一器グリッドに位置する。

住居跡南側は調査区外に延びている。重複する第

盤・44号土墳・第
"号

溝跡に削平されていた。

平面形は方形と考えられ、残存規模は長軸長

422m、 短軸長3%m、 深さ024mである。主軸方

位はN―鬱
° ―Eを指す。

床面は概ね平坦で、部分的に薄い炭化物層が形

成されていた。埋土は灰色粘土と炭化物混じりの

褐色土で構成され、大きく上下 2層に分層された。

出土遺物は下層から多量に出土している。

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部は概

ね壁内に収まり、煙道部は壁を大きく切り込んで

構築されていた。煙道部は燃焼部から緩やかな段

差をもってほぼ水平方向に延びる。全長lmm、

袖部外幅0.95m、 燃焼部長0.∞ m、 燃焼部幅045m、

煙道部長0。

"m、
幅028～033mである。

燃焼部底面は僅かに窪み側壁は強く被熱して

いた。燃焼部中央部、中心線から向かって右に寄っ

た位置には土製支脚が据えられていた。燃焼部底

面には薄い灰層が形成されていた。埋土は焼土を

多量に含む褐色土が厚く堆積していた。天丼部崩

落土と考えられる。煙道部には先端から流入した

と思われる土層が観察された。また、土師器甕片

が煙道部先端から出土し、煙突に転用された可能

性があろう。左右の袖部には底部を欠いた土師器

長甕が逆位に据えられ、袖の芯材に転用されてい

た。また、焚き田部、両袖の土器を繋ぐように、

土師器長甕が2個体ソケット状に連結した状態

で出土した。天丼部の架構材であろう。

支脚脇から土師器長甕が転落したような状態

で出土した。カマド上に置かれていたものか、カ

マドに掛かっていた甕が転落した可能性もある。

カマド焚き田部左手前からはほぼ完形の土師器

杯が出土した。左袖部脇からは砥石と鉄製品が接

して出土した。

ビットは2本検出されいずれも住居跡に伴う
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⊂ ⊂
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P2 /3

勲ヽ

◇

S J55
1 褐色土 灰色粘土・炭化物少量
2 褐色土 炭化物やや多量 焼土・灰色粘土少量

く
|

5 褐色土 炭化物 0焼土少量 流入土

6 灰層
7 褐色土 褐色砂・灰色粘土粒多量

8 褐色土 灰色粘土主体

ピット 1

1 灰褐色土 柱痕
2 暗褐色土 炭化物少量含む

0

B1960m

B1960m Ｂ
一

SK44 11

⊂1940m    ⊂′

7

b

Ｂ
一

SK43 ⑮ P白
⑫下聰笏笏笏笏笏Ｅ

３
．い
一
＜

カマ ド

3 褐色土 灰色粘土多量 炭化物少量
4 褐色土 焼土多量 炭化物やや多量 (天丼部崩落土)

第156図

柱穴と考えられる。Plに は柱痕が残る。Pl― ]厖

の柱間距離はL“mである。

貯蔵穴、壁溝等は検出されなかった。

出土遺物は、住居跡中央部からカマ ド周辺に集

中している。Pl周辺の床面からは土師器長甕 2

個体、壺 1個体が潰れた状態で出土した。カマド

の右側の床面には、土師器壺の日縁部片を器台に

転用し、その上部に小型甕が載った状態で出土し

た。転用器台に隣接して小型甑、小型台付甕が出

土している。また、P2東側からは小型台付甕が

出土した。カマド左袖外側覆土上層からは青鋼製

耳環が出土した。本来金銅製と思われるが、鍍金

は確認できない。

出土遺物は土師器不・甕・壺・小型台付甕・小

型甕・小型甑、土製支脚、石製砥石、鉄製品 (鎌 0

刀子・棒状製品)、 青銅製耳環がある (第 1田～

1∞図)。 第1田図 1～ 5は土師器不である。 1～

4は日径10cm大と小振りの杯蓋模倣杯である。胎

2m
ヒ:::=:=:=:=:=:=:=:土 :=====:====」 1:60

第55号住居跡

土から北武蔵の製品と推定される。5は内面沈線

と赤彩が施される比企型不 (B類)である。 2は

カマド焚き田部床面出±。3は覆土下層出土であ

る。 6～ 12は土師器長甕である。胴部の膨らみは

なく、長胴化が進行している。大きいものでは器

高40cmに も達する。 6はカマド燃焼部から逆位に

出±。 7・ 11は住居中央部床面出±。 9012はカ

マド袖の芯材、 8・ 10はカマ ド天丼部架構材に転

用された。13・ 17は小型甕。14は壺口縁部片であ

る。器台に転用され、上部に17の小型甕が載せら

れていた。15016は小型台付甕である。18は大型

壺で中央部の床面から出土した。19は小型の甑、

孔部単孔形態である。

"は
中実の土製支脚。長さ13■cmで、カマ ド燃

焼部に下部が埋め込まれていた。21は小型の砥石

で穴が貫通する。提げ砥iと して使用されたと考え

られる。凝灰岩製である。

22～27は鉄製品。提げ砥 とともにカマド脇から
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第157図  第55号住居跡カマ ド

まとまって出土した。銹化が進み、製品同士がう   -53° ―Eを指す。

まく分離できなかった。鎌と刀子、棒状製品があ   床面は概ね平坦で、貼床が施されていた (第 3

る。器は青銅製耳環である。直径2。0～22cm。 鍍   層)。 埋土は炭化物粒子・焼土粒子混じりの褐色

金は剥がれている。                土で構成され、明確な土層変化は観察されなかっ

出土遺物の時期は土師器模倣不と長甕の特徴   た。

から7世紀前半～中葉、本書V期に位置付けられ    カマド、貯蔵穴、ビット、壁溝等は検出されな

よう。                      かった。

第

“

号住居跡 (第 161図)              出土遺物は、床面直上あるいは床面から僅かに

第

“

号住居跡はZO―ングリッドに位置する。  浮いた状態で散在していた。土師器の不と甕があ

住居跡北側及び西側は調査区外に延びている。重   る (第 161図 )。

複する第57号住居跡に切られていた。         102は 土師器不である。いずれも丸椀形態の

平面形態は方形系と推定されるが、南壁部が大   (続 )比企型不で、日縁部内面に沈線、内面と口

きく歪んでいる。残存規模は長軸長463m、 短軸   縁部外面に赤彩が施される。 3は土師器甕。武蔵

長420m、 深さ02～ 0.45mである。主軸方位はN   型甕に連なる形態である。胴部上端は横方向のヘ
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第158図  第55号住居跡出土遺物 (1)
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第159図  第55号住居跡出土遺物 (2)
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第44表 第55号住居跡出土遺物観察表 (第 158～ 1∞図)

20。 21・ 22・ 24・ 25-1:3

第160図  第55号住居跡出土遺物 (3)

23・ 26・ 27・ 28-1:2

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｎ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

　

１９

”

　

２１

　

２

Ｘ

場

あ

あ

ν

Ｘ

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土製品

石製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

鉄製品

銅製品

杯

杯

杯

不

不

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

小型甕

1=r

小型台付甕

小型台付甕

小型甕

1=]

甑

支脚

砥石

刀子

刀子

鎌

棒状品

棒状品

棒状品

耳環

10。9

10。9

10.4

10B

(99)

212

217

192

210

189

20。0

198

(16.0)

142

138

13.6

11.7

19.0

18。4

33

34

32

3.3

器

40.0

35.3

394

27.1

38。9

36.0

23.7

79

%

169

17.6

13。9

35。7

155

Б7

(5。 4)

64

54

96

102

η

(110)

M

ACEHI
ACDEHI
CIK
CEHI
HIL

CDEGHIKL

CDHIJK
CDEGHIJ

CDEHIJK

CDEGHIK

CDEGHIKL

CDEHIJK

CIKL
ABCEI
CEHIK
CEIK
CEIJK
ACHIJK

CEHIK

I

∞

100

%

Ю

∞

“η

∞

∞

"
Ю

70

万

Ъ

∞

%

%

40

75

1(X)

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

橙

橙

橙

橙

橙

浅黄橙

灰褐

にぶい赤褐

にぶい褐

灰黄褐
|

|にぶい黄橙

1暗灰黄

|に ぶい橙

|にぶい橙

赤褐

橙

にぶい橙

橙

浅黄橙

杯蓋模倣杯

杯蓋模倣杯 No4

杯蓋模倣杯 No9

北武蔵型 杯蓋模倣杯 Nめ

比企型不 白針なし 赤彩

北武蔵の土か 白針なし カマドN82

在地産か 白針少量含む 底部丸みあり NQ15 0 16 e SK43

在地産 白針含む カマドN認卜 %
在地産 白針含む カマドNd%

北武蔵の土か 白針なし カマドN爵← %
在地産か 白針なし 胴下半被熱 No6 0 18 0"

在地産 白針含む N酬ト カマドNO関 |

硬質感のある焼き 在地産? 白針なし No6

在地産 白針なし 赤彩 Nコト カマド

北武蔵の土か 白針なし 歪む 脚部指ナデ N02

白針なし 外面二次被熱 N8・ 2
白針含む 二次被熱なし NO"

? 大型壺 器壁薄い 底部若干平底風 Nロト

SK43

白針なし 孔径5■m N「

長さ13■cm 幅7■m 厚さ4■m 重量32お g 混和材少ない

粉っぽい 側面面取リ カマドN87

長さ4■m 幅3■m 厚さ1■m 重さЮ3g 凝灰岩製 カマ

ドN2

長さ10■m 刃長8.2cm 最大刃幅1.lcm 背中離)&m

長さ1&m 最大幅1■m 背幅mcm

長さ6&m 幅2.7～ 2■m 背中m2m
長さ9■m 申酌。7cm 厚さ0&m

長さ4.をm 中ま)。∝m 厚さ0。&m

長さ6■m ‡mim 厚さ0&m 鏃身長1■m 鏃中m。∝m

鍍金と思われるが金は確認出来ない 大きさ2.0× 22m 厚さ

0.4× 0。αttm 重さ7.65g 力・マドN01

72-7

72-8

73-1

73-2

73-3

74-1

73-4

73-5

74-3

74-2

74-4

75-1

75-2

75-3

75-4

75-5

75-6

76-1

76-5

76-2

76-3

76-3

76-6

76-7

76-4
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第161図  第56号住居跡・出土遺物
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表 第56号住居跡出土遺物観察表 (第 161図 )

ラケズリが施される。北武蔵の土である。

遺物の時期は、 (続)比企型杯の形態から本書

Ⅵ期、7世紀末葉～8世紀初頭頃に位置付けられ

よう。土師器甕も岨婦はない。重複住居跡との関

係から7世紀末葉を中心とした年代と考えてお

きたい。

第57号住居跡→第Ю号住居跡 (第16図 )

第田号住居跡 (第 162図 )

第田号住居跡はZH-37 0 38 0 ZI-37グ リッド

に位置する。住居跡西側は調査区外に延びており、

北側はトレンチで削平され、詳細は不明である。

平面形は方形系と推定されるが不明である。南

東壁の一部が検出され、残存規模は長軸長332m、

短軸長1。∞m、 深さ022～0%mである。主軸方位

はN-4° ―Eを指す。壁溝は幅2～ 40cm、 深さ

12cmほ どである。

床面は貼床され、やや凹凸が日立つ。埋土は炭

化物粒子・焼土粒子混じりの暗褐色土で、構成さ

れていた。また、住居覆土を切る形で噴砂の痕跡

が観察された。カマ ド、貯蔵穴、ビット等の付属

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

器

土

土

土

不

不

甕

Ｗ
囲
獅

４７
　
“
　
望

ＩＫ

Ⅲ

Ｇ‐

Ｉ

Ⅸ

ＣＥ

％
　
欄
　
”

好

通

通

凸民
　
並
日
　
並
日

橙

橙

橙

剛しな針白彩

１３

赤

ヽ

不

彩

型

赤

企比
　
“

し

　

＞

　

Ｎ

な

続
　
ノ

針

＜

Ｈ

白

む
鋼

不

袷

白

鍛
参
壮

ヒ

詈

　

Ｃ

上

粒

蔵

静

色

武

輛

赤

北

η
　
η
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S」 59

B
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59

褐色土 焼土少量 カマ ド火床面

褐色土 灰色粘土やや多量 暗褐色土・炭化物少量 (掘 り方)

第162図  第58号住居跡

施設は検出されなかった。

出土遺物はないが、北側の削平された部分から

土師器椀が 1点出土 している (第ν6図 7)。 本住

居跡に伴う可能性がある。和泉期末葉から鬼高期

初頭頃の遺物と思われる。時期の詳細は不明では

あるが本書Ⅲ期 (新)～Ⅳ期 (古)の可能性を考

慮しておきたい。

第59号住居跡 (第 1“図)

第
"号

住居跡はZI-37・ 器グリッドに位置する。

住居跡西壁側は調査区外及び排水溝に切られて

いる。住居跡カマド以北は削平されておリプラン

は不明である。第田号住居跡とも重複する筈であ

るが、直接の切り合いが見られない。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

4。

"m、
短軸長232m、 深さ0。07mである。主軸方

位はN-75° ―Eを指す。

床面は削平されている。掘り方は灰色粘土の混

じる褐色土であった。

カマドは東壁に設けられていた。壁外の煙道部

のみ検出された。燃焼部は壁内に位置したと思わ

れるが、削平され全容は不明である。煙道部全長

Ｅ
ｏい
。い
一
く

B

Ｂ
一

炭化物少量

土覆

量

溝

多

壁

やや

量

物

少

化

土

炭

焼

貼床

土

土

土

土

色

色

色

色

　

土

５８
喘
鵬
喘
喘
　
艶

1層よりやや暗い

炭化物・焼土少量

B1890m

Ｅ
９
．９
＜

Ｂ

一

第163図 第59号住居跡

1。06m、 幅0。%～0』mである。煙道部は燃焼部か

ら段差なく連続する。貯蔵穴、ビット、壁溝等の

付属施設は検出されなかった。

遺物は検出されなかった。時期は不明とせざる

を得ないが、カマドの形態からみて、古墳時代の

後期の住居跡と考えて誤りなかろう。

第∞号住居跡 (第 1“図)

第∞号住居跡はZFOZG-38グ リッドに位置する。

住居跡東壁部は調査区外に延びている。重複する

第8号井戸跡に北壁部を切られていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

5。45m、 短軸長3“ m、 深さ0。17mである。主軸方

位はN-114° ―Wを指す。
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褐色土 炭化物粒子少量

褐色土 炭化物粒子・焼土多量 天丼崩落土

赤褐色土 焼土層 (天丼部焼け面 )

4 黒灰色土 灰層

5 明灰色土

第164図  第60号住居跡

逮≡圭菫イ

茫鰊紗  。  Ocm
電`寧|や般        ヒ====土====」 1:4

第165図  第60号住居跡出土遺物

床面は平坦で、部分的に薄い炭化物層が形成さ

れていた。埋土は炭化物粒子混じりの褐色土で構

成され、明確な土層変化は観察されなかった。

カマドは西壁中央部に設けられていた。燃焼部

は壁を0.∞m切 り込んで構築されていた。全長Q∽

m、 袖部外幅L28mである。燃焼部底面は床面と

段差なく連続する。煙道部は削平され遺存しない。

燃焼部と段差を持って立ち上が り壁外に延びる

ものと推定される。燃焼部中央付近のやや奥壁寄

りの底面は強く被熱していた。被熱面手前には灰

層が薄く堆積していた。また、燃焼部側壁にも被

熱面が観察された。埋土には焼土ブロックを多量

に含む褐色土が堆積していた。天丼部の崩落土と

考えられる。袖部は焼土混じりの明灰色粘質を積

み上げて構築されていた。

壁溝は幅18～2cm、 深さ1～ 3 cmほ どで、北西

隅に部分的に検出された。貯蔵穴、ビット等は検

出されなかった。

出土遺物は少なく、土師器甕と須恵器の破片が

覆土から検出された。図示可能な遺物は須恵器高

台付杯がある (第 165図 1)。

1は須恵器高台付不である。底部の破片で、推

定高台径9晟 m。 残存高2■皿O胎土に自色粒子と

黒色イ助卜立子を含む。胎土は級密である。焼成は堅

級。色調は灰色で、図示部の25%残存。底部は中

心部が突出気味で出尻になる可能性がある。東海

産、湖西産の可能性が高いと推定される。底部は

回転ヘラケズリ調整されている。註記h.5。

時期は本書Ⅵ期～Ⅶ期 (古 )、 7世紀末葉～ 8

世紀初頭頃に位置付けられよう。

第61号住居跡 (第 166図 )

第61号住居跡はZF O ZG-37・ 器グリッドに位

置する。住居跡北東コーナー付近は第48号溝跡 0
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第167図  第61号住居跡出土遺物

第46表 第61号住居跡出土遺物観察表 (第1"図 )

o           10om
L=========土

=========」
1:4

位はN-26° ―Wを指す。

床面は概ね平坦である。住居跡中央部を中心に

薄く貼床され、硬化面が形成されていた。埋土は

褐色土が堆積していたが、堆積環境は不明である。

＼

第8号井戸跡、 トレンチなどに切られ、遺存状態

はあまり良くない。

平面形は横長の長方形で、残存規模は長軸長

474m、 短軸長3器m、 深さOymである。主軸方

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

土師器

土師器

土師器

土師器

皿

甕

甕

発

(19.0)

(15。4)

(16.5)

(145)

"
146

18.7

175

CEHI
CEGHJL
ABCEHIL

BCDEIKL

5

加

∞

∞

普通

普通

普通

普通

明赤褐

にぶい黄橙

にぶい橙

橙

北武蔵型暗文皿 内面放射暗文

在地産 白針多 N8
胴部ケズリ ニ次被熱により調整不明瞭 槻川流域の土か

緑泥片岩入る Nα9

槻川流域の土か 緑泥片岩?入る 月同部外面ナデ十ケズリか

器面荒れている NQ9

77-3
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カマ ドは北壁のほぼ中央と推定される位置に

設けられていた。燃焼部は壁を切 り込んで構築さ

れていた。第48号溝跡に切られているため、燃焼

部扇端から煙道部は不明である。残存規模は全長

0。%m、 袖部外幅126m、 深さ013mである。壁外

の掘 り込みは約030mである。燃焼部と床面は明

確な段差を持たずに連続している。燃焼部底面は

強く被熱し、灰層が堆積していた。燃焼部内壁幅

は0.∞mと 比較的広 く、被熱痕跡は確認できな

かった。袖部は明褐色粘質土で構成されていた。

貯蔵穴と思われるビットは、カマドの右脇から

1基検出された。48号溝跡に切られているため、

平面形態は不明だが、残存規模は長径47cm、 短径

器cm、 深さ1∝mで、焼土と炭化物が多量に堆積し

ていた。

ビット、壁溝等は検出されなかった。

遺物は散在的に出土した。カマ ド周辺から比較

的まとまって出土している。土師器皿・甕がある

(第 167図 )。

1は土師器皿。北武蔵型暗文杯 (皿)である。

覆土出土で、混入の可能性が高い。 2は土師器甕

である。床面出±。月同部の膨らみが強い特徴があ

る。 3・ 4は土師器甕である。いずれも胎土に緑

泥片岩と思われる鉱物が含まれ、槻川流域で生産

された可能性がある。

遺物の時期は不明確であるが、カマドが出現し

ており、甕胴部の長胴化があまり進んでいないこ

とから、和泉期末葉 (本書Ⅲ期新段階)と推定し

ておきたい。

第62号住居跡 (第 1“図)

第62号住居跡はZF-36・ 37グ リッドに位置する。

住居跡北側と南西隅は調査区外に延びている。第

“

号住居跡、第毬号溝跡、第

“

号土墳と重複し、

第

“

号住居跡を切り、第48号溝跡、第

“

号土墳に

切られていた。

平面形は方形と推定され、残存規模は長軸長

426m、 短軸長420m、 深 さ0■3～ 0■7mで ある。

銭塚遺跡

主軸方位はN-63° ―Eを指す。

床面は凹凸が激しく、カマド前面を中心に硬化

面が形成されていた。床面は貼床が施され、部分

的に薄い炭化物層が堆積していた。埋土は褐色土

ブロックを多量に含む暗褐色土を基調としてい

た。

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部は壁

を大きく切り込んで構築されていた。煙道部は燃

焼部から明確な段差を持って斜め上方に立ち上

がるが、先端を第48号溝跡に切られていた。

残存規模は全長126m、 袖部外幅1。30m、 深さ0.36

mである。燃焼部は長さ072mで、底面は緩やか

に窪み、焚き田部手前まで連続する。内壁幅は0.∞

mで、強く被熱していた。袖部は壁内にЮcmほ ど

入り込んでいる。明灰色土で構築されていた。

埋土は第4層が天丼部崩落土、第6層が掘り方

埋土である。第6層上面が火床面であり、灰層が

薄く堆積していた。

壁溝は幅 8～ 1&m、 深さ5 cmほ どで、住居跡南

壁から北壁にかけて巡っていた。

貯蔵穴、ビット等は検出されなかった。

遺物はカマ ド周辺に比較的まとまっていたが、

大半は覆土出土である。須恵器不 0高台付不・椀 。

蓋 0鉢、土師器甕、鉄製品がある (第1"図 )。

1～ 8は須恵器杯である。口径12cm前後、底径

5。6cm前後、底部は回転糸切 り後無調整、すべて

南比企産である。口底指数は7を除いて
"を

切る。

底径の縮小化が進んでいる。日高指数は30を超え、

深身の器形が主体となっている。 9は椀蓋か。10

は特殊かえり蓋で混入品である。11は無台椀で、

日唇部の内傾面は失われ、丸みを帯びている。

12・ 13の杯と14の高台付不は底部回転ヘラケズリ

が施され、混入品と考えられる。

15は須恵器鉢。胴部平行叩き、内面無文当て具

である。16は土師器武蔵型甕。いわゆる「コ」の

字状口縁甕である。

17～19は鉄製品。17は板状製品。18は棒状製品、
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褐色粘土主体 (貼床 )

褐色土粒多量 炭化物少量 (壁溝)

S」 63

B

流路跡

B

カマ ド

4 暗褐色土 焼土プロック・褐色土プロック多量

炭化物少量 (カ マ ド天丼部崩落土)

5 黒灰色土 灰層 炭化物粒子含む

第168図  第62号住居跡

6 暗褐色土 炭化物・焼土・褐色土ブロック

多量 (カ マ ドの掘 り方)

7 明灰色土 焼土・炭化物粒子含む
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第47表 第鬱号住居跡出土遺物観察表 (第 169図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
１

２

３

４

５

６

７

８

９

１１

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

杯

杯

杯

不

杯

杯

杯

蓋

蓋

無台椀

124

119

118

122

(122)

(12.7)

(118)

(118)

(159)

20.6

(1田 )

37

39

41

39

37

39

36

39

20

18

∞

66

56

67

64

M

田

(∞)

(田)

EIJ

EIJ

EIJ

EJ

IJ

IJK

EIJK

EIJK

GHJ
EI

JK

Ю

∞

“

%

∞

∞

∞

あ

10

10

万

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

良好

灰

灰

灰白

灰

灰

黄灰

灰

灰

灰

紫灰

灰白

南比企産 底部回転糸切り

口高指数
".8南比企産 底部回転糸切り

日高指数ν8

南比企産 底部回転糸切り

日高指数%7
南比企産 底部回転糸切り

日高指数32.0

南比企産 底部回転糸切り

日高指数Ю.3

南比企産 底部回転糸切り

日高指数■7

南比企産 底部回転糸切り

日高指数∞.5

南比企産 底部回転糸切り

日高指数■1

南比企産

No2カ マド ロ底指数452

No8～ 10 口底指数471

No21 カマド ロ底指数場。3

ヽ14 口底指数4.3

ヽ11 口底指数4。3

ヽ19 口底指数45。7

Nom 口底指数
"8

No23 口底指数492

南比企産 特殊かえり蓋 N27

南比企産 内面煤付着 No24 0 8 0 SJ63

77-8

77-7

77-4

77-5

77-6
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銭塚遺跡
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群撼等ざ` 鼈
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靡 ′顔讐升競
難

`甍

|口馳
′夕

1奪

塞聰tt ｀7ジ1

Jダ孝■拠
V/'多 ノ」‐‐

＼こ≡圭≡イ 3

メ距鞠彎
ふ唆:罐鉾

9

硼鐵鑢絲i・`む:ま卜11

警辣

16

0           10cm
L==========量

=========」
1:4

１

０
17・ 18・ 19-1:3

7
0

17

第169図  第62号住居跡出土遺物

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

‐２

‐３

‐４

　

‐５

　

‐６

‐７

　

‐８

‐９

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

鉄製品

鉄製品

鉄製品

不

杯

高台付杯

鉢

甕

板状製品

棒状品

刀子

(14.0)

(138)

(“.0)

(181)

35

24

21

75

53

(92)

(100)

(110)

GI

EIJ
AIJK

IJK

CHI

10

"
10

15

加

普通

普通

普通

良好

普通

灰

灰

灰黄

灰

にぶい橙

南比企産 底部回転ヘラケズリ 混入か No5カ マド

南比企産 底部回転ヘラケズリ 混入か ヽ13

南比企産 底部回転ヘラケズリ ロクロ左回転 混入か カ

マド

南比企産 月同部外面平行叩き 内面無文当て具後ナデ  ml
カマド

「コ」の字状口縁甕 北武蔵の土 ヽ16

残存長3&m 幅1.3～ 0。7贅m 厚さ015～∝駐m Nd“ 刃は付

いていない 不明製品

残存長4&m 申m。■m 厚さ0。∝m Noの 角棒状製品の一部

残存長37cm 刃幅1乱m 厚さ0■m 刀子柄部から刃部の破片

段状の棟関と緩やかな刃関が付くようだ

17-9

78-1

78-2
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19は鉄製刀子である。

遺物の時期は、須恵器不の特徴から鳩山編年Ⅷ

期に比定される。本書X期新段階 (9世紀後半)

に対応する。

<|

Ｅ
一

Ｅ
一

ヘ

LD
19

0

P4

θ

Q zt g14

3

6

ヽ
Ｑ
ノ
／

01

9

ヽ

ヽ
“

37

045

32

SD49

げ
４７

ｂ
２８

０
∂

３９

Ｃ

Ｄ

一
Ｈ

SD49

η

SJ63

0)総で`
こヽこ′′P2  、ヽ三ノ P3 Ｄ

一フ

２３
０

ヽ

ベミぃ、み
い

１
●

、2:1ヽ iヽ::1

「
42

.C rs.oo,

.D te.som

く£

流路跡

Ｆ
ヽ 、ξ

′

⊂
一

調
査
区
域
外

SD48

D

調
査
区
域
外

2m

第170図  第63号住居跡 (1)
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第63号住居跡 (第 lЮ 0171図 )

第

“

号住居跡はZF・ ZG-36037グ リッドに位

置する。住居跡北側と南側は調査区外に延びてい

る。南西壁部は谷部 (流路跡)の削平を受けてお

り、遺存しない。また重複する第62号住居跡、第

48・ 49号溝跡に切られていたが、第鬱号住居跡、

銭塚遺跡

第49号溝跡は覆土上面にあるため、床面は残存じ

ていた。

平面形は方形系と推定され、残存規模は長軸長

&Ю m、 短軸長8。

“

mの大型住居跡 と考えられ、

深さは025mである。主軸方位はN―
"°

―Eを

指す。

Ｅ
一

<|

カマド

ml

42

.E ts.oom

F1920m     F′      G1920m     G
Pl P4

焼土少量

カマ ド

7 褐色土  焼土多量 炭化物少量 天丼部崩落土
8 黒褐色土 灰層 炭化物粒子含む
9 明褐色土 粘質土 粘土粒子含む

ピット 1′～4

10 灰褐色土 床面に鉄分が集積 (ピ ット1)
11 灰褐色土 鉄分多量 (ピ ット2・ 4)
12 灰褐色土 炭化物やや多量 (ピ ット3)

8・ 12・ 17・ 33

S J63
1 暗褐色土 炭化物・焼土少量
2 褐色土  炭化物・焼土少量
3 褐色土  灰色粘土粒子多量
4 褐色土  炭化物・焼土少量
5 黒褐色土 炭化物層
6 灰褐色土 粘土主体 員占床

・・T

炭化物

砂質土
●
ヌ

一И

Ｅ
８
．２
く

引

騨

櫓
譜
漢

Ｅ
ｏ
∞
び
ｒ
ｍ

Ｈ

一 Ｈ
一

t

第171図  第63号住居跡 (2)
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17

12 15

2221

24

′′=三≡::::::::::::三

|::::::::::::::」 ill恥 27  二́薯 =11璽」ミ 28

第172図  第63号住居跡出土遺物 (1)

1 0cm

9

)(〕

lW/剛形鰊珀

ル主≡誕璽生基 26

23
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夕髪≡華聖L真 30

銭塚遺跡

32
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33 34
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第173図  第63号住居跡出土遺物 (2)
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5。 62・
63-1:2

0                 10cm
L:=:::::::=:::::::::::=土::=:::=:::::=::::::|::=114

第174図  第63号住居跡出土遺物 (3)

床面は貼床層 (第 6層)が確認され、その上部   と考えられるが、削平されており不明である。カ

に薄い炭化物層が広がっていた。地山が褐色の砂   マ ドの規模は全長0。器m、 袖部外幅1■7mである。

質土であり、炭化物層が検出されなかった部分は   燃焼部底面は僅かに窪み、底面から燃焼部奥壁に

床面の検出が非常に難しかった。埋土は褐色砂質   かけて灰層が薄く堆積していた (第 8層 )。 第 7

土をベースとしており、 2層に分層 (第 3・ 4層)  層が天丼部崩落土で、焼土ブロックが多量に含ま

できたが、あまり大きな土層変化は観察されな   れていた。燃焼部側壁にも被熱面が確認された。

かった。                     袖部は明褐色粘質土で構成され、焼土粒子が含ま

カマドは北東壁に設けられていた。燃焼部はほ   れていた。

ぼ壁内に収まる。煙道部は段差を持って移行する    砂質の強い土質に因るためか、床面では柱穴・

ヽ

-194-
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銭塚遺跡

第48表 第

“

号住居跡出土遺物観察表 (第 172～ 174図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

６

７

８

９

Ю

ｎ

　

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

Ю

２１

２

お

れ

る

ん

ν

器

”

∞

３１

２

”

　

Ｍ

　

ｂ

％

　

”

　

器

”

　

“

４１

　

２

侶

　

４

６

６

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

不

杯

杯

杯

杯

皿

皿

皿

皿

皿

杯

杯

不

不

杯

不

杯

不

鉢

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

不

不

杯

不

不

杯

杯

杯

杯

高台付椀

高台付杯

長頸瓶

長頸瓶

短頸壺

13.8

120

114

114

(124)

(16.4)

(1り )

14.8

(14.8)

(14.8)

(126)

(12.7)

(128)

(132)

(147)

(16.0)

(160)

(160)

(加.0)

(172)

(1∞ )

(16.5)

(178)

(172)

178

16.4

(18.0)

(165)

(17)

(1%)

15.6

(160)

(158)

(lm)

(158)

(119)

(1%)

41

35

36

3.1

30

36

37

3.7

3。7

器

33

3.5

器

36

34

39

昴

舶

72

39

∞

35

27

36

20

15

14

13

26

20

22

23

器

3.7

43

田

42

4.3

33

36

45

14

25

37

49

(98)

(132)

(134)

(12.0)

(12.6)

116

(110)

(112)

(116)

(115)

(9.8)

(116)

CEI

ACIL

CDI

CHK

CHI

ACK

AEHI

AEI

AHIK

CEI

ACHI

CHI
CGHI
CHI
ACK

ACEHI
ACHI
ACHI
CI

EJK
GIJK
EIJ

EIJKL
IJKL
DEJ
EIJK
EIJK
IJL

EIJKL
EGIJK
EIJK
EIJKL
BEHIK

GJL

BEGK

AEI

IJKL

EGJ
EIJ

EIJ
GJ

EHIJ
GHIJ

IK

EJK
EIJ

%

75

∞

∞

“

“あ

η

%

あ

Ю

Ю

∞

あ

る

“

"
Ю

40

"
20

“Ю

"
70

Ю

Ю

Ю

鉤

Ю

10

“∞

∞

10

"

"

"
10

10

10

"

"

10

"
20

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

良好

良好

良好

普通

良好

普通

普通

良好

普通

普通

良好

普通

良好

普通

良好

不良

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

良好

にぶしヽ橙

橙

橙

橙

橙

橙

にぶい黄橙

橙

橙

橙

にぶい橙

橙

橙

明赤褐

明赤褐

橙

明赤褐

明赤褐

橙

灰

灰

灰

灰白

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰白

橙

灰

灰

橙

灰白

灰

灰

灰

灰

灰白

灰

灰

灰

青灰

北武蔵型不 No2

北武蔵型杯 ヽ110129

北武蔵型杯 ヽ117

北武蔵型杯 ヽ122

北武蔵型杯 ヽ1%

北武蔵型皿 ヽ114

北武蔵型皿 ヽ118

北武蔵型皿 内面見込み部弱い線刻「×」 Nα

“

・

“

075

北武蔵型皿 Nd器

北武蔵型皿 ヽ16

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 見込部に線刻「×」 底部外

面「静止」糸切り痕残す 内面 :橙 ヽ1"

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 NQ“

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 見込部ヘラ描「×」 N87'

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 丸底 器壁厚い NQ108

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 底部平底風 No.47

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 底部平底風 No.460Ю

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 No.∞・

“北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 No.480田

北武蔵型 ヽ1%

南比企産 環状つまみ (径4.■ m)No.790101

南比企産 つまみ欠失 環状つまみと思われる No.71

南比企産 環状つまみ (径Ыcm)内面外縁部自然釉 N81

南比企産 環状つまみ (径5&m)ヽ16

南比企産 環状つまみ (径3&m)No87・ 146

南比企産 環状つまみ (径47cm)Nd%

南比企産 環状つまみ (径5&m)掘り方

南比企産 環状つまみ (径mcm)N“9

南比企産 環状つまみ (径4■m)No調 |

南比企産 環状つまみ (径51cm)ヽ1%

南比企産 環状つまみ (径Бttm)ヽ 1100119

南比企産 つまみ欠失

南比企産 環状つまみ (径4■m)ロ クロ左回転 Nめ 1

酸化焔焼成 産地不明 (末野産か)底部手持ちヘラケズリ

ロクロ土師器か ? No。

“南比企産 ケズリ径12■m 底部回転ヘラケズリ ZF―%・ ンG

確認面

末野産 底部回転ヘラケズリ

ロクロ土師器か? 底部回転ヘラケズリ 産地不明 白針な

し NQ93 0 113

南比企産 Y6段階 底部回転ヘラケズリ 中心部静止糸切り

か Nd"

南比企産 ケズリ径9■m No2

南比企産 口径不安定 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

Nd22

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)ケズリ径10。生m

南比企産 Y6段階 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

INttЮ

I南比企産 底部回転ヘラケズリ 中心部僅かに糸切り痕か ヽ1

1南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)中心部ヘラ

1切
り痕か ヽ109

1湖西産か 胎土精良 内面自然釉 No78

1外面自然釉厚く掛かる 南比企産 ヽ14

1南比企産 口縁外面沈線1条 hν

78-3

78-4

78-5

78-6

78-7

78-8

η-102

79-304

78-9

78-10

79-5

79-6

79-7

79-8

79-9

1

&)-2
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

″

侶

　

０

”

　

５１

”

弱

Ｍ

”

％

５７

田

”

∞

６１

”

“

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鉄製品

鉄製品

甕

甕

鉢

円面硯

円面硯

甕

甕

甕

甕

甕

甕

小型甕 ?

小型甕

小型甕

[E

門金具 ?

釘

(加.9)

(252)

η

(218)

(22.0)

(2M)

22.0

(10。8)

(122)

(142)

∞

72

24

89

141

17.4

292

197

23.0

5。3

%

60

115

(5。 7)

(49)

IJ

ACEHI

CGI

ACHI

CGHI

ACHI

CHI

AEHIJ

CHI

CEHI

ACEHI

IJKL
EJ

GIJL
EIJK

"

"

10

"

5

"

"
∞

∞

%

∞

%

あ

狙

∞

良好

良好

普通

良好

良好

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

灰

灰

灰

灰白

暗灰

橙

橙

にぶい橙

にぶい橙

にぶい橙

橙

橙

橙

にぶい褐

橙

南比企産 自然釉掛かる N89

南比企産 丸底甕 底部磨滅 平行叩き後カキロ 内面青海

波文十ナデ No郎・

"・
74

南比企産 胴部平行叩き+無文当て具 No45 0 0

南比企産 硯面磨滅 墨痕僅かに残る 内面も磨滅 脚部線

刻2条

南比企産 脚部片 線刻3条 両側縁方形透かし

武蔵型甕 No57

武蔵型甕 No尻)

武蔵型甕 No駒 0690134

武蔵型か 土は南武蔵か No“ 0%・ お SD49

武蔵型甕 No.器 ・田 012

武蔵型甕 N盤5 SD49

在地産 白針含む 外面二次被熱

北武蔵の土か

北武蔵の土 ヽ1"

北武蔵の土 NQ95

長さ6■m 幅0。5～Q∝m 厚さ0.5～ Q6cm No18

長さ3.∝m 幅0。8× 0。セm

“

|-3

〔X)-4

&)-9

貯蔵穴等の付属施設は全く確認できなかった。床

面全体を掘り下げて確認に努めた。その結果、ビッ

トは4本検出されたが、規則的な配置は見られず

柱穴との確証は得られなかった。貯蔵穴、壁溝等

は検出されなかった。

出土遺物は、カマド前面から住居跡中央部にか

けてまとまって出土した。床面から出土した例も

あるが、覆土中からの出土が多く、住居跡廃絶後

に投棄された遺物が主体であったと推定される。

土師器杯・皿・鉢・甕・小型甕・壺、須恵器不・蓋 0

高台付杯・長頸瓶 0短頸壺・円面硯・甕・鉢、鉄

製品が検出されている (第 172図～lZ図 )。

そのほか、図示した遺物以外に、長さ2∝m以上、

幅1&m、 厚さ10cm程度に切断されたブロック状の

凝灰岩が数点出土した。表面は一面に弱く被熱し

た痕跡が認められた。用途は不明である。

第172図 1～ 5は土師器北武蔵型不である。扁

平な丸底形態で、法量は大振りのもの (1)と 小

振りのもの (2～ 5)の二種がある。 10305
は床面出土。 6～ 10は北武蔵型皿である。 8の内

面見込み部には「×」状の弱い線刻がある。 6は

床面出土、8は覆土と床面の破片が接合している。

11～18は北武蔵型暗文杯である。内面に放射暗

文が施文される丸底形態が基本となるが、15016

は底部が平底風となっている。11の底部外面中心

部には、静止糸切り痕が僅かに残る。11013の内

面見込み部には「×」状の線刻が施されている。

19の鉢は北武蔵型不の大型品である。胎土も北武

蔵の土である。

"～
32は須恵器蓋、南比企産である。つまみの

残るものはすべて「環状つまみ」である。
"～

41

は須恵器無台杯である。33・ 36は 口径が1税m前後

と大きく、酸化焔焼成である。白色針状物質は含

まれず非南比企産である。須恵器であれば末野産

か。ロクロ土師器の可能性もある。33は底部手持

ちヘラケズリ調整、36は 回転ヘラケズリ調整され

る。34は推定口径15im、 底部回転ヘラケズリ調

整される。南比企産。35は推定回径17■mの大型杯。

胎土から末野産と考えられる。口縁部外面沈線状

に窪む。37は 日径15■mと 大きく、底部は回転ヘ

ラケズリ。中心部に僅かに糸切り痕が残る。静止

糸切りか。南比企産で山下 6号窯段階に比定でき

よう。器 041も 山下 6号窯段階となるかもしれな

い。器は日径がもう少し大きいかもしれない。

“
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は口径1■ m、 丸底風の不で鳩山編年HI期平行か。

2・ 侶は須恵器高台付不。底部は回転ヘラケズリ

調整される。

44は東海産 (湖西産か)の須恵器長頸瓶。6は

南比企産の長頸瓶である。46は短頸壺か。器種が

よくわからない。″・器は須恵器甕。4は須恵器

鉢である。

Ю・51は 円面硯である。Юは小型の円面硯で、

硯面は磨滅しており、墨痕が残る。脚部は2条の

沈線加飾がある。南比企産。51は 円面硯脚部片。

3条の沈線加飾と両側側縁に方形透孔が開けら

れている。南比企産である。

52～アは土師器甕。
"以

外は武蔵型甕である。

"は
やや厚手の器壁で、古墳時代的な長胴甕。土

も北武蔵の土とは異なるように見受けられる。田

～∞は小型甕。61は小型壺か。能は鉄器。門金具

か。

“

は釘と思われる。

遺物の時期は須恵器不類が丸底風の大型不で

構成されること、蓋が環状つまみで占められるこ

と、続比企型不が姿を消すことから、 7世紀の様

相は払拭された段階と考えられる。8世紀初頭中

心 (概ねY6段階からHI期平行期)であろう。土

師器不・甕も概ね整合的である。北武蔵型暗文不

の一部に平底化がみられる点はやや新しい要素

といえようか。 8世紀1た期終 り頃までの時間幅

は見込んでおくべきであろう。本書Ⅶ期 (古)に

対応する。

第

“

号住居跡 (第 175図 )

第

“

号住居跡はZO-27028グ リッドに位置する。

住居跡北側半分以上は調査区外に延びている。重

複する第侶号土墳と接し、 第44号土墳を切って

いた。

平面形は方形と推定され、南壁中央部に張出部

がある。残存規模は長軸長8.05m、 短軸長4mm
の大型住居跡となろう。深さは027mである。主

軸方位はN-69° ―Eを指す。

床面は貼床されていた。壁際は方形周溝墓状の

銭塚遺跡

掘り方をもち、軟弱であった。埋土は灰色粘土を

多量に含む褐色土を基調としていた。

南壁中央部には長さ120m、 幅0。∞mにわたっ

て壁が崩れた台升刻大に壁外に突出していた。掘り

方も張出に合わせて屈曲しており、住居跡に伴う

張出部と判断した。張出部底面には土墳状の施設

(貯蔵穴)は検出されなかった。

貯蔵穴と思われる土墳は、南壁東端付近から1

基検出された。当初第

“

号土墳として調査したが、

断面観察から本住居跡に伴うことが判明したた

め、貯蔵穴とした。北側半分は調査区外に延びて

いるが、平面形態は隅丸方形あるいは隅丸長方形

と考えられる。残存規模は長径122cm、 短径

“

cm、

深さ63cmである。周囲にはテラス状の段が確認さ

れる。埋土は灰褐色土を基調とする。遺物は第 6

層中から多く出土した。

ビットは6本検出された。Plは91cmの深さが

あり、住居に伴う柱穴と考えられるが、柱痕は観

察されなかった。P2～P6は柱穴に想定すること

はできない。

掘 り方は方形周溝状に掘削されていた。幅0。62

～1■ 2m、 深さ0■6mで ある。埋土は灰色粘土と

炭化物が混じり、底面近くに鉄分が集積していた。

カマ ドは検出されなかった。

出土遺物は少ない。南壁付近の覆土上層から須

恵器蓋、貯蔵穴内から土師器杯・暗文不、須恵器

高台付杯が出土した (第 176図 )。

103は北武蔵型不と思われる。 1は口縁部が

模倣杯風に立ち上がる。内面に「力」状に記され

た細い線刻 (ヘ ラ記号)がある。 2は (続)比企

型杯かとも思われるが、底部は指頭痕 +軽いケズ

リ、無彩である点はその特徴を逸脱している。器

面が荒れているので、赤彩が剥落した可能性もあ

る。3は日縁部が内湾する北武蔵型不である。40

5は北武蔵型暗文杯である。深い丸椀器形で、内

面に放射暗文が施文される。608・ 9は須恵器

蓋。 6は環状つまみである。山下 6号窯段階か。
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6 灰褐色土 貯蔵穴
7 灰褐色土 灰色粘土主体 炭化物少量 鉄分

集積 (下面)硬 くしまる

8 灰褐色土 灰色粘土主体の貼床

9 褐色土  灰色粘土やや多量

ピット1

1 灰褐色± 2層よリプロック土少量

2 灰褐色土 灰褐色粘土プロック多量

鉄分やや多量 炭化物少量
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土

色

６４
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灰色粘土

灰色粘土多量 鉄分

炭化物少量

第175図  第64号住居跡

7は底径131cmと 大型の高台付不である。底部は   み蓋の存在などから、遺物の時期は7世紀末葉～

回転ヘラケズリ調整される。            8世 紀初頭頃、本書Ⅶ期 (古)段階と考えられる。

北武蔵型杯と北武蔵型暗文不の形態、環状つま

<|

―
ハ
「
‐
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銭塚遺跡

5

9

10cm

、くF∈L/
´
一

→ ■■
―

8

第176図  第64号住居跡出土遺物

第49表 第64号住居跡出土遺物観察表 (第 176図 )

2.掘立柱建物跡
銭塚遺跡第 2次調査で検出された掘立柱建物

跡は19棟である。第2017号掘立柱建物跡は南に

廂を持つ2× 2間の建物で、第2号掘立柱建物跡

は側柱建物、第17号掘立柱建物跡は総柱建物であ

る。第14号掘立柱建物跡と第15号掘立柱建物跡と

は建て替えの関係にある。また、第14号掘立柱建

物跡と第18号掘立柱建物跡は3× 3間の総柱建物、

第19号掘立柱建物跡は東辺 2間以上、西辺 3間以

上と変則的な側柱建物である。

第 1号掘立柱建物跡 (第 177図 )

第 1号掘立柱建物跡はZI・ ZJ-13014グ リッド

に位置する。建物北西隅柱は調査区外にある。重

複する第 7号住居跡を切り、柱穴相互の切り合い

から第2号掘立柱建物跡を切っていた。また、第

3号掘立柱建物跡とも重複するが、柱穴相互の切

り合いがないため、新旧関係は不明である。

3× 2間の側柱建物で、規模は桁行長6.∞ m、

梁行長4。05m、 平面積は2.30だ である。主軸方位

はN-22° ―Eを指す。

柱間距離は桁行北から2■Om、 2■Om、 lmm、

梁行は東から2■Om、 1。95mと なり、等間に揃わ

ない。柱穴は楕円形または隅丸方形で、長径

“

～

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器

師

師

土

土

器

器

器

土

土

土

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

杯

杯

杯

　

不

杯

不

　

蓋

鮒

蓋

蓋

高

２
・
５

２

　

“

２
・
３

田

　

認

ｙ

η

　

犯

田

”

　

３２

Ｍ

Ｍ

２
・
９

(131)

‐

Ｋ

Ｃ

月

Ａ
層

川

川

Ｅ‐

＜

鳳

Ｃ

Ｊ

Ｋ

　

　

Ｊ

Ｉ

　

Ｊ

Ｋ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｅ

Ｈ

Ｅ

　

Ｅ

　

　

Ｅ

∞

∞

　

”

あ

Ю

　

％

”

る

お

通

通

　

通

通

好

　

好

通

通

通

普

並
日
　

並
日
普

良

　

良

普

普

普

褐

橙

橙

　

橙

赤

橙

明

灰
灰
灰
励

３

　

　

　

　

　

ズ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

争

ヶ

く

　

　

　

　

　

２

　

　

　

雇

・″

‐ｏ５け
　
　
湿
冊
　
ｏ３
師
一い

Ｍ
尋
　
　
商
商
　
ｕ

Ｓ
獅

獄
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関
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齢
　
　
得
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К
ヵ
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朔

矧
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賊
は
　
輸
晰
輝
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同
じ
晰
厳
期
期
　
盗
螂
雌
御

刻

な

ＳＩ

調

面

面

　

み

　

　

大

醜
鮒
山
Ж
内
内
　
つま
始
ガ
婿

［
砕
脚
】
郷
郷
　
財
餓
輛
つま

硼
硼
鋤
硼
硼
硼
罐
錐
錐
静
錐

斌
織
観
斌
斌
斌
剛
就
就
期
献

“

“

∞
　
　
∞
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色

色

色

褐

褐

褐

暗褐色土 砂少量 柱痕  1層最下部は砂質強い

炭化物・焼土少量

炭化物・焼土少量 (2層 より少ない)

炭化物・焼土少量  2層より色調明るい

第177図  第1号掘立柱建物跡

102cm、 短径37～ 69cm、 深さ

“

～73cmと 深めである。  連続的な建て替えの可能性が高いと推定される。

検出された柱穴 9本全てに柱痕が認められ、Pl   出土遺物は少なく、P4か ら外面に煤の付着 し

～P8に は柱あた りが認められた。P9は排水用の   た土師器甕の底部が出土 した (第 197図 1)。 第

溝 内に位置 し、詳細 は不明である。Pl・ P2は、   1"図 1は武蔵型甕である。胴部の膨 らみが弱い

第2号掘立柱建物跡P5・ P6を わずかに南に移し   ことから、9世紀後半までは降らないものであろ

た位置で重複し、建物の軸が揃っていることから   う。第2号掘立柱建物跡との関係からみると、混

-200-



ヽ
Ｑ 01

銭塚遺跡

2m

B

∪
|

ざ
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第178図 第2号掘立柱建物跡

入の疑いがある。                 半」明した。また、第 3号掘立柱建物跡とも重複す

建物の時期を特定することは難しいが、第2号   るが、柱穴相互の切 り合いがないため、新旧関係

掘立柱建物跡と同じか直後の時期と考えると9   は不明である。

世紀前半～中頃と考えておきたい。          建物西側が調査区外に延びているため明確な規

第2号掘立柱建物跡 (第 178図)          模は不明であるカミ 梁行 2間、桁行 2間以上、片

第2号掘立柱建物跡はZI・ ZJ-14グ リッドに位   廂の東西棟側柱建物と推定される。梁行長5.70m、

置する。建物西側は調査区外に延びている。重複   桁行長480m以上となる。主軸方位はN-1ぴ ―E

する第 7・ 41号住居跡を切っていた。第 1号掘立   を指す。

柱建物跡の北側にほぼ軸を揃えて隣接する。柱穴   柱間距離は、梁行2■Om等間ヽ軒の出は1鵬m
は南側廂柱が重複し、本建物跡の方が古いことが   である。桁行柱間は身舎、廂ともに2Юmである。
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第179図  第3号掘立柱建物跡

柱穴は円形基調で、長径

“

～93cm、 短径52～ acm、   頃のものであろう。後者を採って9世紀前半～中

深さ42～∞cmと 、掘り込みが深くしっかりした掘   頃の建物跡と推定しておきたい。

り方を持つ。                   第3号掘立柱建物跡 (第179図 )

P10P4～ P6に は柱あたりが、 6本全てに柱痕    第 3号掘立柱建物跡はZI・ ZJ-13014グ リッド

が認められた。柱径は20cm前後と思われる。P50  に位置する。建物西側は調査区外に延びている。

P6は、第 1号掘立柱建物跡Pl・ P2と 僅かにずれ   第 1・ 2号掘立柱建物跡と重複するが、柱穴相互

た位置で重複しており、連続的に建て替えられた   の切り合いはなく新旧関係は不明である。柱並び

と考えられる。                  がやや悪いが、柱痕が観察されたため建物跡と考

出土遺物は少ない。P10P5か ら南比企産の須   えた。

恵器杯破片が出土した (第1"図 203)。 2は底   建物西側が調査区外に延びているため正確な

部回転糸切り後、体部下端と底部周辺を回転ヘラ   規模は不明であるが、2× 2間またはそれ以上の

ケズリ調整する。8世紀後半の所産である。3は   総柱建物と推定される。桁行長は5Ю m、 2× 2

底部回転糸切り後無調整の外で、9世紀前半～中   間の建物と推定すると、梁行長は5■Omに復元で
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第180図  第4号掘立柱建物跡

きる。推定平面積はνoMゴである。主軸方位は  出された。

N-12° ―Eを指すo                出土遺物はない。時期は不明であるが、第 1・

柱間は桁行北から2.お m、 2昴 m、 梁行東から25   2号 掘立柱建物跡とともに群を構成することか

mと なり、柱並びは一定しない。柱穴はやや小型   ら、近接時期の建物跡と考えておきたい。

の円形または楕円形で、長径%～60cm、 短径Ю～   第4号掘立柱建物跡 (第 lЮ図)

52cm、 深さν～

“

cmである。検出された柱穴 5本    第 4号掘立柱建物跡はZJ・ ZK-22グ リッドに

の内、Pl～P4に柱痕が認められた。また、 2×   位置する。住居跡集中地域の一角にあり、重複す

2間の建物 と推定すると、P3は柱筋からずれ、   る第19020%0%・ 器・48号住居跡を切っていた。

やや内側に位置している。P5は排水溝内から検    2× 2間の側柱建物で、規模は桁行長510m、
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第181図 第5号掘立柱建物跡

梁行長4Ю m、 平面積は2.48ゴ である。桁行・梁   定したが時期限定は難しい。第26号住居跡との関

行の差が少なく、総柱建物に近い構造であるが、   係から8世紀後半以降と捉えるに留めたい。

中間柱が存在 しない。主軸方位はN-8° ―Eを   第 5号掘立柱建物跡 (第 181図 )

指すo                       第 5号掘立柱建物跡はZM-16グ リッドに位置

柱間は、桁行25m等間に揃うが、中間柱が外   する。建物南東側は調査区外に延びている。重複

側に僅かに外れる。梁行は2Юm等間に揃う。柱   する第3604044号住居跡を切っていた。第
"号

筋も通つていたo                 土墳はP鉢主穴掘り方の可能性もある。

柱穴は隅丸方形基調で、長径48～73cm、 短径48   建物南東側が調査区外に延びており、詳細は不

～69cm、 深さ22～田cmである。Pl～P8全てから柱   明である。建物跡としてはやや疑問もあるが、可

を抜き取ったと思われる痕跡が確認された。     能性として提示しておく。梁行 2間、桁行 2間ま

出土遺物は少ない。Plか ら須恵器杯、土師器   たはそれ以上の建物と考えておく。Pl― P2間の

続比企型皿 0北武蔵型暗文皿、P4か ら須恵器壺   柱間距離が2■Omと 考えられる。梁行は3。

"m、
が出土した (第 1り図4～ 7)。 4は 8世紀中頃～  柱間距離はP2-P3間が1.∞ m、 P3-P4間 が1。Юm
後半、607は 8世紀初頭前後の遺物と思われる。  となる。主軸方位はN一器

°―Eを指す。

直接重複関係を持つ遺構のなかでは第%号住居跡    柱穴は円形または隅丸方形で、長径4～73cm、

が最も新しく、 8世紀中頃～後半と推定される。   短径32～ 7∝ m、 深さ
"～

41cmである。土層観察に

第器号住居跡は削平されていた。 9世紀以降と推   より、P2～P4に は柱を抜き取ったと思われる痕
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第182図  第6号掘立柱建物跡

跡が観察された。                  でぁる。主軸方位はN-27° ―Eを指す。

出土遺物はなく、時期を明らかにすることはで    柱間は桁行2■Om、 梁行2■Om等間となる。柱

きない。第36号住居跡との関係から7世紀後半～   穴は円形または楕円形で、長径2～70cm、 短径Z
末葉以降という限定はできる。           ～6■ m、 深さ23～ 5■mである。P50P6は第15号溝

第6号掘立柱建物跡 (第 182図)          跡掘削後に検出されたため、上層が削平されてい

第 6号掘立柱建物跡はZM-15、 ZN-15016グ    る。検出された7本の柱穴の内、P7に は柱痕が、

リッドに位置する。重複する第39号住居跡を切り、  P10P20P6に は柱抜き取 り痕と思われる痕跡が

第15号溝跡に上面を削平されていた。南側約3m   観察された。

に第7号溝跡が位置している。            出土遺物は少なく、Pl第 2層中から土器小片

3× 2間以上の側柱建物と推定され、推定規模   が出土したが、実測可能な遺物はない。重複する

は桁行長6。∞m、 梁行長420m、 平面積は26“ボ   第39号住居跡の時期が確定できないため、 9世紀

-205-



ノ

% ヽ

SK42

■80

SB 7

P7

1.80

%

ヽ
∪

A

粘土質 部分的に焼土・

炭化物を含む 柱痕

炭化物少量 灰色粘土 (l cm)

を含む

黄灰色粘土 (2～ 3皿 )・ 焼土

・炭化物多量

焼土・炭化物多量 黄灰色粘土

(lm)少量

灰色粘土主体 褐色土少量

炭化物まばらに含む

B

B1980m

P3

8

B

B

Ｅ
ｏ
∞
び
ｒ

∪

Ａ‐９
一

Ａ
一

P,

P6 P4

1 黄灰色土

2 黄褐色土

3 暗褐色土

4 黒灰色土

5 灰褐色土

SK42

2m

第183図 第7号掘立柱建物跡

以降と推定されるが、それ以上の限定は難しい。   柱穴は楕円形または隅丸方形で、長径侶～%cm、

第7号掘立柱建物跡 (第 18図)          短径侶～2cm、 深さ17～41cmである。P6は柱痕が

第 7号掘立柱建物跡はZO-17018グ リッドに  観察された。

位置する。建物北隅は調査区外に延びている。重    遺物は、Plか ら須恵器蓋つまみ部分、P3か ら

複する第42号土墳を切っていた。また、第15号溝   須恵器蓋破片が出土した (第 1"図 809)。 時期

跡と重複し、本建物跡の方が古い。東側約 2mに   限定は難しいが、出土遺物と第2号土墳との関係

第8号掘立柱建物跡が位置している。南西約2m   から8世紀前半頃と推定しておきたい。

前後には軸方向を揃えて第 7号溝跡が位置して  第8号掘立柱建物跡 (第184図 )

いる。                      第 8号掘立柱建物跡はZO-18グ リッドに位置

3× 2間の側柱建物と推定され、規模は桁行長   する。重複する第15号溝跡に上面を削平されてい

5.“ m、 梁行長3。∞m、 平面積は1620ボ である。  た。西側約 2mに第 7号掘立柱建物跡、東側約10

西側梁行中間柱は検出されなかった。第15号溝跡   mに は第9号掘立柱建物跡が位置している。

に削平されたと考えたが、桁行が更に延びる可能    2× 2間の総柱建物跡で、規模は桁行長4.05m、

性もある。主軸方位はN-61° 一Wを指す。     梁行長3.∞m、 平面積は14田ボである。主軸方位

柱間距離は桁行1。

"m、
梁行1。■m等間となる。   はN-49° ―Wを指す。
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第184図  第8号掘立柱建物跡

柱間距離は桁行東から210m、 1。95m、 梁行はlm  竪穴住居跡、土墳とセットとなり存在したと思わ

m等間である。柱穴は円形で、長径25～ 53cm、 短   れる。

径23～45cmと 小型で、深さは7～ 17cmで ある。P3  第9号掘立柱建物跡 (第1%図 )

は第5号溝跡によって削平されていた。柱穴から    第 9号掘立柱建物跡はZO-19020グ リッドに

は柱痕、柱抜き取り痕は観察されなかった。束柱   位置する。第46号住居跡北東に隣接する。建物北

を持つことから高床建物と考えられる。       側半分は調査区外に延びている。西側約10mには

出土遺物はないため、正確な時期は不明である   第8号掘立柱建物跡が位置している。

が、小型の柱穴を持つほぼ同一規格の建物跡が城    正確な規模は不明であるが、2× 2間、または

敷遺跡で多数検出されている。時期的には鬼高期   3× 2間程度の側柱建物跡と推定される。2× 2

初頭前後のものであり、本例もほぼ同時期に収ま   間の建物と推定すると、桁行の柱間距離がlmm
る可能性が高いと考える。             等間であることから桁行長3。∞m、 梁行長31)m、

本建物跡東側に隣接する第

“

号住居跡は軸が揃   平面積は11部ゴである。主軸方位はN一 %° 一E
い、鬼高期初頭 (本書Ⅳ期古段階)に位置付けら   を指す。

れる。西側に隣接する第2号土墳も同時期であり、   柱間は桁行lmm等間、梁行は東から1罰m、 1“
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建物東側が調査区外に延びてお

り、正確な規模は不明であるが、3

×2間、またはそれ以上の側柱建

物跡と考えられる。 3× 2間の建

物 と仮定すると、桁行柱間距離が

2■Om等間であることから、桁行長

6。Юm、 梁行長4"m、 平面積 は

あ.35だ である。主軸方位はN―∞

° 一Wを指す。

柱間距離は桁行2■Om、 梁行225

m等間となる。柱穴は楕円形また

は隅丸方形で、長径∞～93cm、 短径

“

～認cm、 深さ44～7&mである。検

出された 6本の柱穴の内、P40P6

に柱痕と思われる土層が観察され

た。

出土遺物はない。概ね 7世紀後

半～ 9世紀代には収まるが、正確

IR
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A

A1960m
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ｒ
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:B異灰色土 粘土質    な 時 期 は 不 明 で あ る 。

炭化物少量
  第11号掘立柱建物跡 (第 1舒図)

第11号掘立柱建物跡はZK・ ZL―

第185図 第9号掘立柱建物跡

mである。第8号掘立柱建物跡よりも一回り小さ

い建物跡である。柱穴は円形で、長径あ～41cm、

短径22～ycmと小型で、深さは7～Юcmで ある。

柱穴埋土は炭化物混じりの黄灰色粘質土で共通

し、柱痕は不明確であった。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、第8

号掘立柱建物跡と同様な小型柱穴を持つ小規模

建物跡であり、鬼高期初頭前後に属するものと考

えておきたい。第46号住居跡、第8号掘立柱建物

跡、第2号土墳とほぼ同時期の遺構群であろう。

第10号掘立柱建物跡 (第 1%図 )

第10号掘立柱建物跡はZK・ ZL-16017グ リッ

ドに位置する。建物東側は調査区外に延びている。

重複する第ダ号住居跡と第11号掘立柱建物跡を

切っていた。

16・ 17グ リッドに位置する。建物東

側は調査区外に延びている。重複する第10号掘立

柱建物跡に切られていた。

正確な規模は不明であるが、2× 2間、または

3× 2間の側柱建物跡と推定される。2× 2間の

側柱建物と仮定すると、桁行柱間距離がlmm等

間であることから桁行長5』 m、 梁行長420m、

平面積は22Sボである。主軸方位はN-33° ―W

を指す。

柱間は南西側桁行lmmと なるが、北東側桁行

では、P4に対応する位置に柱穴はなく、等間と

ならないものと考えられる。梁行は2■Om等間と

なる。柱穴は円形または方形で、長径43～5■ m、

短径41～″cm、 深さ18～32cmである。掘り方埋土

は淡褐色土で構成され、P3～P5に柱痕が観察さ

れた。
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第186図 第10号掘立柱建物跡

出土遺物はない。第10号掘立柱建物跡より古い   円形で、長径∞～7&m、 短径46～ 70cm、 深さ器～

ことは確実であるが、詳細な時期比定はできない。  3∝mである。埋土は灰褐色土を基調としており、

第12号掘立柱建物跡 (第 188図)          柱痕はP3下部 (第 2層)に可能性があるが、明

第12号掘立柱建物跡はZK O ZL-16グ リッドに  確には観察されなかった。

位置する。第10011号掘立柱建物跡とともに建物    出土遺物はなく、時期は不明である。第47号住

群を構成しているが、柱列が 1列検出されたのみ   居跡との関係から7世紀末葉～ 8世紀初頭以降

で、建物南西側は調査区外に位置する。重複する   という限定はできる。

第″号住居跡を切っていた。            第13号掘立柱建物跡 (第1"図 )

残存規模は南北長4mm、 東西長は不明、主軸   第13号掘立柱建物跡はZO-22グ リッドに位置

方位はN一 %° ―Eを指す。            する。南東約 3mに第14015号掘立柱建物跡があ

柱間は2』m等間となる。柱穴は円形または楕   り、 3棟で建物群を形成している。
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第187図  第11号掘立柱建物跡

2× 2間の総柱建物跡で、規模は桁行長3.∞m、   の材を柱材に使用した可能性がある。いずれにせ

梁行長3。∞m、 平面積は14Ⅸゴである。主軸方位   よ、床束をもつ高床式建物跡と推定される。

はN-1ど 一Wを指す。               出土遺物はない。古代の建物跡であるが、時期

柱間は桁行1。95m、 梁行1.∞m等間となる。柱   の特定はできない。

穴は隅丸方形を基調としていた。P5は長楕円形   第14号掘立柱建物跡 (第 1∞図)

で深度も浅かった。P5を 除くと、柱穴規模は長   第14号掘立柱建物跡はZO―器・2グ リッドに

径
"～

11■m、 短径55～ 90cm、 深さ19～55cmである。  位置する。建物南側の一部は調査区外に延びてい

検出された 9本の柱穴の内、P4・ P5・ P6以外   る。第15号掘立柱建物跡とはほぼ軸を揃えて重複

には柱痕、または柱を抜き取ったと思われる痕跡   し、切り合い関係から第15号掘立柱建物跡から直

が観察された。柱痕埋土は灰褐色の粘質土が堆積   接建て替えたと考えられる。P8は第15号掘立柱

していた。P8は抜き取 り後の埋土から西側から   建物跡P6と 同位置に建て替えたものと思われる。

抜き取られたかのような土層が観察された。P5   北西約 3mに第13号掘立柱建物跡が位置してい

は掘 り込みが浅く、円形とならない (長径5■m、   る。また、北側 lm前後に第 1号ビット列が位置

短径νcm、 深さ19cm)こ とから、厚みのある板状   しており、主軸方位は一致しないものの近接して

○
ZK-17G
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いることから、何らかの有機的な関係がある可能

性がある。

3× 2間、または3× 3間の総柱建物跡、高床

の倉庫と推定される。前者と仮定すると、規模は

桁行長5.“ m、 梁行長420m、 平面積は22“ゴで

ある。主軸方位はN-78° ―Eを指す。第13号掘

立柱建物跡とほぼ直交する。

柱間は桁行lmm、 梁行2■Om等間となる。柱

穴は楕円形または隅丸方形で、長径あ～107cm、

短径45～ 1路cm、 深さ51～器cmである。

D・ P10は 南側半分が調査区外にある。P10

P3・ P4・ P6・ P70P9・ P10に は柱抜き取り痕と思

われる土層が観察された。また、P10P2・ P4～

:円)。 Pll・ P12か ら、分割材が横倒しの状態で出

土した。長さは約Ю～Юcmである。柱の沈下を防

止するために埋置した礎板と考えられる。

すべての礎板は底面よりも約10cm浮いた位置に

設置されていた。P7は上層から出土 してお り、

原位置をとどめない可能性がある。Pl・ P40P8

出土の材は残存状態が悪かった。礎板下に堆積し

た第 4層は粘質土である。また、東辺のP4-P8

間は、部分的に柱穴の掘り方を連結させる「溝持

ち」構造になっている。また、建て替えの際、

P8は第15号掘立柱建物跡P6を そのまま再利用し

ているようだ。

出土遺物は礎板に使用された木材がある。礎板

は9点出土しており、腐食が激しい3点を除き、

6点を図示した (第 197図10～ 15)。

10はPl出±。長さは19.7cm、 幅11lcm、 厚さ5■ m。

分割材である。樹種同定の結果、ヒノキ科である

ことが判明した。11はP7出±。長され9cm、 幅7乱 m、

厚さ4&m。 樹種は鑑定不能。原材を分割した状

態で使用している。風化が激しく、加工痕は見ら

れない。12はD出土の材。みかん割されている。

長さ4。&m、 幅8.∝ m、 厚さ6.7cm。 樹種は鑑定不能。

13はPll出 土。柾 目材である。長さω2cm、 幅

14.5cm、 厚さ7■m。 樹種は不明。14はP6出±。分

銭塚遺跡

割材である。長さ522cm、 幅16。3cm、 厚さ1■3cm。

樹種は不明である。15はP5出土。芯持材である。

材の外側を両面剥がして使用している。長さЮ.6

cm、 幅19。5cm、 厚さ11■ m。 土器は出土せず、時

期は不明である。材の年代測定の結果、12は暦年

較正年代でc」AD4〔4539年、15は c」AD42“32

年となった (第Ⅵ章参照)。 5世紀～ 6世紀とな

るが、想定年代としては古過ぎる。古木効果によ

るためであろう。おそらくは古代、7世紀以降の

建物跡と考えておく。

第15号掘立柱建物跡 (第 191図 )

第15号掘立柱建物跡はZO-2302グ リッドに

位置する。第14号掘立柱建物跡とはほぼ軸を揃え

て重複する。柱穴の切り合い関係から第14号掘立

柱建物跡に切られていることが判明した。北西約

3mに第13号掘立柱建物跡が位置している。

2× 2間の総柱建物跡と推定され、第14号掘立

柱建物跡同様高床倉庫の可能性が高い。規模は桁

行長420m、 梁行長3。∞m、 平面積は15■2ゴである。

主軸方位はN-1ぴ 一Wを指す。

柱間距離は桁行2■Om、 梁行1。

"m等
間となる。

柱穴は円形または隅丸方形で、長径

“

～107cm、

短径49～ %cm、 深さ35～ 69cmである。

柱穴には柱痕が観察されたものはなく、すべて

抜き取られたものと推定される。]間は同位置で

第14号掘立柱建物跡P8に建て替えられていた。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第16号掘立柱建物跡 (第 1∽図)

第16号掘立柱建物跡はZN・ ZO― %グ リッドに

位置する。重複する第
"号

住居跡を切っていた。

東側約 5mに第19号掘立柱建物跡が位置している。

3× 2間の側柱建物跡で、規模は桁行長6.∞ m、

梁行長4。Юm、 平面積はν.∞ぷである。主軸方位

はN-7° ―Wを指す。

柱間距離は桁行東側柱では北から1。

"m、
2■Om、

2■Om、 西側柱では北から2■Om、 2■Om、 lmm

となり、対応する柱穴同士、距離が不揃いである。
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第191図 第15号掘立柱建物跡

梁行は225m等間となる。               時期は第認号住居跡との関係から5世紀末葉以

柱穴は隅丸方形で、長径82～ 107cm、 短径貿～   降となる。土師器甕は8世紀後半～9世紀前半に

Mcm、 深さ31～″cmである。検出された10本の柱   は収まる遺物と考えられる。土師器甕に近い時期

穴の内、Pl～P4・ P6・ P7では柱痕または柱抜き   の建物と考えておきたい。

取り痕が観察された。               第17号掘立柱建物跡 (第 193図 )

出土遺物は少なく、Dから土師器甕口縁部片、    第17号掘立柱建物跡はZL-37グ リッドに位置

P3か ら鉄鏃が検出された (第 197図 16・ 17)。 16は   する。第

“

・46・ 47号溝跡と重複する。新旧関係

武蔵型甕で、日縁部が緩やかな「コ」の字状に屈   は不明確であるが、本建物跡の方が新しいと推定

曲する。肩部は横ケズリが施され、ノッキング痕   される。

が残る。17は三角形関箆被形式の鉄鏃である。     地形が傾斜する東側柱列では削平されている
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第192図  第16号掘立柱建物跡

部分があり、全体像は不明確であるが、南に廂を   柱間距離は桁行東側柱で北から225m、 2mm、

持つ 2× 2間の総柱建物と考えた。西側柱列は高   120m、 西側柱で、北から255m、 2.4m、 120m、

い面で確認でき、柱穴が非常に狭いことが判明し  梁行は東から2.おm、 225mである。柱穴は円形で、

た。通常の建物というよりも「杭」打ち込み式の   長径11～2cm、 短径11～2cmと 非常に小型である。

簡易な施設と考えた方がよいかもしれない。     深さは3～66cmで ある。P6・ P7は床束とはなら

規模は桁行長615m、 梁行長5■Om、 平面積は  ないかもしれない。

3L37ぷである。主軸方位はN-5° 一Eを指す。    出土遺物はなく、時期は不明であるが、中世以
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第193図 第17号掘立柱建物跡

降の所産と推定される。              梁行4mm、 平面積は23%ぷである。主軸方位は

第18号掘立柱建物跡 (第 1%。 195図)        N-62° 一Eを指す。

第18号掘立柱建物跡はZI・ ZJ-37・ 38グ リッド   柱間距離は桁行1。∞m等間、梁行は北から1。65m、

に位置する。西側には第607号井戸跡が近接し、  1.65m、 1鵬mと なる。柱穴は方形で、長径器～

南西約 4mに は第 5号井戸跡が隣接 して掘 り込   110cm、 短径78～9乱mと 大型で、深さは28～68cm

まれていた。                    である。

3× 3間の総柱建物跡で、規模は桁行4。95m、    検出された柱穴はほぼ同じ大きさで、しっかり
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としたつくりである。P8・ P9・ P12を 除く柱穴に

は柱当たりが認められた。P2・ P15を 除いた柱

穴は、径 1～ 4 cm大の栗石が敷き詰められ、その

下層には灰色粘土を含む粘質土が数cmの厚さで

堆積していた。柱当たりは楕円形をしており、柱

を抜き取った跡と思われる。P30P16は 柱抜き

取り時に、抜き取り穴の中に栗石が流れ込んでい

た。P5・ P60 Pllは掘り方全面に栗石を敷き詰め

ている。P10は柱周辺に栗石が詰められていた。

E)は栗石が二層に分布しており、上層はまばら

に広がり、下層は柱当たりにまとまって出土した。

出土遺物はない。時期は不明であるが、古代に

属することは確実である。集落の高床倉庫として

は破格の規模といえる。

第19号掘立柱建物跡 (第 196図 )

第19号掘立柱建物跡はZO―νグリッドに位置

する。建物南側は調査区外に延びている。柱間距

離が一定しないが、柱並びが通るため、建物跡の

可能性を考えておく。重複する第53号住居跡を

切っていた。西側約 5mに第16号掘立柱建物跡が

第50表 掘立柱建物跡出土遺物観察表 (第 197図 )

銭塚遺跡

位置している。

正確な規模は不明であるが、変則 3間以上×3

間の側柱建物と推定しておく。桁行 3間 と仮定す

ると桁行長7。35m、 梁行長4Ю m、 平面積は33“

だとなる。主軸方位はN-4° ―Wを指す。

柱間距離は不揃いである。桁行東辺は25m等

間である。西側柱では北から1.∞m、 0.∞ m、 0.75

mで、P8に対応する西側柱穴は検出されなかった。

梁行は東から1。Юm、 1。35m、 1“mと不揃いである。

柱穴は円形または方形で、長径42～ |%cm、 短径

36～ 47cm、 深さ13～Юcmである。P6のみに柱当た

りが認められた。

出土遺物はない。時期は不明であるが、第
"号

住居跡との関係から、7世紀中頃以降という限定

はできる。

3.柱穴列
第 1号柱穴列 (第 1∞図)

第 1号柱穴列はZO-23グ リッドに位置する。

第14015号掘立柱建物跡の北側 lmに ほぼ平行し

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

　

　

３

　

　

４

　

５

　

　

６

　

　

７

　

８

　

９

　

１６

　

‐７

土師器

須恵器

須恵器

土師器

器

器

恵

恵

須

須

器

器

器

器

品

師

恵

恵

師

製

土

須

須

土

鉄

甕

不

不

不

壺

皿

皿
蓋
蓋
甕
鐵

(120)

“
　
　
器

鶴
　
％

能

　

”

　

”

　

１
・
７

”

　

２
・
７

　

器

１４

加

田

Ю
　
　
■
　
　
０
　
　
鋤

一　

　

一　

　

二

　

　

一

Ｉ

　

　

Ｋ

Ｈ

　

　

ＴＪ

　

　

Ｋ

　

　

　

　

Ｋ

Ｅ

　

　

‐

　

　

Ｊ

　

　

Ｊ

ト

Ｃ

Ｇ

‐

‐

‐

．

Ａ

　

　

Ｅ‐
　

　

　

Ｅ

　

　

　

　

Ｅ

　

　

．

Ｈ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｄ

Ｃ

Ｈ

＜

　

Ｂ

＜

“
　
　
Ю
　
　
Ю
　
　
”
　
１５
　
　
１５
　
　
１５
　
”
　
”
　
”

通

　

通

　

通

　

通

好

　

通

　

好

好

良

通

並
日　
　
　
　
並
日　
　
　
　
並
日　
　
　
　
並
日
　
由民
　
　
　
　
並
日　
　
　
　
由氏
　
凸民　　７↑
　
並
日

にぶい赤褐

灰

灰

灰黄褐

灰

にぶい橙

橙
灰
舗
橙

当

　

　

　

　

　

　

宅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ю

借
師
櫛
　
離
剛
　
制
螂

轍
一　
一路

師一　
］
泌
　
一鳴
　

Ｐ‐
・
い
Ｄ
輸

け　̈
一̈
　̈
　̈嚇　̈
¨̈

，キングＪ痕̈

「
『̈
『一̈
　̈内面＋口‐̈
¨̈
¨̈
一

殷
　
鈷
底

鈷
い
静

針
　
Ｄ
内

杯
鬱

詢
郡
贈

印̈一̈
一̈
¨̈
¨̈
¨̈
一一］一̈

‥
　

　

菊

　

　

て
　

　

　

　

滋

　

　

蒲

　

　

　

　

　

　

・，
　

‐

茎

剛
一躙
観
一刷
Ｗ
たっ
Ｗ
Ｗ
一Ｐ
叡
叩̈
Ｗ
Ｗ
Ｗ
剛
Ｗ
ｍ

&)-10

-219-



・ｍ・ｍ
∪

|∪
1

A

１
月
月
ヽ
―
―
ユ
ー
ー

1.35 150

P9

ク P8

圧

（崎
崎
．Ｎ
）

（崎
ｍ
．卜
）

Ｅ
Ｒ

．ぃ
一
ｍ

D
Ｅ
Ｒ

．一
一
∪

A te.zom Ａ
一

.D rs.zom _-P.

S」 53 P3 P2

蟷
魏

８可巫
鰊

Ｐ慟
魏

％
晰
多

2m

第196図  第19号掘立柱建物跡

て 3本のビットが直線的に並んで検出された。主   深さ15～17cmと浅い。主軸方位はN-82° ―Eを

軸方位は厳密には一致しないが、近接 しているこ   指す。

とか ら塀などの区画施設が存在 した可能性があ    出土遺物はない。

る。

3本のビットは等間隔ではないが、いずれから

も柱痕が認められた。Pl― P2間距離は■05m、 P2

-P3のそれは225mである。ビットは円形あるい

は隅丸方形で、長径伐～46cm、 短径36～ 41cmで、

4.土墳
銭塚遺跡第203次調査で検出された土墳は総

数35基である。第 1～ 19号土墳は、埼玉県埋蔵文

化財調査事業団報告書第340集 『西浦/野本氏館
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跡/山王裏/銭塚』で報告されている。第31号土

墳は弥生時代の土墳墓のため、別項で報告する。

第20号土墳 (第 198図 )

第
"号

土墳はZN-10グ リッドに位置する。重

複する第 2号住居跡覆土上に乗る、極めて浅い土

墳である。

平面形態は楕円形で、規模は長径02m、 短径

0。

"m、
深さ0.07mで ある。長軸方位はN―

“

°

一Eを指す。

出土遺物はない。時期は第2号住居跡との関係

から8世紀初頭以降という限定ができるのみで

ある。

第21号土墳 (第 198図 )

第21号土墳はZK-13グリッドに位置する。

重複する第 6号住居跡との新旧関係は不明で

ある。第6号住居跡貯蔵穴の可能性も考えたが、

確証は得られなかった。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.73m、 短径

0。51m、 深さ0■7mである。長軸方位はN―■
°

一Eを指す。底面は平坦で、壁はほぼまっすぐに

立ち上がる。

出土遺物はない。時期は不明である。

第22号土墳 (第 198図 )

第22号土墳はZK-12グ リッドに位置する。第

27号溝跡を切って掘削されていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径0ん m、 短径

065m、 深さ0■6mである。長軸方位はN―

“

°

―Eを指す。底面は皿状に窪み、壁は緩やかに立

ち上がる。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第23号土墳 (第 198図 )

第23号土墳はZL-11グ リッドに位置する。遺

構北西半分は調査区外に延びているため、全体は

不明である。

平面形態は円形と推定され、残存規模は長径

0%m、 短径027m、 深さ0.93mである。長軸方位

はN-3『 一Eを指す。底面は平坦で、壁は上方

に向かって広がりながら立ち上がり、断面形態は

逆台形の深いビット状である。柱痕はない。

出土遺物はない。時期は不明である。

第24号土墳 (第 198図 )

第24号土墳はZL-12グ リッドに位置する。

平面形態は隅丸長方形で、規模は長径1。∞m、

短径11lm、 深さ026mで ある。長軸方位はN一

5° 一Wを指す。底面は平坦で、壁はほぼ直立す

る。埋土は褐色土を基調とするが、人為的堆積か

否かは明確には把握できなかった。

遺物は、土師器甕 0壺の破片などが出土した(第

202図 1・ 2)。 1は土師器甕、月同部ナデ調整。2

は壺か。肩部指ナデ、内面は絞り目風。時期は古

墳時代中期と考えておきたい。

第25号土墳 (第 198図 )

第25号土墳はZI-14グ リッドに位置する。

遺構北側は調査区外に延びているため、全体は

不明である。重複する第41号住居跡を切っていた。

平面形態は長方形と推定され、残存規模は長径

0。おm、 短径0.51m、 深さ0″mである。長軸方位

はN-11° 一Eを指す。底面は凹凸があり、壁は

緩やかな段を持って立ち上がる。

出土遺物は土師器北武蔵型不と武蔵型甕の破

片が少量出土したが、第41号住居跡に帰属する遺

物と推定される

`時
期は不明である。第41号住居

跡との関係から、8世紀前半～中葉以降という限

定はできる。

第26号土墳 (第 198図 )

第26号土墳はZK-19グリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1.05m、 短径

0。63m、 深さ0■6mである。長軸方位はN-2°

―Wを指す。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立

ち上がる。隣接する第ν号土墳と埋土が酷似して

いる。第17号溝跡埋没後に掘り込まれていた。

埋土は黒褐色炭化物層を基調としており、灰・

焼土を含む。灰溜め状の土墳と考えられる。

出土遺物は土師器甕、須恵器甕片が出土した。
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第20号土墳

A

第21号土壌 第22号土墳

A

A ts.zo'.n

S K22
1 暗褐色土 やや砂質 白色～

黄褐色土プロック多い

銭塚遺跡

第23号土墳

A  調査区域外  A′

A re.ao, A

S K23
1 褐色土  炭化物少量含む

2 灰褐色土 炭化物やや多量

A

焼土粒子 (φ 2皿前後 )・

灰化物少量含む

焼土 (φ lm前後)を少量
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第198図  第20～ 28号土墳
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実測可能遺物はないが、土師器甕は武蔵型甕であ

り、 8～ 9世紀代と考えられる。

第27号土墳 (第 198図 )

第27号土墳はZK-19グリッドに位置する。

平面形態は歪んだ長方形で、規模は長径3Юm、

短径2“ m、 深さ026mで ある。長軸方位はN一

17° ―Wを指す。底面は凹凸があり、壁は断面の

北側は緩やかに、南側はほぼ直立する。覆土中に

灰・炭化物、焼土が多量に含まれており、土器焼

成墳を疑ったが、床面は被熱しておらず、否定的

である。内部からは被熱した生粘土 (白色針状物

質を含む)が数か所から検出された。粘土は面取

りされており、混和材は含まれていない (図上で

S-1～ 4で示した)。 第%号土墳同様の黒色灰

が基調となり、灰溜め土墳と推定される。

須恵器不・甕の破片、土師器甕破片、被熱粘土

塊が出土した。図示可能な遺物はないが、土師器

甕は武蔵型甕底部と須恵器杯の特徴から9世紀

代を中心とした年代と推定しておきたい。

第28号土墳 (第1%図 )

第器号土墳はZK-19・
"グ

リッドに位置する。

重複する第14号溝跡に切られていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径2■9m、 短径

1.Wm、 深さ0.侶mである。長軸方位はN-30°

一Eを指す。底面は平坦で、壁はほぼまっすぐに

立ち上がる。

出土遺物はなく、時期は不明である。第14号溝

跡との関係から、8世紀初頭以前という限定は可

能である。

第四1号土墳 (第 199図 )

第
"号

土墳はZM-16グ リッドに位置する。重

複する第36号住居跡を切り、第 5号掘立柱建物跡

柱穴が重なる。

平面形態は楕円形で、規模は長径lym、 短径

0。

“

m、 深さ0■5mで ある。長軸方位はN-40°

―Eを指す。底面はわずかに皿状に窪み、壁は緩

やかに立ち上がる。

埋土は下層に炭化物粒子、上層に粘土ブロック

が多量に含まれていた。第 5号掘立柱建物跡柱穴

掘り方の可能性もある。

出土遺物は土師器暗文不、土師器甕片が少量あ

るが、第36号住居跡に帰属すると思われる。時期

は不明である。第36号住居跡との関係から、 7世

紀末葉以降という限定はできる。

第∞号土墳 (第1"図 )

第30号土墳はZN-15グ リッドに位置する。第

39号住居跡と僅かに重複し、本土墳の方が古い。

平面形態は楕円形で、規模は長径1■Om、 短径

0。88m、 深さ0。32mで ある。長軸方位はN-0°

を指す。底面はわずかに窪み、壁は緩やかに立ち

上がる。

埋土は褐色粘土ブロックが多量に含む暗褐色

土で構成されていた。

出土遺物は土師器杯・甕片がある (第202図 30

4)。 土師器杯は風化により暗文は不明であるが

北武蔵型暗文不。土師器甕は器壁の厚い鬼高系の

長胴甕である。時期的には7世紀末葉～8世紀初

頭頃に位置付けられよう。

第32号土墳 (第1"図 )

第32号土墳はZS-25グ リッドに位置する。

平面形態は円形である。規模は直径0。57m、 深

さ014mである。長軸方位はN一 y° ―Eを指す。

底面は平坦で、壁は明確な立ち上がりを持って斜

めに立ち上がり、断面形態は逆台状である。埋土

は黄灰色土を基調とし、灰色粘土ブロックが日

立った。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第33号土墳 (第 199図 )

第33号土墳はZR-25グ リッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0。82m、 短径0。76

m、 深さ0。2mである。

底面には長径2cm、 短径20cm、 深さ42cmの掘 り

込みがあり、周囲は浅く壁は緩やかに立ち上がる。

柱痕状の土層が観察されたため、建物跡を予測し
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第29号土墳

A

A re.ao,

S K29
1 灰褐色土 粘土プロック主体
2 暗褐色土 炭化物粒子主体 焼土・

褐色土プロック少量
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Ａ

一

　

　

Ａ

一
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Ａ

一
　

　

Ａ

一

AA

第32号土墳
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／

／

Ａ
一　

　

Ａ
一

銭塚遺跡

第33号土墳

A1930m

S K33
1 褐灰色土 灰色粘土プロック

(lcm)少 量

灰色粘土プロック

(lm)少量

2 黄灰色土

第36号土娠

A A′

A ts.tom A

S K36
1 褐色土層 黄褐色土プロックやや

多量 暗褐色土少量

2m

A

炭化物粒子主体 褐色粘土

プロック 焼土少量

%赳蕩蒻拗%多
錮錮多膊%

S K30
1 暗褐色土

S K32
1 黄灰色土 灰色粘土プロック

(lcm)少 量

A Ａ

一
　

　

　

Ａ

一

第35号土墳

A

A rs.:0. AI

S K35
1 暗青灰色土 鉄分やや多量 炭化物・褐色粘土少量

第 38号土墳

∞ノン

A1950m A

38
暗灰色土  砂多量 炭化物 (2～ 31111:)少量

暗灰色土  黄灰色粘土プロック (5～ 8皿)多量 砂少量 粘土質

暗灰色土  砂多量 炭化物 (3～ 5 111ln)少量

暗灰色土  砂少量 炭化物 (3～ 5皿)少量 粘土質

暗褐灰色土 炭化物 (3～ 5m)多 量

暗黄褐色土 暗褐色土中に黄褐色粘土多量

第199図  第29030・ 32～ 38号土墳

尚蒻蒻鯰
多笏笏笏笏%多

S K34
1 褐色土

2 褐色土

3 黄灰色土

4 暗褐色土

灰色粘土プロック

(3～ 5m)を含む

灰色粘土プロック

(lm)少量

灰色粘土プロック

(lm)少量

黄灰色粘土プロック

(lm)少量 ml7

A

第37号土壌

A re.ro,

A

炭化物(2～ 3皿 )少量

暗灰色粘土プロック(lm)を

Ｅ
ｏ
ぃ
．９

ｍ

Ａ
一

S K37
1 暗褐色土

まだらに含む

2 黄褐色土 炭化物(2～ 3皿 )少量
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て精査 したところ、北東12mに 同様な土墳 (第

34号土墳)が検出されたが、周囲には確認できな

かった。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第鉾号土墳 (第 199図 )

第И号土墳はZR-25グ リッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径1。

“

m、 短径

0。%m、 深さ043mで ある。長軸方位はN一∞
°

―Wを指す。底面には長径3∝m、 短径Mcm、 深さ

4■mの掘り込みがあり、周囲は浅く壁は斜めに立

ち上がる。柱痕状の土層が観察され、第33号土墳

と類似していたが、建物跡は検出されなかった。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第35号土墳 (第1"図 )

第35号土墳はZS―

"グ
リッドに位置する。遺

構南部が調査区外に抜けており、全体は不明であ

る。溝状遺構になる可能性もある。

平面形態は不整楕円形で、残存規模は長径3。2
m、 短径1■2m、 深さ0.31mで ある。長軸方位は

N―貿
°―Wを指す。底面はわずかな窪みを持つ

が、ほぼ平坦で、壁は急角度で立ち上がる。

出土遺物は土師器甕と赤彩された高杯 ?細片

が出土した。古墳時代中期～後期初頭頃に位置付

けられるものであろう。

第∽号土墳 (第 199図 )

第36号土墳はZS-34グ リッドに位置する。畠

状遺構 (畝跡)の一角にある。

平面形態は楕円形で、規模は長径0■ m、 短径

065m、 深さ0。14mである。底面は平坦で、壁は

ほぼまっすぐに立ち上がる。埋土は黄褐色土ブ

ロックを多量に含む褐色土であった。畠状遺構に

関連すると思われるが、性格は不明である。

出土遺物がなく時期は不明であるが、掘り込み

面が深く、古代以前に遡るだろう。古墳時代中期

～後期に属すると考えておきたい。

第37号土墳 (第 199図 )

第37号土墳はZS―ングリッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径 1。32m、 短径

1■Om、 深さ021mで ある。長軸方位はN-23°

一Eを指す。底面は平坦で、壁はほぼまっすぐに

立ち上がる。

出土遺物は土師器不・鉢、壺などがある。鉢と

不を図示した (第202図 506)。 いずれも内外面

赤彩が施される。 5は平底の鉢。 6は口縁部が内

傾する不身模倣不か。時期は鬼高期初頭頃である。

第田号土墳 (第 199図 )

第器号土墳はZK―昴グリッドに位置する。遺

構南東部は調査区外に延びているため、全体は不

明である。土墳としたが、溝状遺構となる可能性

もある。

平面形態は不整形で、残存規模は長径3“im、 短

径1調lm、 深さ0.侶mである。長軸方位はN一 M°

―Wを指す。底面は平坦で壁の一方はほぼまっす

ぐに、一方は段を持って緩やかに立ち上がる。

出土遺物は土師器の壺肩部片がある。時期は不

明確だが、ケズリ調整が見えることから古墳時代

中期～後期のものと推定される。

第39号土墳 (第2∞図)

第39号土墳はZK-34グ リッドに位置する。遺

構北半分あるいは半分以上は排水溝に切られて

いるため、全体は不明である。

平面形態は方形あるいは長方形と推定され、残

存規模は長径1.31m、 短径0。49m、 深さ0“mである。

底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。遺物がま

とまって出土しており、住居跡の可能性がある。

須恵器杯・蓋・壺、土師器甕・壺 0台付甕・不

の破片などが出土した (第202図 7～ 17)。 7は続

比企型杯で、赤彩される。 8は丸底形態の北武蔵

型杯である。10～12は環状つまみの蓋で南比企産。

13は高台付不。14は無台不である。土器様相から

7世紀末葉～8世紀初頭頃に位置付けられる。

第

“

号土墳 (第2∞図)

第40号土墳はZK-17グリッドに位置する。

平面形態は歪んだ長方形で、規模は長径1。03m、
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第 39号土娠 第 40号土墳

A1970m

S K40
1 暗褐色土 炭化物少量含む

第 42号土壌

A1980m

第 46号土墳

A1950m

S K46
1 暗灰褐色土 (砂質)

2 暗褐色土

銭塚遺跡

A

A

炭化物粒子を

少量含む

灰褐色土プロック・

炭化物粒子を少量含む

Ａ
一

A

Ａ
一

A

L

A ta.eo, _A

裏閻
晰鰊 聰

S K39
1 褐色泥質土 全体に自黄色粘土プロック

(φ 10 cln)が不規則に混 じる

2 黄褐色粘土 炭化物粒子と粘土が少量混 じる

第 43044号土壌

S K47
1 暗褐色土 褐色土プロック多量

炭化物粒子少量

SJ64

A

ノ

γ

ゴ

√ Ａ

一

　

　

Ａ

一

A

A1970m

S K43・ 44
1 褐色土 灰色粘土多量 炭化物・焼土含む
2 褐色土 炭化物多量 焼土プロック・灰色砂少量

第 47号土墳 第 48号土墳

調査区域外

A A

SD31

A1970m A′ A1960m

SJ55

Ａ
一

SK44SK43

S K48
1 暗褐色土 褐色土プロック多量

A1970m

S K49
1 暗褐色土 鉄分・褐色土粒子少量

炭化物少量

第 50号土墳

調査区域外

A A

A19∞m A

確認面

S K50
1 灰褐色土 灰色粘土プロック・

褐色土プロック多量

第 49号土墳

SD29

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一 Ａ

一

魏軋軋

第200図 第39・ 40・ 42～44046～ 50号土墳

%29

θ

SK44

6

ρ
①

め
Cン

~内 l餃熱

SK43
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短径()mm、 深さ023mで ある。長軸方位はN―

Z° ―Wを指す。底面はわずかに皿状に窪み、壁

はほぼ垂直に立ち上がる。

埋土は炭化物混じりの暗褐色土単層で、土層変

化は観察されなかった。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第41号土墳 (欠番)

第42号土墳 (第200図 )

第伐号土墳はZO-17グ リッドに位置する。重

複する第 7号掘立柱建物跡柱穴に切られていた。

平面形態は不整形で、規模は長径2ym、 短径

1■9m、 深さ0.器mである。長軸方位はN一∞
°

―Wを指す。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立

ち上がる。

出土遺物は、土師器不・甕がある (第202図

18019)。 18は比企型の不身模倣不である。内外

面赤彩が施される。19は土師器甕。胴部の膨らみ

はまだ大きい。

時期は鬼高期初頭に位置付けられる。

第1鵜号土墳 (第200図 )

第43号土墳はZO-27028グ リッドに位置 し、

東側に第44号土墳が隣接する。重複する第
"号

住

居跡を切っていた。

平面形態は不整円形で、規模は長径2。05m、 短

径1.譴m、 深さ029mで ある。底面は緩やかな起

伏がある。壁の一方はほぼ垂直に、一方は緩やか

に立ち上がる。

埋土は灰色粘土と焼土、炭化物粒子を含む褐色

土であった。

遺物は土師器不、須恵器蓋が出土した (第202

図20～22)。 20は比企型杯で、重複する第
"号

住

居跡に帰属するものかもしれない。21は北武蔵産

の土師器不。22は末野産のかえり蓋。内面に同心

円文当具痕を残す。時期は7世紀末葉～8世紀初

頭と考えられる。

第

“

1号土墳 (第200図 )

第44号土墳はZO―器グリッドに位置する。重

複する第5号住居跡を切り、第

“

号住居跡に切ら

れていた。

平面形態は楕円形で、規模は長径2。28m、 短径

1.貿 m、 深さ032mである。底面は皿状に窪み、

壁の一方は緩やかに、一方はほぼ垂直に立ち上が

る。

埋土は炭化物粒子・焼土混じりの褐色土で構成

されていた。遺物は、須恵器蓋、土師器杯・壺な

どが出土した (第203図 23～ 29)。 230れは末野産

と思われるかえり蓋で、前者は小型、後者は大型

品である。法量分化が認められる。25は北武蔵型

暗文不。26は有段口縁不である。ンは日唇部内面

に沈線が巡る。続比企型不か。赤彩は不明。器は

模倣不と捉えるべきか。第
"住

居跡に帰属するも

のかもしれない。

時期は7世紀末葉～ 8世紀初頭に位置付けら

れる。第

“

号住居跡との時間差は少ない。

第45号土墳 (欠番)

第

“

号土墳 (第200図 )

第46号土墳はZO-25グ リッドに位置する。第

52号住居跡覆土上面に掘り込まれていた。

平面形態は長方形で、規模は長径0。89m、 短径

0%m、 深さ0。42mで ある。長軸方位はN一 X°

―Eを指す。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上が

る。埋土は炭化物粒子混じりの暗褐色土を基調と

していた。

出土遺物は土師器甕片がある。図示可能な遺物

はないが、器壁の薄い武蔵型甕の胴部から底部の

破片が含まれており、8世紀後半～9世紀代の幅

の中に収まると考えられる。

第47号土墳 (第2∞図)

第″号土墳はZO-31グ リッドに位置する。遺

構北端部が調査区の壁際に接している。重複する

第
"・

31号溝跡を切っている。

平面形態は円形で、長径0。%m、 短径0。87m、

深さ0。%mである。底面は平坦で、壁は垂直に立

ち上がる。
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銭塚遺跡

第 51号土娠

A1960m

S K51

第 55号土壊

A te.rom

第 52号土壌

A

A1970m

S K52
1 暗褐色土 褐色土プロック多量

炭化物粒子少量

褐色土プロック多量

炭化物粒子少量

A A

A1970m

S K54
1 暗褐色土 褐色土プロック多量

炭化物粒子少量

調査区域外

第 53号土族

A1970m

S K53
1 暗褐色土

第 54号土墳
／

ダ
／
／
／

Ａ

一　

　

　

　

　

　

Ａ

一

|

Ａ
一

AＡ

一

　

　

Ａ

一

A Ａ

一

　

　

Ａ

一

颯明明

1 淡灰褐色土 灰褐色粘土主体

第 56号土墳

調査区域外

谷部

SJ63

A te.+om

―

ミ

ー

キ

ー

第 57号土墳

A1950m

‐
Ц
‐
・
‐

　

Ａ

一
　

　

　

　

　

　

Ａ

一

A
Ａ
π

／
　
６３

／
”

A

SD48
Ａ
一

A 鰊尚尚⑫⑫
S K55
1 暗褐色土 炭化物

⑫蒻蒻尚
尚笏笏荀令%尚薇

2 暗褐色土

・焼土やや多量

灰色粘土多量

炭化物
・焼土やや多量 颯餞

第201図 第51～ 57号土墳

埋土は褐色土ブロックを多量に含む暗褐色土   器
°―Wを指す。底面はほぼ平坦で、壁は段を持っ

で、第4800号土墳と類似していた。        て緩やかに立ち上がる。

遺物はなく時期は不明であるが、中・近世以降    第″・48号土墳、第31号溝跡と類似した覆土で

に降る可能性がある。                あった。

第1侶号土墳 (第2∞図)              出土遺物は土師器甕の細片があるのみで時期

第48号土墳はZO-32グリッドに位置する。     は不明であるが、中・近世以降に降る可能性があ

平面形態は円形で、規模は長径()“m、 短径()“   る。

m、 深さは0。∞mと 浅い。底面は僅かに凹凸があり、  第∞号土墳 (第2∞図)

壁はほぼ垂直に立ち上がる。             第Ю号土墳はZP― あグリッドに位置する。遺

第″・49号土墳と類似した覆土であった。     構東半分は調査区外に延びているため、全体は不

出土遺物はなく時期は不明であるが、中 0近世   明である。

以降に降る可能性がある。              平面形態は楕円形と推定され、残存規模は長径

第49号土墳 (第2∞図)              124m、 短径0。61m、 確認面からの深さ0。Mmである。

第49号土墳はZO-32グ リッドに位置する。遺   底面は平坦で、壁は斜め上方に立ち上がる。

構南側は調査区外に延びているため、全体は不明   埋土は灰色粘土ブロック混じりの灰褐色土単

である。                     層で構成され、人為的に埋め戻されたと推定され

平面形態は不整形で、残存規模は長径1.∞m、   る。

短径1.37m、 深さOX)mで ある。長軸方位はN一    出土遺物はなく、時期は不明である。
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第51号土墳 (第

"1図
)

第51号土墳はZO―
"グ

リッドに位置する。

平面形態は楕円形で、規模は長径0.92m、 短径

0.75m、 深さ021mで ある。底面は平坦で、壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。断面形態は逆台光刻犬であ

る。

遺物は瓦細片がある。時期は不明である。

第52号土墳 (第201図 )

第
"号

土墳はZO-34グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0。55m、 短径0。51

m、 深さ018mである。底面は平坦で、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。断面形態は逆台形状である。

埋土は褐色土ブロック混じりの暗褐色土で、第

530M号土墳と同一の覆土である。

出土遺物はなく時期は不明である。

第53号土墳 (第201図 )

第53号土墳はZO一 Mグリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0。53m、 短径0鵬

m、 深さ0.16mである。底面は平坦で、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。断面形態は逆台形状である。

埋土は褐色土ブロック混じりの暗褐色土で、第

520M号土墳と同一の覆土である。

出土遺物はなく時期は不明である。

第瞬号土墳 (第

"1図
)

第54号土墳はZO-34グリッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0ん m、 短径0円

m、 深さ022mである。底面は平坦で、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。断面形態は逆台升刻犬である。

埋土は第20"号土墳と同一の覆土である。出

土遺物はなく時期は不明である。

第55号土墳 (第

"1図
)

第
"号

土墳はZJ-37グ リッドに位置する。

平面形態は円形で、規模は長径0.82m、 短径Om
m、 深さ015mである。底面は平坦で、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。断面形態は逆台元刻大である。

出土遺物は土師器甕の細片がある。時期は不明

である。

第

“

号土墳 (第201図 )

第56号土墳はZF-36グ リッドに位置する。遺

構北端部が調査区の壁際に接している。重複する

第62号住居跡を切 り、第48号溝跡に切られていた。

平面形態は円形と推定され、残存規模は直径0。76

m、 深さ0%imである。底面は平坦で、壁の一方

はほぼ垂直に、一方は傾斜を描きながら立ち上が

る。

出土遺物は土師器甕細片がある。時期は不明で

あるが、第鬱号住居跡との関係から9世紀後半以

降という限定はできる。

第57号土墳 (第

"1図
)

第57号土墳はZO一 %。 36グ リッドに位置する。

遺構南半分は調査区外に延びているため、全体は

不明である。

平面形態は不整形で、残存規模は長径lym、

短径0″ m、 深さはOⅨmと 極めて浅い。底面は

平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

出土遺物はなく、時期は不明である。
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第202図 第24030037039042043号 土墳出土遺物

17
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SK44

23

27

25

26

第203図 第44号土墳出土遺物

第51表 土墳出土遺物観察表 (第2020203図 )

24

28

29

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出上位置 図版

９

１０

ｎ

ｌ２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

ω

２１

　

２

２３

２

万

　

％

ν

Ｘ

　

”

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

甕

[=]

不

甕

鉢

不

不

杯

蓋

蓋

蓋

高台付杯

杯

台付甕

霊I

甕

杯

甕

杯

不

蓋

蓋

蓋

杯

杯

杯

杯

(lm)

(150)

(148)

(以.0)

(128)

(lη )

122

(147)

(119)

182

187

(14.4)

(168)

(2器 )

(117)

(158)

(10。8)

(149)

192

(132)

(218)

(176)

(12.0)

(1%)

132

(器6)

知

%
y

η

56

46

M

39

42

32

31

16

15

3.3

73

“79

31

%

31

田

51

31

35

“

28

%

52

路

38

(115)

(102)

器

DHIK

CEGHL

ACDHI

ACEHIK

CGHI

ACEHIJ
CHJ
CHIK
EIJK
IJK
HIJK
IJ

EHIJK
IJKL
ACHI
ACHIK
ABCEHI
EHIJ
CHIK
CHIJK
CHI

CIKL

EIK

I

CEHI

CEHI
EHI

BCEHJKL

CGHI

"
25

"
あ

"

%

75

加

"
Ю

乃

∞

10

∞

∞

"
15

%

%

"
刀

95

∞

15

“

"

“乃

15

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

にぶい橙

橙

明赤褐

にぶい赤褐

橙

橙

橙

橙

灰

灰

灰

灰

灰

灰

橙

橙

橙

橙

にぶい橙

赤褐

橙

灰

灰

青灰

明赤褐

橙

にぶい橙

橙

橙

ISK24

1SK24

1SK∞

ISK∞

ナデ整形 和泉期か

和泉期頃か 外面ナデ 内面絞り目+ナデ

北武蔵型暗文不 内面風化著しく暗文不明

口径は最大径 月同部器壁厚い 北武蔵の土か 鬼高系

ISKν 底部無調整 体部ナデ+ケ ズリ 赤彩 (体部下位と底

1部は不明瞭)ヽ102

1SK" 比企型不身模倣杯 白針含む 内外面赤彩 No8

1SK" 続比企型杯 白針含む 赤彩 ZK-32G

ISK" 北武蔵型杯 ZK-32G

ISK39 南比企産? 白針少含む 頸部弱い沈線2条 ZK-32G

ISK39南比企産 環状つまみ (径30cm)ZK-32G
ISK39 

南比企産 環状つまみ (径5&m)ZK-32G

SK39 南比企産 環状つまみ (径52m)ZK-32G

SK39 南比企産 底部回転ヘラケズリ ZK-32G

SK39 南比企産 底部回転ヘラケズリ ZK-32G

SK39 北武蔵の土? 外面二次被熱し、器面剥離 ZK-32G

SK39 北武蔵の土 ? 白針なし ZK-32G

SK39 ZK-32G

SK42 比企型杯身模倣不 白針含む 全面赤彩

SK42 北武蔵の土か 胴部ヘラナデ 内面木ロナデ No2

SK43 比企型杯 白針含む 赤彩

SK43 北武蔵の土 不蓋模倣杯 ? 北武蔵型杯出現している

可能性高い

SK43 末野産 径5～枷皿大の礫含む 内面同心円文当て具後

ナデ 外面ケズリ後ロクロナデ (ケズリを残さない)ヽ 102・

4 SK44

SK4 末野産か No.6・ 10

SK“ 末野産か 外面降灰

SK“ 北武蔵型暗文不 内面放射暗文 器面剥落し不明瞭

Nα9

SK襲 有段口縁杯 北武蔵の土 No.4

SK44 続比企型杯 白針なし 赤彩不明 (無彩か)

SK4 模倣杯 ? 緑泥片岩、白針含む 槻川流域の土か 作

り雑で胎土粗い NQ7

SK4 北武蔵の土か ヽ13

81-1

81-2

81-3

81-4
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5.土器棺墓
本遺跡からは土器棺墓が 1基検出されている。

本遺構以外には調査区から弥生時代の遺構は検

出されていない。東西の調査区域外に分布が延び

る可能性もあるが、極めて限られた分布であった

第 1号土器棺墓

銭塚遺跡

可能性が高い。

第 1号土器棺墓 (第204～206図 )

調査区の南側中央、ZQ-14015グ リッドに位

置する。他の時代も含めて最も遺構が希薄な箇所

第 1号土器棺墓
1 褐色土     褐色粘土粒 (φ O.5～ 1血)多量 炭化物 (φ O.5～ lm)

を含む

2 褐色土     黄褐色粘土粒 (φ O。 5～ 1皿)少量

3 灰色土     赤褐色の鉄分粒子多量 炭化物 (φ O.5～ 1皿 )を含む

4 灰色粘質土   赤褐色の鉄分粒子を含む 3層 と比べて粘性のやや強い土

5 赤褐色土    鉄分集積層
6 灰色粘質土   赤色鉄分多量

7 灰色粘質土   砂多量

8 灰青色粘質土  頭骨が粘土化 したと考えられる部分

底面に少量の炭化物を含む        ∩      ._
9 暗青灰色粘質土 白色の骨片 (歯)を含む          L==」 ==:=」「 15

第204図 第 1号土器棺墓

口
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①

③

⌒
k`ノ

A

(蓋 )

A

5

(蓋 )

A

Ａ
一

A

(蓋 )

A19 1om

A19 1om

A

A

その他は全てNQl

A

A
γ ○

ヽ ミ〕ミ＼

(蓋 )

④

A
Ａ
一

3

′/′

⑤

A

(棺身 )

第205図 第 1号土器棺墓遺物出土状況 (1)

′/

全てNQl
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銭塚遺跡

⌒
k,9ノ

である。城敷遺跡とした河川跡である第10号溝跡

が南側15mにあり、同時期に存在していた可能性

がある。

全体の平面形は長軸をやや南側に持つ不整楕

円形である。規模は長軸

“

cm、 短軸Mcmで、深さ

は33cmである。主たる棺身である 1の口縁部側を

主軸方向とすると、N― ∞
°一Eになる。

覆土は9層に分けられる。 1～ 7層は大きく褐

色土系のものと灰色土系のものがあり、前者は各

土器片全体を覆う、もしくはその隙間に入り込む

ように分布することから埋納後の流入土、後者は

下層の 1の外側、もしくはその中に分布すること

から、棺を設置するのに用いられた裏込め土と、

設置後に全体を被覆していたものと考えられる。

8・ 9層は青みがかった灰色の粘土で、 9層は

ごく微細な歯を含み、遺体が腐朽して粘土化した

ものと考えられる。骨は検出されなかった。

4層 は 1の外側にほぼ平らな状態で認められ、

棺を固定するために用いられた裏込め土と考え

られる。

規模と後述する検出された歯の様相から、本遺

構は小児墓と考えられる。

覆土中からは、副葬品と考えられる遺物は出土

しなかった。

歯出土状況

A

O lm
L----_L-]1:15

第206図 第 1号土器棺墓遺物出土状況 (2)

確認面で壺の胴部が露出していたため、断面図

を作成しながら、掘 り下げていく方法をとった。

1の棺体が露出した後は、側面の状況を確認する

ために、土墳の南側半分の壁を取り除いて調査を

行った。

土器は図示を行いながら、およそ六つの段階に

分けて取り上げた。

① まず確認面で5の壺の胴部を横転した状態

で確認した。

② 土層断面を残しながら掘り進めると、204
の土器片が南側から出土した。

③ その下から、20405の破片が全体を覆っ

た状態で出土した。

④ この土器片を外すと下に砂が入っており、割

れた1の上半分が現れた。

⑤ 割れた破片を取り除くと更に破片が若干出

土 した。

⑥ 更に掘り進めると下側の土器片が現れた。土

器の左右には 1の日縁部を縦に割った破片が

差し込まれていた。これを掘 り進めると底面

付近に粘土の集積が認められ、その中から小

児のものと考えられるごく微細な歯が検出さ

れた。この土器片の直下が土墳の底面であった。

以上の様相から全体を俯跛すると、土器棺は次

A

A t9. lom Ａ
一

全てNQl

C
歯根 ｀`

く:ン、 、ヽ

バ、
`ノロ

ト
イ
、
／
ｔ

⊃こ
卜
′
　
根歯

断面

，♪

＼

ヽ
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の手順で埋納されたものと考えられる。

<1>ま ず、土墳内に4層の暗褐色土を半ばまで

入れる。

<2>1の壺の日縁部を外し、それを斜めに据え

る。外した日縁部は二つに分け、月同部を左右

から挟むように遺構壁面との隙間に差し込む

(④～⑥)。

<3>他の壺 (405)、 甕胴部 (3)の破片で

1の胴部を覆う (②・③)。

<4>他の壺 (5)で口縁部を塞ぎ、残った破片

第207図 第 1号土器棺墓出土遺物 (1)

を入れる (① )。 1の中の下層の粘土の存在か

ら全体を粘土で覆っていた可能性もある。

<5>これが④や 7層に見られる砂が流入した

洪水等によって潰れ、その空いた隙間に 1層

が堆積したものと考えられる。

以上のように1が棺身、2～ 5はその蓋とする

ことができる。実測図には2～ 5の残存している

破片の光刻大も掲載した。

1の壺は棺身に使用されたものである。口縁部

が外された状態で出土している。口径23.7cm、 胴
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銭塚遺跡

、、ミ

＼ぜ

ヽ

第208図 第1号土器棺墓出土遺物 (2)

部最大径390cm、 底径12仇 m、 器高602cmを測る。  ヘラ削りに近いナデが施されている。

口縁部の3分の 1と 頸部、胴部の一部が欠けてい    内面は、日縁部が横方向のヘラ磨き、胴部が横

る。口縁部は端部の外側に粘土帯を貼付する複合   方向のヘラナデである。白色の軟質粒子を多く含

口縁で、端部は面を持つ。直線的に外反し、頸部   む胎土である。

はあまり締まらず、縦長の胴部に至る。底部は分    2の 甕は4・ 5の下位から1の上の南側半分を

厚い円板になっており、大きめである。       覆うように出土 した。口径17■ m、 月同部最大径

口縁端面には棒状工具による押捺が間隔を置   19。3cm、 底径7。7cm、 器高
".∝

mを測る。縦長の胴

いて施されている。遺存している範囲で6単位確   部から頸部は締まらず、日縁部は緩やかに外反す

認できるが、各単位ごとに押捺の数が異なり、左   る。

から1501009・ 14015条が施され、最後の単位    口縁端部には斜め左上から刷毛目工具により

は2条確認できるのみである。複合部外面には5   刻み目が施されている。頸部には3条 1単位右回

条 1単位、右回転の櫛描文が 2段、下位の波状文   転の櫛描波状文が2段施されている。

を切って上位の波状文が施されている。        外面の調整は刷毛日である。口縁部に斜位に施

外面の調整は、横方向のヘラナデ後に文様が施   された後、月同部に横位に施されている。底部の外

され、それを切る形で日縁部、月同部のヘラ磨きが   周には指頭痕が見られる。底面はヘラ削りである。

加えられている。肩部の文様は右回転の簾状文と    内面は横位の刷毛目後ヘラ磨きが施される。外

波状文によって構成される。簾状文は9条 1単位   面の胴部上半、内面の見込み部分に煤が付着する。

で下から上の順に、2段施されている。その上下   色調は鈍い褐色で、雲母・白色粒子・黒色微粒子

に9条 1単位の波状文が施文されている。底面は   を含み、砂粒子が多い胎土である。
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3の甕は胴部のみの破片である。 1の上位から

散在して出土している。胴部最大径17■ m、 現存

高11&mである。頸部の締まらない縦長の胴部と

考えられる。

頸部には6条 1単位右回転の櫛描波状文が施

されている。外面の調整は横位の刷毛目後縦方向

の粗いヘラ磨きが施されている。内面は横位のヘ

ラナデが施されるが器面の風化が進み判然とし

ない。外面全体に煤が付着する。色調はにぶい橙

色で、雲母 0白色粒子・黒色微粒子を含み、砂粒

子を多く含む胎土である。

4の壺は 5と 共に 1～ 3の上位から出土して

いる。口縁部から胴部の破片だが、頸部以外はご

く一部が遺存 しているのみである。口径17.6cm、

現存高25&mを 測る。口縁部は単口縁で端部は丸

く収められる。端部外周には横位の刷毛目が施さ

れる。肩のなだらかな胴部から、頸部はあまり締

まらず、日縁部は直線的に外反する。

頸部には細い羽状のヘラ描文が施されている。

外面の調整は刷毛日と木日の中間のような工具

によるナデで、日縁部は縦位、胴部は横位から斜

位に施されている。内面は木口状工具による横位

のナデが施されている。内面は器面が荒れており、

見えない部分もある。色調は浅黄橙色で、雲母・

白色粒子・黒色微粒子を含み、砂粒子を多く含む

胎土である。

5の壺は確認面から確認された。 1の外された

頸部を塞ぐように乗せられていたものである。全

体に傷みが著しい。胴部中位に最大径を持つ細長

い算盤玉状の器形と考えられる。

外面の調整は刷毛目と木日の中間のような工

具による横位から斜位のナデが施される。下半に

は幅広の工具による縦位のヘラ磨きが施される。

底面はヘラにより、削りに近い状態で整えられて

おり、草の種子の痕跡が見られる。内面はヘラナ

デが施されるが、全体に剥離していて見えない部

分が多い。特に見込み部分は剥離が著しい。色調

は浅黄橙色で、雲母・石英・白色軟質粒子 0黒色

微粒子 0白色針状物質を含む。

検出された歯は非常に脆弱で、個別に取り上げ

ることは不可能であったため、薬剤 (バインダー)

で固めて下側の土器と一緒に取り出した。調査時

には歯の部位は特定できなかったが、整理時に表

面を精査したところ、切歯と歯根と考えられる部

分を確認することができた (第206図 )。 南側に重

なって径 3 cmの 弧状となる歯列が認識でき、土器

の傾きに沿って、頭を北東側にして納められたも

のと考えられる。
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6.井戸跡
銭塚遺跡第 2次調査で検出された井戸跡は 7

基である。第 1～ 3・ 5～ 8号井戸跡は調査区東

端部に集中して掘り込まれていた。第 6・ 7号井

戸跡は第18号掘立柱建物跡の西側に近接している。

7基中、底面まで掘り上げられたものは第 1～ 3

号井戸跡の3基である。

第 1号井戸跡 (第209図 )

第 1号井戸跡はZK― %グ リッドに位置する。

西側約1。5mに第 2号井戸跡が近接 し、北東約 4

mには第 3号井戸跡が隣接している。

平面形態は円形で、規模は長径1■6m、 短径1.∞

m、 深さ123mである。

断面形態は筒状に掘り込まれている。第 1～ 4

層は埋め戻されており、第4層は埋土がグライ化

し、暗灰色粘土層である。

遺物は、須恵器不の破片 (第210図 1)、 中層か

ら桃の核、底面から葦状の繊維、破損した板状木

製品、細い竹が出土した。 1の須恵器は底部再調

整が施されるもので、8世紀後半頃のものである。

時期は不明確であるが、井戸跡が群在すること、

かわらけが出土する井戸跡があること、東に展開

する銭塚遺跡第 1次調査区から中世の区画施設

が検出されていることから、中世段階に属すると

推定しておく。

第2号井戸跡 (第209図 )

第 2号井戸跡はZK-36グ リッドに位置する。

東側約1。5mに第 1号井戸跡が近接している。

平面形態は円形で、規模は長径1。

"m、
短径

1」器m、 深さ1■7mである。

断面形態は逆台升刻大に掘り込まれている。下層

(第 405層 )は埋土がグライ化した暗灰色粘質

土が堆積していた。

第 1層下端から石が、埋土中から木札状木製品

が出土した (第210図 2)。 2は木札状木製品であ

る。長さ10.9cm、 幅4■ m、 厚さ0&m。 図上で左側

は欠損する。右上端と右下端は隅切されている。

銭塚遺跡

樹種同定の結果ヒノキであることが判明した。柾

目取りである。

時期は不明確であるが、中世段階と推定される。

第3号井戸跡 (第209図 )

第 3号井戸跡はZJ・ ZK一ングリッドに位置する。

南西約4mに第 1号井戸跡が、東側約4mには第

5号井戸跡が隣接している。

平面形態は本来円形であるが、東側がやや崩落

して広がっていた。規模は長径1』m、 短径1.“m、

深さは1。32mである。

断面形態は筒状に掘り込まれている。第 1～ 4

層は人為的な埋め戻しによる堆積と考えた。第 3・

4層は埋土がグライ化し、第3層は暗灰色砂質層、

第4層は暗灰色粘土層である。

出土遺物はない。時期は不明であるが、中世と

推定しておく。

第4号井戸跡 (欠番)

第5号井戸跡 (第209図 )

第5号井戸跡はZJ―

"グ
リッドに位置する。北

側約 4mには第18号掘立柱建物跡、第 6・ 7号井

戸跡が隣接している。

平面形態は歪んだ楕円形で、規模は長径1■ 5m、

短径0。96m、 深さは1.78m以上となるが、湧水の

ために調査は断念した。

断面形態は筒状に掘り込まれ、下層にはグライ

化した青灰色粘質土が堆積していた。

出土遺物は、下層から曲物底板 (第210図 3)

と木杭状木製品 (第210図 4)と不明木製品が出

土した。不明木製品は腐食が進み、取り上げられ

なかった。

第210図 3は 曲物底板である。 2枚に割れ、中

央部が欠損している。表裏面ともに平滑である。

大きさは推定直径20。∝m、 厚さ0&m。 樹種は不明で、

柾目取り。

4は木杭である。残存長は器。8cm、 直径2■m～ 3.0

cm。 上部は欠損、途中も2か所折損している。杭
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第 1号丼戸跡

A re:0,

1

暗灰色砂質土  白色粘土プロック (φ

10 cm)を全体的にラ

ンダムに多量混入

灰少量
2 灰色粘土が層状に入る

3 黄褐色粘土質 灰色粘土プロック

(φ 10m)ま ばらに

少量
4暗灰色粘土質層 底グライ化

第 6号丼戸跡

調査区域外

、込_

A is.aom A′

灰色粘土粒子やや多量

焼土少量
4 暗褐色土 褐色粘土・炭化物多量

に含む

5 暗褐色土 灰色粘土多量 炭化物

少量

第 2号丼戸跡

A

A1930m

SE2
1 暗灰色砂質層 炭化物 (φ O.5m)少 量

礫 (φ l～ 20m)少 量

灰色砂質プロック

(φ 5cln)少 量混入

しまりなし

2 暗灰色砂質層 白色プロック (φ 3cm)
を全体的に不規則に

多量混入

3 暗褐色砂質層 炭化物 (φ O.5m)を
極少量含む

4 暗褐色粘土質 炭化物 (φ l cm)を
少量散在して含む

5 暗灰色粘土質 均一 グライ化する

第 7号丼戸跡

A

A1930m

SE7
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 青灰色土

第 3号丼戸跡

A

A rs.:om

E3
暗灰色砂質層

暗灰色土

3 暗灰色砂質層

4 暗灰色粘土質

白色粘土プロック

(φ 5m)を まばらに

含む 礫少量 しま

り弱い 埋め戻 し

自色粘土プロック

(φ 20 cm)が 大音lζ分

しまり弱い 埋め

戻 し土

礫をまばらに含む

埋め戻 し土がグライ

化
ほぼ均一の質 埋め

戻 し土 グライ化

第 5号丼戸跡

A

A re.ro'.n

SE5
1 灰褐色土 灰色粘土主体

小石少量 炭化物

少量

2 黄褐色土 黄褐色粘土主体

灰色粘土少量

3 暗褐色土 灰暗褐色粘土多量

4 青灰色土 青灰色粘土・炭化

物少量

A Ａ

一
　

　

　

Ａ

一

Ａ

一
　

　

　

Ａ

一

Ａ

一
　

　

　

Ａ

一

Ａ

一
　

　

　

Ａ

一

｀ゝ

a
_4.',

\srss

AI

灰色粘土多量 炭化物やや

多量

灰色粘土・褐色砂多量

砂質土

炭化物多量 褐色粘土ブ
ロック・焼土やや多量

褐色土・炭化物少量

粘土質

第 8号丼戸跡

SJ60

A′

A re.:0, A

SE8
1 黄褐色粘土 小石 (φ 5m大)多量
2 茶褐色土  黄褐色土プロック少量

3 黄褐色粘± 1層 と同じだが小石含

まない

4 茶褐色土  灰色粘土多量

5 茶褐色土  黄褐色粘土プロック少量

6 赤褐色土  褐鉄鉱の凝集層

7 青灰色土 (粘土)

S」 61

土

土

土

作

色

色

耕

褐

褐

現

暗

暗

第209図 第 1～ 3・ 5～ 8号井戸跡
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第210図 第102050708号 井戸跡出土遺物

第52表 井戸跡出土遺物観察表 (第210図 )

先は長さ7。9cmに わたって、 3面から斜めにカッ

トされている。全面に樹皮が残る芯持ち材である。

樹種はクリと同定されている。

時期は不明確であるが、中世と推定しておきた

い。

第6号井戸跡 (第209図 )

第6号井戸跡はZJ-37グ リッドに位置する。遺

構の大半は調査区外に延びているため、全体は不

明である。東に第 7号井戸跡が近接している。

平面形態は円形あるいは楕円形と推定され、残

存規模は長径12m、 短径Omm、 深さは1“mを

超えるが、湧水のため底面までは調査できなかっ

た。

断面形態は上方が広がる漏斗状である。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第7号井戸跡 (第209図 )

第 7号井戸跡はZJ-37グ リッドに位置する。東

側に第18号掘立柱建物跡が、西側に第6号井戸跡

が近接して位置する。

遺構西端部をわずかにトレンチに切られてい

るが、平面形態は円形で、残存規模は長径 1。23m、

短径120m、 深さは131mを 超えるが、底面には

達していない。

断面形態は上方が広がる漏斗状である。

遺物は、かわらけ、土錘が出土した (第210図 5・

6)。 かわらけ皿は小破片で、底部は静止糸切 り

の可能性がある。時期は中世であるが、詳細な時

期限定は難しい。

第8号井戸跡 (第209図 )

第 8号井戸跡はZF O ZG― 器グリッドに位置す

0 0

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

須恵器

かわらけ

土製品

不

皿

土錘

1。 1

20

(7.0)

(6.0)

EIJ

HI

CEHIK

"

あ

95

普通

普通

普通

にぶい橙

にぶい橙

淡黄 SEl 南比企産 白針含む 底部回転糸切り後周辺回転ヘラ

ケズリ 底部ヘラ記号「一」

SE7 底部静止糸切りか

SE7 長さ7.7cm 最大径1&m 子髪m7cm 重さ21.3g 北武蔵

の土か

田|-11
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る。重複する第∞ 061号住居跡を切っている。

平面形態は不整円形で、規模は長径 1。Юm、 短

径 1。Mm、 深さは■81mを超えるが、湧水のため

に底面まで調査できなかった。

断面形態は筒状に掘り込まれている。第6層は

褐鉄鉱 (鉄分)の凝集層であった。

遺物は箱状容器の側板と思われる木製品が出

土した (第210図 7)。 7は板状木製品である。大

7.溝 跡

銭塚遺跡第2次調査で検出された溝跡は器条で

ある。第 1～ 6、 8～ 11号溝跡は埼玉県埋蔵文化

財調査事業団報告書第340集 『西浦/野本氏館跡

/山王裏/銭塚』で報告されている。

第7号溝跡 (第211～214図 )

第 7号溝跡はZL-11、 ZM-11012、 ZN-15、

ZO-16017グ リッドに位置する。北西から南東

方向に延びていた。南側約 2mには第12号溝跡が

ほぼ並行して延びていた。検出長器朗lm、 総延

長約

“

mである。上端幅は110～262m、 下端幅0■4

～1。侶m、 確認面からの深さは021～ 0。43mで、断

面は逆台形状に掘 り込まれていた。埋土は焼土、

炭化物を含む黒灰色土である。

遺物は、溝全体から満遍なく出土している。平

行する第12号溝跡からもほぼ同時期の遺物が多数

検出され、両側側溝の道路跡を想定して精査した

が、溝間の平坦面に硬化面は検出されなかった。

また、断面観察によってもその証拠は見出せな

かった。第7012号溝跡からは多数の須恵器を中

心に律令期の土器が多量に出土した。律令期集落

は両溝以北に分布がほぼ限定されることを考え

ると、集落域を区画した区画溝と考えた方がよい

と判断される。

出土遺物は土師器不・皿・小型壺・鉢、須恵器

杯・高台付不・椀 0蓋・高盤・長頸瓶・壺 0甕・鉢、

丸瓦、土製紡錘車、石製紡錘車、土器片転用紡錘

車、土錘、砥石がある (第215図～220図 )。

第215図 1～ 11は土師器不類である。 102は

きさは長さ162cm、 幅6。Ocm、 厚さ0.∝mである。長

側縁の一方は斜めに面取りされている。一端は垂

直に断ち落とされる。表面は平滑であるが、裏面

は凹凸がある。箱状容器の側板と推定しておきた

い。

時期は不明確であるが、古代の住居跡を切って

おり、他の井戸跡同様中世の所産と推定しておき

たい。

(続)比企型不、304は扁平丸底タイプ、 8は

深椀タイプの北武蔵型不である。506は内外面、

特に内面に厚く漆が付着する。漆パレットとして

使用されたものと考えられる。709010は北武

蔵型暗文不である。 7は内面が風化しているが、

他は内面に放射暗文が施文される。11は内面ヘラ

ミガキされる不、北武蔵産か。12は内外面ヘラミ

ガキで平坦、内面は黒色処理される。13は北武蔵

型暗文皿で、内面黒色処理が施される。14～18は

器壁の厚い皿で、内面にヘラミガキ、底部に木葉

痕を残すものがある。系譜が不明確であるが、胎

土に自色針状物質がなく、角閃石が多量に含まれ

ることから北武蔵に由来するものであろうか。不

明確であるが、黒色処理が施されているかもしれ

ない。土師器杯類は7世紀後半代のものを一部含

むが、主体は8世紀初頭～前半と推定される。

22～36は須恵器蓋である。器～30は高台状つま

み。25031は環状つまみである。35は壺蓋か。36

は南比企産のかえり蓋である。

37は高台付不、産地不明である。底部は高台よ

りもやや突出する。底部は箆切り、腰部まで回転

ヘラケズリされる。湖西産風であるが、焼きが甘

く歪み大きい。38は南比企産の高台付不である。

39は湖西産の杯 G。 40～

"は
南比企産の外で多量

に出土した。4は日径1∝mを超える大型不で、底

部は丸底風となる。不は日径14～ 1■mと 大振りで、

底部が回転ヘラケズリ調整されるものから、やや

小型化して再調整範囲も狭まるもの、日径12cm前
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調査区域外

調査区域外

ヽ

撹乱

SD7

調査区域外

A2010m

.C zo.tom

D1980m

SD7(A― A')

a 表土   埋立の砂利を含む

1 暗褐色土  炭化物少量含む

2 灰色土

~`―
l

第211図 第 7・ 12号溝跡見取 り図

調査区域外
②

調査区域外

⊂
′

SD7(B― B')(C― C')(D一 D')

褐色土  現水田の耕作土

褐色土  酸化鉄 0マンガン多量b
c 淡褐色土 酸化鉄多量

SD7(C― C')(D― D')

1 淡黄灰色土 暗褐色土プロック(3～ 5皿)多量

2 黒灰色土  礫(1～ 5cln)多量 焼土・炭化物プロック含む

3 黒灰色土  黄灰色粘土プロック(2～ 3m)多量 炭化物少量

4 褐灰色土  黄灰色粘土プロックとの混合層 マンガン多量

調査区域外

銭塚遺跡

③
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第212図 第 7号溝跡
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第217図 第 7号溝跡出土遺物 (3)
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第218図 第 7号溝跡出土遺物 (4)
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第219図 第 7号溝跡出土遺物 (5)
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Ｌ 108

後で底部回転糸切 り後無調整のものまで時期幅

のある土器が出土している。∞は体部側面に墨痕

が残るが、判読できない。%の体部側面にも墨書

「王」か。

“

は底部外面に「井」状の線刻 (ヘ ラ

記号)力該」まれていた。

∞～題は無台椀である。%は 高盤。
"・

880

90091は東海産の長頸瓶類。
"は

フラスコ形瓶で

ある。89098は壺。92～%は甕。93の大甕は破損後、

砥石に転用されていた。97は短頸壺か。990102

～104は鉢。105は丸瓦である。106は土製紡錘車。

105

第220図 第 7号溝跡出土遺物 (6)

107は石製紡錘車。108は須恵器不底部を再利用し

た紡錘車である。

須恵器は不Gやかえり蓋、湖西産瓶類などが最

も古く7世紀後半代、8世紀前半代から新しいも

のでは9世紀中頃の須恵器不が定量で含まれる。

地点毎に時期の異なる遺物が集積する状況や

層位的な堆積状況の差は明確には認められな

かった。100数十年間における投棄行為の累積と
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第53表 第 7号溝跡出土遺物観察表 (第215～220図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

６

７

　

８

９

１０

ｎ

　

ｌ２

１３

１４

　

１５

１６

　

１７

　

１８

　

１９

”

　

２１

２

お

　

れ

る

ん

ν

器

　

”

∞

　

３１

２

”

鉾

％

％

３７

　

器

　

”

“

４１

２

弔

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

不

　

杯

杯

杯

　

杯

杯

　

杯

杯

杯

不

　

椀

盤

皿

　

皿

皿

　

皿

　

皿

高台付杯

小型壺

鉢

高台付杯

蓋

蓋

蓋

　

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

　

蓋

蓋

　

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

不

　

杯

不

杯

杯

Ⅲ
踊
　
囲
即
田

器

　

鬱

Ю

器

田

　

鬱

憾

％

　

ω

鬱

　

“

ｍ
ｍ
　
ｍ
ｍ
四
　
囮

・
団
団
　
獅
鵬
　
・
閉
囲
・
∞
Ｏ
ｍ

Ｄ

　

ｍ

２

田

犯

ぐ

　

０

１

０

１

”

侵

　

昴

∞

”

　

一

”

　

Ю

％

昴

３
。
７

　

５５

％

∞

　

４０

３
・
ｌ

　

ｒ

　

一

　

“

“

　

”

田

る

　

ｙ

％

２２

２

“

　

”

∞

　

Ю

器

”

”

％

“

“

　

ｍ

　

”

　

３３

譴

“

％

一口
一
　

％

　

の
〕

一囲

舒

路

譴

二

　

　

二

　

　

一　

　

一

CHJK
EHIJK

CEHI
ACHI
AHI

AI
CEHI

CI
CHI
ACHI
CHIK

ACEL
CHIK
CIK

ACHI
CIKL

AHIJ
AHIJL

EIJK
EIJK
EHIJL

GIJ
IJ

EIJ
EIJK
EIJK

EHIJL
IJL

AEIJ
EJ
EJK
EIJK
IJK
EHIJ
IK

IJK
EIJKL
EIJK
HIJ

EJ

IK

CIK

CIK

∞

∞

　

“

あ

る

　

５

加

　

∞

∞

あ

∞

　

”

１５

１５

　

∞

２５

　

∞

　

％

　

あ

”

　

あ

”

“

　

”

乃

０

”

Ю

　

η

Ю

　

“

“

“

”

あ

１５

％

　

∞

　

∞

　

１５

鉤

Ю

∞

甑
甑
　
甑
甑
甑
　
甑
朗
　
甑
甑
甑
甑
　
甑
甑
甑
　
馳
甑
　
甑
　
詢
　
甑
朗
　
朗
甑
甑
　
甑
朗
朗
鵠
甑
　
朗
朗
　
朗
朗
甑
甑
朗
甑
朗
　
鵠
　
朗
　
朗
馳
朗
朗

にぶい黄橙

浅黄橙

にぶい黄橙

浅黄橙

橙

明赤褐

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰
|

灰 |

明赤褐

橙

明赤褐

橙ヽ
　
　
　
褐

　

　

　

　

・て

れ

　

橙

赤

　

橙

橙

籾

橙

に
　
　
　
明
　
　
　
　
　
引

橙

橙

灰

灰

灰
灰
灰
灰
灰
灰
散
灰

励
　
励
灰
灰
灰

白針含む 無彩 No49 ZO-17G

白針含む 内面赤彩 外面赤彩不明 Nめ3054
ZO-17G

北武蔵型杯 ZN-1[G

北武蔵型杯 ZN-1[て)

在地の土か 白針・角閃石なし 無彩 漆パレット 特に内

面に厚く付着 ZN…15G

杯両面に漆付着 特に内面に厚く付着

北武蔵型暗文不と思われる 内面風化著しく暗文不明

ZO-17G

北武蔵型杯 内面一部煤付着 Noあ・譴 ZO-1(Ю

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 N毬2 ZO-16G

内外面黒色処理 ヽ 7 ZN-15G

内面ヘラミガキ 外面ケズリ 接合痕残る

内外面ミガキ ヽ116 ZN-15G

内外面黒色処理 Nd" ZO-17G

北武蔵の土 ? 外面粗いケズリ後ミガキ 内面ヨコナデ+ミ

ガキ ZN-15G

内面ミガキ 底部木葉痕 北武蔵の土か ZO-1(G

北武蔵の土 ? 内外面黒色処理か 内面ヨヨナデ+ミ ガキ

No99 ZN-15G

北武蔵の土 ? 角閃石多 内面ミガキ外面ケズリ 黒色処理
の可能性あり ZN-15G

北武蔵の土 ? 底部外面木葉痕残る 内面ミガキ 体外面黒

色処理か ZN15G

在地産 白針含む 月同部指頭+雑なナデ ZN-15G

在地産 白針含む 無彩か 割れ口に一部擦痕有り 二次的
に砥石として転用された可能性有り ZO‐17G

内面線刻「ヘラ記号 ?」 有り Nd"
ZN‐15G

南比企産 つまみ欠失 剥離面に糸切り痕残る ヽ1602
29036 ZO-1∝ }

南比企産 No.“ ZN-1[【)

南比企産 つまみ径4&m NdZ
南比企産 つまみ径3.∝ m No87 ZO-1(Ю

南比企産 ヽ112 ZN-lI)

南比企産 佐波理模倣椀蓋 高台状つまみ (径4λm)

南比企産 内面降灰 No48・ 49051 ZO-1(Ю

高台状つまみ (径5im)天丼部回転ヘラケズリ後
ロクロナデ Noll～ 13034 ZN-15G

環状つまみ (径33cm)N屁 2・ 2 ZO_1(浴

南比企産 No.43・

“南比企産 つまみ律 &m N硯 O ZN-1[〔 )

南比企産 NdM Z01(Ю

南比企産 壺蓋 自然釉掛かる ヽ103 ZN-15G

南比企産 白針含む

産地不明 歪み有り 底部中心出尻風に突出 底部ヘラ切り

後回転ヘラケズリか ZO-17G

南比企産 底部回転糸切り後周辺十体部下端ケズリ 恥%・

湖西産 不G 底部ヘラ切り後軽いケズリ又はナデ 胎土精

選 ヽ43 ZO-17G

底部回転ヘラケズリ ZN-15G

底部全面手持ちヘラケズリ ZO-1(浴

南比企産 底部+体部下端回転ヘラケズリ No75 ZO-1(G

南比企産 底部十体部下端回転ヘラケズリ 底部中心部に糸

切り痕残る HⅡ新～HⅢ古 No6 ZO-17G M72 ZO‐ 1(途

内面黒色処理

ZO…16G

ZN…15G

ZN-15G

&〕 -1

83-2

田-506

税
-1

秘-2

移[-3

救l-4

&1-5

〔ン[-6

84-7

-7
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〔ン[-8

譴-9

&一

&,-1

“

十-2

〔受
'-3

&,-4

“

|-5

%|-6

%十 -7

&|-8

“

十-9

お -10

%-1。 2

“

十-5

&〕 -6

&)-7

86-8

86-9

87-1

87-2

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

“
　
　
“
　
　
“
　
　
夕
　
　
侶
　
　
付
　
　
”
　
　
５１
　
　
認
　
　
”
　
Ｍ
　
”
　
“
　
　
５７
　
田
　
　
”
　
　
∞
　
　
６１
　
　
鬱
　
　
“
　
“
　
“
　
　
“
　
　
”
　
　
“
　
ω
　
Ю
　
７１
　
２
　
貿
　
Ｚ
　
Ъ
　
％
　
η
　
路
　
η
　
∞

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

恵

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

須

宛

不
　
　
杯
　
　
不
　
　
杯
　
　
不
　
　
不
　
　
杯
　
　
杯
　
　
杯
　
　
杯

不

杯

杯
　
　
不

不
　
　
不
　
　
杯
　
　
杯
　
　
不
　
　
杯

不

不
　
　
不
　
　
不
　
　
不

杯

杯

杯

杯

不

杯

杯

杯

不

不

不

台缶
〔

”

３
・
ｌ

η

狙

昴

３４

誕

”

”

田

鵬
印

閉

囲

団

囲

‐２。７＞
Ю

”

１
。
３

器

Ｄ

２

２１

２
・
１

知

り

舵

(".0)

器

　

　

田
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犯

　

　

舶

　

　

３
・
７
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狙
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昴
　
１
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５
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”

　

　

Ｗ

　

　

４１

　

　

昴
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７
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”
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譴
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３４
　
％
　
譴
　
％
　
Ｚ
　
Ｈ
　
ｌ２
　
田

ｍｉ

“

η

ｍ一
“

η

鶴

帥
０

０

Ｄ

８

０

σ

は

６

憾

η

　

鬱

　

２

　

認

　

η

　

“

“

ｍ
一
　

“

　

ｍ
一
　

“

５２

Ｗ

鬱

“

“

“

“
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・

“

ｍ
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Ｋ

　

Ｊ

Ｉ Ｊ

Ｉ Ｉ Ｊ

Ｋ
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Ｋ

Ｋ
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Ｊ Ｋ
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Ｉ

Ｉ
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Ｉ
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Ｉ

Ｅ

　

　

Ｉ

Ｉ

　

Ｅ

‐

Ｉ

Ｊ

　

　

Ｋ

　

　

Ｋ

　

　

　

　

　

　

Ｋ

Ｈ

Ｊ

Ｊ
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Ｊ

Ｋ

　

　

．
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‐

　

　

‐

　

　

Ｉ

　

　

Ｉ
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Ｊ

Ｋ

　

Ｋ

　

Ｋ

　

　

Ｊ

Ｋ
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Ｋ
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Ｅ

　

　

　

　

　

Ｅ

　

　

Ｅ

　

　

Ｅ
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Ｊ

Ｊ

Ｊ

　

　

Ｉ

　

Ｉ

　

　

Ｈ
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同

Ｉ
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Ｉ
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‥
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Ｊ

‐ Ｊ

Ｋ

　

Ｋ

Ｉ

　

Ｈ

　

Ｊ

　

　

ΥＪ

Ｅ

　

‐

　

　

‐

”

　

ぁ

　

Ю

　

％

　

％

　

Ю

　

∞

　

Ю

　

”

　

ω

ｌＯ

∞

∞

　

Ю

“

　

Ю

　

Ю

　

あ

　

Ю

　

Ю

”

“

　

鉤

　

”

　

鉤

“

％

％

Ю

Ю

硼

Ю

”

”

∞

Ю

“

好
　
　
通
　
　
好
　
　
通
　
　
好
　
　
通
　
　
通
　
　
好
　
　
好
　
　
好

好

通

通
　
　
通

好
　
　
好
　
　
通
　
　
好
　
　
好
　
　
通

通

通
　
　
通
　
　
好
　
　
通

通

通

好

好

好

良

好

通

好

通

通

好

良

普

良

普

良

普

普

良

良

良

良

普

普

普

良

良

普

良

良

普

普

普

普

良

普

普

普

良

良

良

不

良

普

良

普

普

良

灰

灰 白

灰

灰

灰

灰

灰

一火
　
　
　
一火

明
　
　
剖

灰騰
灰
灰
励
　
励
灰
灰

　

　

橙

励
　
灰
　
灰
灰
励
　
励

褐

橙

灰

　

灰

瑯

師

灰

灰

励

励

灰

励

散

灰

灰

灰

へ
　

　

径
　
　
外

り

の

底

内

期

ズ

状

内

縁

Ⅲ

ケ
　
　
∃
　
　
　
　
　
　
口
　
　
Ｈ

ラ
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り
　
　
　
　

アヽ

ヘ
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，
　

ズ
　
　
リ

６
　
リ
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り
　
　
ヶ
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ズ

回
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ラ
　
　
感
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ケ
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″
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想定しておきたい。

第12号溝跡 (第221図 )

第12号溝跡はZM-11、 ZN-14015、 ZO-14～

16グ リッドに位置する。第7号溝跡の南側約2m

にほぼ並行してあり、北西から南東方向に延びる。

検出長2220m、 延長距離は約52mになる。途中、

調査できない部分があり、正確には同一溝跡とい

う保証はないが、遺物の出土状況や延長方向から

同一溝跡と判断して良い。上端幅は123～ 4.87m、

下端幅QЮ～126m、 確認面からの深さ0.∞～0.望

mである。西側が幅狭で、東に行くに従って幅を

広げる。東側では二条に分流している。埋土は黄

-254-



銭塚遺跡

調査区域外
②

調査区域外
①

撹乱 撹乱

SD16

調査区域外

A2010m A

0

B1980m B

⊂1970m ⊂

2m

S D12

① 褐色土

② 暗褐色土

1 灰色土

2 灰色土

3 褐色土  黄灰色粘土プロック (3～ 5m)多 量 炭化物粒子 (1～ 2m)少 量 粘土質
4 暗褐色土 黄灰色粘土プロック (3～ 5m)多 量 炭化物粒子 (1～ 2皿)少量 粘土質

第221図 第12号溝跡
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①

〇
60

ヾ
｀  も

35

83

灰色粘土ブロックを多量に含む褐色～暗褐色土

で粘土質であった。

遺物は溝跡全体から多量に出土した。西側調査

区では比較的須恵器壺 。甕類が目立った。短頸壺

脚部 (獣脚)が 2点出土したのもこの一角である。

溝の中では中央付近により多く分布していた。

東側調査区では非常に多量の遺物、特に須恵器

杯類が多量に出土した。須恵器が主体であるが、

土師器もあり、漆パレットに使用したと思われる

調査区域外

35

ヽ

撹乱

´

1)~~~~~~~

調査区域外

13

第222図 第12号溝跡遺物出土状況 (1)

不や、箆描文字のある平瓦、馬の歯等が出土して

おり、注目される。

出土遺物は土師器不・皿・椀、須恵器蓋・高台

付杯・不・無台椀・皿・長頸瓶・水瓶・平瓶・コッ

プ形土器・鉢・鉄鉢形・磨鉢・円面硯・壺 0甕・

短頸壺、平瓦、漆パレットに転用された土師器杯、

紡錘車、土錘、輔羽口など多種多様である (第

2万図～233図 )。

1～ 10は土師器杯類である。 1は北武蔵型暗文
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銭塚遺跡
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調査区域外
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第223図 第12号溝跡遺物出土状況 (2)
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第224図 第12号溝跡遺物出土状況 (3)
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第225図 第12号溝跡出土遺物 (1)
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第226図 第12号溝跡出土遺物 (2)
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第227図 第12号溝跡出土遺物 (3)
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第228図 第12号溝跡出土遺物 (4)
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第229図 第12号溝跡出土遺物 (5)
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第230図 第12号溝跡出土遺物 (6)
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杯と思われるが、内面風化しており暗文は不明。

外面に線刻がある。 2～ 5は北武蔵型不である。

2は内面に線刻、 3は油煙が付着する。 9・ 10は

てヽ お＼ ` ｀`
＼

第231図 第12号溝跡出土遺物 (7)

第 7号溝跡からも出土した系譜不明確な厚手の

皿である。

11～18は須恵器蓋。18は白色針状物質が含まれ
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声
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第232図 第12号溝跡出土遺物 (8)
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0           5cm
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13
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146
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ない。壺蓋である。19～Zは高台付不である。21

は末野産か。22は南比企産のロクロ土師器の疑い

がある。ロクロ整形され、底部は回転ヘラケズリ

第233図 第12号溝跡出土遺物 (9)

調整。全面黒色処理されている可能性がある。

25～96は須恵器不。25は 日径1■mを超える大型

杯で、底部は手持ちヘラケズリ調整される。南比

141

-268-
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第54表 第12号溝跡出土遺物観察表 (第225～233図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

　

３

４

５

６

７

８

９

　

Ю

　

ｎ

ｌ２

　

１３

１４

１５

１６

　

１７

１８

１９

”

　

２１

２

　

８

　

２

万

２６

　

ν

　

Ｘ

　

”

　

∞

　

３１

　

２

　

”

　

％

　

％

　

“

　

”

　

器

　

”

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

1土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

ロクロ土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

不

杯

杯

杯

不

椀

皿

皿

皿

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

高台付杯

高台付杯

高台付杯

高台付不

高台付杯

高台付椀

不

杯

杯

不

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

不

杯

杯

不

13.8

(12.7)

139

(114)

(120)

(118)

(186)

(146)

(15。6)

(13.4)

17.9

(13.4)

(18.0)

(178)

(135)

(12.0)

152

11.7

12.1

133

(13.9)

(145)

12.9

13.8

(14.8)

(lM)

128

(132)

13.4

130

35

32

譴

帥

28

34

2
28

28

器

31

2.7

2.7

32

26

%

19

12

36

伍

12

33

22

2
31

37

"

1.6

舶

35

"

37

%

3.9

40

鶴

36

39

37

10。9

(125)

(8.0)

(9.0)

(108)

(75)

(6.6)

102

田

鬱

Z

認

87

η

“

譴

94

器

Ю

η

器

秘

CEHI

CEHI

CHIK
CEGI
CEHIK
CHI
CI

CEHI
CEIK

CHI

IJKL
HIJ

IJK
EIJ
EIJK
EIJK

HIJ
IK

EIJK
EIJK

IABCGHIK

IAHIJK

EIJ
EJ

IJKL

EJKL

CEGIJ

EIJ

HIJL

IJK

EGHJL

EGJ

EIJKL

EIJ

EIJK

EIJK

ACEHIJL

EIJK

∞

∞

∞

∞

"

“

"あ
Ю

“

∞

∞

∞

馬

20

Ю

“あ

15

∞

η

あ

Ю

"
"Ъ

70

"

95

∞

40

"

"

Ю

∞

%

η

95

∞

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

良好

普通

普通

普通

普通

良好

普通

良好

不良

不良

普通

普通

普通

良好

普通

良好

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

良好

普通

不良

普通

にぶい黄橙

にぶし

灰

灰

灰

灰

灰

橙

橙

橙

橙

淡黄

にぶい赤褐

にぶい黄橙

灰褐

灰

灰

青灰

にぶい黄橙

里

灰

浅黄橙

橙

暗灰

灰

灰

灰白

灰白

灰

灰

灰白

にぶい褐

灰

灰白

灰

灰

灰

にぶい黄橙

灰

北武蔵型暗文不か 内面風化し暗文不明瞭 底部外面線刻

ヽlЮ ZO-15・ 1∝)

北武蔵型杯 内面「×」線刻 (ヘ ラ記号)ヽ 10“・1037

ZO-15・ lα3

北武蔵型杯 油煙付着 ヽ11% ZO-1501∝ )

北武蔵型杯 風化 ヽ1∞

北武蔵型杯 ヽ1105 ZO-15・ 1∝}

模倣杯か 北武蔵の土 ヽ1109 ZO-15・ 1(6

角閃石多量 内面ミガキ 系譜不明確 ZO-lI)

北武蔵型皿 Nジ15 ZO-15・ 1∝)

白っぽい胎土 底部平底風 厚手 内面ミガキ 角閃石多

系譜不明確 内面 :橙 No.956 ZO-1501∝ }

内面ミガキ 角閃石多量 接合痕明瞭 系譜不明確 Z015・
1∝ ZU-15G

南比企産 重量感有り Nθ6902η  ZO-15G Zじ 1[て )

南比企産 天丼部回転ヘラケズリ つまみ径3■m N2210
227 ZO-15016G

高台付蓋 ヽ10 ZO-15016G
つまみ省21.∝m No.7"01218 ZO-1501(Ю

内面自然降灰 つまみ欠 ヽ17 ZO-1501(G

天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)つ まみ径

Nα650 ZO-15e16G

つまみ部分 つまみ径41cm Nめ 55 ZO-1501∝ }

東金子産? 白針なし 壺蓋 ヽ159 ZO-1501∝ }

南比企産 器種不明確 底部調整不明 ZO-15G

南比企産 底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ ヘラ記号「×」

N236 ZO-15016G

末野産か 底部回転ヘラケズリ ヽ157 ZO-15016G

南比企産 底部回転ヘラケズリ 内外面黒色処理か NQ928

SJ7(ZN-15G)と 接合

南比企産 底部回転糸切リ ヘラ記号有り N「
“

ZO-15。

16G

南比企産 底部中央ナデか NO田12 ZO-1501(G

南比企産 底部手持ちヘラケズリ N「05 ZO-15・ 1(G

南比企産 底部回転糸切り 底部不明墨書有り「我」 ?

945 ZO-15016G

南比企産 墨書 :底部「長」:側面「長 ?」 底部回転糸切り

南比企産 底部墨書「芋」か 内底径7&m 底部回転糸切り

後周辺回転ヘラケズリ ZM-12G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ 内底径82

ヽ1部 01"・ 21・ 222 ZO-15・ 1∝)

底部静止?糸切り後周辺十体部下端回転ヘラケズ

り NQ1066 ZO-15・ lα3

内底径9.∝m 底部回転糸切り後周辺+体部下端回

ラケズリ ヽ1043 0 1143 ZO-lI}

底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ 内底径8.■ m

No:279 ZO-15016G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

滅 (使用による)ヽ1890194 ZO-1501∝ )

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

cm No161 Z()‐ 15016G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

cm ヽ154 ZO-1501“)

南比企産 内底径82m 底部回転糸切り後周辺手持ちヘラケ

ズリ  No1015 ZO… 15 0 1lⅨ 3

南比企産 底部回転糸切り後周辺十体部下端回転ヘラケズリ

ZO-15G

南比企産 底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ 内底径8.lcm

ZO… 15・ 16G

南比企産 底部回転糸切 り後周辺回転ヘラケズリ N249
284 ZO-15・ 16G ZU-15G

全体に磨

内底径%

〔B-6

102

88-8

田|-7

4

6

88-9

89-8

89-7

89-9

∞|-1

(X)-2

∞-3

(X)-4

(X)-5

(X)-6
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図版備考胎土番号
∞|-7

(X)-8

(X)-9

∽|-10

91-1

91-2

91-3

91-4

91-5

91-6

91-7・ 8

91-9

92-1

92-2

"-6.7'8

92-3

92-4

92-5

92-9

93-1

193-2

193-3

93-4

93-5

93-6

91-

η

あ

∞

％

Ю

Ю

”

％

　

Ю

％

“

Ю

硼

“

Ю

”

％

％

　

Ю

η

“

“

Ю

犯

Ю
“

∞

”

∞

朽

∞

％

”

通

通

通

通

通

通

通

通

　

好

通

通

通

通

好

通

通

通

通

　

通

通

好

通

好

通

通

通

好

通

良

通

通

好

通

並
日　
　
　
並
曰
　
　
　
並
日　　　　並
日　　　　並
日　　　　並
日
　
　
　
並
日
　
　
　
並
日　
　
　
　
　
　
由民　　　　並
日　
　
　
並
日
　
　
　
並
日　　　　並
日　　　　凸民
　
　
　
並
日　　　　並
日　　　　並
日　　　　並
日　
　
　
　
　
　
並
日　　　　並
日　
　
　
凸民　　　　並
自
　
　
　
由民　　　　並
日　　　　並
日　並
日　　　　由民　　　　並
日　　　　末年
　
　
　
並
日　　　　並
日　　　　由民　　　　並
日

穎

灰

灰

灰

灰

灰

灰

　

灰

灰

灰

灰

灰

版

灰

青灰

灰

青灰

灰白

灰

青灰

灰

紫灰

灰

灰 白

灰

　

灰

　

灰

灰

　

灰

灰

　

灰

灰

　

灰

内底径8■m m192・ 2%09田 ZO-1501(Ю

南比企産 内底径8&m 底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ

南比企産 底部糸切り後周辺回転ヘラケズリ 内底径8.∝ m

ml∞ ZO-1501∝ )

南比企産 内底径7.%m 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズ

リ N01020 169 0 204 ZO-15・ 16G

南比企産 内底径7■m 底部回転糸切り後周辺+体部下端回

転ヘラケズリ Nθ74 ZO-1501∝ }

南比企産 内底径82m 底部ヘラ記号か 底部回転糸切り

ラケズリ Nθ390259 ZO-15016G

底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ケズリ

内底径a■m ml"901100 ZO-1501∝ )

磨滅度は弱い 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズ

リ ロクロ左回転 内底径7晟m HⅣ期 ヘラ記号 No2"

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ 内底径8。6

cm NQ985 ZO-15010G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

cm 内外面火欅痕 NQl∞9 ZO-1501(Ю

南比企産 底部回転糸切 り後周辺回転ヘラケズリ No8∞

ZO-15016G

南比企産 内底径7&m 底部回転糸切り後周辺+

ラケズリ ヘラ記号あり No208 0 27 0"い 87 ZO-15

底部「×」ヘラ記号 回転糸切り 内底径6.7cm

底部回転糸切り後周辺+体部下端回転ヘラケズリ

内底径8。∝m N2%・
"00"l ZO-1501∝

}

南比企産 内底径81cm 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズ

リ ZO-11ヌ3

南比企産 底部回転糸切り後周辺手持ちヘラケズリ 内底径

8.3cm No210・ 2900294 ZO‐ 1501(13

南比企産 内底径8.∝m 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズ

リ  No.1014 ZO-15・ 10G

南比企産 白針含む 内底径91cm 内面ほぼ全面暗茶褐色の

漆被膜付着 外面にも部分的に漆付着 漆パレットとして

用 N鬱75 ZO-15 0 1GG

南比企産 底部+体部下端回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)

内底径8am Nα%209680"00り3 ZO-15016G

底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

内底径&2たm 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)

南比企産 内底径8■cm 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズ

リ NQ1068 ZO-15016G

南比企産 内底径9λm 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

内外面火欅痕 ヽ12" ZO-15。 lα3 ZU-1%}

南比企産 内底径&生m 底部全面回転ヘラケズリ ヽ1011

ZO-15・ lα3

南比企産 底部+体部下端回転ヘラケズリ

南比企産 底部回転糸切り後周辺+体部下端回転ヘラケズリ

(ロ クロ右回転)ヽ172 Z01501∝ )

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

cm NiQ1010

南比企産 底部糸切り後周辺回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

内底御 &m N251010" ZO-1501(Ю
比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヽ1"3

底部回転糸切り後周辺十体部下端回転ヘラケズリ

HⅡ 期 ケズリ径10■m 内底径10■m N208 ZO-1501∝ }

南比企産 底部全面回転ヘラケズリ 内底径8im m245・

24602480274・ 278 ZO-1501α ]

南比企産 底部回転糸切 り後周辺回転ヘラケズリ No819・

1233 ZO-15016G

南比企産 底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

ZO-15G

ラケズリ底部回転糸切り後周辺+

913

No.739 ZO-15・ 10G

NtぼЮ ZO-15

1074 ZO… 15016G

242 ZO-1501α 3

261 ZO-15・ 16G ZU-15G

098801024 ZO-15・ lα3
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銭塚遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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南比企産

南比企産

南比企産

No49

南比企産

南比企産 内底径8■m 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

11" ZO-lI}

南比企産 内底径7.&m 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)

288 ZO-1501α 〕 ZU-15G

内底径8。∝m 底部回転糸切り後周辺ヘラケズリ

HⅣ期 m■00801“ l ZO-15・ 1(Ю

内底径 (8。3)cm 底部回転糸切り後周辺回転ヘラ

ケズリ やや薄手、軽量感あり N』授

底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヘラ記号

り ZO-lI}

南比企産 底部+体部下端 回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)

Nd543 ZO-15016G

南比企産 底部回転糸切り 内外面鉄分付着 ヽ1410143

ZN…12G

南比企産 底部回転糸切り 内底径5&m m12 ZM-12G
底部回転糸切り 内底径6.Ocm No757 ZO-15

底部回転糸切り No.∞ 00“5 ZO-1501∝ }

底部回転糸切リ ヘラ記号有り 全体に歪む

底部回転糸切り ヽ 5

南比企産 底部ヘラ記号 回転糸切り 内底径6&m NQ750
1lI;

南比企産 底部回転糸切り後周辺手持ちヘラケズリ N2Ю
ZO-15010G

南比企産 底部ヘラキズ (ヘ ラ記号 ?)回転糸切り後周辺回

ラケズリ No.12万 ZO… 15・ MG
内底径7.7cm 底部回転糸切り後周辺+体部回転ヘ

ラケズリ ヘラ記号有り ヽ705 ZO-15・ 1(途

底部ヘラ記号 回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

(ロ クロ右回転)Z011}
南比企産 底部回転ヘラケズリ ヘラ記号有り ZO-15G

南比企産 内底径 (7.4)cm 底部回転糸切り後周辺+体部下

端回転ヘラケズリ ヘラ記号有り No.6% ZO-1501∝ )

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヘ

有り? ヽ1172 ZO-1%}

南比企産 内底径8■m 底部ヘラ記号 回転糸切り後周辺ヘ

ラケズリ Nθ創: ZO-15016G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヘラ

有り? N846 ZO-15016G

南比企産 杯Gか ZO-15G

杯G 末野産か 底部手持ちヘラケズリ ZM‐12G

南比企産 底部回転糸切り後周辺+体部下端回転ヘラケズリ

274 ZO-15010G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヽ10%
1113 ZO…15・ 16G

底部回転糸切り NQ71

底部回転糸切り後周辺+体部下端回転ヘラケズリ

(ロ クロ右回転)ヽ10101100111

底部回転糸切り後周辺十体部下端回転ヘラケズリ

NQ1082 ZO-15・ 10G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ N鬱31

8770905093701∝ BI・ 1222・ 12'p・ 12〔も ZO-15・ lCG

南比企産 口縁内面に凹線 ヽ12401248

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ヘ

有り? ZO-1501(G

南比企産 器種不明確 底部回転ヘラケズリ後ロクロ

Z(>15G

東濃産か 腰部以下回転ヘラケズリ 灰釉刷毛塗り 三ヶ月

局台 ZO-1[て〕

東海産 (湖西産か)No.944

南比企産 内外面自然降灰 N273 Z01501(Ю

南比企産か 降灰多い Nめ% ZO-1501(G
南比企産 ヽ719 ZO-15016G ヽ111と 同一個体の可能性有

南比企産 ZO-15G ヽ110と 同一個体の可能性有
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図版残存 焼成 備考  出土位置

(M[-8

94-9

95-102

%-506

110-ll t

91-7

95-3・ 4

%-7・ 8

96-10203

96-8

%-9

"-1

96-405

%-6・ 7

97-2

97-3

∞

　

∞

　

”

５

１５

∞

　

“

５

”

”

　

∞

　

”

“

　

”

　

”

∞

∞

　

あ

　

　

∞

　

１０

　

ｍ

　

あ

　

”

Ю

硼
　
　
Ю
　
　
・

好

好

好

通

好

通

好

好

好

好

通

通

通

通

好

通

好

良

　

好

好

好

好

通

通

通

通

通

通

通

　

通

好

　

好

　

通

通

良

良

良

普

良

普

良

良

良

良

普

普

普

普

良

普

良

不

　

良

良

良

良

普

普

普

普

普

普

普

　

普

良

　

良

　

普

普

励

　

灰

灰

灰

灰

　

灰

灰

灰

灰

　

灰

　

灰

灰

　

灰

　

灰

灰

灰

　

灰

　

　

灰

　

灰

　

灰

　

灰

　

灰

哺
　
　
　
橙

灰
　
　
　
灰

お
　
　
　
淡

青
　
　
　
暗

にぶい赤褐

灰
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南比企産 器壁厚くやや雑な作り 外面緑灰色の自然釉

558 ZO-15・ lα]

東海産 (猿投産か)天丼部沈線2条 胎土精選

感 N■ 147・ 12ν S)l冨 iヨO ZO-1501(I}

底部+体部下端回転ヘラケズリ ZO-15G

胴部平行 (擬斜格子)叩 き NQ7Ю  ZO-15・ 1(Ю

No825

比企産 体部平行叩き ヘラ描き沈線 2条 NQ3“・43

南比企産 内面磨滅 底部糸切り ZM-12G

南比企産 脚部片 沈線 (2条)+透7助口飾 ZO-15G

南比企産 胴部平行叩き+無文当て具 ml″ ZM-12G

南比企産 胴部平行叩き+無文当て具 外面自然釉 N侶器・

11ン '

外面自然釉 産地・器種不明 南比企産か 破面を二次的に

磨っている N「3

南比企産 内面自然釉 ZO‐ 1[て}

南比企産 頸部平行叩き十無文当て具後ロクロナデ No郎 2・

頸部外面平行叩き+無文当て具後ロクロナデ 恥

南比企産 Nめ4507M07% ZO-1501(G

湖西産か 頸部縦位の線刻4本 胎土精良 薄甕 No452 0 4∞

4740506059106090610・ 6120628 ZO‐ 15011領3

南比企産 頸部11本組の櫛描波状文準交施文 月同部平行叩き十無

文当て具 Nめ

“

05M・

"・ "い
晰 0翻・価 ・傷 06620

7140%SD躙で囲 SD-7(ZA-15G)ZO-1501∝

南比企産 7本組櫛描波状文 3段 (上→下)に施文 ヽ1310

133 ZNl-12G

南比企産 頸部平行叩き後11本組櫛描波状文 3段施文

508 05670 597 ZO-15・ 16G

南比企産 13本 組の櫛描波状文 3段  NQ7∞・田10 1lη

1184・ 1189・ 1202012100121301280 Z()-15・ 16G

比企産 平行叩き+無文当て具後ロクロナデ N853

胴部下端平行叩き痕残る NQl%3 ZO-15016G

武蔵型壺 北武蔵の土 ヽ1∞70101611028・ 10“ ZO‐150

16G

南比企産 一枚造り 凹面糸切り+布 目 凸面縄叩き 残存

長131cm 残存幅132m 厚さ1&m Nα9引・1∞2 ZO-15・ 1(Ю

残存長18。7cm 残存幅10晨m 厚さ1■m 郡名瓦「足」か 一

枚造り ヽ鈍3・ 殴 Z01501総

内面漆付着 外面手持ちヘラケズリ 系統不明確 ZO-1%)

ヽ1的と同一個体

内面漆付着 ZO-15G ヽ138と 同一個体

内面に黒漆が塗られている 黒煙吸炭とは異なる 不

蔵型杯の底部破片で平安時代 (9世紀代)である パレット

転用か

一部還元面残る ZO-15G

南比企産 短頸壺の獣脚 長さ6■m 幅4.7cm ZO-15G

短頸壺の獣脚 長さ7■m 幅42m Nめ∞

長さ7&m 幅2。7cm 7L径0燈m 重さ

“

。70 g N“
" ZO…

15・

16G

土師質 白針なし 最大径5.∝m 最大厚1■m 孔径1■m 重
さZttg No537 ZO-15・ 16G

長さ7&m 幅5■m 厚さ1.75cm 重さ

“

8g 砂岩製 用途不

明だが砥石の可能性あり 左側縁は剥離が認められる

は磨耗している ZO-15G

最大径52m 厚さ42m 重さ瞼91

153

図上下半欠失 ZU‐1(G

459 ZO-13G

ZO-15・ 10G
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企産。%～Xは墨書土器。んは不明。ンも不明確で、

「長」か ?。 器は「寺」もしくは「芋」か。口径

が14cm大～12晟m前後と比較的大きく、底部回転

糸切 り後ヘラによる再調整を施す一群 (29～780

%～94)と 、日径が12cm前後と縮小し底部回転糸

切り後無調整の一群がある。また、95096は非常

に小振りであり、杯Gの可能性がある。

97～ 102は須恵器無台椀。103は須恵器無台盤。

104e105は 無台皿。106は灰釉陶器高台付皿で灰

釉刷毛塗りである。

l解～113は須恵器瓶類。107は東海産 (湖西産か)。

1100111は 水瓶で同一個体かもしれない。112も

水瓶。113は平瓶。接合しない破片を復元実測した。

東海産と思われる。114は コップ形土器。116は鉄

鉢形土器である。117・ 118は磨鉢。119は 円面硯

脚部片である。円面硯は縦位に刻まれた2条の沈

線 と透孔が確認で きる。lЮ・121は 須恵器壺。

122は器種不明。123～ lMは須恵器甕。135は土師

器武蔵型壺である。1%01ンは平瓦。137の 凹面

には線刻がある。「足」か。足とすれば「足立郡」

を示す郡名瓦となる。

l器・139は土師器杯。系譜は不明確。おそらく

同一個体と思われ、漆が付着する。10も 漆が付

着し、パレットに使用されたものと思われる。北

武蔵型不、 9世紀代のものであろう。141は輔羽

口である。12・ 1侶は須恵器短頸壺の脚部で、獣

脚が表現されている。

須恵器不類は不Gと 思われる破片があり、7世

紀後半にさかのぼるものがあるが、主体は8世紀

2/4期 を含む中葉以降で、 9世紀中頃の杯を定量

で含むこと、K―∞号窯期の灰釉陶器を含むこと

から9世紀中頃から後半までは、区画溝として機

能していたのは確実である。第7号溝跡とほぼ同

時併存したと考えられる。

第13号清跡 (第234図 )

第13号溝跡はZG-190"グリッドに位置する。

北西から南東方向に走り、北西端は調査区外に、

第234図 第13号溝跡

南東部は谷部に延びる。検出長3。45m、 上端幅0。46

～Qttm、 下端幅0.32～ 0.4m、 確認面からの深さ

は0.07～ 0■Omと 極めて浅い。断面は逆台状に掘

り込まれていた。埋土は褐色土で硬くしまってい

た。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第14号溝跡 (第2350236図 )

第14号溝跡はZK-190"グ リッドに位置する。

浅い谷状地形を呈する第17号溝跡の東側約 2mを

並行して北西から南東方向に延びている。重複す

る第∞号住居跡、第器号土墳を切っていた。南東

部は第Ю号住居跡に向かって「 L」 字状に屈曲す

る。その先は不明瞭で明確に捉えられなかったが、

遺物の出土状況を検討すると、第∞号住居跡の中

で、再度流路を南東方向に変えていくと見るのが

妥当であろう (第101図 )。 溝跡東側の立ち上がり

は不明確である。検出長11.∞ m、 上端幅1。∞～2.∽

m、 下端幅082～ 1。

"m、
確認面からの深さ0■ 1～

024mである。

遺物は、溝跡全体に分布して出土した。土師器

杯 0皿・壺・甕、須恵器蓋・高台付杯・長頸瓶・

甕などがある (第237・ 2器図)。 その他、第Ю号

住居跡内から出土した遺物は住居跡に収録した

調査区域外

銭塚遺跡

A1940m   A

B1930m      B

S D13
1 褐色土 暗褐色土少量混 じる

2層より硬い 硬 くしまる

2 褐色土 暗褐色土少量混 じる

硬 くしまる

2m

A

尚猾,讚
錮颯笏晰

%%蒻多%%%
笏笏%匁笏%

B

谷部
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騨]現鶉L

(第103～ 106図 )が、本来的には本溝跡出土のも

のが大半を占めると推定される。

第237図 1～ 5は小振 りの (続)比企型杯で、

赤彩が施されている。 6～ 8は北武蔵型杯。丸底

で日縁部は小さく内湾する。 9～ 12は北武蔵型暗

文杯である。丸底で内面放射暗文が施文される。

13は続比企型の皿で、赤彩される。14は系譜が不

明確な皿。北武蔵の土の可能性もあるが、確定で

きない。15は北武蔵型暗文皿である。

16017は須恵器蓋。18019は 高台付不である。

17・ 19は湖西産と考えられるがセットとなろうか。

Ю～22は在地産の土師器壺である。Ю・21は赤彩

が施される。22に は赤彩はないが、胎土中に自色

針状物質が含まれている。23は須恵器甕。たは湖

西産の須恵器長頸瓶である。接合しない破片を合

成図示した。全体に焼け歪みが目立つ。25～

"は
土師器甕である。底部は木葉痕が残る。8～Юに

は胎土中に緑泥片岩と思われる鉱物が含まれる。

，＼ノ
ゴ
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１
　
２
　
３
　
４
　
５
　
６
　
７
　
８
　
９
　
１０
　
　
ｎ
　
ｌ２
　
１３
　
　
１４
　
　
１５
　
　
１６
　
　
１７
　
１８
　
１９
　
”
　
　
２１
　
　
２
　
Ｘ
　
場
　
　
あ
　
　
あ
　
　
ν
　
Ｘ
　
”
　
　
∞

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

杯

不

不

杯

不

不

不

杯

杯

不

不

杯

皿

不

皿

蓋

蓋

高台付杯

高台付不

霊 I

小型甕

霊 1

霊 I

甕

長頸瓶

甕

甕

甕

甕

甕

10。3

10.0

(98)

10.0

(10。9)

97

10。9

10。9

125

119

(120)

(1%)

(158)

(203)

163

216

(16.0)

(146)

(15。6)

(116)

(119)

(187)

(232)

32

32

田

35

33

31

33

3.3

3.1

35

32

鶴

23

41

器

34

"

“y

∞

14。6

23.7

帥

12.1

222

236

63

11。 1

“

∞

(116)

84

“

帥

(70)

鶴

(8.4)

EHIK

CEHIL

EHIK

EHIL

CDEHI

ACHIK

ABCEHI

CE

CHIK

CEGHI

CEHI
CEHIK
GHIJ

CGH

CHI

EIJL

IK
EHJ
EIJK
AEHIL

CDGHI

CEGHJ
HIJ
GK

EHIL

AEHIK

ABEHI

ABEGH

BCEH

ABEHKL

%

100

"
∞

∞

1(X)

η

∞

∞

75

“

"
Ю

あ

Ю

%

40

10

"
あ

∞

40

万

“

Ю

"

%

ん

40

40

良好

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

良好

普通

良好

普通

良好

普通

不良

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

橙 |

明赤褐 |

橙  |
|

にぶい橙|
|

橙  |

橙  |

橙

にぶい橙

明赤褐

明赤褐

明赤褐

明赤褐

橙

浅黄橙

にぶい黄橙

灰

灰白

橙

灰白

明赤褐

橙

褐

にぶい黄橙

灰白

にぶい橙

にぶい橙

橙

橙

橙

橙

比企型模倣杯 白針なし 内面+口縁外面赤彩 N69・ 72

(続)比企型杯 白針なし 内面十日縁外面赤彩 M80100
(続)比企型杯 内面+口縁外面赤彩 白針なし

(続)比企型不 内面+口縁外面赤彩 白針なし NQ%

(続)比企型不 内面十回縁外面赤彩 白針なし 底部黒斑あり

北武蔵型不 上層 NQ l

北武蔵型不 内面やや風化 No。70

北武蔵型不 全体にやや風化 No.η 081

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 N87・

"
北武蔵型暗文杯 内面放射暗文 口縁直下と底部ヘラケズリ

ー部指頭痕残す No,73

北武蔵型暗文不 内面放射暗文

北武蔵型暗文杯 内面放射暗文

続比企型杯 (皿)内面赤彩 白針有り 口縁外面赤彩不明

内面ミガキ ヽ15019・ %
北武蔵の土? 内面ヘラミガキ 同化しており不鮮明 外面
ヘラケズリ 器壁厚い

北武蔵型暗文杯 (皿)内面放射暗文 風化のため不明瞭 恥

42・ 46048051052

南比企産 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)つ まみ径

2.6ё m Nd[B

湖西産 胎土精選 外面淡緑色の自然釉 ヽ9

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)高台剥落

湖西産 底部調整不明 胎土精選

口縁内面赤彩 外面不明 (赤彩か)外面風化著しく

1整形不明 NdM

I比企型壺 白針なし 外面十日縁内面赤彩 器面剥落部分あ
|り N685086088・ 94

在地産 白針含む 外面煤付着 Nコ6098

南比企産 月同部外面平行叩き ヽ 7

湖西産 接合しない破片を合成図化 肩部緑色の自然釉 全

体に焼け歪み目立つ 月同部回転ヘラケズリ ヽ 1・ 3～ 6014

在地産か 白針なし 角閃石なし 月同部ケズリ 底部木葉痕

NQ94

在地の土? 白針なし 角閃石なし 胴部ケズリ後ナデ ニ|

次被熱により器面荒れる No,78081            1

底部木葉痕 月同部ナデ+ケ ズリ 雲母粒子入る 上層 No“ |

緑泥片岩多 槻川流域の土か Nめ7058         1

軍「 鳥身稔

胴部ナデ+ケズリ 底部木葉痕 槻川流域の土

|

底部木葉痕 緑泥片岩入る 上層 NdM

(フ ー5

"-6

(フ ー7

97-8

98-1

"-4
98-2・ 3

%|-4

99+2'314

(述 -5

%十
~6

第55表 第14号溝跡出土遺物観察表 (第2370238図 )

出土遺物に山下 6号窯期に降る土器はなく、基

本的にそれ以前、時期は7世紀後半～末葉が主体

とみてよいであろう。

第15号溝跡 (第239図 )

第15号溝跡はZN二 15、 ZO-17～21グ リッドに

位置する。第7号溝跡の北側に位置し、東西方向

に途切れながら延びる。西端は比較的幅広く東に

行くに従い幅狭となり、調査区内で三度途切れた

後、調査区外に抜けている。第60708号 掘立

柱建物跡と重複するが、新旧関係は溝跡が新しい

と考えられる。長さは%.05m、 上端幅0“～2■Om、

下端幅0。∞～1。%m、 確認面からの深さ0.02～ 021

mと浅い。溝の中央付近に流路に沿うように木杭

列が検出された。埋土は黄灰色粘土ブロックを多

量に含む褐色土である。

出土遺物は少ない。図示できたのは須恵器杯と

石製品がある (第240図 )。 図示した以外に近世陶

磁器片がある。
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1は須恵器杯。 8世紀後半、南比企産である。

2は粘板岩製の砥石か。表裏両面に磨滅痕があり、

裏面には条線状の擦痕が幾条も残る。遺物は混入

0          2.5m
L=======± =======」 1:1∞

第239図 第15号溝跡

資料である。遺構の時期は重複遺構や出土遺物か

ら、近世以降に降ると考えられる。

0
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第240図 第15号溝跡出土遺物

第56表 第15号溝跡出土遺物観察表 (第240図 )

第16号溝跡 (第21図 )

第16号溝跡はZO-14015グ リッドに位置する。

第12号溝跡の南西側約 1～ 1。5m離れて平行して延

びる。検出長12。40m、 上端幅0“～1。57m、 下端幅

029～0。63m、 確認面からの深さ019～0501nで、断

面は逆台升刻大に掘り込まれていた。埋土は黄灰色

粘土ブロックを含む褐色～暗褐色土で粘土質で

ある。

出土遺物はなく、時期は不明である。第12号溝

跡を意識していれば古代に遡る可能性もあろう

か。

第17号溝跡 (第241図 )

第17号溝跡はZK-17～ 19グ リッドに位置する。

北西から南東方向に延びている。東側 2m前後の

位置を第14号溝跡がほぼ並行している。検出長

6《h、 上 端 幅18“ ～2233m、 下 端 幅16.∞ ～

20■6m、 確認面からの深さ04～ 0.57mである。幅

広で深度の浅い谷状地形である。南東側に延長す

ると、第18号溝跡がほぼ同じ規模・形態を示し、

同一溝跡の可能性がある。

出土遺物は須恵器片とともに、中・近世の陶磁

器類が含まれるが、混入資料と考えた。北西側延

0           5cm
L::::=:=:==土 :二::::=:::===113

長部には対応する溝跡は検出されなかった。

埋土は炭、焼土を少量含む暗褐色土を基調とし

ていた。出土遺物は少ない。須恵器不と蓋を図化

した (第22図 )。

第242図 1は須恵器蓋である。推定口径18■ m、

残存高2.9cm。 胎土に石英・白色粒子・白色針状

物質・黒色粒子を含む。焼成は普通で、色調は灰

色。約15%残存する。つまみ部分を欠損する。天

井部回転ヘラケズリ調整 (ロ クロ右回転)。 内外

面に火欅痕がみられる。南比企産である。

2は須恵器杯である。口縁部を欠き、日径は不

明であるが、13。5～ 14cmほ どとなろうか。残存高24

cm、 底径は9。∝m。 平底の器形から腰は強く張る。

底部は回転ヘラケズリ後、周辺部と体部下端を回

転ヘラケズリ調整している。胎土に石英・白色粒

子・白色針状物質・黒色粒子を含み、焼成は普通。

色調は灰色、約Ю%残存する。南比企産である。

時期は8世紀中葉以降となろうか。

第18号溝跡 (第23図 )

第18号溝跡はZM OZN-22グ リッドに位置し、

東西方向に延びている。規模は長さ720m、 上端

幅13“～17。00m、 下端幅10.∞～152;m、 確認面か

2

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

須恵器

石製品

不

砥石 ?

2.9

“

EIJK Ю 普通 灰 南比企産 白針含む 内底径8■m 底部回転糸切後周辺+体

部下端回転ヘラケズリ

長さ13■m 幅10&m 厚さ1■m 重さ120g 粘板岩製 硯

の再利用とも考えたが剥片状に割れた素材を砥石として使用

していたとも考えられる ZO-17G

99-5
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 晨
1

崇
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1 褐色土  黄灰色粘土プロック (2～ 3皿)多量 粘土質
2 暗褐色土 黄灰色粘土プロック (2～ 3皿 )少量 炭化物少量 粘土質

表土

2 暗褐色土 炭化物・焼土少量まばらに含む 土器片まばらに含む

3 暗褐色土 炭化物・焼土少量  2層 より少ない 2層 よりやや明るい土

第241図 第16017号溝跡
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第242図 第17号溝跡出土遺物

らの深さ0“～059mである。

幅広の浅い谷状地形を呈する。溝跡北寄り部分

にはビットが 8本検出されたが、全てが本溝跡を

切る。底面は小さな起伏が目立ち、炭化物粒子が

比較的多く含まれていた。

出土遺物は比較的多い。溝跡中央と北岸寄りの

地域にまとまる傾向が認められた。南岸寄りから

は少ない。土師器不 0皿・椀・壺 0甕・甑、須恵

器蓋・杯・高台付不 0高台付椀・円面硯 0長頸瓶 0

壺・甕、青銅製帯金具、砥石、土錘、輔羽日、椀

形滓、鉄製品などがある (第244～27図 )。

第244図 1～ 4は北武蔵型杯である。丸底で日

縁部は小さく直立する。 5・ 6は北武蔵型暗文杯

である。丸底で内面に放射暗文が施文される。 7

～9は続比企型不である。 7は赤彩されるが、80

9には赤彩が認められない。10は北武蔵型皿。11

は続比企型の皿で赤彩される。12は北武蔵型暗文

皿である。

13015は在地産の椀と思われる。16は北武蔵の

土に似る。14は畿内産土師器の杯Aか。破片であ

るが、日唇部が内に巻いており、体部外面ミガキ、

底部外面は軽いケズリと指頭痕 (無調整)がみえ

る。内面は右上がりの暗文が施される。風化が著

しく不鮮明ではあるが、上位にもう1段斜方向の

暗文が施されているようにも見える。畿内産土師

器にしては胎土があまり良くないように思われ

るが、在地産土師器の系譜には乗らないことは確

実である。畿内産土師器不Aそのものまたは、畿

内産土師器を模倣して製作したものであろう。

17～34は須恵器蓋である。18・ 19・ 2～ンは内

面にかえりをもつ。18～200れは胎土から末野窯

跡群産と考えられる。21～23033・ 34は湖西産と

推定される。それ以外は南比企産で、31・ 32は環

状つまみをもつ。17の内面には「×」状の線刻が

ある。

35～37は須恵器不Gである。35は片岩を含み末

野産。36・ 37は南比企産である。器～2は大型の

無台不である。器・39041・ 犯は末野産と思われる。

4は南比企産で、内面に焼成前の線刻「×」が刻

まれている。4102は内面に同心円 (渦巻き)状

の沈線 (ノ タロ)が巡り、一見すると湖西産須恵

器かとも思われるが、末野産である。

43～52は高台付不である。4300～ 51は南比企

産で高台は底部外縁近くに付 く。
"は

末野産か。

44～48は湖西産と推定される。48内面には「ノタ

目」が巡る。

"は
南比企産の円面硯で、硯面は使用により磨

滅している。54は体部破片であるが、突帯が付く

ことから佐波理模倣椀と思われる。
"～

関は長頸

瓶。東海産であろう。
"は

産地不明。
"は

壺。∞

は鉢である。62は須恵器大甕。やや太い櫛描ヘラ

状高波状文を描く。正面図の左側縁と右斜め下の

破面に再調整した痕跡 (ナデ)がみられ、補修し

て焼いたものと思われる。

“

～

"は
土師器壺。

“

069は 土師器甕である。

Юは大型甑。71は小型甑で、底部中心に小孔が開

けられている。

72は餃帯金具、青鋼製鈍尾と思われる。長さ13

cm、 幅1&mと 小型である。貿・74は砥石。75は須

恵器不を転用した砥石である。7～りは輔羽日、

小日径であり鍛冶用と思われる。
"は

椀形滓で、

鍛冶滓と推定される。81は棒状鉄製品である。

谷状地形から出土した遺物ではあるが、時間幅

が限定される一括性の高い土器群であると評価

2

鼈
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できる。須恵器の量産期である鳩山 I期に降る須

恵器杯類がなく、末野産須恵器と東海産須恵器を

定量で含むこと、杯 G、 かえり蓋を含む、山下 6

号窯平行と思われる大型不を含むことなどが特

徴である。また、畿内産土師器杯Aが伴出する点

第247図 第18号溝跡出土遺物 (4)

も注目される。畿内産土師器の編年に当て嵌めれ

ば、飛鳥V期～平城Ⅱ期の幅の中には入るものと

思われる。時期的には7世紀末葉～8世紀初頭頃

に位置付けておきたい。
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第57表 第18号溝跡出土遺物観察表 (第244～247図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

　

６

７

８

　

９

　

１０

ｎ

ｌ２

　

１３

　

１４

　

１５

　

１６

１７

１８

　

１９

　

”

２１

２２

２３

　

２

　

万

％

　

ν

Ｘ

”

　

　

Ю

３１

　

３２

　

”

　

鉾

％

　

％

　

”

　

器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

不

杯

杯

不

杯

不

不

不

皿

皿

皿

不 (椀 )

杯

椀

椀

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

杯

杯

不

不

129

(126)

(14.8)

(13.0)

(128)

(138)

(9。8)

(118)

120

(16.3)

(18.6)

(17.8)

(15.4)

(196)

(16。8)

(143)

(16.0)

116

129

118

(lM)

(150)

19.8

(167)

161

(17.6)

(18.8)

(lm)

(168)

(161)

(10.3)

(11.3)

103

(1&1)

器

"
42

37

35

昴

∞

螂

35

3.7

29

28

5。 1

毬

67

毬

2.7

32

31

27

25

器

42

36

15

20

2.6

23

2.9

23

2。9

28

3。7

3.7

36

38

器

44

(Z)

(81)

73

(15■ )

CEI
CEHI
CEHI
CEGI

CGI

CEHI
EHI
HIKL

CEHI

CEHI
AHIK

CHI

CHI

GHI

EHIJ

CEHI
EIJKL
BEIK

BEHIK

EIKL
I

IK

CGIK

BDEHIKL

IJK
EIJKL

EIJK
IJK
EIJK

AEIKL
EIJK

EIJK

IK

IK
BEIK

CEIJK

CDJ

BEHI

%
あ

"
"
20

万

あ

∞

あ

30

15

15

∞

10

15

15

“%

Ю

“

"%
∞

∞

10

15

10

"
∞

"
Ю

40

“

"
40

"

Ю

"

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

良好

普通

不良

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

不良

にぶい橙

橙

橙

にぶい橙

明赤褐

橙

にぶい橙

明赤褐

橙

橙

橙

橙

にぶい橙

橙

橙

明赤褐

灰

青灰

黒灰

灰

灰白

明灰

淡灰

黄灰

灰

灰

灰白

灰

灰白

灰

灰

灰白

灰

灰

灰

黄灰

灰白

橙

北武蔵型杯 Nd% ZM-22G
北武蔵型杯 No.101 ZM-2G

北武蔵型不

北武蔵型不

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 黒色粒子 (5皿大)目 立つ (鉄

分か)ZM・ ZN-22G

北武蔵型暗文不 内面放射暗文 一部器面剥離して不鮮明

続比企型不 白針なし 内面十日縁外面赤彩

続比企型不 白針なし 赤彩なし 口唇内面沈線 NQ78 ZM
-22G

続比企型杯 白針なし 赤彩なしか 口唇内面沈線 底部木

葉痕とヘラ記号「一」

北武蔵型杯 (皿)内面やや風化 ZM-22G 谷包含層

続比企型不 (皿)内面+口縁外面赤彩 白針なし

北武蔵型暗文杯 (皿)内面放射暗文 一部ミガキ 器壁厚い

No.95 ZM-22G

在地産 (比企型)口唇部沈線 内面丁寧なミガキ 外面ケズ

リ+ミ ガキ No&;・ 105 ZM-22G

畿内産土師器杯AI 外面ミガキ 底部ケズリ 内面放射暗

文 上位の暗文不明 ZN-22G

在地産か 外面ケズリ後ミガキ 内面ミガキ 内面赤彩の可

能性有り ZM・ ZN-22G 谷包含層

北武蔵の土 内面ミガキ ロ唇部沈線巡る N「2 ZM-22G

南比企産 内面「×」ヘラ記号あり 内面中央付近磨滅 ヽ138

末野産 かえり径8。■m 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回

転)つ まみ径3&m Nom ZM-2G
末野産 片岩含む 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)

つまみ径2仇m ZN-2G 谷部 谷包含層

末野産か 胎土粗く白針不明瞭 つまみ径2&m

湖西産 つまみ径32m

湖西産 胎土精選 つまみ径2.7cm

産地不明 爽雑物少ない 湖西産 ?(ロ クロ左回転)つ まみ

径21cm

末野産 天丼部回転ヘラケズリ かえり径15■m つまみ径侶

cm No27 Zゝ /1-22G

南比企産 かえり蓋 白針含む

南比企産 白針含む かえり蓋 かえり径 (142m)ヽ 112

ZM-22G

南比企産か 白針少含 ZM-22G
南比企産 つまみ径32m ZM・ ZN-2G
南比企産 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)つまみ径

3■ m

ZM-22G

末野産か 白針なし NQη ZM-22G

南比企産 環状つまみ (径5。∝m)(ロ クロ右回転)重量感有り

内面 :灰白 ヽ408 ZM OZN-22G 谷包含層

南比企産 白針含む 環状つまみ (径4&m)(ロ クロ左回転)

Nd28 ZM-22G

湖西産 天丼部淡緑色の自然釉 つまみ径32m 内面中心部

磨滅 谷包含層 ZM-2G
湖西産 胎土精選 つまみ径2&m No51 ZM-22G

末野産 杯G 片岩含む 底部手持ちヘラケズリ N“3 ZM
-22G

南比企産 白針含む 底部手持ちヘラケズリ後ナデか ZM―
22G

南比企産 白針含む 底部全面回転ヘラケズリ (ロ クロ右回

転)内面見込み部「×」ヘラ記号

末野産か 焼成甘く、酸化焔焼成風 底部手持ちヘラケズリ

No.91 Zヽ〔-22G

9〕 -6

99-7

l∞ -102

100-3

100-4

100-5

100-6

100-7

100-8

100-9
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銭塚遺跡

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

”

“

４１

２

弔

基

“

″

侶

４

Ю

５１

”

互

重

５７

田

”

∞

６１

位

“

“

“

“

”

“

”

Ю

　

７１

２

零

　

　

Ｚ

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

鋼製品

石製品

石製品

不

不

杯

杯

高台付不

高台付杯

高台付杯

高台付不

高台付杯

高台付杯

高台付杯

高台付杯

高台付杯

高台付杯

円面硯

佐波理模倣椀

長頸瓶

長頸瓶

長頸瓶

長頸瓶

鉢 ?

甕

大甕 ?

甑

革帯金具

砥石

砥石

(150)

(163)

(17.0)

(155)

(136)

(162)

(152)

14.5

13。9

(108)

(162)

(22。3)

(177)

148

(224)

(20。8)

(156)

(26.0)

18.0

(a6)

(21■ )

28.6

%

弔

38

1.1

3.3

術

42

46

40

伍

13

24

3。3

2.7

23

41

63

53

毬

22

η

77

61

Z
43

82

55

81

部

%
23.8

6。9

(120)

(12.0)

(12.3)

(120)

(13.0)

(10.3)

(13.4)

%

104

93

108

(122)

117

101

79

(65)

(10.0)

η

BEIK

EHIJK

BDEHI

BDEIK

IK

IK
EHIL
IK

IK

IK

EIJK

EIJK

EIJ

CEIK

EIJK
EHIJ
EIK
IK

IK

AHI

EIJ
CEGJ

EIJKL
CEHIJ

CHI

ACEG
AEHI
CEHIJ
ACEHI

CEHI
ACEHI

EGHI

CEHIJL

“

"

∞

あ

5

40

"
"

Ю

∞

Ю

∞

Ю

∞

15

5

15

∞

∞

∞

刀

10

"%

%

"
∞

%
Ю

"

"
40

∞

良好

普通

普通

普通

普通

良好

不良

普通

良好

良好

良好

普通

普通

不良

良好

普通

普通

良好

良好

不良

普通

普通

良好

不良

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

青灰

灰

黄灰

灰

明灰

灰白

淡黄

灰

灰

灰白

にぶい黄橙

灰

灰

黄灰

灰

灰

灰

暗灰

灰

橙

灰白

灰白

暗灰

にぶい黄橙

橙

にぶい赤褐

橙

橙

橙

橙

橙

にぶしヽ褐

橙

暗褐

末野産 底部ヘラ切り後中心部一方向の手持ちヘラケズリ

No.137

南比企産 白針含む 底部回転ヘラケズリ 見込み部「×」
ヘラ記号 焼成前の線刻

末野産 白針なし 片岩含む 内面「ノタロ」 底部回転ヘラ

ケズリ ZM-22G 谷包含層

末野産か 底部外面回転ヘラケズリ 内面「ノタロ」 白針な

し 片岩不明確 ZM-22G
南比企産 白針少含む ロクロロ「ノタロ」状 湖西産にし

ては肌目粗い ZM-22G

湖西産 底部回転ヘラケズリ ヽ116 ZM-22G

産地不明 調整不明瞭 湖西産 ? No.15 ZM・ ZN-22G

湖西産 底部突出 (出尻底)底部回転ヘラケズリ (ロ クロ左

回転)外面一部銀化 No“ ZM-2G 包含層

湖西産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)やや突出 恥

56 ZNI-22G

湖西産 胎土精選 底部回転ヘラケズリ 中央部ヘソ状に突

出 内面に同心円文当て具痕残る ヽ1%

南比企産 白針含む 底部手持ちヘラケズリ 内́面不定方向

ナデ 出尻底

南比企産 白針含む 底部全面回転ヘラケズリ ZM-2G
谷包含層

南比企産 白針含む 底部全面回転ヘラケズリ ZM-22G 谷包

含層

産地不明 (末野産か)焼き甘い 底部回転ヘラケズリ 内面 :

灰 NQ"ZM-22G
南比企産 硯面使用痕 (磨滅)脚部に沈線2条残る

南比企産 ZN-22G

東海産か 胎土精選 平瓶口縁の可能性もある ZM-22G

東海産 (猿投産か)頸部沈線 2条 硬質な焼きで器肉は紫灰

色を呈する ZM-22G

東海産 (湖西産か)月同部下端底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右

回転)内面中央自然釉 ZM-2G 谷包含層

酸化焔焼成 粉っぽい 産地不明 胎土精良 外面回転ヘラ

ケズリ 底部回転ヘラケズリか N26

南比企産 内外面ロクロナデ Nd% ZM-22G

南比企産 短頸壺の可能性もある 月同部平行叩き後ロクロナ

テヾ Nd32 ZM-22G

南比企産 白針含む 内外面ロクロナデ No24:

推定径4■m程 頸部横位の沈線区画 3本に4本組ヘラ描波状

文 2段 (上→下)に施文 正面図の左側縦際と下面際に再調

整痕 (ナ デ)あ り、補修痕と思わる 南比企産 内面 :褐灰

No.α)ZM-22G
武蔵型 No43044 ZM-2G

北武蔵の土? 系譜不明確 No62 ZM-22G

比企型 (在地産)白針含む 赤彩なし

武蔵型 北武蔵の土 谷包含層 ZM-2G
武蔵型 北武蔵の土 Nめ5・ 106 ZM-22G

北武蔵の土か No.∞・98 ZM-2G
角閃石 白針なし 在地産? NO" ZM-22G

在地産 白針少含む 外面ケズリ 内面ヘラナデ Nめ～7090

11～13(ZN-22G)ON230万 (ZM-2G)・ 谷部・谷包含層

北武蔵の土 孔径3am Nθ ZN-2G
長さ1.■m 幅1.Im 厚さ0■m ZM-22G

長さ5■m 最大幅2晨m 重さ4%g 凝灰岩製 一側面剥離後

再調整している 底面にも刃先状の条線あり 上部欠失 三

側面は良く使い込んでいる ヽ1

長さ4晨m 最大幅5&m 厚さ3■m 重さ76。7g凝灰岩製 方

柱状砥石残欠 灰白色で軟質 上下と一側面が欠損し、三面

が使用されいる 使用面には擦痕や条線が残る ZM-2G

101-1・ 2

101-304

100-10

101-5

101-6

101-708

102-4

102-

1・ 2・ 3

102-5

l舵 -10・
ll

102-6
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

Ъ

％

η

鍵

η

∞

　

８１

須恵器

土製品

土製品

土製品

土製品

鉄滓

鉄製品

転用砥石

土錘

羽口

羽口

羽口

椀形滓

棒状品

IJK

GI

100

1(X)

普通

普通

灰

灰褐

橙

里

須恵器杯体部片を加工 表裏と側縁磨滅 二次的に砥石に使

用したと思われる

長さ4■m 最大径1.■m 子曖Ю.生m 重さ10。7g N21

鍛冶用 小日径羽口 先端部片 外面環元している 長さ
"cm 幅3■cm ZM一

"IG
羽口片 周囲は環元している 内径の一部残存 長さ4.∝ m

中冨3.Ocm ZNI-22G

内径am前後の小日径羽口 先端部片 周囲は環元し滓化して

いる 鍛冶用羽日か 長さ3■m 幅2&m ZM-22G

器面には小さな気泡が無数に見られる 上面から側面及び底

面には鉄滓が付着する 磁着はしない 長さ510cm 短軸長

2.働cm 厚さ1.9■m 重さ
"。

5g

長さ13&m 4蚤 0.2発m m30 ZM-22G

102-7

110-1112

110-11・ 12

110-11012

102-8

102-9

第19号溝跡 (第248図 )

第19号溝跡はZQ・ ZP-14グ リッドに位置する。

第 1号土器棺墓が北側に隣接する。北西から南東

方向に延びるが、北西側と南東側延長がどの溝跡

に対応するのか明確ではない。第19号溝跡南側に

流れる城敷遺跡第10号溝跡の分流と見ることもで

きる。南東側は城敷遺跡第2号溝跡または第25号

溝跡に対応する可能性がある。

規模は長さ7.鬱m、 上端幅0.72～ 0.96m、 下端幅0"
～0。63m、 確認面からの深さは0“～015mと 浅い。

出土遺物はないが、古代まで降ることはない。

掘 り込み面からみて古墳時代に収まる溝跡と思

われる。

第ηl号溝跡 (第29図 )

第20号溝跡はZP-14015グ リッドに位置する。

北側約2m前後には第21号溝跡が検出された。北

西から南東方向に延びる。第21号溝跡とは規模や

覆土の状況が近似 していた。規模は長さ6mm、

上端幅0■8～032m、 下端幅0。∞～0■8m、 確認面か

らの深さ0.03～013mと 小規模である。

断面は逆台升刻大に掘り込まれていた。埋土は黄

灰色粘土を含む褐灰色土である。

出土遺物はない。時期は不明確であるが、古墳

時代後期頃であろうか。

第21号溝跡 (第Z9図 )

第21号溝跡はZP-14015グ リッドに位置する。

南側約2m前後には第20号溝跡が検出された。北

西から南東方向に延びている。西側に辿ると、城

敷遺跡第23号溝跡に連続する可能性がある。

′′
′ノ
ノ′

A

A1980m

Ａ
一

Ａ
一

⑫魏孵孵⑫尚鉤
SD19

B1980m Ｂ
一

颯錢魃
B'

レ

0 2m
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銭塚遺跡

「
″
″
″
″

黄灰色粘土粒子 (φ O.5～ 1皿)少量
黄灰色粘土粒子・褐灰色土の混土層

AS一 aを含む 現図面下

酸化鉄まだら多量 マンガン沈着
黄灰色粘土プロック (5～ 8m)多 量

褐灰色土中に黄灰色粘土プロック (2～ 3m)多 量
炭化物少量

黄灰色粘土プロック (lm)少量 炭化物 (2～ 3m)
全体に含む

~~■~~ダ≧｀~  
調査区域外 A ts.zo.

B rs.zom B

S D22
1 暗灰色土 黒灰色粘土プロック

(2～ 3皿 )少量

粘土層

調査区域外 2m

第250図 第22号溝跡

第22号溝跡 (第2Ю図)

第22号溝跡はZP・ ZQ-25グリッドに位置する。

北側に第32033号溝跡があり、第32号溝跡はほぼ

並行している。東西方向に走り、両端は調査区外

に延びる。

規模は長さ4。%m、 上端幅095～ 129m、 下端幅032

～000m、 確認面からの深さ015～ 0。37mである。

埋土は黒灰色粘土ブロックを含む暗灰色粘質土

である。

出土遺物は土師器北武蔵型杯の小片がある。口

縁部が内湾する特徴から7世紀末葉前後となろ

うが、溝跡の時期は不明である。

第23号溝跡 (第251図 )

第23号溝跡はZS-21グ リッドに位置する。東

側約 2～3mに第24号溝跡がある。北西から南東

方向に延びる。

規模は長さ7。71m、 上端幅2。2～ 3.00m、 下端幅1■ 1

～L30m、 確認面からの深さ023～0.33mで、断面

は逆台状に掘り込まれていた。埋土は黒灰色粘土

を含む暗灰色粘質土である。

出土遺物はなく、時期は不明である。

A1930m   AI

⊂1930m     ⊂

|

ZQ‐蒸
.F両

5G

尚亦孵
″η%%ダクタ

２颯

%多蒻多彩%孵
笏颯錮笏鰊

Ａ
一

Ｂ
一

Ｂ ‐９
一

A
ハ
「

C'
Ｃ

。一

D2000m Ｄ
一

、ヽ為
戸 |三II Ｂ

一
B

SD20

SD20
1 褐灰色土

2 黄灰色土

SD21
1 褐色土

Ⅱ 褐色土

Ⅲ 褐灰色土

1 黄灰色土

2 暗褐色土

削
｀

夕
′

第249図 第20021号溝跡

規模は長さ5。76m、 上端幅0』～0。57m、 下端幅0。24

～037m、 確認面からの深さ0■6～032mで、断面

は逆台元刻大に掘り込まれていた。埋土は黄灰色粘

土、炭化物を含む暗褐色土である。

出土遺物はなく、時期は不明であるが、城敷遺

跡第23号溝跡が城敷遺跡第106号住居跡を切って

いるため、それ以降という限定はできる。

SD22
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鴨 歌々

A A

A Ａ
一

A te.so.

B1890m

S D23
1 暗灰色土 黒灰色粘土 (2～ 3m)少 量 粘土層

0

SD23

ち
ヽ

B

A rs.oo,

.B re.oo,

Ｂ
一

犠

B

B′

Ａ
一

B′

A 2

第252図 第24号溝跡

第24号溝跡 (第252図 )

第2号溝跡はZS-21・ 22グ リッドに位置する。

西側約 2～3mに第23号溝跡が、東側に第25号溝

跡がある。北北西から南南東方向に延びる。第25

号溝跡とは延長上で直交すると思われるが関係

SD24

第251図 第23号溝跡
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は不明である。

規模は長さ624m、上端幅149～ 1田m、 下端幅076

～079m、 確認面からの深さ0■8～064mである。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第25号溝跡 (第2"図 )

第25号溝跡はZS-22・ 23グ リッドに位置する。

西側に第23・ 2号溝跡がある。延長上で直交する

可能性も考えられるが、その関係は不明である。

北東から南西方向に延びる。

規模は長さ7.801n、 上端幅1.認～2■Om、 下端幅0。M
～0。89m、 確認面からの深さ0■ 1～ 0■4mと 極めて

浅く、断面は底面と立ち上がりがなだらかな皿状

を呈している。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第26号溝跡 (第2M図 )

第26号溝跡はZK-32・ 33グ リッドに位置する。

西側に位置する深い谷地形に沿うように、北東か

ら南西方向に延びている。規模は長さ4.77m、 上

端幅3.67～ 5e63m、 下端幅2.76～ 435m、 確認面から

の深さ027～ 033mである。

埋土は黄褐色粘土ブロックを多量に含む褐色

土である。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第27号溝跡 (第2M図 )

第27号溝跡はZK-12013グ リッドに位置する。

第22号土墳に上面を削平されていた。東西方向に

延び、西端は調査区外に抜ける。東端はトレンチ

の東側で検出されなかった。規模は長さ2.%m、

上端幅072～ 0。Mm、 下端幅022～0おm、 確認面か

らの深さ023～ 033mで、断面は逆台状に掘り込ま

れていた。埋土は褐色土が主体で灰色粘土を多量

に含んでいた。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第28号溝跡 (第254図 )

第28号溝跡はZM-11012グ リッドに位置する。

第7号溝跡の下層から検出された。北西から南東

方向に延びていた。規模は長さ3。78m、 上端幅0。82

第253図 第25号溝跡

～1。90m、 下端幅054～ 1。32m、 確認面からの深さ

022mで、断面は逆台状に掘 り込まれていた。埋
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第254図 第26・ 27028号溝跡
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土は黒褐色土である。

出土遺物は少なく、土師器台付甕脚部片と土師

器甕片がある。図示可能な遺物はないが、第7号

溝跡との関係や出土遺物から古墳時代前期の溝

跡と考えられる。

第四1号溝跡 (第2"。 256図 )

第29号溝跡はZO一器～31グ リッドに位置する。

南西から北東方向、南西から東方向に延びる2筋

が存在する。東方向に延びる溝跡はトレンチに

よって途中切られ、調査区外に延びる。重複する

第
"号

住居跡を切 り、第47号土墳に切られていた。

また、北東端は東側にある第31号溝跡と直交し、

本溝跡のほうが古いと考えられる。

規模は長さ2。Om、 上端幅19器～19″m、 下端

幅17■2～ 18■2m、 確認面からの深さ0.∞～0.69mで

ある。埋土は炭化物粒子混じりの暗灰褐色土を基

調としていた。

出土遺物は溝全体から満遍なく出土している。

特に東に延びる流路から多く検出された。

土師器不 0台付甕 0甑、須恵器不 0高台付杯・皿・

壺類 0瓶類・甕・円面硯、滑石製紡錘車、須恵器

転用紡錘車、土錘などがある (第2ワ図～2"図 )。

1は北武蔵型杯。扁平な丸底形態である。 2は

続比企型杯。 3は比企型不である。405は北武

蔵型暗文不で内面に放射暗文が施文される。

6～ 10は須恵器蓋。11012は 高台付杯である。

12は東海産と推定される。13014は大振 りの無台

不。底部はやや丸底風で糸切り後再調整されてい

る。15～32は小振 りの杯で底部回転糸切り後無調

整である。%～32に はヘラ記号、33は墨書と思わ

れる。字形は不明確であるが「成」か。33は高台

付不で底部ヘラ記号がある。

34は須恵器提瓶。釣状把手が付く。%は無台皿。

36は いわゆる不H身 と思われる。湖西産である。

37は壺Gに似る。南比企産で底部静止糸切 り後ナ

デか。ヘラ記号がある。38は器壁の厚い扁壺状。

末野産かとも思われるが、器種もよくわからない。

銭塚遺跡

39は東海産の長頸瓶。4は末野産の横瓶か。

42は湖西産の大甕で、頸部に櫛歯状工具による

列点文が 2段巡る。

“

は筆立て付きの円面硯であ

る。硯面は良く使い込まれている。脚部は欠損し

ているが、方形透孔の痕跡が4か所残る。産地は

不明確であるが、胎土は精選されており東海産で

あろうか。45は墨書土器。椀体部に「西」と記さ

れていた。46は土師器甑。古墳時代後期の所産で

あろう。

出土遺物の時期幅は大きい。古墳時代後期 7世

紀初頭前半、 7世紀後半、8世紀前半～9世紀中

頃までの遺物を含んでいる。最も多いのは底部回

転糸切り後無調整の須恵器不である。9世紀代を

中心に機能していたと考えられる。

第30号溝跡 (第2∞図)

第30号溝跡はZO-32グ リッドに位置する。南

北方向に延び、調査区外に抜けていた。重複する

第31号溝跡を切っていた。規模は長さ6。36m、 上

端幅030～045m、 下端幅0■6～027m、 確認面から

の深さ0。07～ 0■ lmと 極めて浅く、断面は逆台状に

掘り込まれていた。埋土は灰褐色土を基調として

いた。

出土遺物は瓦片、土師器甕の小片があるのみで

ある。時期は近世以降と推定される。

第31号溝跡 (第261図 )

第31号溝跡はZO-31～
"グ

リッドに位置する。

重複する第47号土墳、直交する第30号溝跡に切ら

れていた。北西端は西側にある第
"号

溝跡と直交

し、本溝跡のほうが新しいと考えられる。北西か

ら南東に、緩やかに弧を描きながら延びている。

規模は長さ13。92m、 上端幅0.61～ 1。03m、 下端幅034

～0"m、 確認面からの深さ0。02～ 0■3mと 極めて

浅い。

埋土は暗褐色土を基調としていた。重複する第

47号土墳、近接する第4800号土墳と埋土が類似

している。

出土遺物は土師器杯と甕の小破片がある。時期
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銭塚遺跡
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銭塚遺跡

第58表 第29号溝跡出土遺物観察表 (第257～259図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

”

２１

２２

２３

Ｚ

％

％

ν

劣

∞

３１

２

”

％

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

杯

杯

杯

杯

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

高台付杯?

高台付杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

不

不

杯

不

不

不

杯

杯

不

不

不

不

杯

高台付椀

提瓶

12.1

(106)

(1■6)

(12)

(169)

(1譴)

(158)

15。9

(155)

(148)

12.0

(12.7)

12.1

(11.6)

118

11。 9

(123)

12.5

(1■3)

(113)

12.1

116

28

31

40

誕

47

43

"

秘

25

器

1.7

24

3.5

3.7

36

田

3.7

36

32

34

36

舶

35

35

器

1.8

14

∞

3.7

24

1.1

12

25

(7.4)

(72)

112

(10。4)

72

(6.0)

56

65

5。7

解

52

∞

58

(“ )

61

(6.0)

(62)

(6.0)

“

%

∞

61

ω

ACHI
EGHI
EHIJ

CEHI

CEHIK
CEIJL

HIJ

EIJK

EIJK

EIJK

EIJK
IK

EGJ

DEJ

IJK

EJK

EJK

EIJL

CGJ

EIJK

EIJK

IJKL

IJ

IJK

IKL

IJK

IJ

IJK
EIJK

EGIJ

JK

IJK

EJK

IL

40

40

m

40

∞

"

あ

∞

"

∞

%
10

∞

Ю

1(X)

∞

∞

30

∞

&

∞

∞

%

巧

∞

40

∞

∞

75

∞

∞

∞

Ю

5

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

良好

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

橙

橙

明赤褐

橙

明赤褐

暗灰

にぶい褐

青灰

灰

灰

青灰

灰

灰白

灰

灰

灰

灰

灰

灰白

灰

灰

灰

灰

灰

灰白

灰

青灰

灰

灰

灰白

青灰

灰

灰白

灰

北武蔵型杯 ZO-30G
続比企型杯 白針なし 内面+口縁外面赤彩 ZO一 ∞G
比企型杯 白針少含む 内面十日縁外面赤彩 ヽ152 ZO一

3)・ 31G

北武蔵型暗文杯 内面放射状暗文 赤色粒子を多く含む 見

込み部は風化により不鮮明 ヽ159 ZO-31G

北武蔵型暗文杯 内面放射状暗文 ZO一 ∞・31G

南比企産 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ左回転)つ まみ形

不明確 ZO-290"G
南比企産 白針含む 天丼部回転糸切り後周辺ヘラケズリ(ロ

クロ右回転)つ まみ欠失 Nα

“

・

“

 ZO一
"G南比企産 内面自然釉 外面粘土積み上げ痕残る Nol15

ZO― I)・ 31G

南比企産 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)つ まみ径

2」■)m Nαα)ZO-29G
南比企産 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)つ まみ取

り付け位置中心からずれている N81 ZO-29G
南比企産 外面自然釉付着し底部調整不明瞭 ZO-31G
東海産か 微砂質で胎土精選 底部回転ヘラケズリ (方向不

明)ヽ154 ZO-31G

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ 内底径11.0

cm No144 ZO一 I)031G

南比企産 白針含む 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ

(ロ クロ右回転)内底径9■m m148 ZO一 ∞・31G

南比企産 白針含む 内底径6&m 底部回転糸切り 外底面
ヘラ記号あり Noぶ)ZO一 匹G
南比企産 白針含む 内底径5&m 底部回転糸切り 底径口

径比472 No.47 ZO-29G

南比企産 白針含む 内底径62m 底部回転糸切り 底径口

径比63 No% ZO―
"G南比企産 白針含む 内底径5晨m 底部回転糸切リ ヘラ記

号有り 内外面火欅痕有り ヽ13 ZO―
"G南比企産 白針含む 内底径6&m 底部回転糸切り 底径口

径比慇3 ZO一
"G南比企産 白針含む 内底径61cm 底部回転糸切り 底径口

径比

“

。3 ZO-29G
南比企産 白針含む 内底径6&m 底部回転糸切り 底径口

径比23 ヽ1“ ZO― ∞ 031G

南比企産 白針含む 内底径5■m 底部回転糸切り 底径口

径比毬.O NQ78・ 98・ 99 ZO一
"G南比企産 白針含む 内底径5&m 底部回転糸切り 底径口

径比513 ZO―
"G南比企産 白針多 内底径5&m 底部回転糸切り 底径口径

上ヒ49。6 NQ′石7 ZC)-29G

南比企産 内底径4&m 底部回転糸切り 外底面ヘラ記号有

り ZO一 四G
南比企産 底部回転糸切り 外底面ヘラ記号「川」字状 ZO
―ZG
南比企産 底部回転糸切り 外底面「く」状ヘラ記号有り

ZO―
"G南比企産 底部回転糸切り「く」状ヘラ記号 ZO-28031G

南比企産 体部側面不明墨書「内」か 内底径5&m 底部回

転糸切リ ヘラ記号有り ヽ115 ZO-30G

南比企産 底部回転糸切 り 内底径5。7cm 外底面墨書「成

か ?」「×」ヘラ記号 No.18 ZO一 四G
南比企産 白色針状物質多量に含む 底部回転糸切リ ヘラ

記号有り ヽ149 ZO-31G

南比企産 内底径6。7cm 底部回転糸切り 底部ヘラ記号 内

外面火欅痕 ZO-29G
南比企産 底部回転ヘラケズリ 「一」状のヘラ記号 NoЮ
ZO-29G

提瓶の胴部片 鉤状把手が付く 外面同心円状カキロ 白色
～淡黄色の自然釉 胎土白色微細粒子含み級密 断面小豆色

に焼き上がる 産地不明 ZO一 四G

103-1

1∞ -2・ 3

103-4

103-5

103-6

103-7

103-8

103-9

104-1

104-2

104-3

104- 41
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

翼

ン

器

３９

“

４１

２

躯

“

“

　

夕

侶

０

”

５１

２

”

Ｍ

”

“

　

５７

田

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

土製品

須恵器

石製品

石製品

皿か

杯

壺G?

壷 ?

長頸瓶

横瓶か

大甕

甕

甕

円面硯

無台椀

甑

小型台付甕

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

転用紡錘車

紡錘車

紡錘車

(1%)

(8.0)

119

(■0)

(脇0)

282

(1%)

(る。6)

(110)

19

29

48

“

45

59

161

161

107

伍

"258

14.5

66

55

(92)

(7■ )

(92)

EIJK
I

EIJ

EIKL

IK

BDEIK

EIJK

I

IJKL
EIK

IJ
CHIL

CHI

EHI

AEHIJ

AEHI

AEHI

AHI

ACEHI

EHI

CEHI

EIJ

"
"

Ю

“

"

75

10

15

η

%

5

%

Ю

1(X)

“

1(X)

“

40

100

"

普通

良好

普通

普通

良好

良好

良好

良好

良好

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

灰

灰

灰

灰

灰白

暗灰

灰

灰白

灰

灰

灰

にぶい黄橙

明赤褐

赤褐

明赤褐

明褐

にぶい橙

赤褐

赤褐

明赤褐

浅黄橙

灰

明灰

南比企産 底部回転糸切り後周辺回転ヘラケズリ ZO一
"G湖西産 杯H身 受部径9&m 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ

左回転)ZO一
"G南比企産 白針含む 底部静止?糸切り後ナデか 「×」状の

ヘラ記号 N8ZO一 器G

末野産か 片岩なし 外面ヘラナデ (軽いケズリ)内面絞り

目 口縁欠失 非常に器壁厚い 問1∞ ZO-31G
東海産 胴部～底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)器壁厚い

内外面に自然釉付着 外底面ヘラ記号有り N82 ZO一
"G末野産 片岩含む 横瓶 (俵壺)の可能性あり 平行叩き+

青海波文

南比企産 頸部に13本組 ?の櫛描波状文を4段施文 内面白

然釉 NQ3 ZO一 変G
湖西産 頸部凸帯の上下に櫛描列点文 (12本組)を 2段施文

ヽ1020105 ZO― &)G

南比企産 ヽ12・ 1460147 ZO-31G

筆立て付き 産地不明 (湖西産か)硯面は使い込まれ磨耗

脚部には方形透孔4孔 No% ZO―
"G南比企産 体部側面に墨書「西」 横位に施す ZO-29G  I

北武蔵の土か 白針なし 月同部外面ケズリ 下半はナデか |

内面粗いミガキ又はナデ 器面風化しており調整不明瞭 恥|

IDe IЮ O正Ю ZO-30G                  I
北武蔵の土 外面二次被熱を受けている 接合しないが同一

|
個体 No.1弦  ZO一 Ю・31G

I両端を僅かに欠く 大型品 長さ8■cm 最大径2.∝m 7Lttm6

1cm 重さЮ2g Nol(Ю  ZO-30G
I上部を欠く 長さ (5■m)最大径1仇m 厚さ2■m 孔径0。5

1cm 重さЮtt ZO-29G
I上端を欠く 長さ5仇m 最大径2晟m 厚さ21cm 7Lttm7cm

l重 さ28.7g ZO-29G

I長 さ5■m 最大径2.■m 厚さ2■m 子断Ю.∝m 重さν。9g

l上下両端を欠く 長さ (35cm)最大径1■m 厚さ1■m 孔

1宿Ю.7cm 重さ7.7g  ZO-29G

I上下両端欠く 長さ (3乱m)最大径2■m 厚さ2■m 孔径0.6

1cm 匡ヨさ115g ZO-29G

I上端を欠く 長さ (4■m)最大径1■m 厚さ1■m 孔径0.6

1cm 重さ88g ZO-29G

I一 部欠失 長さ6■m 最大径12cm 孔径0&m 重さ12.8g

l南比企産 須恵器杯底部を転用 径鬱～6&m 孔径0.8～ 1.∝m

l厚 さ0&m 重さ
".ハ

g 不底部の周縁を擦って整形 裏面糸

1切 り痕夕曳る NQ15 ZO-29G

I約半分欠損するが破面にも擦った痕跡がある 残存径51cm

l厚 さ1.9cm 孔径0&m 重さ

“

.“g滑石製 Nol" ZO-30G
I上面の2/3欠損する 側面と底面は平滑 直径3&m 厚さ1■m

l孔雀Ю。7～0&m 重さ∞。62g滑石製 ヽ164 ZO-31G

104-5

104-6

1“ -708

105-1

105-2

105-3

105-

50607

105-4

105-8

105-9

106-1

106-2

106-3

106-4

106-5

106-7・ 8

106-6

は不明確であるが、中・近世と思われる。

第32号溝跡 (第262図 )

第32号溝跡はZP-25グ リッドに位置する。東

西方向に延び、両端は調査区外に抜けている。南

側にある第33号溝跡は概ね平行しており、覆土も

近い。また、南側約6mに はほぼ並行して第22号

溝跡がある。

規模は長さ426m、 上端幅1。36～ 1.53m、 下端幅022

～0。37m、 確認面からの深さ029～037mで ある。

埋土は灰色粘土を多量に含む暗灰色土から暗茶

褐色土を基調としていた。

出土遺物は第33号溝跡と混在してしまった。土

師器比企型不・北武蔵型杯・鉢 0甕 と壺の破片が

ある。大部分は甕類の胴部片であり図示可能な遺

物はない。日縁が内屈する北武蔵型不があり、 7

世紀後半代の遺物も若干含まれるが、須恵器が全
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第260図 第30号溝跡

く含まれないことを考えると7世紀前半中心と

考えておきたい。

第33号溝跡 (第262図 )

第33号溝跡はZP― るグリッドに位置する。東

西方向に延び、両端は調査区外に抜けている。北

側に第32号溝跡が概ね平行して延びている。南側

約4mには第2号溝跡がある。

規模は長さ4。鬱m、 上端幅0.“～Qηm、 下端幅0■8

～028m、 確認面からの深さ00～018mと 浅い。

埋土は灰色粘土を多量に含む暗灰色土である。

出土遺物は第32号住居跡と分離できないが、土

師器不 0甕などがある。 7世紀前半中心と考えて

おきたい。

第鉾号溝跡 欠番

第35号溝跡 (第262図 )

第35号溝跡はZO―
"・

34グ リッドに位置する。

銭塚遺跡

概ね南北方向に延び、北端は調査区外に抜けてい

る。南端は調査区内で消滅していた。規模は長さ

4。62m、 上端幅020～ 030m、 下端幅0.“～022m、

確認面からの深さ0.03～Oymと 極めて浅く、断面

は逆台升刻大に掘り込まれていた。

出土遺物はない。時期は不明である。

第36号溝跡 (第262図 )

第36号溝跡はZO-34グ リッドに位置する。重

複する第37号溝跡を切っていた。南西から北東方

向に延びる。南西端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ7.74m、 上端幅舵8～040m、 下端幅0■2

～022m、 確認面からの深さ0。

“

～006mと 極めて

浅く、断面は逆台元刻大に掘り込まれていた。埋土

は灰色粘土を含む暗褐色土である。

出土遺物はない。時期は不明である。

第37号溝跡 (第263図 )

第37号溝跡はZO-34グ リッドに位置する。重

複する第36号溝跡に切られ、東側約1。5mにはほぼ

平行して第38号溝跡がある。南北方向に延び、南

端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ3.99m、 上端幅舵5～ 0.45m、 下端幅025

～Qttm、 確認面からの深さ0.04～ 020mと 浅 く、

断面は逆台元刻大に掘り込まれていた。埋土は灰色

粘土を多量に含む灰褐色土である。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第38号溝跡 (第2“図)

第器号溝跡はZO-34・ 35グ リッドに位置する。

西側には第%号溝跡が近接するが、直接重複はじ

ない。約1。5m前後には第37号溝跡、東側6mに は

第39溝跡が位置する。ほぼ南北方向に延び、南端

は調査区外に抜けている。

規模は長さ3eMm、 上端幅027～ 035m、 下端幅0。∞

～023m、 確認面からの深さ0.03～ 0。∞mと 極めて

浅い。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第39号溝跡 (第263図 )

第
"号

溝跡はZO― %グ リッドに位置する。西

ｌ

Л

＝ヽ

ト
ー
ユ
ー
ー

調査区域外

調査区域外

A

SD31

AI

SD30

A19 70m    A

.B re.zom __E

S D30
1 灰褐色土 褐色土多量 鉄分少量

瓦片含む

2m

颯颯

尚浙鯰
多笏多笏多笏
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SD31

ハ

側約6mに は第器号溝跡、東側約10m前後には第

41号溝跡がほぼ平行している。ほぼ南北方向に延

び、北端は調査区外に抜けていた。南端は第4号

溝跡の南西端と近接する。

規模は長さ3.78m、 上端幅037～ 057m、 下端幅022

～043m、 確認面からの深さ0.01～Oymと極めて浅

い。埋土は灰色粘土を多量に含む灰褐色土である。

出土遺物はない。時期は不明である。

第

“

号溝跡 (第263図 )

第4号溝跡はZO-35036グ リッドに位置する。

南西から北東方向に延び、北東端は調査区外に抜

けていた。南西端は第39号溝跡と近接する。東側

約 4mには第41号溝跡が位置する。

4

SD29

A ts.zom

B1960m

⊂1960m       ⊂|

颯魏魃

A
レ

孵輪孵孵孵孵孵

Ｂ
一

魏鉤颯

D ts.oom D

鯰魏尚咆孵尚鯰

0 2 rn

L=========:==:=ヒ
==========:=」

1:80

第261図 第31号溝跡

S D31
1 暗褐色土 炭化物・鉄分・褐色土粒子少量

中・近世か

2m
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SD32

第 32033号溝跡

SD33

第 35号溝跡

調査区域外   __+___と ≧_
.fue.+om

第 36号溝跡

銭塚遺跡

SD32

B

A1960m    A

B1960m    B′

S D36
1 暗褐色土 灰色粘土・褐色土少量

Ａ
一

Ａ
一

A

SD33

B2010m

S D32033
1 現耕作土

2 暗褐色土  古い耕作土

3 暗灰色土  水路掘 り込みか
4 暗褐灰色土 鉄分多量 褐色粘土少量
5 暗灰色土  灰色粘土主体
6 暗茶褐色土 灰色粘土多量
7 暗灰色土  灰色粘土多量 鉄分多量

A

B

調査区域外

′

′
Y

″

身
次
誉

丸■ヽ
　
　
―

い
ｒ
ｌ
ｌ
甲

SD37

A

A1960m   A

B1960m    B

第262図 第32033035036号 溝跡

Ａ
一

颯颯

‐颯

魏鰊

,多,多孵
タクタクタク多

B

B B
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第 37号溝跡

A19.60m     A

B1960m    B′

S D37
1 灰褐色土 灰色粘土多量

A1960m    A

A1960m     A

B1960m     B

第 40号溝跡

B

SD39

第 41号溝跡

ノ

イ
「

「

B

B′ 魏蜀鰊靱

A rs.oom

B1960m

S D40
1 暗褐色土 灰色粘土・褐色土少量

A19“m     A

〃

〃

￥

―

＋

―

ン

lヽ

バ
´

多尚蒻蒻形,多
●多〃多%〃%

颯愉

%魏%鰊多

咆魏尚鯰鰊

Ａ
一

B

A

B

Ｂ
一

調査区域外

第 38号溝跡

′

〃

′

′

〃

√

A

第 39号溝跡 ′′

A

A

Ａ
一

Ａ
一

咆多鯰颯

B p.oo, B'

鯰魏%鯰多蟷笏
Ｂ
一Ｂ

´L

饂 絣鯰
彩%%クψ彩%%%

S D39
1 灰褐色土 灰色粘土やや多量

第263図 第37～41号溝跡

SD40
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銭塚遺跡

規模は長さ6■ 2m、 上端幅0円～1。32m、 下端幅0%
～0.91m、 確認面からの深さ0。05～ 0。∞mと極めて

浅い。埋土は灰色粘土を含む暗褐色土である。

出土遺物はない。時期は不明である。

第41号溝跡 (第263図 )

第41号溝跡はZO-36グ リッドに位置する。西

側約10m前後には第39号溝跡がほぼ平行 し、約

4m西側には第40号溝跡がある。ほぼ南北に延び、

北端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ4.器m、 上端幅043～ 0。76m、 下端幅Q器

～070m、 確認面からの深さ0。

“

mと極めて浅い。

出土遺物はなく、時期は不明である。

第42号溝跡 (第264図 )

第2号溝跡はZO-37グ リッドに位置する。南

側約lmに 第43号溝跡が平行している。断面の状

況からも同一の溝跡と思われる。東西方向に延び、

両端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ7。

"m、
上端幅Q60～086m、 下端幅0:臣;

～033m、 確認面からの深さ0■～013mと 極めて

浅い。埋土は灰褐色土である。

出土遺物はない。時期は不明である。

第■号溝跡 (第2“図)

第43号溝跡はZO-37グ リッドに位置する。北

側約lmに 第2号溝跡が平行している。東西方向

に延び、東西両端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ720m、 上端幅035～ 0。52m、 下端幅0。12

～022m、 確認面からの深さ0.07～ 0■Omと 極めて

浅い。埋土は灰褐色土である。

出土遺物は器壁の厚い土師器甕の胴部片と土

師器杯片が少量あるが、風化している。遺構に伴

うか否か不明確であり、溝跡の時期は不明である。

第1“～47号溝跡 (第265図 )

第坐～47号溝跡はZL・ ZM-37・ 器グリッドに

位置する。流路は4条あるが、断面の状況から一

連の溝跡と考えられる。南西から北東方向に延び、

両端は調査区外に抜けていた。

規模は長さ8。72m、 上端幅6。∞～8。∝ヒn、 掘 り込

―

→――

A1950m

B1980m

調査区域外

A

SD42

! | |:

調査区域外

Al

SD43

B

灰色粘土少量 炭少量  S D42と
S D43上部の埋土

鉄分多量 S D42埋 土

包含層

一
ＺＰ

・
３

劃
対

A

SD43

調
査
区
域
外

B

SD42

S D42043
1 灰褐色土

2 灰褐色土

3 暗褐色土

SD43SD42
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｀ 0｀ ‐ _

SD47

A1930m

SD47

B1980m
SD47

調査区域外

鶏了○

8
ヽ 1

SD46

SD44

SD45

`

調査区域外

SD45

灰色粘土・鉄分多量

炭化物微量

炭化物・灰色粘土少量

灰色粘土・炭化物多量

`乙

)SD45-3

SD46

0

A
SD46 SD44

Ｂ
一SD45 SD44

S D44・ 45046・ 47
表土

暗褐色土 灰色粘土少量 1日表土
褐色土  炭化物少量 包含層
褐色土  灰色粘土多量 鉄分少量 炭化物微量

褐色土

褐色土

褐色土
2

み面からの深さ0。侶mである。埋土は灰色粘土、

炭化物を含む褐色土を基調としていた。

出土遺物は主に第45号溝跡とした部分から出土

した。土師器不 0甕、須恵器不・長頸瓶などがあ

る。 3点を図示した (第2“図)。

1は畿内産土師器不Aである。推定回径19。7cm、

第265図 第44～47号溝跡
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調査区域外   ―一→~~″″=~

SD48

銭塚遺跡

撹乱

B19“ m     B

⊂1940m    ⊂′

S」 62
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査
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域
外

調
査
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外
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‖

3

瘍 ゥ S」62

0                10cm
L=========」

==========」
1:4

第266図 第45号溝跡出土遺物

残存高4。5cm。 底部を欠 くが、日縁部は屈曲し、

端部を内側に巻き込む。薄手で硬質な焼き上がり

である。外面はヘラミガキと底部付近はヘラケズ

リか。内面は斜め (右上がり)の放射暗文が2段

施文されている。一部風化しており、暗文が見え

ない部分がある。残存部には底部の螺旋暗文は施

されない。胎土に自色粒子を含み、精良である。

焼成は良好で、色調は橙褐色。10%残。図版M
106。 畿内産土師器の搬入品と考えられる。

2は土師器北武蔵型暗文不である。推定口径

132cm、 残存高3■m。 胎土に角閃石・白色粒子 0

赤色粒子を含む。色調は橙褐色。焼成は普通で

25%残存する。内面に放射暗文が施文される。

3は須恵器フラスコ形瓶。口縁部を欠いている。

0                 2 rn
l============土

============」
160

Ｃ
一

SJ63

SD49

尚)蒻尚
多颯多颯多B

Ａ
一

Ａ

一

颯明靱
魏蒻晰
笏晰%%多
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SD49

第268図 第49号溝跡

第59表 第49号溝跡出土遺物観察表 (第269図 )

残存高133cm。 図示部のЮ%残存。肩部外面と底

部内面に自然釉が付着する。胎土には自色粒子と

黒色粒子が含まれるが級密である。焼成は良好で、

色調は灰白色。底部外面に「サ」状のヘラ状工具

で刻まれた線刻 (ヘ ラ記号)がある。東海産、お

そらく湖西産と推定される。図版恥。107。

遺物の時期は7世紀後半から8世紀前半が中

心と考えられる。

第侶号溝跡 (第267図 )

第48号溝跡は調査区北東端部のZF-360370器

グリッドに位置する。東西方向に延び、両端は調

査区外に抜けていた。重複する第62・

“

号住居跡、

第56号土墳、第4号溝跡を切っていた。ガラス片、

陶磁器片などを含む近代の溝跡と考えられる。

規模は長さ19.62m、 上端幅023～ Q"m、 下端幅

0■ 1～038m、 確認面からの深さ0■0～ 0。42mで、断

面は逆台升刻大に掘り込まれていた。

出土遺物は土師器、須恵器片とガラス片や陶磁

器片を含み、近代に降る溝跡と考えられる。

第49号溝跡 (第2“図)

第4号溝跡はZF-37グ リッドに位置する。北

北東から南南西方向に走り、両端は調査区外に延

びる。重複する第

“

号住居跡を切 り、第48号溝跡

に切られていた。陶磁器片などを含む近世 (18世

紀後半～19世紀前半)の溝跡と考えられる。

規模は長さ5ym、 上端幅ly～ 1。82m、 下端幅0∞

～079m、 確認面からの深さ010～0“mである。

埋土は炭を含む暗褐色土である。

出土遺物は土師器、須恵器片と近世後期 (18世

紀後半～19世紀前半)の陶磁器片、馬の歯が含ま

れる。

調査区域外

SJ63

B

調査区域外

A

B'

炭化物少量 2層 より淡い

炭化物・褐色土少量

SD48

B

A ts.oom

B1960m

S D49
1 淡暗褐色土
2 暗褐色土

2

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器

器
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面
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蹴

ヶ
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略

馴
詩
失
螂
耐

Щ
翻
檄
鈍
咄

椀

井

Ｅ

針

ロ

＜

天

＞

白

幅

皿

杯
　
　
枷

型

型

産

認

産

ｍ

蔵

蔵

企

径

企

銅

武

武

比

＜

比

ざ
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北

南

み

南
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銭塚遺跡

i痰霧畷咸≫
4:難場疑ミF5

5-1:3

第269図 第49号溝跡出土遺物

10om

L:::=:::::::::::::=:=::士::::=::::::=:::=::=:11:4

8口 畠跡
銭塚遺跡南東部のZS-30～34グ リッドにかけ

て浅い溝跡が連続する遺構が検出された。周囲に

は住居跡が分布せず、非集落域であること、溝状

遺構の集積が畠状遺構、畝状遺構と呼ばれるもの

に近似することから、ここでは畠跡として扱う。

第 1号畠跡 (第270～273図 )

第 1号畠跡はZS-30～ 34グ リッドに位置する。

西側の広がりは不明である。東側は調査区外に延

びており、全体像は不明である。幅2∝m～40cm前

②

A ts.zom

後、深さ10cm前後の細長い溝跡が26条整然と並ん

だ状態で検出された。傾きは北から45° 前後振れ

ており、概ね地形の傾斜に平行して作られている

といえよう。但し、西から5条日と東から4条目

の溝跡がやや角度を異にしていた。

溝跡相互の間隔は∞cm～ 100cmほ どであるが、

東から5条 日と6条 日の溝間隔と東端の溝跡東

側は160cm前後と広がっていた。

畠区画そのものは検出されなかった。溝跡が畠

④

A

10m

.B te.zom BI

2m

第270図 畠跡 (1)
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|

① 排水溝

排水溝

|

~¬扇lG

調査区域外

排水溝

②

排水溝

調査区域外

第271図 畠跡 (2)
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③

銭塚遺跡

ｄ
一

④

ｄ
一

調査区域外

排水溝

調査区域外

第272図 畠跡 (3)
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°~    IZS-31G ｂ
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.b tg. lo- ~~「轟2G

~~「
13G

d1970m ~~F島
4G

排
水
溝

黒褐色土

明黄褐色土
シル ト質

区画に平行していると仮定すると、畠一枚は最低

36m× 2m、 864ゴ を超える面積となる。一枚一

反程度の畠を想定してよいのかもしれない。

出土遺物はない。時期は不明とせざるを得ない

畠跡
1 暗灰褐色土 耕作土 シル ト質
2 黄褐色土  焼土やや多量 シル ト質
3 黄褐色土  黒褐色土プロック混 じる
4 暗褐色土  酸化鉄分含む シル ト質

マンガン粒子含む シル ト質
シル ト質

畠覆土 シル ト質

畠の掘 り込み面 シル ト質

砂質土少量含む シル ト質

図

鮭
饉
饉
　
　
　
　
一絲一

褐

褐

褐

　

　

　

丼
弔

黄

暗

暗

　

　

　

′
ノ

2m

畠跡 (4)

が、掘り込み面は深く、古墳時代に遡る可能性が

ある。降っても古代までで、中世に降ることはな

いと考えている。
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9.堤防状遺構
第 1号堤防状遺構 (第274図 )

銭塚遺跡第3号住居跡調査の際、床面を掘り抜

いて柱穴を確認していたところ、下層から焼土が

検出された。性格が不明であったために、住居跡

調査終了後、周囲を約 lm掘 り下げた。

焼土の広がりが 3か所検出された。 1か所は被

熱焼土が径12m程の広さで広がっており、中央

部が高く周囲に向かって低 くなっていた。「山」

あるいは堤防状の高まりが確認できた。焼土は焼

けた部分の上にも焼土ブロックが堆積していた。

他の2か所は上面を削平してしまったが、状況は

10.ビット
銭塚遺跡からは単独のビットが多数検出され

ている。単独ビットに関しては帰属するグリッド

ごとに番号を付した(例えばZH-15G P4等 )。 ピッ

ト数が多数あるため平面図は全測図対応とし、規

模や出土遺物などの詳細は一覧表にまとめた。

調査区域外

W

被熱

銭塚遺跡

似ていた。但し、焼土が確認面下層にも緩やかに

堆積 しており、完掘すると土墳状を呈していた

(SK2・ SK3)。

出土遺物は土師器台付甕の胴部片が数片出土

した。図示可能な資料はないが、時期的には古墳

時代前期と推定される。性格は全く不明である。

堤防状遺構は明らかに上層とは間層を挟んで

検出された下層遺構である。南西側約15mに は、

第7号溝跡の下層から第器号溝跡が検出され、下

層遺構が部分的ではあるが面的な広がりをもつ

ことが判明した。

ピット出土遺物実測図は第275図 に示した。

275図 1は土師器甕。胎土から北武蔵地域産か。

ZJ-13GPitl出±。 2は南比企産の須恵器杯。a―

14GP“出±。 3は南比企産の須恵器甕。外面平行

叩き、内面無文当具。 8～ 9世紀と考えられる。

くi

|

 ヽ1,′

SXl
l 褐色土

焼土・炭化物プロック状やや多量
灰色粘土少量

2 暗褐色土

焼土・炭化物粒子少量 灰色粘土
少量

3 暗褐色土
2層より明るい 焼土プロック
少量

4 赤暗褐色土

焼土プロック (φ O.5～ 2m)主 体
褐色土少量 炭化物粒子少量

5 赤褐色土

SXlの 被熱面 焼土がグラデー
ション状 となる土墳状に中央凹む

6 褐灰色土

焼土プロックゃゃ多量 白色粘土・
炭化物少量

7 褐色土

白色粘土やや多量 炭化物粒子・

焼土粒子少量

SXl(SKl～ 3)
1 灰赤褐色土 焼土多量 炭化物粒子少量
2 灰赤褐色土 焼土より褐色土が多い
3 灰褐色土  白色粘土多量 マンガンやや多量

焼土散る

一
Ｄ
・́ 墾

‐
＼＼、、           SX l

sK2 -9.

Ｅ
０
３

一
く

て′

被熱

C'

B tg. to'''
sxl

B'

.D la. oo-

C1870m

第274図 第 1号堤防状遺構

SKl
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第60表 銭塚遺跡ビットー覧表

グリッド 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 出土遺物・備考

ZH-15

“

25

4
"

フ 51

ZH-17 16.6 SJ29-P2に変更

SJ-13と 重複

ZI-14 SJ7-P3に変更

SJ7-P4に変更

SJ7P5に 変更

40

“

49。5 土師器甕 (奈良。平安時代)Z114GP5と 重複

あ 19 15 土師器杯・甕 (奈良。平安時代)a14GP4と 重複

% X 435 須恵器杯。甕 土師器甕 (奈良。平安時代)

SJ41P2に 変更

土師器杯・甕 (奈良。平安時代)SJ41P3に変更

“

器

"
ZJ-13

" "
398 土師器甕 (奈良・平安時代)

器 器

"
Z 17 497

ZJ-14 18 16 245

ZK-16 ZLЮGP13に 変更

SJ47-Plに変更

土師器甕 (奈良。平安時代)SJ47-P2に 変更

17 17 18。3

ZK-17 39 % 223 土師器甕 (奈良。平安時代)

28 Z 19。8

18 18 %

17 17 18

ZK-2) 鉤 Ю 56.6 須恵器杯・蓋 土師器甕 (奈良・平安時代)

∞ 54 29.5

銘 52 24.9 土師器甕 (奈良。平安時代)

須恵器蓋 土師器杯・甕 (奈良・平安時代)SJ31Plに変更

32

"
30。1 須恵器不・蓋 土師器不・甕 (奈良。平安時代)

SJ∞卜P6に変更

η 器 502

ZK-21 Ю ν 246 須恵器壺 土師器甕 (奈良・平安時代)

5
"

273 土師器不0甕 (奈良。平安時代)

土師器不・甕 (奈良・平安時代)SJ25‐Plに変更

Ю 40 16 須恵器杯 土師器杯・甕 (奈良・平安時代)

148 諺 562 須恵器不・甕・蓋 土師器杯 (奈良。平安時代)

40 Ю 36。7 土師器不・甕 (奈良。平安時代)

ν Z 14.4

ZK-2 土師器不・甕・壺 (奈良。平安時代)SJ48‐Dに変更

土師器発 (奈良・平安時代)石製品 SJ48‐P8に変更

ZK一〔B 75 73 372

ZK-35 Ю ∞ 56.4

η 70 42.7

ZK-37 Z 18 135

17 15 認

12 10 14。6

ZL-12 40

"
191

10 % 27.7 須恵器蓋 (奈良・平安時代)

47 47 313

38 38 47 土師器甕 (奈良・平安時代)

34 32 42.1 土師器杯・甕 (奈良。平安時代)

ZL-16 須恵器不。蓋 土師器甕 (奈良・平安時代)SJ45Plに変更
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銭塚遺跡

グリッド 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 出土遺物 0備考

ZL-16 須恵器杯 土師器甕 (奈良・平安時代)軽石 貝巣穴泥岩 SJ4,P10に 変更

SJ44‐Plに変更

∞ 28 535 土師器甕 (奈良・平安時代)

土師器甕 (奈良・平安時代)SJ44‐]rに変更

61

"
81 土師器杯・甕・高不 ?(奈良。平安時代)

器

"
% 土師器甕 (奈良・平安時代)

“

Ю 16

53 47 105

10

" "
112

11 17 17 72

12

"
∞ 121

13

"
″ 46 ZK16GPlか ら移動

14

“

∞

“15 ワ 5 Z

16 18 18

17

"
16 148

ZL-17

“

Ю 714 土師器甕 (奈良。平安時代)

18 12 13

ZM-15 須恵器不 土師器不・甕 (奈良・平安時代)SJ%巨 Plに変更

須恵器不・甕 土師器不・甕 (奈良。平安時代)

土師器不。甕 (奈良。平安時代)SJ“‐Ⅳに変更

SJ"のカマド?

SJ欄卜P5に変更

土師器杯。甕 (奈良・平安時代)SJ40‐P5に変更

土師器甕 (奈良。平安時代)SJ40‐ ]間に変更

ZM… 16 SJ44‐P2に変更

湖西産須恵器長頸瓶 須恵器杯 土師器甕 (奈良。平安時代)SJ44,P6に 変更

須恵器甕 土師器杯・甕 (奈良。平安時代)SJ44-Plに 変更

SJ40卜Plに変更

SJ4卜P3に変更

ん 19 52.9 土師器杯・甕 (奈良。平安時代)SJ"-2か ら移動

" "
59。9 SJ"―Plか ら移動

ZM-22 Ю ∞ 148 須恵器蓋 土師器杯・甕 (奈良・平安時代)緑泥片岩

馬 ν 117 須恵器不・蓋 土師器甕 (奈良・平安時代)

2 41 129

鈍

"
136

%
"

181

31 31 124

伍 41 15,7

慇 43 17

ZM-38
"

38 132

ZN-10 32 器 35。7

"
あ 318

% 30 37.4

19 15 362

ZN-11 18 17 43.5

18 15 26。9 重複

豹 19 328 ZNllG:厖と重複

器 21 34.5

ZN-15 % % 22.4

58

“

18

ZN-22 31 31 319

ZN-37 22

"
23.4

13 12 11。 1
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グリッド 番号 長径 (cm) 短径 (cm) 深さ (cm) 出土遺物・備考

ZO-14 21 18 11。 1

2 19 路

貿 64 14

∞ 71 148

"
器 27.4

∞ あ 128

"
器 24.4

田 48 228

∞ ∞ 172

10 41 器 19。4

11 29 8 14.4

ZO-18
"

∞

"
25 23

"
∞ 18。9

ν 26 227

45 42 112

器 27 11.7

ZO-19 貿 59 219 Z019∈
"と

重複

“

6 182 Z019GPlと 重複

18 17 舒

18 18 123

ZO-20 2 器 129 土師器甕 (奈良・平安時代)

37 % 201 須恵器杯 土師器甕 (奈良・平安時代)

28 % 114 土師器杯・甕 (奈良。平安時代)

X 器 114

22

"
34。1

% ∞ 121

41

“

216

51

" "
32 ∞ 255

10 器 Z 17.9

11

"
∞ 239

ZO-21 18 16 %

"
あ

“田 73 373 土師器不。甕 (奈良・平安時代)

% 認 61

34 ∞ 103

52 32 13.7

35 32 153

28 器 10.8

ω %

ZO-22 45 45 %

103

“

33.7

ZO-25 21

"
173

ZO-26 ∞ Z %

% 31 294

73

"
37.4

ZO-27

土師器不・甕 (奈良。平安時代)

土師器不・甕 (奈良。平安時代)

土師器甕 (奈良・平安時代)SB19P4に変更

・甕 (奈良・平安時代)SB19P6に変更
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銭塚遺跡

グリッド 番号 長径(cm) 短径(cm) ,栞 さ(cm) 出土遺物・備考

ZO一 ZZ 土師器甕 (奈良。平安時代)SBl倒りに変更

須恵器甕 (奈良。平安時代)SB19P8に変更

10 32 ∞ 187

41 28 712 須恵器不 土師器甕 (奈良。平安時代)

12 SJ“―P6に変更

13 土師器甕 (奈良・平安時代)SJ“,P5に変更

ZO-28 ν 器 20。5

ZO-31 32 31 20。6

" "
16.6

18 17 118

22 2 16

" "
12.7

16 16 21.3

17 15 14.7

17 14 129

19 14 232

10 16 15 12

ZO-32

“

器

"
土師器杯・甕 (奈良。平安時代)

% Z 26.8 須恵器蓋 (奈良。平安時代)

19 18 器 須恵器杯 (奈良。平安時代)

18 18 48。6

18 16 39.7

32 % 35。8

あ

"
102

18 14 103

"
18 375

10 26 2 23.7

11

" "
275

12 あ

"
229

13 η 21 328

14 ∞ 器 22.1

15 あ 17 218

16 2 2 28,7

17 器

"
147

18 Z
"

%

19 17 14 23.5

刀 19 18 197

21

"
19 161

22 18 18 32.7

器 16 16 32

Z 17 14 10。6

25 14 13 24.7

ZO-33
"

刀 34.8

16 16 19。8

器 22 35。4

18 18 38

15 19。 1

14 14 20.4

ZO-34 % 器 134

ZO-35 39 器 10。8

49 38

"
SK53に 変更

ZO-36 47 巧 10。9

% %

“ZP-14 37 % 232

22 2 16。6
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グリッド 番号 長径(cm) 短径(cm) 深さ(cm) 出土遺物 0備考

ZP-14
"

16 161

31 22 163

ZQ-14 Ю 28 18

26 26 16.4

ZR-25

“ “

443

40

"
538

ZS-19
"

16 92

% Z %

“

12 82

52 46 13.4

% 17 10

26 22 108 ZSlⅨ}P7と 重複

31 21 124 ZSl%卜P6と 重複

“ “

14.6

31 31 116 ZSl鴨 P10と 重複

10 26 18 82 ZS196]的 と重複

11 31 31 142

12 % 器 118 ZS19GP13と 重複

13 Z 22 % ZS19GP12と 重複

14

"
19 58

15 19 18 108

16 14

17 % あ 14。6

18 42 28

"
ZS19GP19と 重複

19 % 22 62 ZS19GP18と 重複

"
22

"
42

21 17 16 侶

2 48 器 28。4

X ∞ 28 10.4

Z
" "

16.6

あ

"
26 38.6

26 32 31

"
ν 18 18 %

8 器 21 10。4

" "
32 172

Ю 器

"
114

31 ω

"
128

32 % 21 86

"
∞ あ %

34 器 19 %

% ν 26 10。4

36 40 36 10。4

37

"
Z 35

器 37 % 152

ZS一 IЮ 26 26 128

30 % 14.6

23 19 11

"
21 13

16 16 鶴

2
"

15

Z
"

22.6

25 20 器

あ 13

10 19 17 10

ZS― あ 44

"
17.6

一

〓
〓
〓
〓
三一三
二〓
三三
三
一一〓≡
三二
〓
〓
≡〓
彗
三
一≡
一一一〓一〓≡
〓〓〓〓〓〓一．
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銭塚遺跡
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第61表 ピット出土遺物観察表 (第275図 )

11ロ グリッド他出土遺物
本項では、遺構に伴わずに、あるいは伴出以降

の不明な遺物の実測図を掲載する。第276図～280

図にはグリッド等出土遺物、第81図には試掘調

査の際出土した遺物を掲載した。

以下、特徴的な遺物について説明する。 1は北

武蔵型杯で、内面上位に油煙が付着する。燈明皿

として使用されたものであろう。7は胎土に片岩

を含む。槻川流域の土か。整形に木ロナデを多用

する。

10は環状つまみの須恵器蓋である。ロクロ整形

後、内外面にヘラミガキ調整を加えている。白色

針状物質は含まれず、胎土は比較的精良である。

非南比企産と考えられる。西毛産であろうか。

19は東海産に似るが、南比企産の杯Bである。

22・ あ・器は末野産の無台杯。22は底部にケズリ

が見えない。ヘラ切り後ナデか。25も 同様であろ

う。
"は

杯Gか。31・ 32は内面にヘラ状工具によ

る渦巻き状の沈線、「ノタロ」が付く。末野産と

思われる。

39は短頸壺の底部片で、内面が磨滅。硯に転用

されたと思われる。40は壺か。月同部側面に「内」

の刻印が押されていた。南比企産である。能は滑

石製の石帯。破損していた。

第18号溝跡はZLOZM OZN-22グ リッドに位

置する。当初、帰属遺構が不明確で、確認面付近

の遺物を谷部包含層としてグリッド単位で取 り

上げたものがある。第ν6図 10～ 12・ 15～ 17の須

恵器蓋、18～

"の
須恵器高台付杯、220250"～

32の須恵器無台不、馬の須恵器平瓶、関の須恵器

水瓶などがそれで、本来的には第18号溝跡に帰属

すべき遺物である。東海産 (湖西産)、 末野産須

恵器を定量で含むこと、鳩山 I期の供膳器がほと

んど含まれないことは、第18号溝跡の傾向と一致

している。南比企産須恵器は山下 6号窯またはそ

れ以前の段階と思われる。

また、グリッド出土資料からはミガキ調整をも

つ須恵器蓋が新たに見つかり (10)、 上野 (西毛)

産須恵器がその組成に加わる可能性が高まった。

第275図  ピット出土遺物

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

器
　
器

　
器

師
　
恵
　
恵

土
　
須
　
須

甕

　

杯

　

甕

(".0) “

　

解

Ｉ

　

Ｌ

Ｅ‐

　

Ｉ

．

‐

Ｃ
　
Ｅ
　
Ｅ

Ａ １０

　

”

通

　

通

　

好

並
日
　
　
並
日
　
　
由
民

橙

灰白

灰 “Ｇ

Ｉ
　
‐一

Ｇ
　
Ｚ

一
　

具

ＺＩ

　

て当

り

　

文

ズ

　

無

ケ

　

面

ラ
　
　
エ肉

Ｐｌ
　
　
ヘ

Ｇ
　

転

　

き

１３

　

回

　

叩

一
　

面

　

行

珂

　

全

　

平

部

　
面

か
　
底

　
外

土の
　

産
　
産

蔵
　
企
　
企

武

　
比
　
比

北
　
南
　
南
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第276図 グリッド他出土遺物 (1)
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銭塚遺跡
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第277図 グリッド他出土遺物 (2)
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第278図 グリッド他出土遺物 (3)
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銭塚遺跡
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第279図 グリッド他出土遺物 (4)
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第62表 グリッド他出土遺物観察表 (第276～280図 )

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

　

ｎ

ｌ２

１３

１４

15

16

17

18

19

"

21

22

23

2

万

26

ν

瀦

"
Ю

31

2

"

34

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

杯

杯

杯

杯

不

不

椀

高杯

皿

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

蓋

高台付不

高台付杯

高台付不

杯

杯

杯

杯

不

不

不

杯

杯

杯

杯

不

不

杯

117

(13.3)

(12.6)

131

(1%)

(126)

10.0

(1毬 )

(169)

12.6

16.0

(al)

(161)

(149)

128

135

(1田 )

(15.0)

(114)

3.3

部

61

“

舶

響

∞

50

3.1

1.7

37

2.1

ν

25

1.9

32

23

26

舶

33

鶴

犯

“

37

器

Z

27

14

15

14

1.3

17

田

12

(Ю 。8)

(105)

102

(10.0)

“(9。4)

115

11。 1

(7.6)

(9.0)

(113)

(78)

(110)

(140)

(136)

(110)

61

“

CEI

CHI

DEGHIL
AHI

HIKL

DHIK
BCEHI

CEGHI

AHI

DEIK

EIJK

EIJK

DEIJ

IJKL

EIK

BCDI

IK

EIJK

DJK

IK

EFHIJK
BEIL

EIJK

EIJK

BCI

EIJK

EIJK
IK

EIJ

IK

CEIK

CEIK

EHIJK

HJK

%

∞

Ю

∞

40

“Ю

鉤

45

加

“

"

"
Ю

5

∞

15

加

∞

あ

1(X)

“

"

"
∞

∞

15

加

"
あ

る

Ю

鉤

あ

普通

普通

普通

良好

普通

良好

普通

普通

良好

良好

普通

普通

良好

良好

普通
|

1不良

1良好

1普

通

1良好

良好

普通

普通

普通

普通

不良

普通

良好

普通

良好

良好

普通

普通

普通

普通

橙

橙

橙

橙

にぶい橙

にぶい橙

橙

橙

橙

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰白

灰白

明灰

灰白

灰白

青灰

灰

青灰

灰

灰

灰

灰

青灰

灰

灰

灰

灰

灰 白

北武蔵型不 底部ヘラケズリ ロ縁下に無調整部有り

面油煙付着 ZG-19～21G

北武蔵の土 杯蓋模倣杯 ZO-12G北壁Ⅲ層

在地産か 白針含まない 無彩 ZO-12G北壁Ⅲ層

北武蔵型杯 焼成良好 雲母状微粒子含む 底部外面黒斑

ZF一 %・
"G確

認面

在地産 赤彩杯 全面赤彩 体部上位ナデ、下位ヘラケズリ

自針含まない ZL-12G

在地産 全面赤彩 白針無し ZY-14G
1流域の土か 片岩含む 体部上位木ロナデ 中位以下ケ

ズリ ロ縁内面木ロナデ 体部ヘラナデ+ナデ ZH一 yGNo.1

北武蔵の土か 杯部風化著しい ZO-12G北壁Ⅲ層

北武蔵型杯 (皿)高温焼成 粉っぽい土 器面風化 Z―

産地不明 (西毛産か)白針無し 環状つまみ (径4.■m)ロ
クロ整形 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)後ヘラミ

ガキ 内面ヘラミガキ ZM… 22G谷部包含層

比企産 天丼部回転ヘラケズリ 環状つまみ (径5■m)

含層

比企産 天丼部回転ヘラケズリ 環状つまみ (径52m)
-2G谷部包含層

環状つまみ (径5■m)天丼部回転ヘラケズリ (ロ

クロ左回転)口唇部欠 ZF― %G確認面

白針含む 天丼部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

まみ (径52m)天丼部内面磨滅 転用硯の可能性有り

ZG-19～′21G

白針無し 内面に「かえり」付き 天丼部回転ヘ

ラケズリ ZM-22G谷部包含層

白針無し 緑泥片岩状の鉱物含む 環状つまみ (径

5■m)形態的には南比企産に似る ZM-22G谷部包含層

湖西産 胎土精選 天丼部一部回転ヘラケズリ残る ZM―
22G谷部包含層

南比企産 底部回転ヘラケズリ後ロクロナデ 実測No62と

似 湖西産模倣か ZM-22G谷部包含層

南比企産 白針含む 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)

内面沈線巡る 湖西産類似 ZM-2G谷部包含層

湖西産 胎土精選 焼成堅級 底部回転ヘラケズリ
ヘラ切りに伴う突起有り ZN-2G谷部包含層

南比企産 底部回転糸切り 内底径4■m ZI-37G

末野産 底部指押え+指ナデ ケズリ調整は認められない

ZM-22G谷部包含層

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)Y6段階

ZF― %・ 37G確認面

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)ZF-360
37G確認面

末野産 体部下端回転ヘラケズリか 底部ヘラ切り後軽いナ

デ ZM-2G谷部包含層

南比企産 底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)ZF-36・

南比企産 底部回転ヘラケズリ ZM-22G谷部包含層

末野産か 黒色粒子目立つ 底部手持ちヘラケズリ ZM―

底部回転ヘラケズリ (ロ クロ右回転)ZM-22G谷
部包含層

末野産か 白針無し 片岩不明瞭 底部手持ちヘラケズリ
-22G谷部包含層

末野産 白針含む 内面「ノタロ」 外面回転ヘラケズリ (ロ

クロ右回転)ZN-2G谷部

内面「ノタロ」 底部回転ヘラケズリ ZM-22G谷部

南比企産 底部回転糸切リ ヘラ記号あり 内底径6&m η
…22G

南比企産 底部ヘラ記号 回転糸切り ZO-31G

108-1

108-2・ 3

108-4

108-5

109-1

107-5

1(7-7

1(フ ー8

107-6

108-6

108-7

108-8

1(渇 -9

-326-



銭塚遺跡
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第280図 グリッド他出土遺物 (5)

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

％

％

ｙ

誌

鵜

４１

位

侶

４

“

“

″

毬

“

Ю

５１

”

”

Ｍ

５

“

ヮ

須恵器

須恵器

須恵器

灰釉陶器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

平瓶

水瓶

長頸瓶

長頸瓶

短頸壺

(短頭)壺か

小型壺

円面硯

甑

甕

甕

大甕

甕

甕

鉢

鉢

甕

甕

[E

[=]

[=1

甑

甑か

132

(4。9)

(Z8)

(%.0)

(10.9)

(14.0)

(186)

(122)

16。8

(210)

(為6)

(22)

%

73

15.0

142

3.3

47

田

14

15.0

%

113

2

28.6

129

106

23。7

28。9

η

%

15.0

22.9

87

108

(14.0)

(27)

(154)

(76)

IK

JKL

EIKL

IK
EIJ

EIJK
EIJ

IJK

GIJK

IJK

IK

CEHIK

EHIJL
GIJK

IJKL
CEHI

CDEHIL

EGHJ

CEHIL

GHI

ACEHI
CEHI

ACEHI

%

"
∞

25

%

10

万

"
40

"
5

%
5

15

"
∞

∞

あ

η

25

"

あ

良好

普通

良好

良好

良好

普通

良好

良好

良好

良好

良好

不良

普通

普通

良好

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

普通

灰白

黒灰

灰

灰白

灰

灰

暗灰

紫灰

灰

黒灰

灰

灰黄褐

灰

灰

灰

橙

褐灰

灰褐

橙

明赤褐

橙

橙

にぶい橙

湖西産か 胎土精選 口縁底部欠失 淡緑色の自然釉 ZN一

22G谷部

南比企産 頸部下端に凸帯 月同部に2条 1単位の平行沈線2段

残存部下端にも沈線見える 内面絞り目 ZN-22G谷 部

南比企産か 白針不明瞭 白色粒子の混入多く胎土やや粗い

頸部沈線2条 下位ケズリ Z― 器G

頸部・胴部外面灰釉施す 猿投産か? ZK-1%
南比企産 転用硯と思われる 底部内面磨滅著しい 周辺部

故意に打ち欠いたものか ZG-19～ 21G

南比企産 白針含む 月同部外面「内」の押し印 ZG-1〔()

南比企産 月同部外面～底部手持ちヘラケズリ 底部内面指押

え ZK・ ZL-12G

南比企産 円面硯脚部片 方形透7レ ヶ残る ZM-22G谷部包

含層

南比企産 外面ヘラケズリ 内面無文当て具後ナデ ー部ケ

ズリ ZO-32G
南比企産 胴部口縁内面自然釉 頸部平行叩き後ロクロナデ

胴部内面無文当て具 ZK一

“

G
湖西産か 胎土精選 口縁欠失 頸部に突帯 胴部平行叩き

+同心円文当て具 ナデ消し ZF一 %・ 37G確認面

産地不明 白針無し 8本組櫛歯状工具による波状文 ZM一
2G谷部包含層

南比企産 月同部平行叩き+無文当て具 ZK一 器G

転用砥石 南比企産 頸部平行叩き後櫛描波状文 (9本4段 )

施文 割れ日と内面擦痕顕著 ZO-14G

南比企産 月同部平行叩き+無文当て具 ZF一 %G
北武蔵の土 月同部ナデ 底部ケズリ 内面ヘラナデ ZO一

12G北壁Ⅲ層

1北武蔵の土か 月同部上半木ロナデ 下半ケズリ ニ次被熱に

|よ り器面剥落 ZO-10G
1在地産 白針含む 胴部上半ヘラナデ 下半ヘラケズリ 内

1面ヘラナデ ZP-10G
I在地の土か 比企型の壺 白針無し 外面赤彩 内面無彩

1胴部木ロナデ後ケズリ 内面ヘラナデ ZK一
"021G

I在地の土 (白 針無し 角閃石不明確)? 月同部ケズリ+ヘ ラ

1北武蔵の土 ZK一
"021G

I北武蔵の土か 白針無し 胴部ヘラケズリ後ナデ ニ次被熱

|に より器面荒れる 内面ヘラミガキ ZP-10G

I詣
〒

「 こ籠:望、」
l同

部ケズリ十ナデ ロ縁部にヘラキズ ZF一

109-4

109-2

109-5

109-3

109-6
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版

田
　
　
”
　
∞
　
６１

位
　
　
“
　
　
“
　
　
“

瓦

鉄製品

鉄製品

鉄製品

石製品

土製品

土製品

土製品

平瓦

鎌 ?

刀子か

刀子か

石帯

土錘

土錘

土錘

EGJ

EHI

EHIK

EHIK

5

お

普通

普通

普通

普通

灰

黒褐

赤褐

にぶい赤褐

残長12■m 残幅8■m 厚さ2&m 南比企産 凹面糸切り十

布目 凸面縄叩き 一枚造り 端面はナデ調整 ZO-14G
刃長5■cm 刃幅2.0～ 1.生m 背幅0.3及)m ZF― IG
長さ11■m 幅2.9～ 2.lcm 背幅0“cm ZG-37G

出土遺構不明 2片あり(同一個体と考えられるが接合しない)

縦2■m 横2■m 厚さ0。7cm 重さ12.9g 滑石製 非常に良

く研磨されている ZO一 XG
残存長67cm 最大径2■m 孔径0&m 重さ368g 大型品

上端欠失  ZO-32G
残存長5%m 最大径21cm 孔径0耽m 重さ

"8g 
上端欠損

ZO-14G
残存長6■m 最大径1■m 孔径0■m 重さ15。7g 上端裏面

欠損 ZO-32G

109-7・ 8

110-6

110-7

110-10

110-1・ 2

110-3

110-4

110-5

第63表 試掘出土遺物観察表 (第281図 )

第281図 試掘出土遺物
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 残存 焼成 色調 備考  出土位置 図版
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ふ  り  が  な

所 収 遺 跡 所

り が な

地在

コー ド 」ヒ 緯 東 経
調査期間

調査面積

(ボ )

調査原因
市町村 1遺跡番号

ぜにづか い せき

銭塚遺跡

(第 2・ 3次 )

埼 玉県東松山市

大 字高坂307-1

番地他

11212 369 36° 00′ 28″ 140° 15′ 38〃

20030408

20030430

20030801

20040324

20040408

20050331

20050401

20060331

21,700
土地区画

整理

しろしきいせき

城敷遺跡

(第 102次 )

埼 玉県東松山市

大 字高坂347-1

番地他
1 1212 370 36° 00′ 24〃 140° 15′ 38″

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

銭塚遺跡 集落跡 弥生時代

古墳時代

奈良。平安時代

中・近世

時期不明

土器棺墓   1基
住居跡    15軒
掘立柱建物跡 6棟
土墳     10基
溝跡     6条
畠跡    1箇 所

堤防状遺構 1箇所

住居跡    45軒
掘立柱建物跡 12棟

土墳     8基
溝跡     9条
ピット列   1列
掘立柱建物跡 1棟
土墳     3基
溝跡     5条
井戸跡    7基
住居跡

土墳

溝跡

ビット

2軒
14基

18条

多数

弥生土器 (岩鼻式)

土師器 須恵器

土師器 須恵器

鉄製品

陶磁器 木製品

土師器 須恵器

小児の歯出土。

畿内産土師器 2点 出

土。 4× 3間総柱建

物跡。

城敷遺跡 集落跡 古墳時代

中・近世

住居跡    31軒
掘立柱建物跡 3棟
土墳     9基
溝跡     16条
大溝跡    1条
溝跡 5条

土師器 須恵器

木製品 石製品

陶磁器

大溝跡から多量の土

器・木製品が出土。

初期須恵器 (樽形退 )、

本製梯子など出土。



要  約

銭塚遺跡・城敷遺跡は埼玉県東松山市高坂に位置する。都幾川右岸の自然堤防上に立地し、標高20m前後であ
る。東約400mに位置する反町遺跡 も有機的な関連をもつ遺跡で、 3遺跡によって一つの遺跡群 (反町遺跡群 )

を構成する。

銭塚遺跡は古墳時代中期～奈良・平安時代にかけて営まれた集落である。第18号掘立柱建物跡は4× 3間総柱

構造の建物跡で、柱穴掘 り方が大きく、栗石が敷設されていた。一般集落の倉庫の中では破格の規模 と構造であ

る。出土遺物の中には、畿内産土師器が 2点含まれていた。畿内産土師器は地方官衛や関連遺跡から出土する例

が多 く、注目される資料である。

城敷遺跡は主に古墳時代前期～古墳時代後期前半にかけて存続 した集落遺跡である。集落の中を大溝跡 (河川

流路)が蛇行 して流れ、集落と大溝跡が一体として機能したことが判明した。水辺に降りる階段状施設や堰、護

岸施設の本組みなどが検出され、大溝内からは多量の遺物と祭祀の跡が発見された。本書報告分からは木製槽や

長さ3mに も及ぶ一本を削 り出した梯子、漆掻 きの痕跡を残す漆原木等が出土 した。土器類では初期須恵器の樽

形退が破砕された状態で出土 した。樽形退は非常に出土例の少ない遺物であり、何 らかの祭祀に使用されたと考

えられる。巨視的にみると、城敷遺跡から銭塚遺跡へ集落の移動が認められる。
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